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１．一年後の連合国







　迷宮の六十六層まで落とされた僕とライナーは、立ち塞がる『風の理ことわりを盗むもの』ティティーと『光の理を盗むもの』ノスフィーを突破して、地上に帰還した。不眠不休のハードな道のりだったが、無事に連合国の宿屋まで辿たどりつき、安全なベッドで眠りにつくことができた。

　――そして、翌日。

　僕は昼まで寝過ごしてしまっていた。

　木造の天井を見つめながら、このまま宿で丸一日寝て身体からだを休めるのも悪くないと考える。しかし、『表示』のＨＰとＭＰを見たところ、どちらも最大値まで回復していた。これ以上の休息は怠けるだけだと判断して、ゆっくりとベッドから身を起こす。

　視線を横に動かすと、仲間のライナーとティティーは僕よりも先に起きて、借りた部屋の隅っこで風魔法の訓練を行っていた。昨日、ライナーは早めにダウンしていたので、十分に回復しているようだ。ティティーのほうは単純に種族的な恩恵で、一番元気そうに見える。その仲間二人を誘って、宿屋で昼食を摂とって、昨日決めた予定通りにフーズヤーズを目指して動き始める。

　――目下の最大目的である『木の理を盗むもの』アイドを目指す前に、かつての仲間たちを集めたい。

《ディメンション》で軽く事前調査を行った限りだと、ラスティアラとセラさんが大聖堂にいるのは間違いなかった。

　連合国内で国から国へと越境する際は、迷宮に近ければ近いほど早い。

　一時間も歩かない内に僕たちはフーズヤーズに入って、その豊か過ぎる街の景色を目にする。僕とライナーは口を開けて驚き、ティティーは興奮して田舎娘のようにきょろきょろと周囲を見回す。

「おぉっ、凄すごいのう！　さっきのヴァルトとやらより、こっちの国のほうが豪勢じゃ！」

　彼女の言うとおり、それは豪勢と表現する他ない光景だった。

　この異世界特有の文化である『魔石線ライン』が、日の光を浴びて煌きらびやかに発光している。その数は、以前来たときの倍以上。街の道の端だけでなく、多くの新築の家にも大量の『魔石線ライン』が張り巡らされていた。

　フーズヤーズは富裕層の多い国だ。

　元々、豪ごう華か絢けん爛らんなところがあったが、この煌びやかさは少し異常だった。

「いや……、これはおかし過ぎないか……？」

「ああ、おかしい。何かある。気をつけてくれ、主あるじ」

　僕が口にした疑問に、この街に住んでいた経験のあるライナーが同意した。そして、その眼球を忙せわしなく動かして、周囲の中から異常を一つ選び取って睨にらみつける。

　からからと軽快な音を立てて、『魔石線ライン』の上を車輪が回っていた。

　人を運ぶほど大きいものではないが、魔石製と思われる機関によって、かなりの速度で物資の輸送が行われている。

「あんなもの、僕が住んでいた頃は一つもなかった。僕たちのいなかった一年で、もしかしたら……。あいつが――」

　誰が、この事態を引き起こしたのか、その心当たりが僕とライナーにはあった。その確認のためにも、僕たちは先を急ぐことにする。

「その前にラスティアラと合流だ。いまは大聖堂へ急ごう」

　新しいもの一つ一つに足を止めていては、いつまで経たっても前に進めないと判断して、僕たちは様変わりしたフーズヤーズの街道を突っ切っていく。

　そして、街の中心に向かうこと数十分。

　フーズヤーズの象徴である大聖堂まで辿りつく。

　街の風景は変わり切ってしまったが、ここだけは以前と変わっていなかった。

　周囲は木々と柵と川で覆われ、大橋が一つ架かっている要塞。

　僕の記憶にある大聖堂のままだ。

　以前はラスティアラ誘拐のために、正面から強引に侵入した。だが、今回は裏側から侵入しようかと考えている。内部に詳しいライナーがいるので、迷うことがないからだ。

　ただ、その案内をライナーに頼もうとしたところ、呆あきれた顔で反論されてしまう。

「――いや、ジーク。あんたは正面から入ればいいだろ。あの日の罪状はもう帳消しになってるんだ。正直に事情を話して、正当な拝謁を頼めばいい。というか、ジークはレヴァン教の始祖様なんだから、もっと堂々としてくれ」

「いや、始祖とか言われても、実感なんてないし……。ここには犯罪を行った思い出しかないから……」

　以前にラスティアラとディアを攫さらったとき、多くの騎士たちに怪け我がをさせてしまったので、真正面から入るのは少し勇気がいるのだ。その僕の我がままを聞いたライナーは、肩をすくめながら一人で大聖堂の大橋に向かおうとする。

「なら、ここで少し待っててくれ。主の騎士である僕が、話を通してくる」

　それを僕とティティーは遠くから、そっと見守る。

　まずライナーは気軽に大橋で警備している重装備の騎士たちに話しかけた。

　最初は怪しまれていた様子のライナーだったが、話を進めていく内に重装備の騎士たちの顔色が青くなっていく。《ディメンション》で盗み聞いたところ、彼は自分が元『天上のセレステイア七騎士ル・ナイツ』であることや、四大貴族ヘルヴィルシャイン家であることを使って脅していることがわかった。それを証明する手段がライナーになくとも、目の前の少年の魔力を感じるだけで、それなりに魔法を嗜たしなんでいる騎士ならば信じざるを得なくなるだろう。

　数分後、警備の騎士の一人が奥に引っ込んで、すぐに上司であろう人物を連れてきた。その人物の顔には見覚えがあった。

　茶色のショートカットの少女――ラグネ・カイクヲラちゃんだ。

　最年少で『天上のセレステイア七騎士ル・ナイツ』となった騎士で、戦い方と喋しやべり方が少し特徴的な子だ。彼女とは迷宮内と『舞闘大会』で、二度戦っているのでよく覚えている。ただ、顔は変わらずとも、印象が少し変わった気がする。以前のシャツ一枚から、きっちりとした騎士らしい装いに変貌し、少し身長も伸びていた。

　一年の歳月を感じさせるラグネちゃんは、かつての同僚であるライナーの姿を見つけて、顔を明るくした。そして、彼と二言ほど言葉を交わしたあと、こちらに目を向ける。僕の姿を見て、さらに顔を明るくして手招きをしたので、ティティーを連れて大橋に移動して、挨拶と自己紹介を行っていく。

「――やあ。久しぶり、ラグネちゃん」

「うむっ。ラグネちゃんよ、初めましてじゃ。童わらわはティティー、よろしく頼むのじゃ」

「うわあー、ほんと久しぶりっすねー。ティティーさんも初めましてっす。まあ、こんなところもあれなんで、大聖堂のほうへどうぞ。私の独断で客間まで案内するっすよ」

　ラグネちゃんのおかげで、あっさりと大聖堂の中に入れるようだ。ただ、それは彼女の立場を悪くしないかと心配になり、僕は口を挟む。

「独断って……、大丈夫なの？」

「ふふふーっす。実は私、最近『天上のセレステイア七騎士ル・ナイツ』の総長になったっす！　なので、ここの警備の全ては、いま私が取り仕切ってるっす！　だから、大丈夫っすよ！」

　僕たちは話をしながら、剣を胸に当てて敬礼する警護の騎士たちの横を通って、大橋を渡り終える。橋を過ぎれば、両脇に針葉樹の並ぶ一本道だ。かつては強引に駆け抜けた道を、今日はパチパチと拍手をしながら歩いている。

「ラグネちゃん、総長になったの？　それはおめでとう。大出世だね」

「と言っても、ペルシオナ総長とか副総長が戦争に借り出されたせいで、繰り上がりでなっただけっすけどね。偶然が重なっただけで、実力でなったわけじゃないっす。さらにぶっちゃけて言っちゃうと、私は戦争だと役に立たないから置いていかれたようなものっすねー」

　昇進をお祝いされるのは、ラグネちゃんの本意じゃなさそうだ。すぐに僕は拍手を止やめて、続きの言葉を吞のみこむ。しかし、せっかくの現地人との世間話を途切れさせるのは勿もつ体たい無ないので、強引に会話を続けていく。

「それにしても、連合国は変わったね。たった一年離れてた間に、凄い発展してる」

「……そういえば、カナミのお兄さんは丸一年もどこに行ってたんすか？」

　その応答から、僕はパリンクロンとの戦いで死んだことになってないとわかる。昨日の酒場の人たちの話を合わせれば、消息不明の英雄様といったところだろうか。

「えーっと……、ここにいる三人で遠くへ遊びに行ってたんだ。本土よりも、もっともっと遠くのほうにね」

「遠くへ遊びに……海外旅行っすか！　いいっすね、羨ましいっす！」
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「そのせいで、いまの連合国の状況についていけてないんだ。よかったら、簡単に教えてくれないかな？」

「お兄さんの頼みならば、了解っす」

　その慎つつましい胸を叩たたいて、ラグネちゃんは快く請け合ってくれた。その好意に甘えて、僕は遠慮なく質問をしていく。

「まずはフーズヤーズだね。この国だけ、ちょっと凄過ぎない？」

「そりゃあ、いまやフーズヤーズは世界一っすからね。南のいざこざを、この一年で纏まとめ切って、連合国を纏める頭になったっす。本土のほうも似た感じで、いまはフーズヤーズを中心に世界が回ってるんすよー」

「へえ……。たった一年で、それは凄い。けど、どうして急に……？」

「全部、アイドって人の力っす。カナミさんのいない一年で、この人が凄い活躍したっす。たぶん、この人、教科書載るレベルっすよ」

『木の理を盗むもの』アイド。

　心当たりが的中した。

　その男と知り合いであるティティーとライナーの表情が変わる。

「アイド……。その人は、フーズヤーズでどんなことをしたの？」

「大量の技術や情報の提供を行ったっすね。えー、確かー……、『魔石線ライン』の改良、新たな輸送手段の確立、それに伴っての交易状況の改善、各国の農業や工業にも手を入れてー、奴隷に対する扱いの制度を一本化したっす。とはいえ、全部が上う手まく国に浸透したわけでもないっすけどね。騎士の私が聞いても訳わからないのが結構あったんで、一般の方々はもっとよくわかってないと思うっす」

　軽く列挙しただけで、僕の顔は引き攣つった。千年前の人間でありながら、アイドは一切の容赦なく、世界に影響を与え回っていた。

「その中でも一番の功績は、やっぱり魔法技術の進歩っすねー。これはわかりやすいから、誰でも凄いってわかるっす」

「魔法技術の進歩って、どんなことをしたの？」

「魔法の原理そのものの解明を進めて、この世界の魔力は誰にでも操れることを証明したっす。エルトラリュー学院の魔法の教科書とか、丸ごと書き換わったすよ。そのおかげで魔法使いの水準が結構上がったっす」

　ただ、ここまで聞く限り、アイドの業績はどれも人々のためになると思った。

　世界への干渉の多さには驚いたが、この世界のために彼は自分ができることをやっているだけかもしれない――

「あと『詠唱』の量が、一気に増えたっす。その中で一番やばいのは、『先天スキル』に合わせた『詠唱』で起こる『代償』という現象っすね」

　という僕の感想は、すぐに撤回することになる。

「『代償』は限界を超えて魔力を搾り出す技術で、魔法を扱う人の価値が、ぐーんと上がったっす。あと魔法といえば、国が秘匿していた魔法技術も色々と暴露してたっすねー。代表的なのは『魔石人間ジユエルクルス』。アイドさんの暴露によって、『魔石人間ジユエルクルス』の研究院が一斉に潰れるなんて騒動もあったんすよ。半年くらい前からかなー？」

　やりたい放題だ。僕の中で、アイドの優先順位が上がった瞬間だった。

「ねえ、ラグネちゃん。そのアイドってやつが、いまどこにいるのか知ってる？」

　ちょっとした確信はあるが、念のために確認する。

　いま、アイドはどこで何をしているのか――

「それがっすねー！　大変なことに、このアイドって人！　この連合国からお金と人脈を引き抜くだけ引き抜いて、私らの敵国である『北連盟』に亡命したっす！……いやあ、大事だったすよー。そして、千年前の伝説をなぞるかのように『統べる王ロード』って人を王様にして建国。そこで『宰相』をやり始めたっす。その新興国が強いのなんのっ。おかげで、一年前の『大災厄』で一時休戦になると思っていた本土の『境界戦争』が、また激化してきて傍はた迷めい惑わくっす。……いや、そのおかげで私は総長になれたんすけどね」

　一年前の『大災厄』とは、僕とパリンクロンの戦いのことだろう。

　あれだけの人数が『世界奉還陣』に吞みこまれたというのに、たった一年でアイドは世界を立て直してみせたのだ。そして、僕の予想が間違っていなければ、それは千年前の『北連盟』と『南連盟』の戦いの続きを行うためだ。

　まず南側で、わざわざフーズヤーズが中心となるように活躍したのは、千年前の状況を再現させるのが目的だろう。

　この一年のアイドの全行動が『統べる王ロード』のためであると、僕たちにはわかった。

「本気だな、アイドのやつ……」

　ちらりと後ろを見ると、ティティーの顔が暗く沈んでいた。

　事情を知っている僕とライナーも似たような表情だ。

「あ、あれ……？　どうかしたっすか？　この連合国にいる限りは、余り私たちには関係ない人の話っすよ？　何かまずいこと言っちゃったっす……？」

　僕たち三人の空気が暗くなったのを感じ取って、ラグネちゃんは焦り出す。

　知らぬ内に自分が無礼を働いたかと思ったようだ。

「いや、ラグネちゃんは悪くないよ。色々教えくれてありがとう。助かったよ」

「あ……、はい。どういたしましてっす」

　と、ここまで話したところで、僕たちは大聖堂の本殿前に辿たどりつく。神聖魔法の結界が何重にも張られてある扉を開き、中に入っていく。

　その途中、ラグネちゃんの視線が一定の場所に、何度か向けられてるのを《ディメンション》が感じ取った。僕は腰に下げている剣を、鞘さやごと手に持つ。

「あー、えっと……、ラグネちゃん。もしかして、『この剣ローウエン』が気になってる？」

「あっ……、ばれたっすか？　やっぱ、お兄さんの勘は鋭いっすねー」

「見るだけならいいけど……。持ってみる？」

　気になっていることがあった。かつて、『舞闘大会』の決勝戦のあとに一度だけ、この宝剣をラグネちゃんは手に持ったことがある。あのとき、僕は正体不明の悪寒を感じた。その正体を、いま、この機会に確かめたいと思ったのだが――

「いや、いいっす」

　即座にラグネちゃんは断った。

　無表情で首を振ったあと、淡々と笑っていく。

「ははは。……そりゃ、騎士として名剣は欲しいっすよ。あの剣士ローウェンさんには憧れてるし、それを上手く使う自信もあったりするっす。けど、それは私が『一番』に欲しいものじゃないって、この一年でわかったっすから……」

「……そう」

　以前のような悪寒は一切感じない。

　代わりに、いま僕は、誰と喋っているのかわからない不思議な感覚に包まれていた。

「所詮、剣は剣。それよりも、いま私は……、あっ」

　ただ、その感覚はすぐに霧散して、ラグネちゃんの足は止まる。

「ああ、もうついちゃったっすね。それじゃあ、無駄話はここまでっす。すぐにお嬢を連れてくるんで、ここで待っててくださいね。……ただ、いま忙しい人なんで、ちょっと時間かかるかもっす。ではでは、気長にお待ちくださいっすー」

　いつものラグネちゃんに戻っていた。

　応接間のような綺き麗れいな部屋の中に僕たちを案内したあと、すぐに彼女は小走りでラスティアラを呼びに、走り去っていった。その小さな背中を見送っていると、まずライナーが勝手知ったる他人の家が如ごとく、部屋の中の椅子に座る。

「確か、ここは上客用の部屋だな。ゆっくり待たせてもらおう」

　それに続いて僕とティティーも椅子に座ろうとする。

　そのとき、いま閉ざされたばかりの部屋の扉が、大きな音を立てて開く。

　ほぼラグネちゃんと入れ替わりで現れたのは、一目で身分が高いとわかる神官一人と侍従服の少女二人だった。

　壮年の神官は酷ひどく濁った目をしていて、捩ねじれた黒の巻き毛が特徴的だ。

　後ろの少女二人は、目だけを覆う覆面バイザーのようなものをつけている。彼女たちの銀の髪によく似合う洒落しやれた紋様の描かれた覆面バイザーだが、侍従がつけるには余りに怪し過ぎる。

「――ようこそ、お出いでくださいました。フーズヤーズ大聖堂は、あなた方を歓迎しますよ。お久しぶりです、カナミ様」

　まず濁った目の神官が、僕との再会を喜んだ。

　ただ、僕のほうは彼の名前が出てこなくて困ってしまう。

「あー、えっと……」

　最近は千年前の知り合いも入り交じっているせいか、頭の中の記憶をさらうのも一苦労だ。何とか言葉を濁して時間を稼いでいると、神官は少しこめこみに血管を浮かばせながら、自分から名前を告げる。

「ラスティアラ様がいらっしゃるまで、この私――フェーデルトが、みなさんをもてなしましょう。かつて、ティアラ様の『再誕』の儀式を取り仕切っていた、このフェーデルトがっ！」

「あ、お久しぶりです。フェーデルトさん」

　薄うつすらとだが、やっと思い出してきた。以前、ラスティアラを大聖堂から攫さらったときに、そんな人がいた気がする。

　たぶん、儀式の最中、僕を排除しようと何度も叫んでいた人だ。

　あの日は『火の理ことわりを盗むもの』アルティと戦ったあと、パリンクロンに洗脳されたので、他の出来事の印象が薄くなっているのだ。どうか、あなたを忘れていたことは許して欲しい――という淡白な反応の僕と違って、ライナーは大仰に反応していく。

「フェーデルト……!?　なんで、あんたほどの人が……」

「彼は私が出迎えるに相応ふさわしい英雄様です。それに私は、あなた方と縁深いほうだと思いますので……」

　そう涼しい顔でライナーに答えたあと、フェーデルトは指を鳴らした。

　すると、後ろに待機していた少女二人が動き出す。二人が運んできたであろう配膳用の手押し四輪車ワゴンから飲食物を取り出し、近くのテーブルの上に並べていく。

　ものの数十秒で、まるで高級レストランにやってきたかのような光景が眼前に広がった。一人に四つものグラスが並べられ、透き通る上等な水と三種の果実酒が注がれる。そして、すぐ手前には、遠方から取り寄せたとわかる珍しい果物が食べやすく切り分けられ、テーブルの奥には手軽に摘つまめる軽食が用意された。

　その予期せぬ歓待に、僕は困惑しつつも一礼する。

「あ、ありがとうございます。しかし、意外です。僕はあなたに恨まれてると思っていましたので……」

　彼が長年かけて準備していたであろう儀式を、僕は潰したのだ。

　正直、寝込みを襲われても文句を言うつもりはない。

「はははっ。いえいえ、まさか。あの日の一件は、誤解が誤解を呼んだ悲劇だったと私は認識しております。あなた様を恨むことなど、滅相もございません。もう一つ誤解を解くとすれば……あのあと、フーズヤーズによるあなたの捕縛命令を取り消したのも私ですよ？　いまとなっては、私ほどあなたの来訪を喜ぶ者はいないでしょう」

「あははは……」

　フェーデルトは濁った目を細めて笑った。

　僕も笑うしかなかった。

　それなりに厄介な敵と戦ってきたから、わかるものがある。

　――この人、めっちゃ僕を恨んでる……。

　見たくもない腹の底をスキル『詐術』と『感応』が看破してしまい、僕は返事に困ってしまった。いま目の前に並んでいるご馳ち走そうにも、何が入っているのかわかったものではでない。そんな乾いた笑いを浮かべ続ける僕を置いて、フェーデルトはライナーたちに声をかけていく。

「ライナー・ヘルヴィルシャイン。あなたもお疲れ様です。あなたは見事、私たちの命令を果たしてくれた。そして、この大聖堂まで無事に帰ってきてくれた。とても喜ばしいことです。すぐにでも『天上のセレステイア七騎士ル・ナイツ』に戻る算段はつきますが、どうしますか？」

「どうも。ただ、まだ実家に戻ってすらいないんだ。その話は少しだけ待って欲しい」

「ふむ。相変わらずですね、あなたは」

　意味深な言葉が、二人の間で交わされた。

　そのあと、フェーデルトはティティーを相手に自己紹介を行う。

「初めまして、綺麗なお嬢さん。私はここで神官をやらせて頂いているフェーデルト・リオアスと申します。以後、よろしくお願いしますね」

「うむ。童わらわはティティーじゃ」

　その名前を聞き、さらに彼女の美しい翠みどり色の髪も見たとき、一瞬だけフェーデルトの身体からだが硬直した。常時薄く張っている《ディメンション》のおかげで、小さく呟つぶやいた言葉を、僕は聞き逃さない。

「ティ、ティティー……？　いや、まさか……、ありえませんね」

　どうやら、『統べる王ロード』の本名は、この時代まで残っているようだ。

　ただ、いま目の前で用意された軽食をお腹なか一杯まで詰め込んでいる下品な少女と、伝説の『統べる王ロード』の人物像は全く合わないようで、フェーデルトは思い過ごしと判断してくれたようだ。その間、ずっと僕の乾いた笑いは止まらない。

「ははは……」

「むっ！　かなみんっ、どうしたのじゃ!?　食べぬのなら童わらわが貰もらうぞ！」

　僕は能天気なティティーに頷うなずき返しながら、《ディメンション》から得られる情報を整理していく。

　いま両隣の部屋に、続々と大聖堂の騎士たちが集まってきている。よく見ると、給仕してくれている少女二人の『表示』も、色々とおかしい。レベルは二桁の上、間違いなく侍女よりも探索者に――いや、暗殺者に向いているステータスだった。

「しかし、カナミ様。今日はどのような用があって、ここに？」

　この状況を用意したであろうフェーデルトは、そ知らぬ顔で探りを入れてくる。

　僕の返答によって、目の前の男の対応は大きく変わるはずだろう。しかし、僕は噓うそをついてまで、この場を凌しのごうとは思わなかった。

「……ラスティアラに会って、話がしたいんです」

「ほう、お話ですか。お話をして、一体どうするつもりなのでしょうか？」

「そ、それは……」

　正直に言えば、両隣の部屋から騎士たちが雪な崩だれ込んでくる気がしたので、言いよどむ。その僕を見て、フェーデルトは薄く笑い続けていた。もう一度僕がラスティアラを攫いに来たことを、もう彼は察しているのかもしれない。

「カナミ様。正直なところ、お二人のお話とやらに、私はいい思い出がありません」

「すみません……」

「いいえ、謝ることはありませんよ。あの儀式の日のあれは、私たちの認識の甘さが招いた結果。いい勉強をしたと思っております。本当にカナミ様には多くのことを学ばせて貰いました。そして、その勉強の結果を、いまお見せしましょう」

　穏便に終わらせたかったが、どうやら最初から避けられない戦いだったようだ。

　僕の目的の確認が終わったフェーデルトは、挑戦的に笑って言い放つ。

「目的がラスティアラ様とあれば、仕方ありません。少し残念ですが、当初の予定通りにやらせて貰います」

　そう言い終えて、もう一度フェーデルトは指を鳴らした。それと同時に、給仕してくれていた少女二人が懐から短剣を取り出し、僕に向かって襲い掛かってくる。

「…………」

　僕に動揺はない。能力上、僕に奇襲は無意味だ。予期していたし、迎撃できる自信もあった。だが、あえて僕は動かなかった。

《ディメンション》が、彼女たち以外の三人目の動きを捉えていたからだ。

　ライナーが敵の動きに合わせて、狭い部屋の中を疾風の如く駆け抜ける。

「――《イクス・ワインド》！」

　大聖堂に入る前、騎士のライナーが任せてくれと言った。

　ならば、それを信じるのが主あるじである僕の役目だろう。

　微動だにすることなく、魔法で加速するライナーを見守った。

　一陣の風が吹き抜け、金属音が二度だけ鳴る。そして、トンッと木板に刃が突き刺さる軽い音も二度。テーブルの上に立ったライナーは、一つもグラスを倒すことなく、敵の獲物である短剣を弾はじき終えていた。

　その圧倒的な速度の差で、出鼻を挫くじかれた少女二人は足を止める。手に持っていたはずの短剣が天井に突き刺さっているのを見て、驚きで大口を開けていた。

　すぐに僕はライナーの主として、フェーデルトに状況の説明を求める。

「ありがとう、ライナー。……しかし、これはどういうことでしょうか。フェーデルトさん」

「ふっ、そのままの意味ですよ。あの日から、あなたが大聖堂に訪れればこうすることは、すでに決まっていたことです。そして、一年もの準備期間を私たちに与えたことを、あなたは後悔してください」

　奇襲に失敗しても、フェーデルトは冷静だった。そして、次は部屋の扉が荒々しく開け放たれ、騎士が数名ほど入ってきて、彼の隣に立った。

　少しずつ事が大きくなっていく。

　その中、ティティーだけは暢のん気きに料理を口に入れ続ける。

「むぐむぐ。うむっ、懐かしいのう。これぞ、人と人との交渉というものじゃ」

　守護者ガーデイアンである彼女にとっては、人間の敵に囲まれることより、目の前の甘味と酒のほうが大切なのだろう。仕方ないので、僕とライナーだけで真面目な話を進めていく。

「フェーデルトさん、やめましょう。はったりでもなんでもなく、僕たちは強いです」

「知っています。だからこそ、いま惜しみなく、あの迷宮の守護者ガーデイアンアイドと取引した力をお見せしましょう。先天的な才能を人為的に植え付け、一芸に特化させ、生まれながら『詠唱』で『代償』を払っている『魔石人間ジユエルクルス』。――その全員を『親和』させての大共鳴魔法に、カナミ様は耐えられますかな？」

　その言葉と共に、いま入ってきた騎士の陰から、戦場に似合わない侍女服の少女が二人現れる。

　先ほど僕たちに襲い掛かってきた少女二人とそっくりだ。

　いや、そっくりではなく――使われた材料が同じなのだろう。少女たち四人の『ステータス』にスキル『素体』があり、《ディメンション》で覆面バイザーの下の顔が四人とも同じであることから、それを確信する。

　侍女服の少女四人は、声を揃そろえて魔法を唱える。

　顔を顰しかめて、搾り出すように――

「「「「――共鳴魔法《インビラブル・アイスルーム》」」」」

　煙が広がるかのように、薄青の魔力が部屋の中に充満した。

　当然のように、四人は同属性の魔力だった。

　そして、一糸乱れぬ見事な共鳴魔法が展開する。

「くっ――！　ジーク!!」

「ライナー、こっちは大丈夫だ！」

「あぁっ、スイーツが落ちたぁ!!」

　周囲の空間が魔力で押し固められ、僕たち三人の動きが完全に止まった。

　共鳴魔法《インビラブル・アイスルーム》。

　すぐに氷結魔法と神聖魔法の複合であるとわかった。

　空間内の動きを停止させるという単純な結界だろう。

　ただ、その結界の密度と強度が異常だ。

　彼女たち『魔石人間ジユエルクルス』四人のレベルは10前後。魔力に特化していても、その数値はライナーよりも全員低い。なのに、いまやレベル30に届こうとしている僕とライナーが動けなくなった。守護者ガーデイアンであるティティーでさえも、食事の手が止まってしまっている。

『表示』上、絶対にありえない状況だ。

「ここまでの魔法……！　どうやって……!!」

　尋問用なのか、口だけは動いた。

　けれど、顔はぴくりとも動かせない。

　共鳴魔法というだけでは証明できない力だと思った。

　ただ、すぐにその理由を僕は知ることになる。

　少女の中の一人だけを『注視』して、『ステータス』を見続けていると――

　これだけの魔力を放ちながら、『表示』のＭＰが全く変動していなかった。

　その原因を探るため、僕は《ディメンション》の力を強めて、少女の頭の先から爪先まで、全てを余すことなく解析していく。

　まずは少女の身長体重を把握。そして、髪の毛の本数まで正確に数えて、体温を測っていく。肺と心臓の動作を見て、吐息や発汗に問題はないかを確認して――というゼロコンマ一秒に満たない診察の結果、少女に流れる血が正常でないことを発見した。

　身体の奥からではなく、血から魔力が溢あふれ出ている。

　それは、この世界の魔法使いの理ことわりに反している。

　血は魔術式が記されている器官だ。いわば車のエンジンであり、ガソリンが出て行くようなところではない。

　なのに、なぜ身体ではなく血から魔力が……？

　僕は答えを見つけるために、先ほどのフェーデルトの名前を思い出そうとしたときとは別次元の集中力で、記憶を掘り返していく。

　そして、運良く記憶の中から三つの有益な情報を見つけた。

　一つ目は、ＭＰを使うことなく魔法を使える『呪術』。

　つい最近、その『呪術』の基礎を身につけて、『詠唱』の真の意味を知った。

　二つ目は、魔石や血に記すことのできる『術式』。

　かつての聖人ティアラは、それに人格さえも記そうとしていた。

　三つ目は、先ほどのフェーデルトの「生まれながら『詠唱』で『代償』を支払っている」という言葉。

　僕が答えに至ると同時に、フェーデルトは勝利を確信して笑い出す。

「ふ、ふふっ――、ふふふ、ふははははは!!」

　この濁った目の神官は、やってはいけないことをやったようだ。

　おそらく、この少女たちの血そのものに、『詠唱』の文言が記されている。

　それも並大抵な『詠唱』じゃないだろう。マリアの記憶を削る『詠唱』やティティーの自我を削る『詠唱』に近いものだ。

　この少女たちが魔法を使おうと血に働きかければ、その危険な『詠唱』が自動的に発動するように『術式』が組まれているというわけだ。

　だから、こうもスムーズに、ＭＰの消費なしで大魔法が形成できる。

　だから、こうも少女たちは、苦しそうに魔法を使う。

　まるで自分の魂を削るように――！

「ふはははは！　私たちフーズヤーズは千年前の賢者である『木の理を盗むもの』アイドから、ありとあらゆる技術を買い取りました！　ここにいる『魔石人間ジユエルクルス』たちは、その技術の結晶！　この無尽蔵で高濃度の魔力は、あのラスティアラ様をも上回る！　その全員が、同じ調整を受け、たった一つの魔法に特化させ、完璧な共鳴魔法として完成させたのです！　始祖様であろうと使徒様であろうと、誰であろうと！――動けるはずがない!!」

　フェーデルトが余裕を見せていた理由がわかった。

　こうも極悪な魔法ならば、勝利を確信するのも無理はない。

　僕も『詠唱』で力の差を埋めてきたから、その気持ちは少しわかる。

　だが、このままやられる僕たちではない。

　まず騎士ライナーが、自慢げに力の説明を行う敵に叫び返す。

「フェーデルト!!　そこらの騎士と、僕を同じにするなよ！　僕はヘルヴィルシャインの騎士だ！　こっちだって、奥の手はある――!!」

　ライナーは強引に結界を破ろうと、歯を食いしばって全身に力をこめていた。

　もちろん、これだけでは、まだ結界は破れない。だが、ライナーが動こうとすればするほど、共鳴魔法を使う少女たちの息は荒くなっていく。

「――っ！　はぁっ、はぁっ、はぁっ……!!」

　間違いなく、ライナーの抵抗は魔法の使用者まで届いている。

　少女たちの表情は歪ゆがみ、目に見えて苦しみ始めた。それは何らかの『代償』が支払われ、大切な何かが削れているようにしか見えなかった。

　これが普通の魔法使いたちならば、身体の危機に反応して途中で魔法を止めるだろう。

　けれど、ここにいる少女たちは『魔石人間ジユエルクルス』だ。昔のラスティアラと同じく、危機管理能力が希薄な可能性が高い。下手をすれば、死んでも魔法を維持し続ける。

「ま、待てっ、ライナー!!　ティティーも、ここは僕に任せてくれ!!」

　ゆえに、慌てて僕はライナーを止めた。

　ついでに、ちょっと不機嫌になっていた様子のティティーも止める。

「……了解だ、主」

「うむ。少し腹が立ったところじゃが、かなみんがそう言うならば見ておろう。童わらわは部外者じゃからの」

　二人が僕に任せてくれたのを確認してから、全力で魔法を放つ。

「――魔法《ディスタンスミュート》！　僕の全身を覆え!!」

　次元属性の魔力を身体全体に染みこませる。

　そして、《ディスタンスミュート》の力によって、僕の身体の次元が一つずれる。厳密には違うが、『透化』のような効果を僕の身体は得た。

　その単純だが凶悪な効果は、結界内で遺憾なく発揮される。

　まるで亡霊が壁をすり抜けるかのように、僕の身体は自由に動き出す。

「――なっ!?」

　薄紫色の発光と動き出した僕を見て、フェーデルトは困惑の声をあげた。

　よっぽど自信があったのだろう。目に映る光景が信じられない様子だった。

　それは魔法を発動させていた少女たち四人も同様だった。その反応から、初めて共鳴魔法《インビラブル・アイスルーム》を突破されたことがわかる。

　隙だらけだ。

　すぐさま、僕は一番近い少女に近づき、その胸に腕を伸ばした。

　そろそろ、この魔法の使い方にも慣れてきたところだ。そして、これからも頼り続ける魔法になることもわかってきたので、いい機会だと思って、戦闘時特有の高速思考を使って命名を行う。

　この心と心を繫つながる魔法。名づけるならば――

「――魔法《ディスタンスミュート・繫心アクセス》！」

　心のままに命名された魔法は、水を得た魚のように活いき活きと脈動した。

　覆面バイザーをかけた少女は、胸の中に腕を差し込まれ、呻うめく。

「くっ……！　うぅっ、あ、あぁっ……」

　初めての『繫がり』を得て、全身が驚いているのだろう。

　それでも僕は遠慮なく、魔法を――僕の想おもいを叩たたきつけ続ける。

　少女を戦意喪失させるため、魔法で『話し合い』を行う。

「大丈夫、落ち着いて……。僕たちが戦う必要なんてないんだ……。君は誰に命令されることなく、君自身の人生を生きていい。君は君なんだから……」

『光の理を盗むもの』ノスフィーの光魔法を、次元魔法で再現した。

　その効果は、すぐに現れてきた。

　徐々に目の前の少女から力が抜けていき、共鳴魔法の構築が綻んでいく。

　けれど、まだ他三人の少女は戦意を失っていない。すぐさま、僕は《ディスタンスミュート・繫心アクセス》の力を増幅させる。

　このまま、他三人の少女にも『話し合い』をしかける。

　共鳴魔法を成功させている時点で、この少女四人の心は繫がっている。《コネクション》の『術式』を少し足して、逆に辿たどっていけば四人同時攻略も可能のはずだ。

「みんなも……！　落ち着いて……!!」

　声を搾り出しつつ、感情もぶつける。

　僕が心から戦いを望んでいないことを、少女たちに示す。

　ノスフィーの光魔法と違って、僕の『話し合い』に鎮静作用はない。しかし、僕は祈り続けた。そして、その想いは、幸運にも誤解なく、届く。

「うう、うぅ……」

「これは……」

「あ、ああ……」

　残りの少女三人も身体からだから力を抜き、膝を折って、戦意を完全に消失させた。

　僕たちの身体を縛っていた共鳴魔法《インビラブル・アイスルーム》も霧散する。

「……ふう。よかった、みんなありがとう」

　お礼を言いながら、目の前の少女一人の頭を撫なでた。

　それを放心状態気味の少女は、こくりと頷うなずいて受け入れてくれた。

　本当に助かった……。

　何とか平和的に戦いを終えることができた……。

　その成功の原因はわかっている。まず、根本的な力量差があったこと。何より少女たちが純真過ぎたおかげだ。繫がってわかったことだが、『魔石人間ジユエルクルス』である彼女たちは見た目以上に幼かった。その穢けがれを知らない心が、この和平を実現させてくれた。

　ただ、その結果を認められない男が一人いる。

「そ、そんな馬鹿な！　どうやって、解除を!?　いまのが例の『魔法相殺カウンターマジツク』か!?　いや、それをさせないための血の『術式』からの魔法だったはずだ！　なぜ!?」

　全く見当違いの憶測をしていた。

　確かに、初見の人からすると、不可解極まりない現状かもしれない。

「流石さすが、かなみん。卑ひ怯きような手を使わせたら、一番！　ほんと最低な戦い方じゃ！」

　そして、なぜか仲間であるティティーから誹ひ謗ぼう中傷される。

「いや、卑怯じゃないでしょ。ちゃんと僕は真正面から全力で戦ったよ」

「いやいや、いまのは卑怯なのじゃ。童わらわのときも思ったけど、こういうのは戦いとは言わぬっ！」

　僕としては真面目に戦っているつもりだが、相手からするとそうでないらしい。それは、もう一人の仲間であるライナーも同意見だったようだ。

「ジ、ジーク……。こいつらのあんたを見る目がやばいぞ？　一体、何やったんだ？」

　ライナーが真剣な声で聞いてくる。

　その言葉の意味を確認するために、ちらりと目を少女たちに移す。すると、放心状態の少女四人が、熱のこもった目で僕を見つめていた。――ちょっと嫌な予感がする。

「ノスフィーの『話し合い』の魔法を、僕なりに再現してみたんだけど……？」

　光魔法は使えないので、直接身体を重ねているという手段を選んだだけで効果は同じはずだ。だが、目の前に残った結果は、少し違うように見える。

「んーむ、たぶんあれじゃな。かなみんの強烈な感情と思考をぶつけられたせいじゃな。この子たちが本当に『魔石人間ジユエルクルス』ならば、見た目とは違う年のはずじゃからのー。おそらく、赤ん坊が初めてお母さんを見たときの感じで、殻が割れちゃったりしたんじゃろうて。あと、精神系の魔法も、いくらか解けたと思うしの」

　説明できなかった僕の代わりに、ティティーがわかりやすくライナーに説明した。

「ちっ……。やっぱり、精神魔法で洗脳されてた兵士か。それを解いたってことは、つまり……」

　それを聞いたライナーは忌いま々いましげに舌打ちし、ティティーは楽しそうに両手をあげる。

「つーまーり！　いま、この子たち全員、かなみんに初恋してしまった状態っぽいのう！」

「え？」

「これも偏ひとえに、かなみんの心の綺き麗れいさゆえってやつじゃねー。心を通わせたことで、百回くらいデート重ねた仲になったと思うよー。童わらわも経験者じゃから、よくわかる！」

「デート？　いや、そんな……、え？　ほんとに？」

「かなみんは自分が異常な存在であることを、もう少し理解したほうがよいぞ。『理ことわりを盗むもの』に直接『繫がり』を作られて、全力で『話し合い』なんてされたら、常人なんぞイチコロじゃ。まっ、童わらわは大丈夫じゃったがな！　ちょっと泣いたくらいじゃ！」

　ティティーは笑いを堪こらえながら、説明を終えた。

　そのときにはもう、この部屋から緊張感という言葉は消えていた。

　しかし、ティティー……。

　なぜ、そこで「ちょっと」と見み栄えを張る。本当は大泣きだったろうが……。

　それにしても、リーパーとティティーは平気そうだったから少し思い違いしてたけど、『繫がり』を作るのはかなり危険な行為のようだ。

　常人相手には封印したほうがいいだろう。

　僕はティティーに「もう使わない」と約束して、それを「いや、ばんばん使うのじゃっ。そのほうが面白い！」と否定され、すっかり軽くなった空気を切り裂く怒声が飛ぶ。

「ふ、ふざけるなぁあああああっ！　こいつらは、かつてのラスティアラと同等の力を持った上！　特化処理もされているのだぞ！　それをこうも一瞬でっ――なぜだ!!」

　もうシリアスな空気は終わっているのに、しつこい……。

　元より、この僕たち三人相手に、この程度の戦力では話にならないのだ。

　それでも必死に真面目な話をしようとするフェーデルトの気持ちを汲くんで、僕は渋々と真面目に答えていく。

「いや、あのときと比べると、僕もそれなりに強くなってますから……」

「それなりに強くなったくらいで抜けられて堪たまるものか！　これは、かの使徒を相手に想定した強度の結界なのだぞ!?」

「僕は強度とかを無視できますので、そういうのは余り意味ないです」

「きょ、強度を無視だと!?」

「はい」

　それなりに怒っているので、僕は冷たく言い切った。しかし、それをフェーデルトは認めようとせず、戦闘を再開させようとする。

「ま、まだだ！　まだ私の手札は残っている！　ああっ、このくらいのことは予期していたことだ！　捕縛できないのは残念だが、こうなれば強引に――!!」

「――フェーデルト」

　しかし、途中で凜りんとした声が通り、フェーデルトの身体が硬直した。

　彼の名を呼んだ声の持ち主が、部屋に入室する。騎士たちに膝を突かせながら、金銀入り交じった髪の少女が現れる。その姿を目に入れたとき、かつてと同じ感想を僕は抱く。恐ろしく美しく、非現実的なまでに綺麗だと――そう思った。

　覗のぞき込めば吸い込まれる黄金の瞳。

　その不可侵の神域に似た肌は神々しく。

　顔の造りの芸術的な無駄のなさには、身体が震える。

　薄桃色の唇を一目見れば、もう目を逸そらすことはできず。

　その下部にある鎖骨の艶あでやかさには魅了され、その肢体は女性として究極的。

　細すぎず太すぎない手足がすらりと伸び、小さ過ぎず大き過ぎない胸部腹部のバランスは芸術。彩る衣装は、白く簡素で――けれど、決して貧相なものではなく、彼女を引き立たせるためだけに誂あつらえたであろう専用の正装フオーマルドレス。

　――その姿を見つめ過ぎて、僕の意思に反して『表示』が見える。





【ステータス】




名前：ラスティアラ・フーズヤーズ　HP895/895　MP442/442　クラス：騎士

レベル23




筋力19.54　体力18.12　技量9.98　速さ11.61　賢さ17.98　魔力13.89　素質4.00




状態：なし




先天スキル：武器戦闘2.22　剣術2.13　擬神の目1.00




魔法戦闘2.28　血術6.23　神聖魔法1.05




後天スキル：読書1.45　素体1.00　集中収束0.22






　ああ……。

　一年の時が過ぎようとも見間違えようはない……。

　ただ、最後に見たときから、ほとんどレベルが変わっていないことに少し違和感を覚えた。一年もの時間があって、ラスティアラのレベルとスキルが大きく変わっていないのは、彼女らしくない気がする。

　しかし、『表示』で見る限り、彼女がラスティアラであるのは間違いない。

　そのラスティアラは背後に、騎士であるラグネちゃんとセラさんを従えて、フェーデルトに話しかける。

「――道中、変な時間稼ぎがあったと思えば、やっぱりフェーデルトだったんだね」

「ラ、ラスティアラ様……」

　すぐにフェーデルトは僕からラスティアラのほうに向き直り、礼の形を取った。

「……はあ。いますぐ、あなたは下がって」

　何も言わないフェーデルトにラスティアラは嘆息し、退出を促す。

「し、しかし！　この者たちは――！」

「いま、『元老院』からここを任されているのは、私。そして、彼らは私の客人。つまり、あなたの席はない」

「くっ……！」

　そのフェーデルトの表情から、いまとなってはラスティアラのほうが権限が大きいとわかる。彼は歯は軋ぎしりしながら、僕に向かって一礼する他なかった。

「……カナミ様。またいつか、お会い致しましょう。まだ私は全ての力を使い切ってはおりませんゆえ……。ええ、まだまだ私には手があるのです。まだまだ……！」

「あ、はい。またです」

　どこかの凶悪な守護者ガーデイアンたちとは違って、とても人間らしい捨て台詞ぜりふを吐いてくれるので、逆に安心できる。僕は胸を撫で下ろしながら、彼を見送った。

　ただ、その僕の態度を余裕と見たのだろう。フェーデルトは僕を睨にらみつけながら、部屋から去ろうとする。

「あ、彼女たちだけは置いていって。給仕役が欲しいから」

　その途中、ラスティアラから『魔石人間ジユエルクルス』の少女四人を置いていけと命令される。

「ぐ、うぅっ……。りょ、了解致しました……」

　好き勝手命令されることに慣れていないのか、フェーデルトは苦々しい顔で少女たちを置いて、部屋から出て行く。

　こうして、部屋の中は、僕の知り合いと『魔石人間ジユエルクルス』の少女たちだけとなった。

　まず僕は最も親しい仲間であるラスティアラに声をかける。

「ラスティアラ……。その……、ただいま」

「お帰り、カナミ。本当に久しぶりだね」

　挨拶を交わす。たった一言、簡単な「ただいま」と「お帰り」だったが、人生で一番心地いい挨拶だと思った。

「じゃあ、座ろうか。あっ、みんな、私たちの分の飲み物もお願いね。あと武器は収めて収めて」

　まるで一年の空白なんてなかったかのような笑顔で、ラスティアラは僕の向かいに座った。いま殺し合いをしていた少女たちに給仕をさせるところなんて、本当にラスティアラらしい。

「は、はいっ！　現あら人ひと神がみ様！」

　声をかけられた少女たちは慌てて返答して、本来の業務に戻っていく。

　武器を懐に収めて、新たなグラスを手押し四輪車ワゴンから取り出してラスティアラの前に置く。さらに、少し散らかってしまったテーブルの上を整えていき、僕たちの歓待を最初からやり直す。

「うん。みんな、ありがとね」

「いえ、現人神様に給仕できるなんてとても嬉うれしいです」

　少女たちのラスティアラを見る目には、憧れや尊敬が交じっているように見えた。

　フェーデルトを相手にしているときよりも、少女たちは気楽そうに見える。この『魔石人間ジユエルクルス』たちとラスティアラとの関係性が気になったところで、僕たちのグラスが取り替えられていく。

「『相あい川かわ渦か波なみ・ジークフリート・ヴィジター・ヴァルトフーズヤーズ・フォン・ウォーカー』様。こちらの飲み物をどうぞ。そちらには、危険な薬が入ってますので」

　予想通り、毒か何かが入っていたようだ。

　それを聞いて、隣で豪快に飲み食いしていたティティーは、鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔になる。ただ、本人は「え、えぇー？　お腹なか痛くなる……？」と暢のん気きなことを言っていたので、余り心配しないでおく。

　そんなことよりも、僕が心配なのは呼び名のほうだった。

「……あ、ああ。ありがとう」

　不本意過ぎる名前で呼ばれるのに、まだ慣れない。

　苦渋の面を作って礼を言う僕を見て、少女は不安そうに謝罪する。

「も、もしかして、名前の発音が汚かったでしょうか……？　だとすれば、大変申し訳ございません。私たちは一般教養を血に記されていない戦闘用の『魔石人間ジユエルクルス』ですので……」

「いや、発音なんて僕もわからないからいいよ。ただ、次から僕を呼ぶときは、カナミと呼び捨ててくれないかな。その名前、好きじゃないんだ」

「呼び捨てですか……？」

「遠慮はいらないから、お願い。その長ったらしい名前は、むず痒がゆくて堪たまらないんだ」

「では……、カナミ様と……」

「様もいらないんだけどね。ああ、なんでこうなったんだろ……」

　そんな僕と少女の会話を聞いて、ラスティアラは笑う。

「あはっ。相変わらずだね、カナミ。ちょっと目を離すとこれだから面白いよ。うちの子を口説かないでよ、もうっ。……でも、いまの会話を聞くと、カナミが帰ってきたって感じがするよ。うん、やっとカナミが帰ってきた。それで、やっぱり、帰ってきてから最初にここへ来たんだね……」

　正直、僕の思い描いていた反応と、少し違う。一年ぶりにしてはラスティアラが冷静過ぎると思った。まるで、僕の行動を予期していたかのような口ぶりだ。

「やっぱり……？　ラスティアラ、もしかして、僕がこの一年の間、どこにいたのか知ってたのか？」

「んー。正確な場所まではわからないけど、どこかで生きてるって私だけは確信はしてたよ。だって、あのカナミだからね」

　一年の行方不明を経た相手にも拘かかわらず、ラスティアラに動揺は全くなかった。

　その冷静さは少しおかしいのではないかと思った。

「なんで、確信までできたんだ……？」

「それはなんとなくとしか言いようがないかな？　私の経験と直感だね」

　違和感を覚え、癖のように『注視』した。

　……しかし、いつも通りに見える。『表示』の『状態』も異常を示してはいない。スキルを総動員して、噓うそをついていないということもわかった。この話を繰り返しても、同じ答えしか返ってこないとわかり、仕方なく話を本題に移す。

「……わかった。僕を信頼してくれてたんだって判断するよ。なら、すぐにでも次の話をしよう。あの『世界奉還陣』の日、あれからどうなったのかを互いに話そう」

「そうだよね。それが一番知りたいよね。……いいよ、ゆっくりと話そっか。一年前、パリンクロンとの戦いが終わって、『世界奉還陣』が発動したあとの話を。一つずつ、ゆっくりと、丁寧に――」

　話し始めると同時に、ラスティアラはグラスを手に取った。けれど、口につけることはなく、胸の前で揺らし続けるだけだった。グラスに注がれた果実酒の水面を眺めながら、丁寧に記憶を掘り返しているのがわかる。

「――あの日、パリンクロンとの戦いにマリアちゃん以外はついていけなかった。私は船でカナミたちの帰りを待つことしかできなかったから、必死に待ったよ。待って待って待って待ち続けた……。けど、帰ってきたのはマリアちゃんだけだった。あれ、カナミが《コネクション》で送ったんでしょ？」

　本土の中央での戦いを僕も思い出す。一度パリンクロンに敗れてしまった僕は、マリアを助けることはできなかった。あのとき、《コネクション》を使ったのは僕じゃない。

「いや、あれはワイスさんがやってくれたんだ。安全なところに送ったって言っていたけど……」

「あ、そうなんだ。だから、船内に直接じゃなくて、船の近くにマリアちゃんが現れたんだね。……ちょっと納得したかな。やっぱり、ワイスはあそこに行ったんだね。自らの命を懸けて」

「ああ、ワイスさんとライナーが命懸けで、加勢に来てくれたんだ。そこで、ワイスさんは……死んでしまったけれど、なんとかライナーと二人で協力して、パリンクロンは倒せたんだ。ただ、脱出が間に合わなくなって、『世界奉還陣』に僕たち二人は吞のみ込まれて、地下に落ちた。その先が迷宮の深層だったせいで、帰ってくるのに時間がかかったってわけなんだ」

「なーるほど。あれに吞み込まれて、カナミは地下に行ってたんだね。道理で周囲を捜してもいないはずだよ」

　軽い説明だったが、ラスティアラは戦いのあとの流れを察してくれたようだ。代わりに、今度はラスティアラたちの動向を話してくれる。

「こっちはマリアちゃんが回復すると同時に、戦いの跡地に向かったんだ。大陸の端から見ても、あの『世界奉還陣』の光は凄すさまじかったから、みんな混乱気味だったなぁ。……で、辿たどりつくと、カナミが戦っていたと思う場所には『大空洞』が出来てて、その周辺は溶岩地帯になってた。周囲数十キロメートルが草木一つ生えない不毛の地になってたからびっくりしたよ。大地の至るところが裂けてたから、ほんと大変だったよ」

　その惨状は薄うつすらと予感していた。最後に見た光景は、まるでこの世の終わりかのような状況だった。むしろ、地割れくらいで済んでいたことに安心する。

「もうわかっていると思うけど、そこで私たちは何も見つけられなかった……。正直、あの頃は酷ひどかったな。マリアちゃんは死ぬほど悔やんでて、スノウはこれからの生活に怯おびえてて、リーパーは寂しそうで、私は放心状態だった……。セラちゃんもそこそこ慌てたかな？」

　想像するのは容易たやすい。

　本当に胸が痛む……けれど、僕は後悔で顔を伏せることなく、ラスティアラの話の続きを聞く。悔やむことは大切かもしれないが、それで足を止めてはいけない。

「ちなみに、最初に立ち直ったのはスノウだったよ」

　ただ、気合を入れて待ち構えていた僕に返ってきた言葉は、予想よりもずっと明るいものだった。

「立ち直った……？　スノウが……？」

「まるで、カナミのように……いや、カナミ以上の頼もしさでみんなを引っ張っていったんだ。元はあんな性格だったんだね、スノウ。びっくりしたよ」

　まるで、想像がつかない。確かに、スノウはリーダーに向いていると思っていた。ただ、それは臆病で慎重な性格を指して、向いていると言っただけだ。

「そのあとは……、あの日、あの場所にアイドがいたってことがわかったから、あいつを問い詰めてやろうと捜しに向かったんだっけ？　アイドのやつは派手に動き出してたから、見つけるのはすぐだったよ」

　ラスティアラは後ろのセラさんに確認しながら、その次の話を進めていく。

「――ただ、そのときにはもう、アイドの傍そばには『統べる王ロード』がいた。使徒に乗っ取られてるディアもいたね」

『統べる王ロード』という単語を聞いたとき、ずっと黙って聞いていたティティーの腰が浮かび上がりかける。

　おそらくだが、その『統べる王ロード』は『陽ひ滝たきの魂が入っている僕の身体からだ』だろう。六十六層でライナーから聞いた話から推測できる。ついでに、あのあとに使徒シスが『木の理ことわりを盗むもの』アイドと協力関係を結んだこともわかった。

「アイドのところにディアがいたのは、不幸中の幸いだと思ったよ。まず私たちはディアを取り返そうって決めて、アイドたちに戦いを挑んだんだ。アイドを捕まえられたら、ゆっくりとカナミのことを聞き出せるから、そのときは一石二鳥だと思ってた」

　行方不明になっていた仲間の一人を見つけたのだから、それは当然の挑戦だろう。また使徒シスに行方を晦くらまされる前に、そこで倒すのは最善の選択だ。

「――けど、駄目だった。敵を捕まえるなんて余裕は、ちっともなかった。最後は本気の本気で、アイドも使徒シスも殺すつもりで戦った。それでも……――」

　アイドたちとの戦いの話になって、初めてラスティアラの顔に陰りが生まれる。

　そして、搾り出すように言う。

「私は負けたの……。私は何もできなかった……」

　初めて見る表情だ。歯は軋ぎしりをして、自分の無力を呪っている。

「あぁ、この手でディアを助けたかったな……。本に出てくる英雄のようにさ……。でも、私じゃ無理だったの。あのとき、一番役に立ってなかったのは、間違いなく私だった……。ははっ……」

　敗北し、その戦いでラスティアラは全く役に立たなかったらしい。

　その発言に、僕は驚く。あのメンバーならば、むしろラスティアラが一番活躍するはずだ。どういう戦いになったのか詳しく聞きたかったが、その好奇心はラスティアラの歪ゆがんだ表情と声に止められてしまう。

「『統べる王ロード』には片手で軽くあしらわれた……！　まるで、子供を相手にしているみたいに……！　私とは同じステージじゃないと言わんばかりに……!!」

　僕が最後に見た陽滝のレベルは一桁だった。話を聞く限り、そのときから時間は大して空いていないはずだ。……それでも、勝負にならなかったのか？

「結局、あの『統べる王ロード』とは何回戦ったっけ……？　確か、四回ほど戦って全敗だったかな？　戦えば戦うほど、内容は悲惨なものになっていったのを、はっきりと覚えてるよ。ああ、悔しかった……。『統べる王ロード』が恐ろしい速度で強くなっていくのを見るのは、理不尽を感じたよ。だから、私たちは、もう手を引くしかなかった」

　一度も勝てなかったのは間違いないようだ。

　もし勝利していれば、いま、この場にディアも陽滝もいただろう。

「で、私たちは途方に暮れるの。アイドから話を聞き出すことができず、ディアの奪還もできない以上、別の方法を考えるしかなかった。そう、別の方法を――」

　それを口にしたとき、少しだけラスティアラの表情が明るくなる。

　ただ、いつもの笑顔で、とんでもないことを彼女は言い出す。

「その別の方法を考えるとき……、ちょっと方針の違いで、マリアちゃんと喧けん嘩かしちゃってね。それで、いまここには私とセラちゃんしかいないの」

「え？　け、喧嘩したのか……？」

　ラスティアラとマリアの喧嘩なんて想像したくない。ついこの間、マリアが炎剣で大陸の表面を削いだのは記憶に新しい。あれが人のいるところで行われれば、一大事だ。

「いやー、色々と燃えたねっ。負けが続いてて、みんな苛いら々いらしてたからねー」

「周りのみんなは無事だったのか？」

「うん、みんな無事だったよ。スノウが必死に仲裁してくれたおかげだね。それで、そのマリアちゃんは、いま西にできた新たな迷宮に挑戦してると思う。たぶん、リーパーも、そこにいるよ」

「……待て。話が進み過ぎだ。西にできた迷宮？　いま、そんなものがあるのか？」

「さっき言ったパリンクロンとカナミの戦った『大空洞』のことだね。なぜか、知らないけど、あそこにも、ここにある迷宮と似たようなものができたの。マリアちゃんはディアを奪還する力をつけるために、あとカナミ捜しも兼ねて、新しい迷宮を攻略するって方法を取ったわけだね」

　その『大空洞』で僕は消えたのだから、そこを捜すのは真っ当な話だ。

　ただ、その方法を取ったのはマリアとリーパーだけというのが気になる。

「マリアとリーパーは新しい迷宮にいて、ここにはおまえとセラさんがいる……。なら、いまスノウはどこにいるんだ……？」

「スノウは優しいから、私の手伝いもマリアちゃんの手伝いも両方してくれてるんだ。えっと、確か……いまは私たちのお使いで、本土にいるんだっけ？　負傷した最前線の総司令の代行に当たってたはずだよ」

「スノウが戦争の最前線に……？　それも総司令なんてやってるのか？」

「あれでも、そこらの将軍様より実績ある子だからね。色々あって、そうなっちゃった」

　あっさりと全員の居場所がわかったものの、そのスノウの姿を僕は想像できない。

　総司令と言えば、色んな性格の人を纏まとめ上げて、何度も重大な決断をしなければならない役職だ。あの物臭なスノウに務まるとは到底思えなかった。

「お願い、カナミ。まずはスノウを連れ出してあげて。あと、先に謝っておくね。ごめん……。私たちのせいで、とてもスノウは疲れてると思うから、一杯労いたわってあげて。やっぱり、あんなにかっこいいスノウはスノウらしくないからさ」

「ああ、わかった。もちろん、そうするつもりだけど……」

「スノウと合流したら、『第二迷宮都市』ダリルにいるマリアとリーパーだね。移動手段は、前と一緒で船を使う？　南のグリアードの港に『リヴィングレジェンド号』があるから、使っていいよ。譲渡の証文なら、すぐに発行できるから心配しないで。みんなと合流できたら、そのまま北に向かってディアのことをお願い。ああ、それと――」

「い、いや、待てっ。ちょっと待て！」

　手際よく段取りを決めていくのを止める。そのルートに文句があるわけではなかった。ただ、いまの言い方だと、まるでラスティアラがいないように聞こえたのだ。

「もしかして、ラスティアラ……。おまえは僕と一緒に来てくれないのか？」

「……うん」

　あっさりと頷うなずいた。そして、その理由をラスティアラは淡々と説明していく。

「だって、もう私は力不足だから……。私にできるのはここで各国と繫つながりを持って、マリアちゃんたちの旅のフォローをするだけかな？」

「力不足って……、そんなわけあるか。あれだけ自分は特別だって言ってただろ？」

「もう私は特別じゃないんだよ。この一年で、世界の平均レベルは急激に上がった。『魔石人間ジユエルクルス』だって、もう珍しくなくなった。いまの私じゃ……例えば、そこにいるライナーにも守護者ガーデイアンにも、きっと片手であしらわれる」

　ラスティアラは『その目』を使って、ライナーとティティーの実力を看破したのだろう。そして、二人に自分は勝てないと判断した。

　その余りに弱気過ぎる姿勢を前に、僕は声を荒らげざるを得なかった。

「レベルなんて、これから上げればいい話だろ!?　おまえなら、すぐに追いつける！」

「ううん。レベルが上がっても無駄だよ。私の強さは完成され過ぎていて、伸び代が全くないの。みんなが新しい魔法やスキルを身につけていく中、私は基礎的な数値が上がるだけ。マリアちゃんやスノウと比べたら、余りに成長が遅過ぎる……」

　感情のこもった声で、悔しそうに呟つぶやく。

　かつて十層の守護者ガーデイアンアルティが、ラスティアラの『血』には余白がないと言ったのを思い出す。それがここにきて致命的な遅れとなっているのかもしれない。

「だから、諦めるのか……？　あれだけ冒険したがっていたのに……」

「さっき言ったマリアちゃんとの喧嘩の原因もこれだね。ついていけないから諦めるって伝えたら、凄い怒られちゃった」

　確かに、マリアなら怒るだろう。

　きっとマリアにとってラスティアラは理想の存在だったはずだ。そのラスティアラが力不足を理由に諦めてリタイアするなんて、そんな情けない姿は見たくなかったに決まっている。

　そして、全力でラスティアラとマリアは喧嘩してしまって……それでも、彼女は自分の意志を貫いてしまった。マリアの制止を振り切って、一年後のいまも貫き続けて、この大聖堂にいる。その経緯全てを理解したとき、いまのラスティアラは生半可な言葉では説得できないとわかった。

「もう間違いなく、戦いで私は力になれない。だから、私は別の方法で、アイドたちに対抗するって決めたの。私の現あら人ひと神がみとしての権限を利用すれば、いますぐ『南連盟』を『北連盟』に勝たせるのは無理でも、アイドか使徒シスのどちらかと対等に話せる場を作れるかもしれないと思ったんだ。戦って駄目なら、交渉してしまえってことだね」

　だから、ここに戻って、自分から意欲的に働いていると言うのか……？

　話の筋は通っているように聞こえる。それが効果的な手段であることもわかる。時間はかかるかもしれないが、戦争で『北連盟』に勝利したとき、アイドや使徒の処遇を決められる立場にあれば、当初の目的である『アイドの尋問』と『ディア奪還』は達成できるだろう。――しかし、余りに遠回り過ぎる。

　ラスティアラらしくなさ過ぎると、そう思った。

　その僕の疑いの目をラスティアラは受け止めて、横に立つ少女たちに目を向けた。

「……もちろん。いまとなっては、ここにいる理由はそれだけじゃないよ。この一年で、色々あったからね。もうみんなの強さについていけないというのもあるけど、この『魔石人間ジユエルクルス』たちを守るためにも残りたいとも思ってるんだ……。この子たちは、私のせいで生まれたようなものだから……。私には助けるべき責任があると思う。そして、それは私にしかできない戦いだとも思う」

『魔石人間ジユエルクルス』の先輩であるラスティアラから見つめられ、少女たちは顔を赤らめた。感謝と憧れの交ざった顔で照れている。その反応を見るに、この少女たちとラスティアラの間に、かなり深い絆きずながあるとわかった。

　この国で不遇の扱いだったであろう少女たちを救うラスティアラの姿は、楽に想像できる。この一年の間に、英雄のごとく人助けをして回ったことだろう。

『守護者ガーデイアン』『統べる王ロード』『使徒』相手には遅れを取っても、その他の敵ならばラスティアラは圧倒的の力を持っている。先ほどフェーデルトを追い払ったときのように、その言葉と力で『魔石人間ジユエルクルス』を守ってきたのが目に浮かぶ。

　少しだけ、ラスティアラの言わんとするところがわかってきた。

　つまりは適材適所という話だ。ここならばラスティアラは多くの人を救える。マリアたちの後方支援もできる。強大過ぎる敵相手に、無理をして立ち向かうのは賢くない。だから、強大過ぎる敵は、それを倒せる人たちに任せるのが得策。何も間違ってはいない。間違ってはいないが――、その現実を認めたくなくて、僕は確認を取る。

「本当に、それはおまえの意思なのか……？　噓うそじゃないよな？　実は例のティアラの儀式とかで、変なことになってないよな？」

「あははっ。何も変なことにはなってないから、安心していいよ。私は私の意思でここにいる。というか、そんな顔することはないでしょ。いつでも私はここにいて、カナミは好きなときに会いに来られるんだよ？　なんでそんな顔になるの？」

　その通りだ。何も今生の別れというわけではない。反論の隙がない。

　僕は縋すがるように後方のセラさんに目を向けたが、口を結んだまま何も言わない。相変わらず、ラスティアラ優先のようだ。

　ラグネちゃんも同じだ。自分の役目を超えてまで、口を挟む気はなさそうだった。

「…………っ！」

　妙な焦燥感に襲われ、たらりと汗が額から一粒落ちた。

　このまま何も言わなければ、ラスティアラの提示した段取りで進んでしまうだろう。

　この大聖堂にラスティアラを置いて、本土へ向かうことになる。

　本当に……？　本当に、このまま引き下がってもいいのか……？

　――いや、いいわけがない。

　ここで帰ったら、絶対に僕は後悔する。

　今日までの記憶が、それを確信させる。

　ラスティアラは大切な仲間だ。

　いまとなっては、大切以上に特別な仲間にもなっている。

　思い出せば、迷宮で目覚めたとき、初めて出会ったのはラスティアラだった。

　あのときは、死にかけていたところを助けて貰もらった。初めて《レベルアップ》できたのもラスティアラのおかげだ。すぐに彼女とは再会して、一緒に迷宮を探索し始めた。レベルの低かった頃の僕にとって、仲間の存在は心強かった。少し怖いところもあったけれど、それ以上に気が合った。迷宮探索をする上で、彼女ほど相応ふさわしい仲間はいなかった。そして、迷宮で彼女には、たくさん助けて貰った。

『契約』したから、ラスティアラと一緒に楽しいことも一杯した。一緒にお祭りへ行って、一緒に遊んで、一緒に買い食いをして、色んな話をした。あれはラスティアラだけじゃなくて、僕も楽しかった。異世界で初めて楽しいと思えた。だから、ラスティアラが大聖堂に帰ったとき、スキル『？？？』があっても助けに行った。

　そうだ。

　僕は何があっても、ラスティアラを助けたいと思った。

　そのあと、記憶を失ったときは、ラスティアラとの試合のおかげで自分を取り戻せた。彼女がいなければ、いまも僕はラウラヴィアで自分を見失い続けていただろう。

　本土に向かう船での生活だって、鮮明に思い出せる。

　試しに船で抱き合ったりして、互いに顔を赤くしたりした。一緒に魔法の特訓をしたりもした。そう言えば、人命救助だけれど迷宮で口付けもしてしまった。思い出すだけで、いまも心臓の鼓動が大きくなる。自うぬ惚ぼれでなければ、あのときラスティアラも僕と同じ感情を抱いてくれたはずだ。ただ、あのときの想おもいは二度目のスキル『？？？』によって失われた。けれど、もういまは違う。僕はスキル『？？？』を『最深部のデイ・カヴ誓約者エナンター』に昇華させて帰ってきた。

　いまとなっては、二度ラスティアラへの想いを貯蓄したことで、常人の三倍の想いが胸に燃え盛っている状態だ。

　そして、その想いの正体には、もう気づいている。

　ラスティアラについてきて欲しいのは、彼女の強さが理由じゃない。

　もっと別の理由だ。あの日、パリンクロンと戦う前には、もうわかってた。だから、その想いを伝えるために戻ってくると、あの日にラスティアラと約束した。

　ああ、そうだ……！

　この日、このとき、このタイミングを、ずっとずっと僕は待っていたんだ……!!

　僕は椅子から立ち上がる。

　そして、『詠唱』のように心の全てを曝さらけ出して、言葉を紡ぐ。

「それでも!!　それでも僕は、おまえに一緒に来て欲しい!!」

「え？」

　その僕の唐突な叫びに、ラスティアラは目を見開く。

「一緒に行こう！　おまえが自分を特別じゃないと思っていても、もうおまえは僕の特別になってるんだ！　おまえと旅をした日々は楽しかった！　凄く凄く楽しかったってことを、鮮明に覚えてる！　だから僕は、おまえと一緒に旅をしたいんだ！　これからもずっとずっと一緒にいたいんだ!!　だって、僕は――!!」

　突然、荒らげた声を出す僕に、周囲の面々が驚いているのもわかっている。昔の僕ならば、その状況や相手の顔色を見て、足踏みしていたことだろう。

　けれど、もうそんなことはしない。

　立ち止まるものか。

　気は逸はやり、全身が熱い。

　熱くて堪たまらないのに、氷のような不安が背筋を這はっている。人生初めての挑戦に、興奮と恐怖が絡み合っているのがわかる。いまにも足が竦すくみそうだ。

　だが、全身に力を込めて、その竦みを振り払う。

　この程度の恐怖ならば、何度も乗り越えてきた。

　いまの僕ならば全力で叫べる。

『告白』ができる。

「――僕は!!　おまえのことが好きだから!!」

　好きだから、一緒にいて欲しい。

　そう、はっきりと僕は言った。

　その『告白』を聞いたラスティアラは、ぽかんと口を開けて驚いていた。

　当然だろう。あれだけ理知的に同行できない理由を説明したのに、返ってきたのは感情的な我がままだった。

　それも飾り気もムードも考えていない真っ直すぐ過ぎる『告白』だ。

　その暴力的とも言える好意に中あてられたラスティアラは、目を丸くしたあと、少しずつ顔を赤くしていった。

　先ほどまでは透き通るように真っ白だった肌に、熱い血が通っていく。
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　ラスティアラは落ち着きなく、右へ左へと目線を泳がせて、身体からだを震わせる。目まぐるしく考えを張り巡らせているのが、簡単に見て取れた。しかし、すぐに目線も身体も固定させて、僕の目を見つめ返す。

「……ほ、本当に？」

　少し震えながら、ぽつりと聞き返した。

　小動物のように自信なげに、僕の言葉の真偽を問いかけている。

　本当に、だって――？

　まさか、この想いが偽物だって言うのか？

　それだけはない！　そんなはずあるものか――!!

「ああっ、本当に決まってる！　相あい川かわ渦か波なみはラスティアラ・フーズヤーズという女の子のことが好きだ!!　だから、いまっ、こうやって本気で誘ってる!!」

　繰り返し、『告白』する。

　いつかと違って、自分を騙だますことも、後回しもしなかった。

　もし今日『告白』できなかったら二度とチャンスは巡ってこなかったかもしれない。これ以上ないタイミングで、潔く、想いを伝えられたと自分で思う。

　だから、どんな答えが返ってきても後悔はない。

　後悔なんてしようがない。と、そう思っていたけれど――

「――――っ!!」

　二度目の『告白』を受けて、ラスティアラは表情を変えた。

　ただ、その表情は僕の予測のどれにも当てはまらない。

　――一度も見たことのない顔だった。

　口元は緩み喜んでいるようで、眉は顰ひそめ、悲しんでいるように見える。

　けれど、目だけは鋭いまま、僕を睨にらんでいた。その黄金の瞳の奥にあるものを、はっきりと僕は感じ取る。それは、喜びでも悲しみでもない。喜怒哀楽で分別すれば、『怒り』に当たる感情だった。

　――『告白』され、ラスティアラは怒った。

　その予測せぬ反応に、僕は戸惑う。

　そして、ラスティアラは『怒り』の末に、目を伏せて、『告白』の答えを返す。

「――でも、私は相川渦波が嫌いかな」

　とてもはっきりと『拒否』した。

　その一連の流れに、僕は理解が追いつかなかった。

　猛たけっていた僕の表情に亀裂が入り、情けない声を漏らすことになる。

「え、え……？」

　その僕を置いて、ラスティアラは伏せていた目を上げながら、理由を淡々と説明していく。そこには、確かに怒気が伴っていた。

「噓じゃないよ。あの日、私たちを置いていったカナミのことが嫌い。私、何も変なこと言ってないよね？」

　何も言い返せない。一年前、僕はパリンクロンに勝って戻ってくると宣言しながら、結局は帰ることができなかった。

　とても理に適かなったことをラスティアラは言っている――はずなのに、その言葉が上う手まく耳に入ってきてくれない。

《ディメンション》を使っていても、いま自分がどんな表情をしているのかわからなかった。どんな答えが返ってきても後悔しないと心に決めていたけれど、上手く口を動かすことができない。ごっそりと胸の肉を抉えぐり取られたかのような虚無感に襲われている。

　おそらく、心のどこかで僕は、ラスティアラならば告白を断らないなんて思っていたのだろう。傲慢にも一方的に、一年経たっても心の繫つながりは残っていると期待していた。僕の伸ばした手を、ラスティアラなら絶対に取ってくれるなんて……本当に甘い考えをしていて、一年前の戦いの重さを正しく理解できていなかったのだ。

　身体にも心にも穴が空いたかのような衝撃に、僕は呆ぼう然ぜんとし続ける。

　そして、ラスティアラは何も言い返さない僕に対して、代案を出す。

「私は駄目だけど、違う成功品女の子を一人連れて行っていいよ。私に似てる子ならいくらでもいるからさ」

「……そ、そうじゃない！　そういう話じゃない！　わかるだろ!?　おまえじゃないと駄目に決まってるだろ！　僕はここにいるおまえと一緒にいたいんだ!!」

「でも、他の子も私も、大して変わりないよ。……それにさ、カナミが思ってるほど、私はいい子なんかじゃないんだよ。ずっと私はカナミを本の主人公のようにしか見てなかった。カナミ自身なんて見てなかった。たくさんある本の中の一人の主人公として見てただけ……。だから、その本に飽きれば、すぐ捨てる。そんなやつだよ、私は」

　理由を説明しながら、ラスティアラの表情は変わっていく。

　少しずつ怒りの表情から微笑に戻っていき、最後には儚はかなそうに笑って――

「きっと、もう私とカナミの本は、別々の本になったんだよ。それだけのこと。だから、あの『契約』も終わり」

　大聖堂で叫び合った『契約』すらも打ち切られる。僕とラスティアラの間にあった繫がりは完全に絶たれ、もう別の道を歩いているのだと告げられてしまった。

「お、終わり……？」

　その突然で無慈悲な宣告に、頭の中の混乱は加速する。

　ラスティアラの『拒否』は、正確に僕の支えを破壊してしまい、もう僕には頼れるものが一つもなかった。

　戦闘中じゃないからだろうか、上手く頭が回ってくれない。

　今回は、力強く想いを保てばいいというものではない。諦めなければいいというわけではない。だから、解決法がわからない。

　そして、打開策は見つからないのに、心だけがどこまでも冷たくなっていく。呼吸が浅くなっていく。手のひらから嫌な汗が流れ続ける。喉を搔かき毟むしりたくなる。

　なぜだろうか、とても死にたくなった。

　どこか高いところから飛び降りて、消えてしまいたい。

　好きな人に嫌いと言われる。

　それだけで、こんなにも……。

　こんなにも、世界が暗くなるなんて……。

「守護者ガーデイアンアイドと使徒シスとの戦い……、頑張ってね、カナミ。私はここで応援してるから。だから――」

　世界は暗く、とても遠くなったけれど、はっきりと――

「さよならだね」

　別れの言葉だけは聞こえた。

　心が根こそぎ刈られる気分だった。

　――こうして、僕の『告白』は終わる。

　立ち尽くす僕を見て、これ以上話すことはないとラスティアラは席を立とうとする。

　それを僕は止めることができない。

　ラスティアラが隣の少女たちに対して「お客様のおもてなしをしっかりとね。あと、帰りの案内もお願い」という言葉も、セラさんに「カナミたちにグリアードにある船の使用許可をあげて。あと紹介状も作ってあげてね」という言葉も、聞こえているのだけれど、止めることができない。状況が進んでいくのを、ただ見ていることしかできない。

　状況に流されながら、僕は少しずつ理解していく。

　いま、僕はラスティアラに人生初の『告白』をして、見事に断られたのだと。

　もしかしたら、初恋だったかもしれないものが潰ついえたのだと。

　暗くなった世界が動いていくのを呆然と眺めながら、その現実を受け止めていく。





◆◆◆◆◆






『告白』のあと、どうなったのかは余り覚えていない。

　ただ、いま自分が、どこにいるのかだけはわかった。

　真っ暗な世界の中、耳の中に喧けん騒そうの音が反響していた。

　食器と食器が擦こすれる音。作法を無視して、豪快に食事を咀そ嚼しやくする音。酒のせいで軽くなった舌の群れが回り、腹の底からの笑い声が四方から響く。ときに怒声が飛べば、それを囃はやし立てる声と楽しむ声が即座にあがる。

　一日の終わりにある憩いの時間のＢＧＭ。

　ここは酒場だ。そして、時間帯は夜。

　迷宮での探索を終えた荒くれ者たちが、今日も生きていることを実感していた。その喧騒の半分以上は笑い声。きっと、ここにいるだけで気分は高揚することだろう。誰もが、その不思議な高揚感を求めて、酒を呷あおりに来ているのだ。

　ただ、その愉快な場で、僕だけは――

「う、うぉっ……！　ひでえな。ジークの坊主、どうしたんだこれ……」

　酒場の知り合いである戦士クロウさんの声が交じった。しかし、まだ僕の視界は真っ黒で、世界は暗闇の中だ。

　店のテーブルにうつ伏せとなった状態のまま、顔を上げる気さえ起きない。

　それは店員のリィンさんが来ても、同じことだった。

「え、何これ。ジーク君に、何があったの？」

　大聖堂での『告白』のあと、僕たちは十分なおもてなしをされ、丁重に帰された。

　ただ、そのおもてなしと帰り道の記憶が、ショックで曖昧だ。あれから何があって、どこを通ったのか、何も覚えていない。

「昔の彼女のところに復縁を迫りに行ったら、手痛く振られてしまったのじゃ……？」

　そのショックの理由を、ティティーが躊ちゆう躇ちよなく口にした。

　背中に短刀を刺されたような悲しみが僕を襲う。

「ぶっ、ぶはっ！　ははっ、まじか？　まじなのか、その話！」

「え、えええー!?　えー!?」

　そして、クロウさんとリィンさんは大声をあげて、その短刀をぐりぐりと動かす。二人の声に喜悦が交じっているのは、僕の気のせいだと思いたい。

「少なくとも、童わらわにはそうとしか見えなかったのじゃ」

「ははっ、それは面白い――いや、ご愁傷様か！」

「えぇっ、なんで!?　ねえっ、ティティーさん、なんでなんで!?」

　もう顔を上げるのは不可能だ。

　いや、元から動く気は全くしないのだが……。

「なんだ、そういう話か……。よし、俺は店に集中する。おまえら、任せた」

　どうやら、店長も心配になって見に来てくれていたようだ。ただ、ことが振った振られたの話だとわかって、すぐに引っ込んでいく。それが足音でわかった。

「店長、任せたって言われても……。そ、その、ジーク君、元気出して！　ジーク君には、女の子が一杯いるじゃない！　聞けば、色んなところで誑たらしこんでるんでしょ!?」

　任されたリィンさんは、とても恐ろしい激励をしてくる。

　何もする気が起きないと思っていた僕だったが、その勘違いだけは正さなければ命に関わると思い、少しずつ身体と口を動かす。

「た、誑しこんでなんていません……。それは風評被害です……」

　ずっと静止していた僕に反応があったのを見て、続いてクロウさんが激励に参加する。

「ジークの坊主、女は一人だけじゃねえぜ！　気分がアレなら、この俺がいいところへ連れていってやるぜ？　スッキリして、次の女を探せるようになるいいところだ！」

「いえ……、そういうのは遠慮しておきます……」

　ただ、その激励の全てが余りに見当違いで、さらに僕は否定を重ねる。

「かなみん！　不倫しようとするから、そうなるのじゃ！　あの言葉、今度は我が友ノスフィーに向けて言えばよい！　案外、それで何もかも上手くいくと童わらわは思うぞ！　みんなハッピーじゃ！」

「ちょっとティティーは黙れ」

「あれ!?　童わらわにだけ辛辣!?」

　ティティーは問題発言が多すぎる。まだノスフィーを友と呼ぶ優しさは評価するが、言葉選びのほうは余裕で落第点だった。

　僕がティティーを低い声で黙らせると、その次はライナーが溜ため息いきと共に近づいてくる。

「……はあ。それで、これから僕の主あるじはどうするつもりなんだ？　ここで足を止めるのか？　それとも、もうラスティアラのことは、きっぱり諦めるのか？」

　他のみんなと違って、酷ひどく真剣な声だった。ライナーのおかげで、僕は少しだけ冷静さと力を取り戻す。

　いま、騎士であるライナーが、主である僕を試していると思ったからだ。

　全力で答える義務が、僕にはある。

　最初からわかっていたことだ。何もかも上手くいわけがない。世界は甘くないのだから、生きている限り何度も躓つまずくことはあるなんて当然だ。だからこそ、いつだって心を強くもって、前を見続けないといけない。

「いや、ライナー。両方とも違うよ……！」

　しっかりと身体からだを起こし、顔を上げて、ライナーを見る。

　暗闇から抜け出して、世界の光を目にする。

　呆然とするのは終わりだ。もう十分に、考えを整理する時間は過ぎた。

「そう簡単に諦められるほど、半端な想おもいで『告白』はしてないよ……！　そして、当然だけど、足を止めるつもりもない」

「へえ。どちらでもないなら、どうするんだ？」

「少し時間を空けてから、もう一度、万全の状態で話をしに行く。今日は『告白』を急ぎ過ぎたのが問題だと思う。それに別の話も多かった」

「……え？　も、もう一度告白しに行くのか？」

「当然だよ。僕はラスティアラを、世界にたった一人の運命の人だって思ってる。今日だけで終わらせるつもりなんてない」

　整理して出た答えは一つ。

　ああ、そうだ。

　人は、たった一人の運命の人と結ばれるべきだ。

　そして、僕にとって、その運命の人はラスティアラだった。

　スキル『？？？』がスキル『最深部のデイ・カヴ誓約者エナンター』になったおかげか、それともパリンクロン戦を乗り越えて心が強くなったおかげか。それとも、別の理由か。やっと、いま、それに気づき、確信できている。

「運命の人……？　しかし、あれだけきっぱりと断られたんだ。向こうは終わったと思ってるはずだぞ」

「いや、いま冷静になって考えると、さっき断られたのには別の理由があると思うんだ。あのとき、ラスティアラは僕に怒っていた。それは僕の軽々しさに対してだけじゃない気がする。それを見直すことができたら、まだ――」

「しかし、何度繰り返しても断られ続けるかもしれないぞ？　頑張っても、結局は全て無駄になる可能性のほうが高そうだ。それでもか……？」

　僕は前向きに話をしているつもりだが、ライナーは渋い顔で確認を繰り返していく。未練がましい男だと思われているかもしれない。けれど、僕の気持ちは変わらない。

　当たり前だ。告白を断られたからと言って、すぐにその想い人を諦められるのなら、それは最初から恋でも愛でもない。

「それでもだよ。たとえ、断られ続けても構わない。無駄になってもいい。だって僕は見返りを求めて、ラスティアラを好きって言っているわけじゃない。たとえ、この想いが永遠に叶かなわない類のものだとしても、考えは変わらないよ。どういう結果になろうと、ラスティアラの幸せを死ぬまで願い続ける。それだけは絶対だ」

　だから、当然のことを当然のように、はっきりとライナーに伝えた。

「へ、へえ。そう考えるのか、ジークは……。これ、失恋を認めてないのか？　いや、認めていないというか何というか。うーん……。まあ、ジークがそれでいいなら、それでもいいか。……どれだけ重い話だろうが、僕はそれに協力するだけだ」

　ずっと渋い顔だったライナーが、何かを諦めたかのように肩をすくめた。

　個人的に言いたいことは多そうだったが、一歩引いて協力を約束してくれた。

「ありがとう、ライナー。君ならわかってくれると思ったよ」

　この頼れる騎士が味方になってくれるのは、本当に心強い。

　ライナーが居てくれれば、諦めない心を持ち続ける勇気が湧く。

「いや、協力はするけど、そのよくわからん恋愛観は理解してないからな……。協力はするけどさ……」

　そして、主従で握手を、改めて交わす。

　これからの方針が決まったことで、身体の活力が戻ってきた。僕は顔を伏せるのは止やめて、周囲の顔を見回す。

「おっ！　かなみんが復活じゃ！　復活、復活！　かなみん、復活!!」

「ジーク君、一いち途ずなのね……。いや、一途なのかなこれ？」

　ティティーとリィンさんが僕の復活を喜び、次にクロウさんが両手に酒を持って僕の肩を抱く。よくよく見ればクロウさんの顔が赤い。どうやら、ずいぶん前から酔っていたようだ。

「復活か！　よくわからんが酒を飲め！　酒だ、酒！　忘れるにも、景気付けるにも、酒が一番だぜ!?」

「そうね！　たまにはそういうのもいいかもね！　何てったってここは酒場だしね！」

　ここでは酒で問題を解決することが多いのだろう。クロウさんの提案に、リィンさんも賛同した。僕の眼前に突きつけられたビール――の一種であるエール酒の白い泡から、麦の香りが昇り立つ。

「お酒……？」

　全く馴な染じみのない飲み物だ。働いていたときも、一口すら口につけたことはない。

「童わらわはもう飲んでおるぞー。うーむ、かなみんの金で飲む酒は美う味まいのー。嫌なことを忘れるには、酒もよいものじゃぞー？」

　嫌なことを忘れるために酒を飲む人は多い。

　上う手まく酒を利用することで心機一転していく人たちを、僕は働きながらたくさん見てきた。忘れるというよりは、気持ちを切り替えるためのトリガーとして使っているのかもしれない。酒場で働いていた経験からか、そこまで僕は酒に否定的ではない。もちろん、悪酔いしたりして他人に迷惑をかける人を除いてだが。

　そして、僕の今日一日の記憶は……やばい。とてもやばい。

　切羽詰って拙い『告白』をしてしまって、何とか一緒になって欲しいと懇願し、それをきっぱりと断られ、恥ずかしくも茫ぼう然ぜん自じ失しつする僕……。

　一気に目の前のエール酒が、とても魅力的に見えてきた。

　気持ちを切り替えられるものなら切り替えたい。

　日本だとお酒は二十歳からだが、こちらの世界に年齢制限はない。僕の世界でも無礼講で飲んでいい日はあった。容量用法を守れば、そこまで忌避するものではないだろう。

「じゃ、じゃあ、せっかくなので少しだけ飲みましょうか……」

　先輩探索者のクロウさんからの勧めだ。

　無下に断ることなく、僕はエール酒を一杯受け取った。

　じっと見つめること数秒。

　その液体を喉から胃袋に流し込んでみる。

　ごくりごくりと、喉仏が大きく動く。

　当たり前だが、苦い。けれど、さっぱりしている。

　嚥えん下かしていくエール酒が、喉や体内に張り付いていた淀よどみを全て洗い流してくれるような気がした。

　木製コップ一杯分を飲み干したあと、酒場の陽気な空気を肺一杯に詰め込む。

「っぷはあー」

「おっ。いい飲みっぷりだ」

　飲み方は合っていたようだ。伊だ達てに酒場で働いていない。

　まだ舌の奥に苦味が残っている。けれど、不快なものではない。むしろ、爽快感すら感じる。これが酒。エール酒か。へえ……。

「お酒って初めて飲みましたけど、悪くないものですね」

　正直に初体験であることを告げると、周囲の人間は珍しそうな目を向けてきた。

　その中、ライナーだけが焦った声を出す。

「――な!?　初めてなのか!?」

　確かに、この年では珍しいと自分でもわかっている。しかし、元の世界では徹底して妹に止められていたのだ。ただ、不思議と今日は、それを遵守する気にならなかった。ずっと自分を縛っていた『何か』が解けたかのような……かつてない解放感があった。酒の一杯や二杯くらいならば、そう騒ぐほどではないはずだ。

「ジ、ジーク……。大丈夫なのか？　酒を飲んで、本当に大丈夫なのか？」

「大丈夫だよ、ライナー。僕くらいの年なら、誰だって飲んでる。それに、僕の身体は丈夫なほうだしね」

「大丈夫ならいいが……。酔い方によっては問題が……」

　ライナーだけが、しつこく遠まわしに飲酒を止めようとしていた。

　けれど、ここまでクロウさんたちがお膳立てしてくれたのに、たった一杯で終わる気はない。あの常識人のリィンさんも勧めていることなのだから、大丈夫のはずだ。

「酔うほどは飲まないって。気分が悪くなったら、すぐに止めるから安心していいよ」

「いや、酔う感覚が初めてなんだろ？　酔ってるか酔ってないか、自分じゃわからないんじゃないか？」

「流石さすがに、そのくらいはわかると思うけど……」

　僕は自分の身体の変化に集中する。

　少し腹の底が熱くなってきた。しかし、嫌な熱さではない。

　夜遅く肌寒いというのに、身体の中にぽかぽかとした春の日差しが当たっているような感覚だ。血流が良くなってきているのだろう。

　まだ判断力の低下は感じない。それどころか、頭がはっきりとしている気さえする。

　全く危険は感じない。何より、僕には『表示』がある。状態異常欄の中に『泥酔』が見えたら、そこで止まればいいだけだ。予防策は万全と言える。

「な、なあ、ジーク……。顔が赤くなってきたぞ。少しずつ慣らしたほうが――」

「待てぇい！　止めるでないぞ、ライナー！　この童わらわがおるから安心せよ！　もし、かなみんが暴れたとしても、この童わらわが押さえてみせる!!」

　そこで、とうとうライナーはティティーに捕まる。

「あ！　こらっ、離せ馬鹿！　暴れたら押さえる!?　ここで六十六層みたいな戦いを、おっぱじめる気か!?」

「大丈夫じゃ、大丈夫じゃ！　ライナーは心配し過ぎなのじゃ！　そうそう起こりはせん、あんな戦い！」

「飲んでるのがジークとおまえじゃなかったら、僕だって心配してねえよ！　けど、ジークとおまえだろ!?　もし何かあったとき、収拾つけないといけなくなるのは僕なんだぞ!?」

「これでも、童わらわは酒も百戦錬磨！　飲んでも飲まれることはないから安心せよ！」

「本当にか!?　顔が赤いぞ！　胸がはだけてんぞ!?　いまのおまえを見る限り、欠片かけらも信用できないんだが！」

「む!?　むむむ？　確かに、前と比べて酒の分解が遅い……？　六十六層での戦いを経て、守護者ガーデイアンの力が薄まったせいかのう……？」

　この間のティティーの記憶の旅では、彼女はあらゆる毒物を受け付けていなかったが、いまは少し違うらしい。アルコールの影響を、しっかりと受けているように見える。

「ほら見ろ！　駄目っぽいじゃないか！　店の安全のため――というか、この国の安全のためにも、飲むな！　せめて、どっちかは飲むな！」

「はははっ、そんなことを心配しておるのか？　店を壊すなんて……そんなあ、まっさかーじゃ！　あっはっはー！」

「その軽い口調が怖いんだよ！　や、やっぱ駄目だ！　酒は禁止！」

　ティティーは頰を赤くして陽気に話していたが、このままだと本気でライナーが酒を取り上げるとわかり、咳せき払ばらいのあとに真面目な顔で話し始める。

「――ごほんっ。しかし、ライナーよ。このまま酔わせれば、かなみんの素が出るかもしれん。いつも隠してる本音が、ぽろぽろと落ちるはずじゃ。どうじゃ？　面白そうじゃろ？」

「ジークの本音……？」

　ぴたりとライナーは動きを止めた。

　しかし、これでは僕が他人に心を開かない冷たい人間のようだ。そういうのは卒業したことを、なぜか込み上げてくる妙な笑いと共に二人へ主張する。

「ははは、いつも僕は本音で話してるって。いまのこれが僕の素だよ」

「甘いぞ、かなみん！　人間、誰しも抑圧しているものは必ずある！　無意識の内に！」

「え、えぇえ……」

　無意識の話をされると言い返すことはできない。

　しかし、確かに面白い話だ。興味深い話だ。僕自身でもわからない僕の本音――それがわかるのならば、それは悪くないことだ。僕も気になる。

「んー、無意識に抑圧しているもの……か。それを知るのはいいことなのかな？」

「そうじゃ、そうじゃ！　もう深く考えるでない！　とにかく今日は飲もうぞ！　思えば、地上に帰れたお祝いをしておらん！　明日から、また忙しくなるのじゃから、今日くらいは構わぬでないか！」

　もうティティーは単純に騒ぎたいことを認めた。

　僕は『告白』失敗で陰鬱な気分になっているが、千年の地下生活から抜け出した彼女は朝まで飲み明かしたい気分だろう。

　いつまでも僕だけが暗い顔をするのは、ティティーに申し訳ないと思った。

「お祝いか……。ああ、確かにティティーのお祝いをしてないな……」

　このまま塞ぎこむより、幾倍かはマシだろう。

　後悔を振り切って再出発しなければならないと、理性ではわかっているのだ。

「――なら、ティティー。乾杯しようか」

　前に進むためにも僕は、さらなるエール酒を頼むことにする。

　判断力のほうは……まだ大丈夫のはずだ。

　――たぶん。

　それを見たライナーは、とうとう諦める。

「はあ、仕方ないか……。もうそれなりに二人とも酔ってるし……。けど、保険として、僕だけは絶対に飲まないからな……」

　そう言って、ライナーは水をリィンさんに頼む。

　ただ、当然のようにティティーは、それをインターセプトする。

「あっ、水じゃなくてライナーにも一つやってくれい。リィンちゃんよー」

「あーもう！　話聞かないなっ、おまえは！　僕は飲まないって言ってるだろ！」

「え、この流れで一人だけ飲まぬとか、まじありえないのじゃ……」

「目が覚めたら店がないどころか、大地が割れてる可能性があるんだ！　世界平和のためにも飲むか!!」

「まー、そう言うでない。ちょっとだけじゃ。一口だけ。舐なめるだけ舐めるだけじゃ」

　そして、ティティーとライナーは取っ組み合いになる。

　強引に「飲め飲め」と絡むティティーに、「飲まない！」と断固として突っぱねるライナー。それを見た僕は、くすりと笑う。

　仲間たちのおかげで、暗くなっていた世界が明るくなっていく。

　酒場の人たちの陽気さに釣られて、少しずつ立ち直っていくのがわかる。

　この異世界での生活で成長したおかげか、心の傷の癒えが早く感じられた。

　確かに失恋はショックだった。だが、先ほど公言したように――たとえ、この想おもいが永遠に叶かなわない類のものだとしても、考えは変わらない。死ぬまでラスティアラを想い続ける――それだけでいいのだ。

　まだ仲間を奪われたわけでもなければ、記憶を奪われてもいなければ、自分の存在意義を奪われたわけでもない。希望は満ち満ちている。

　そう結論付けた僕は、お酒を飲み続ける。

　そして、酒場のみんなや仲間たちと談笑しながら、僕は今日のラスティアラの言葉を、頭の中で反復させていた。

　どうして、『拒否』されたのか。

　いや、そもそも、なぜラスティアラは怒っていたのか。

　いま冷静になって思い返すと、僅かだが反応に違和感があった気がする。あのとき、間違いなくラスティアラの口元は緩んでいた。ぶつけられた好意に悪い気はしていなかったように見えた。なのに、次の瞬間には、怒り出したのだ。

　お酒のおかげか、不思議と思考に没頭できた。

　――ただ、もう夜は遅い。

　疑問の答えを得るための時間はなかった。それどころか、少しずつ思考は空回りしていき、同じところを回り続けているような錯覚に陥っていく。

　笑いながら、ふわりと意識が飛んでいきそうになった。

　酒場で談笑すること数時間、世界が遠ざかっていくのを思考と視界の両方で感じて、頭を押さえる。

「――あれ、目が……。あれ……？」

　それが睡魔だったのか泥酔の前兆だったのか、判断力が落ちてしまっていた僕には判別できなかった。しかし、なんとなく僕は身を任せようと思った。

　なにせ、まだ地下生活から抜け出して二日目だ。身体からだが休息を求めているのだろうと、余り深く考えることなく、意識を手放していく。

　この初めて女の子に振られた日を、手早く終わらせに行く。

　ただ、その軽率な判断を、僕は翌日に後悔することになる。







２．最後の帰り支度







「ん、ん……」

　瞑つぶった瞼まぶたに光が当たっているのを感じ取り、ゆっくりと目を開いていく。

　目の前で微かすかに舞う埃ほこりが、朝の日差しに照らされていた。周囲に並ぶ木製の椅子とテーブルには誰もいない。昨日の喧けん騒そうは幻のように搔かき消え、酒場内は静かだった。

　どうやら酒を飲み続けた結果、眠りに落ちてしまったようだ。

　しかし、頭は……痛くない。どちらかと言えば、椅子で眠ったせいか背中が痛い。

　僕の肝臓はアルコールを分解する能力が高いようだ。いや、もしかしたら、これもこちらの世界のステータスが関わっているのかもしれない。『次元の理ことわりを盗むもの』であるらしい僕は、毒を受け付けないティティーと同じ能力がある可能性がある。

　あとは、いま考えても仕方のないことだが、不老である可能性も……。

　僕の身体は、俗に言う『化け物』とやらに近づいているのだろう。しかし、それに怯おびえることはない。異世界にやってきてから、僕の身体が人間から遠ざかっているのはわかっていたことだ。たとえ『化け物』になろうと、僕は僕。そう誓った。

　こうして、よく聞く二日酔いとやらを実感することなく、僕は椅子から立ち上がって酒場を見回す。椅子やテーブルには誰もいなかったが、地べたに仲間が一人座っていた。

　なぜか、正座で。

「な、なにしてんの……？」

　正座のまま、ぐーぐーとティティーは器用に寝ていた。

　僕が声をかけると、ハッと俯うつむいていた顔をあげて、目を開いた。

「むっ！　むむむっ!?」

　そして、唸うなりながら周囲を見回し、僕の顔を見つめて、震えながら申し訳なさそうに謝罪していく。

「お、おはようなのじゃ、かなみんよ……。いや、昨日は本当にすまなかったのじゃ……。もう正座解いてもよい？」

「え？　それ、僕がやらせたの？」

「う、うむ。いや、色々と調子に乗って、ほんとすいませんでしたなのじゃ。これからは気をつけますから、なにとぞなにとぞぉ……」

「いや、何のことかよくわからないけど、もういいよ……」

　正座を強要し続ける理由なんてないので、すぐに許可を出した。

　すると、ティティーは冷や汗を拭いながら立ち上がり、屈伸運動を行う。どうやら、彼女の強きよう靱じんな肉体は、正座で寝ていても痺しびれ一つ起こさないらしい。

「ふいー。あー、怖かったー。六十六層のときより怖かったー」

　僕の顔を見ながら、ティティーは怖かったと感想を口にする。

　ただ、彼女に怯えられる真ま似ねをした覚えは僕にない。

　すぐに昨夜の記憶を呼び起こそうとして――しかし、記憶がぼやけていることに気づく。一日の締めに、大量のお酒を飲んでいたのは覚えているが、その終わり辺りが全く思い出せない。

　記憶力に絶対の自信があった僕にとって、それは気持ちの悪い感覚だった。何とか一つでも思い出そうと、うんうんと唸っていると酒場の奥から水を飲むクロウさんが現れる。酒場と僕の両方に付き合いのある彼は、僕に最後まで付き合ってくれたようだ。

「おっ、そっちも起きたか。ははっ、昨日は笑ったな。しかし、酒のおかげでおまえの本音が聞けたのは良かったぜ。いや、本音というかなんと言うか、少年期特有の暴走とでも言うのかね。ああいうのは……」

　しかし、彼の言葉によって、嫌な予感だけは高まっていく。

　お店で眠ってしまって迷惑をかけただけでなく、少年期特有の暴走だって……？

　急いで周りを《ディメンション》で満たす。

　店は綺き麗れいだ。暴走と言っても、物を壊して暴れたわけではなさそうだ。ならば、一体何をしたというのか。それを推理していると、クロウさんの言葉に続いて、昨夜の出来事を推測させる一言が足される。

「ふふっ、そうね。昨日は暴走しちゃってたね、ジーク君。……あ、でも、個人的に男らしくてかっこよかったよ？」

　店前で開店準備をしていたであろうリィンさんが店内に戻ってきながら、そう言った。

　なぜかリィンさんは顔を赤くしていた。

　とりあえず、僕は酒場にかけた迷惑を謝罪する。

「その、すみません……。どうやら、飲んだまま眠ってしまったようで……」

「店長から許可はあったから気にしないで。せっかくのお祝いの席だったしね」

「えっと……。それで、ちょっと記憶が混濁としてるんですが……。昨日の僕、何かやらかしました……？」

　そして、最も気になっていたことを聞く。

　それをリィンさんは赤い顔のまま、何かを思い出すように、ぽつぽつと答える。

「えーと、昨日のジーク君は男らしかったというか、気き障ざだったというか……？　とにかく、普段、どれだけ自分を抑圧していたのかよくわかる夜だったよ……？」

　とりあえず、とても恥ずかしい発言をしていたことはわかった。

　ただ、いまさら恥の一つや二つくらいで、僕の心は揺るがない。なにせ、いまとなっては巷ちまたで『アイカワカナミ・ジークフリート・ヴィジター・ヴァルトフーズヤーズ・フォン・ウォーカー』様と呼ばれているのだ。昨日だけで、かなり心を鍛えられてしまっている。なので、とりあえず、迷惑がなかったかだけを念入りに聞いていく。

「もしかして、生意気なこと言ってましたか？」

「いや、生意気ではなかったけど……。敬語が吹っ飛ぶから、仲間内以外のところでは飲まないほうがいいかな……？」

「け、敬語が吹っ飛ぶ……？　本当ですか、それ……」

「私は気にしてないよ。むしろ、嬉うれしかったかな？　馴なれ馴れしいジーク君は、とっても新鮮だったよ」

「ん、んんー？」

　敬語が吹っ飛んでて、気障で、馴れ馴れしくて、少年期特有の暴走をして、本音全開の僕……？

　キーワードの断片を拾い集めたことで、少しずつ昨日の記憶が戻ってくる。

　そうだ。昨日の僕は、千年前の始祖みたいに尊大で悪役ぶった感じで――

「――こ、この話は、もうよそうぞ！　ともかく、酒のおかげで本音から、かなみんがラスティアラとやらを大切にしておるのはわかったぞ！　本音の本音から諦めておらぬと、ようわかったのじゃ!!」

　隣のティティーから想起のインターセプトが入る。

　どうやら、思い出されると彼女の都合が悪いらしい。おそらくだが、夜中ずっと彼女に説教をしていた可能性が高い。千年前の記憶にあった出会いのシーンのように。

「よし、今日は早めに行動しようぞ！　見たところ、二日酔いはなさそうじゃからの！」

「あ、ああ。わかったって。わかったから、そう押すな」

　ティティーに背中を押されて、僕は酒場をあとにすることになる。リィンさんに代金のほうを十分に払い、朝日が昇ったばかりの外に出る。

　朝の肌寒さは少し残っており、少しだけ息が白くなった。

　ここで僕は、一人仲間が足りないことに気づく。

「そういえば、ライナーはどこだろ？――魔法《ディメンション》」

　過度な心配はしていないが、それでも捜索のために軽く《ディメンション》を広げて、すぐにその姿を見つける。

　昨日の宿にライナーはいた。そして、見知った女性と話し込んでいた。

　薄青の髪に狼おおかみのような耳を生やした女性騎士――セラ・レイディアントさんだ。

　その特徴的な耳をぴくりと動かして、セラさんは《ディメンション》の魔力に反応した。獣人特有の鋭敏な感覚のおかげか、ライナーよりも反応が早かった。それに遅れてライナーも僕の《ディメンション》に気づき、周囲を見回す。

　すぐにライナーは何もないところに向けて、手招きをした。どうやら、こちらへ来いと言いたいようだ。

「昨日取った部屋にいるみたいだね」

「ふむ、そっちにおったのか。ならば、早く合流しようぞ」

　ティティーの承諾も得て、僕たちは宿屋に移動する。

　酒場からは近いので、さほど時間はかからなかった。

　宿屋の扉をくぐり、受付の人に挨拶をして、階上の部屋に向かう。

　まず部屋の中に入ってからの第一声はセラさんに向ける。昨日は、碌ろくに話せなかったので優先すべきだと思った。

「セラさん、久しぶり。昨日は挨拶できなくて、ごめん」

「……久しぶりだな、カナミ。こちらも昨日は挨拶できなくてすまなかったな。タイミングを逃してしまった」

　セラさんは軽く手を上げて、僕の来訪を微笑で迎えてくれた。向こうも昨日のことを気に病んでいてくれたようだ。再会をやり直すかのように、挨拶を交わし終える。そのついでにティティーも彼女と自己紹介を行い合った。

　そして、セラさんは懐から色々と書類を出していく。

「カナミ。紹介状やら何やら、持ってきてやったぞ。これからの旅に色々と役立つはずだ。例の空間に収めておけ」

「ありがとう、助かるよ」

　大量の封ふう蠟ろうされた羊皮紙を受け取っていく。軽く《ディメンション》で読み取ったところでは、各国の関所を通るための証明書やら各地の貴族豪族への口利きが書かれたものであるとわかる。

　どうやら、これを渡すために訪れてくれたようだ。

　感謝しながら、一つ一つ受け取っていく。

　その途中、セラさんの所作から異常に気づく。昨日はラスティアラが前にいたため『注視』しなかったが、今日は改めてステータスを確認する。





【ステータス】




名前：セラ・レイディアント　HP352/352　MP194/194　クラス：騎士




レベル：26




筋力11.12　体力12.78　技量10.11　速さ16.26　賢さ6.56　魔力10.90　素質1.57




先天スキル：直感2.01

後天スキル：剣術2.19　体術1.71　魔法戦闘1.21　神聖魔法1.99　鼓舞1.31






「というか、セラさん……。かなり強くなってない？　ラスティアラよりレベルが……」

　レベルが高く、そのスキルの成長度合いはラスティアラよりも大きい。いや、気のせいでなければ、特定のステータスの値の伸びも異様に高い気がする。はっきりとは言えないが、何かがおかしいような……。

「ああ……。荒事は全て私が請け負うようにしたら、自然とこうなったのだ。そうだな、この国で一番強い騎士という自信はある」

「国一番の騎士……。なら、本当は色々と忙しいんじゃ……？」

　いつまでも女性の身体からだを『注視』しているわけにもいかず、セラさんの話に答える。

　何でもないように言うが凄すごいことだ。いまのフーズヤーズで一番ということは連合国で一番ということになる。

「ああ、忙しい。いまは『天上のセレステイア七騎士ル・ナイツ』の末端である上に、お嬢様の秘書と護衛隊長も兼ねてるからな。……それでも、おまえと個人的に会いたいと思ってな。時間を作ったのだ」

　セラさんは眉を顰ひそめて、時間がないことを愚痴った。しかし、すぐに優しい口調で僕に語りかけ直す。その表情は、僕の抱いていたセラさんのイメージと少し違った。もっと厳しい人かと思っていたが、この一年でかなり変わったように見える。

　少し驚いている僕に向かって、セラさんは笑いながら話を続ける。

「ふっ、昨日は手て酷ひどく振られたな。どうだ？　あれで、もうお嬢様は諦めたか？」

　意地悪そうな顔で、昨日の僕の失態を弄いじってくる。

　しかし、そのことについてはもう解決済みだ。

「……セラさんには悪いけど、諦める気はないかな。あのときは、ちょっとショックで放心しちゃったけど、いまでも気持ちは変わらない。……うん、全く変わらないんだ。だから、機会を見て、もう一度会いに行こうって思ってる。色々確かめたいから」

「そうか」

　僕の迷いない返答を聞き、セラさんは短く頷うなずいた。

　顔を伏せ気味だが、口元が緩んでいるのがわかる。彼女にとって僕の返答は好ましいものだったようだ。これも僕の抱いていたセラさんのイメージと少し食い違う。

「色々と言い訳をしに来たのだが、その必要はなかったようだな」

　セラさんは嬉しそうに無駄足であったと言う。

　今日の目的は挨拶ではなく、昨日の話のフォローにあったようだ。ラスティアラがにべもなく『拒否』した理由を、セラさんは話していく。

「いま、お嬢様は連合国の力の象徴となっている。ゆえに、絶対におまえの誘いに乗るわけにはいかんのだ。『北連盟』との『境界戦争』が激化していることで、同盟国を含む他国にフーズヤーズは隙一つ作れん状態だ。それを知って欲しくてな。おそらくだが、本当はおまえと共に行きたいとお嬢様も思っているはずだ」

「本当ですか？　そう思ってるなら、なんでラスティアラは……」

「それは――」

　当然だが、さらなる詳しい理由を僕は問う。

　しかし、セラさんは即答しなかった。慎重に言葉を選んでいるように見える。

　そして、その果てに返ってきたのは、結局理由ではなかった。ただ、それは最も僕が聞きたかった言葉でもあった。

「とにかく、一言だけ言わせてくれ。もう一度お嬢様に会いに行って、確かめる必要はない。間違いなく、お嬢様はいつだっておまえを想っている。あの嫌いという言葉は噓うそでないだろうが……けれど、それ以上におまえのことを想っているのだ。おそらく、おまえ以上に」

「嫌いだけど、想っている……？」

　想ってくれているのは嬉しいが、矛盾していると思った。

　ただ、人間にはそういう矛盾した感情が多いことを、僕は知っている。相反する感情を同居させていていた良い例が、ついこの間戦ったノスフィーだ。

「いまは詳しく言えん。お嬢様に止められているのだ。お嬢様に忠誠を誓う騎士として、そこの説明だけはできん。いま私にできるのは、お嬢様の心をおまえに伝えるまでだ」

　説明できないような事情があるようだ。

　そして、その事情で誤解が生まれないように、わざわざセラさんは足を運んで、ラスティアラの心を伝えに来てくれたということだ。

　そのことに感謝して、これ以上の追求は止やめることにする。

「……わかりました。セラさんから僕に言えることは、それだけなんですね？」

「ああ。おまえのことを信用していないわけではないぞ。おまえだけがお嬢様の隣に立てる男であると、私は思っている。あの短かった旅を、いまも思い出すことがある。お嬢様を心から笑わせることができたのは、おまえだけだからな……」

　セラさんは目を細めて、昔のことを懐かしむ。

　僕にとっては数日前のように感じるが、彼女にとっては遠い日々のようだ。

　その認識の差を、もっと僕は理解しなければならないと思った。それが昨日のラスティアラの怒りに繫つながっていると思う。

「いつか、お嬢様が全てをおまえに話すだろう。そのときまで、どうかお嬢様を待っててくれないか。どうか、頼む……」

　僕に対して、こうも弱気なセラさんを初めて見た。

　噓をついているようには見えない。騙だまそうとしているようにも見えない。

《ディメンション》が伝えてくれるセラさんの心音と体温に異常はなく、スキル『詐術』『感応』も、それが真摯な頼みであると判断している。

　もう一度大聖堂に行こうと計画していたのを思い直すのに、十分な表情だった。

　いま僕がやるべきことは、連日ラスティアラのところに行くことではないだろう。そもそも、もう僕の気持ちは偽りなく伝え終えてる。これ以上は嫌がる少女を追い掛け回すだけになる。

　もちろん、この二人が断固として話そうとしないことに、ただならぬ危険が含まれている可能性はある。重要なことを僕が見落としていないという保証はない。このアイドによって新生したフーズヤーズという国の底は計り知れない。できれば、僕の手で色々と調べてから、この国を出たい。ならば、僕は――

「かなみん、周りを見よ。そなたには仲間がおるのじゃぞ」

　すぱりと、僕の思考を切る風のような声が通り過ぎる。

　ティティーの声に命じられるがまま、僕は顔を上げて見回した。

　そこにはセラさんとティティー。そして、ライナーがいた。

　ライナーは真剣な表情で提案する。

「ジーク、二手に分かれよう。この国には僕が残りたい。あんたよりも、僕が適任だ」

　僕の迷いの全てを、仲間が断ち切る。

「ライナー……」

　仲間の声によって迷いが断ち切られ、考えが一つに纏まとまっていく。

　迷宮の六十六層に落とされ、強くなって帰ってきたのは僕だけじゃない。ライナーも心身共に成長した。心配が残るのならば、僕とライナーの二人で解決に当たればいいだけの話だった。続けて、ライナーは提案の内容を話していく。

「正直、この国は胡う散さん臭くさい。で、ラスティアラのやつの様子が、ちょっと変なのは間違いない。ジークと同じで、そう僕も思っている。……だから、ジークの代わりに僕がラスティアラのやつを守る。迷う必要なんてないから、さっさとジークたちは本土の北に行って、妹さんと仲間たちを連れて帰ってこい。そのあと、ゆっくりとラスティアラを相手に、再告白でも何でも好きにすればいい。それまで、ラスティアラのやつは僕が守りきってみせると誓う」

　そして、その提案の可否を僕に問う。

「それじゃあ、駄目か？　騎士ライナー・ヘルヴィルシャインには任せられないか？」

　ライナーはノスフィーと真っ向から戦えるほどの実力者だ。

　答えるのに時間なんて必要なかった。すぐに僕は頷き返す。

「いや、任せるよ。僕がいない間、あいつを見守ってやってくれ。ちょっと僕はアイドのほうに行ってくる」

「了解した。我が主あるじ」

　その指示を聞き、ライナーは笑いながら恭しく礼をした。

　こうして、僕とライナーの主従の契約が再度交わされ、セラさんが少し嬉うれしそうな顔で話の続きを拾う。

「決まりだな。では、ライナーは私が預かろう。今日からお嬢様の近くで働けるように、私の権限コネを最大限まで使うつもりだ。幸い、こやつの家柄は良く、実績もそこそこある。何とかなるはずだ」

「よろしくお願いします、セラさん。兄様から素晴らしい騎士だと聞いています」

「こちらこそよろしく頼む、ハインの弟。ただ、あいつからは他にも色々と聞いてるだろう？　世辞はいらんぞ」

「……そうですね。かなり残念なところもあると聞いています。確か、ラスティアラお嬢様のこととなると見境がなくなるとか。まあ、そこは僕がフォローしますので、これからは大丈夫でしょう」

「正直なやつだ。この私を前にして、そこまで生意気な口を利けるやつは貴重だぞ」

「いや、いまさら下手に出て、先輩に媚こびを売るような真ま似ねはできないってだけですよ。もう素の僕は、ばれているようなので」

「ふっ、話が早くて助かるな。頼りにするぞ」

　軽い口調で冗談を飛ばし合いながら、二人は握手をする。

　そのスムーズな距離の縮め方に、僕は驚く。初対面のはずなのに、もうかなり仲が良さそうだ。二人とも、僕のときとはえらい違いだ――と、妙な嫉妬を二人に燃やしていると、すぐに騎士たちは動き出す。

「では、騎士ライナー。すぐに準備を終わらせろ。お嬢様のところへ向かうぞ」

「了解です。ジークにラスティアラのことを頼まれた以上は、片時も離れないようにしたいですからね」

　ライナーは部屋に置いた私物を搔かき集めるために、迅速に動き出す。とはいえ、物の数は少ない。重要な私物は、元々身に着けているものくらいだろう。ライナーは自分の着ている服を指差して、僕に確認を取る。

「ジーク、この貰もらった服とかは返したほうがいいか……？」

「いや、返されても困るよ。それ、完全にライナー用だからね。もうプレゼントしたって、こっちは思ってる」

　地下でレイナンドさんと一緒に作った装備はライナー専用だ。消えたレイナンドさんのためにも、ずっと使って欲しい。

「あと、『片翼』と『シルフ・ルフ・ブリンガー』のほうだけど……」

「そっちはライナーが持ってて。僕はローウェンと『クレセントペクトラズリの直剣』があれば十分だから」

「ありがたい。主から貰った剣、遠慮なく使わせて貰う」

「残りは、迷宮でのドロップ品だけど――」

　他にも『持ち物』にある迷宮の深部で手に入れた魔石などを取り出して、綺き麗れいに分配し終える。

　――少しずつ、別行動の準備が終わっていく。

　この午前中は別行動の際に気をつけるべきことを詰めていったり、連絡手段や今後の予定を交換し合ったりした。そして、日が完全に昇りきったところで、完全に準備は終わる。

　すぐにでもラスティアラの近くに向かうため、ライナーは別れの挨拶を始める。

　ただ、これはティティーとライナーの二人にとって、最後の別れの挨拶になる可能性が高い。それが二人ともわかっているのか、神妙な面持ちだ。

「――ティティー。ジークと二人で、向こうのアイドたちとの因縁を片付けてこい。ヴィアイシアのみんなにも言われたと思うが、こっちには戻ってくるな」

「うん、本当の弟に会ってくる。それで、全部終わらせる。……これでライナーとは、ばいばいになるのかな？」

「ああ、ばいばいだな」

　ライナーに即答され、ティティーは悲しそうだった。一時期は弟代わりにするとまで気に入っていたのだ。できれば、最後まで一緒にいたかったのだろう。

　それを見たライナーは少し困った顔になり、すぐに芝居がかった物言いで礼を始める。

「……師匠、いままでありがとうございました。かの伝説でもある貴女あなたから頂いた力、主のために使わせて貰います。これから先、ずっと」

「う、うむ、苦しゅうないぞ。好きに使うとよい。童わらわの最初で最後の愛まな弟で子しよ」

「ああ、もちろん、好きに使うつもりだ。あの街では、おまえに散々扱こき使われたからな。これくらいは当然の報酬だ」

　そして、憎たらしげに皮肉を飛ばした。

　それをティティーは、ぽかんと口を開けて見つめ、すぐ豪快に笑い出す。

「ふっ、ふふ、ふはははっ……！　庭師の仕事のあれを、まだ根に持っておるのか？　意外と器量の狭いやつじゃなっ」

「ああ、僕は根に持つタイプだ。だから、忘れないさ。あんたと過ごした最悪の日々は、きっと死ぬまで忘れない。これから先、ずっと。……絶対にな」

「ふふっ、そうか。……そうか。これから先、ずっと絶対に忘れぬか。ならば、よい。さらばじゃ、ライナー」

「じゃあな、ティティー」

　ティティーは嬉しそうに「そうか」と二度繰り返した。

　これがライナーなりの別れ方なのだろう。憎まれ口を叩たたきながら、同時に笑い合いながら別れの挨拶は終わった。そして、最後にライナーは僕のほうにも声をかける。

「二人は二人の家族を取り返すことに集中してくれ。こっちは僕とセラ先輩がいる」

「ああ、急いで行って戻ってくる。ライナーたちのおかげで、気が楽になった」

　それを聞いたライナーは満足そうだった。私物を集めた袋を肩にかけて、部屋から出る準備を終える。僕は別れる前に、セラさんに頼む。

「セラさん、ラスティアラのやつに伝言を……」

「ああ、構わないぞ」

「すぐに妹と仲間たちを連れて帰ってくる。そのとき、もう一度ゆっくりと話そうって、そう伝えて欲しい」

「……確かに伝言は預かった」

　セラさんは力強く頷うなずき、部屋から出て行く。それにライナーも続く。

　こうして、部屋には僕とティティーだけが残された。





◆◆◆◆◆






「ライナーがフーズヤーズに行って、こっちは二人か……。ライナーのおかげで心置きなく出発できるのは嬉しいけど、ちょっと寂しくなるな……」

　迷宮で頼りにしてきたライナーの離脱は、正直なところ少しだけ心細かった。

　だが、これで後顧の憂いを絶てたのは間違いない。

　ライナーのためにも僕とティティーは、決して顔を俯うつむけることはなかった。むしろ、はっきりと方針が定まったおかげで、昨日よりも前に進もうとする意志は固い。

「それじゃあ、ティティー……！　行こうか……!!」

　これからの旅の相棒の名を呼び、借りた部屋を出て、宿の扉を開け放ち、太陽の眩まぶしい外に出る。からりと乾いた空気に、涼しい風が通り抜ける。気分を切り替えて再出発するにはベストの天気だった。僕は新しい目標を口にして、駆け出そうとして――

「さあ、目指すは『本土』！　アイドたちの待つ『北連盟』の新興国――」

「うむ！　失恋旅行の始まりじゃの！」

「そういうのやめろぉ!!」

　隣のティティーが笑顔で無慈悲な事実を突きつけてきたので、割と本気で叫び返した。

　どれだけ自分に言い聞かせても、そういう単語を出されるとちょっと涙目になってしまうのだ。

「あわ!?　あわわっ、ななな泣くでない！　これでは童わらわが苛いじめているように見えるじゃろ！　なんじゃっ、滅め茶ちや苦く茶ちや爽やかな空気を出しておりながら、全然振り切れておらぬじゃん!!」

　ここまで僕が動揺するのはティティーの予想外だったらしい。

　僕をあやすように、両手をぶんぶんと振っている。

「な、泣いてなんかないし！　本当の告白は帰ってからやるんだから、ちょっと拒否されたくらいで全然落ち込んでなんかないし！　セラさんのおかげで希望満々だし！」

「そ、そうじゃの。かなみんは泣いておらぬの。まだ本気も全然出していないしの」

　ティティーに慰められ、僕は顔をぐしぐしと擦こすったあと、もう一度最初から再出発をやり直すことにする。

　…………。

　よし。

　ああ、いまは前へ進むことを考えるべきだ。

　仲間たちと合流して、ディアと陽ひ滝たきを助けて、満を持して大聖堂に戻ってきて、昨日のリベンジを一秒でも早くすることこそが、いまの僕の最善だ。

　青い空を見上げれば、白い太陽が僕の新たな門出を祝福してくれているように見える。

　つまり、後顧の憂いはないったら、ない!!

「よし！　それじゃあ、早く港に行こうか！　ティティー、船で本土に向かおう！」

「あ、それは駄目じゃぞ。少しは時間かけろと、さっきライナーに言われたじゃろう？」

「もう、いいから早く出発したい!!」

　正直、この連合国にいる限り、失敗の記憶が蘇よみがえるのは避けられない。できるだけ早く出発して、できるだけ早く帰ってきて、もう一度『告白』をやり直したいのが本音だ。

「しかしな、ライナーのやつが焦るな焦るなと姑しゆうとめのような小言を言っておったろう？」

　先ほど、これからの予定を決めていたときのライナーの言葉を僕も思い出す。

「確かに、ライナーから焦るなとは言われたし、前準備は大事だと思うけど……」

　セラさんも似たようなことを言っていた。そのための紹介状や何やらを色々と受け取っている。ラスティアラが自分の立場を使って、色々と贔ひい屓きしてくれたらしい。

「あやつの言うとおり、戦いの基本は前準備じゃ。これを怠れば、勝てるものも勝てぬ」

　このまま、勢いで出発しようとしていたのを見抜かれていたのか、ティティーは王の貫かん禄ろくで僕を止める。

「――ということで、ライナーの遺言通り、まずはこの連合国でじっくりと買い物をしようぞ。あっ、ちなみに、これがライナーから童わらわが預かったメモじゃ」

「ライナーは死んでないから遺言とか言うな。むしろ、遺言になるのはおまえのほうだからな……。というか、メモって、いつの間にそんなものを……。どれどれ」

　そんなメモがあるということは、僕たちが宿に向かう前から、こうなることをライナーは予期していたのだろうか。

　僕はメモを受け取り、その文字の羅列に目を通し始める。




【メモ】


０．即日、向かうなんて余裕ない真ま似ねは厳禁。




もしジークが焦って飛び出そうとしたら、ティティーが気絶させるように。

そして、このメモを見せて、しっかりと下の項目を消化していくこと。




１．魔法の強化。




魔術式の書き込まれた魔石の収集。

フーズヤーズの紹介状があるから、それを使って店を回ること。

ジークだけでなくティティーにも吞のませるように。




２．物資の購入。




二度と食事に困らないように、保存食を買い込む。

次に、服と装備。有名な店舗で一通り揃そろえること。

特にジークの靴は絶対に取り替えろ。




３．図書館で歴史書の確認。




これも紹介状を書いて貰ったから、非公開のものを調べる。

ティティーに千年前と関連深そうなものを選ばせて、それを重点的に。

ジークの次元魔法を使って、納得するまで読むこと。




４．迷宮に潜り直して、基礎能力の向上を図る。




焦っているのはわかるけれども、しっかりと鍛錬することも大事。

もう一年過ぎているのだから、いっそのこと一ヶ月ほど迷宮に潜ってもよし。

推奨としては六十九層まで、二人で攻略してから本土に――






「――って、長い！　全部で二十項目以上あるぞこれ！　最後のほうとか、寒くなる地域と挨拶の仕方とか書いてるし……！　あいつは僕の母親か!?」

「それほど童わらわたち二人が心配みたいじゃね。なにせ、かなみんは『異邦人』で、童わらわは千年前の『理ことわりを盗むもの』。常識ないと思われておるっぽいのう……。別行動すること自体、本当は断腸の思いだったようじゃ」

「はあ。どれだけ心配性なんだ、あいつは……」

　しかし、その必死な走り書きから、ライナーの気持ちが確かに伝わってくる。

　僕たちが焦って失敗しまいかと、いまも不安になっていることだろう。

「仕方ない。今日だけは連合国を回って、戦いの準備に徹しようか。焦ってもいいことないのは、僕も身に染みてる」

「うむ。それがよいぞ。来るべき戦いの前に、お買い物ターイム！」

　ライナーの気持ちを汲くんで、出発を一日遅らせることが決定した。そうと決まった以上は、完璧な一日にするつもりだ。すぐに僕は頭の中で今日の予定を組み立てていく。

「各地に《コネクション》置いて行動すれば、時間短縮できるかな……。よし、まずはグリアードに行って、それからラウラヴィアへ行こう」

「了解なのじゃー」

　いまの僕のＭＰの最大値は１２７５。単純計算で《コネクション》を十二個ほど置ける。

　もう酒場のほうには《コネクション》を一つ置かせてもらっているので、あと十一個だ。ティティーと二人でヴァルトの街中を南下しながら、予定だけでなくＭＰの使用法も考えていく。

　昨日、フーズヤーズに行ったときからわかっていったことだが、この連合国の越境は短時間で済む。ちなみに、この連合国はヴァルトから時計回りにグリアード・ラウラヴィア・エルトラリュー・フーズヤーズと続いている。なので、ヴァルトからグリアードに移動するのに時間はかからない。活気溢あふれる港町に辿たどりつき、すぐに人目につかない路地裏を探し、《コネクション》を置いた。そして、さらに移動して、ラウラヴィアに入っていく。その動きを、ティティーは疑問に思ったようで、口を挟む。

「むむ？　このグリアードとやらも、なかなか良い国ではないか？　ここで装備の購入はしないのか？　良さそうなお店が一杯あるぞ」

「あとで入るよ。ただ、最初に向かうべきなのはラウラヴィアなんだ。なにせ、あそこには、昔の僕の拠点とも言える場所があるからね」

　道中、頭に組み立てた計画をティティーに説明しながら歩く。

　そして、大した時間もかかることなく、懐かしい拠点まで辿りつく。

　そこはラウラヴィアの中央部にある建物、ギルド『エピックシーカー』の拠点。何をするにしても、ここを中継地点にするのは間違いないだろう。

　ただ、その拠点は僕がいた頃と少し外見が違った。この一年で増築を繰り返し、以前よりずっと広くなっているようだ。そのことから、『エピックシーカー』の景気の良さが窺うかがえる。名ばかりのギルドマスターとはいえ、自らのギルドが大きくなっていることに喜びながら、その新しい建物の入り口をくぐり、帰還の挨拶を口にする。

「あのー、すみませーん……。いや、ただいまーかな？」

　ただ、久しぶりに訪れたギルド内部は、様変わりしていた。

　それは内装だけの話でなく、もっと根本的なところからだった。

「――あ？」

　僕の挨拶に対して返ってきたのは、歓迎でなく猜さい疑ぎの声だった。

　前に僕がいたときにはなかった受付が玄関口にあり、その周囲に数人の大人の探索者が立っていて、来訪者である僕を睨にらんだ。

　知らない人たちがいることに僕は驚き、困ってしまう。予定では懐かしい顔ぶれに挨拶しながら、スノウの兄である『最強』の探索者グレンさんのところまで案内して貰もらうつもりだった。どう話しかけていいものか悩んでいるうちに、周囲の目はきつくなり、僕を見ながらぼそぼそと相談し始める。

「……なあ。誰だ、あれ」

「うちのやつじゃないな。いや、でもどこかで見たことあるような……」

「見たことあるか？　少なくとも、うちにあんなやつはいないだろ」

「最近じゃなくて、かなり前に……。ここじゃなくて、もっと別のところで……」

「まあ、不審者だ。とりあえず、退路塞ぐか？」

　歓迎されていないどころか、いまにも拘束されそうな勢いだった。

　一度出直そうかと思ったが、背中を見せたら追いかけられそうだったので、それもできない。立ち止まっていると、一人の男が事務的に話しかけてきた。

「ここはラウラヴィア直轄ギルド『エピックシーカー』だ。特別な用件がある場合は、紹介状。一般の依頼の場合は、街の仲介所を通せ」

　その話から、もう一般の人間が安易に出入りできなくなっていることがわかる。

　常識を欠いていたのは僕のほうだとわかり、仕方なく偽りなく用件を口にする。

「ちょっと用がありまして……。サブマスターの誰かかグレンさんに会えませんか？」

「マスターたちに用……？　今日、そんな予定あったか？　ああ、まずは紹介状を出してくれ。問い合わせてみる」

「いや、そういうのはないです。約束アポも取ってないです……」

「はあ？　それで会えるわけないだろ？　あの方々がどれだけ偉いかくらいは知ってるだろ？」

「知ってるような……、知らないような……？」

　人柄はよく知っている。だが、いまはどうなっているか知らない。

　言いよどむ僕を見て、さらに周囲の目は険しくなっていく。

「まだラウラヴィアのことをよくわかっていない転居したばかりの一般人か……？」

「いや、それにしてはやる。足運びが普通じゃない」

「なんか怪しいな……」

「おいおい。また、他よ所そのギルドのスパイか……？」

　当然のように出入り口を押さえられ、徐々にエピックシーカーのメンバーたちに囲まれていく。その状況にティティーは呆あきれていた。

「なんじゃ。知り合いから金を返して貰うとか言っておったのに、全然駄目じゃのう」

「……困った。僕がいた頃より、かなりギルドメンバーが増えてる。僕の知ってる人が玄関口に一人もいないなんて予想外過ぎる。これ、もう名乗らないと駄目かも」

「ならば、すぱっとあの長ったらしい名前を名乗ってやればよいじゃろう。もしくは、力を使って強引に押し通れ」

「いや、あれを本来の僕を知らない人に名乗るのは、なんだか権力に物を言わせるみたいで、ちょっと……。力に物を言わせるのも好きじゃないし……」

「贅ぜい沢たくじゃのー。格好つけじゃのー。こういうのは、さくっとやってやったほうが双方のためなのじゃぞ？」

「ここさえ切り抜ければ、何とかなるんだ。どうにか知り合いを《ディメンション》で見つけて……」

　こそこそと二人で話し合っている内に、包囲は狭まっていく。

　そして、その内の一人が僕に手を伸ばした。

「とりあえず、おまえには色々と聞きたいことがある。こっちのほうへ――」

　このまま連行されるしかないと諦めかける。

　しかし、その前に玄関の奥から女性の声が響く。

「――ねえ、何を玄関口で騒いで……って、え？　マ、マスター？」

　裾が床につくほど大きなローブに身を纏まとった妙齢の女性――テイリ・リンカーさんが現れてくれた。頼れるギルドのお姉さんの登場に僕は喜び、声を張り上げる。

「テ、テイリさん！　お久しぶりです！　ちょっと助けてください！」

　両手を大きく振って、テイリさんを招き寄せようとする。すると彼女は珍しい来訪者を見て、とても愉快そうな表情でこちらに近づいてくる。

「え、なに？　なんで、みんなでマスターを囲んでるの？　それも、ちょっと涙目になっちゃってるじゃない。うちのマスター」

　そして、その状況の滑稽さを見て、手を口に当てて笑った。

　その発言を聞き、僕を囲んでいたギルドメンバーたちは首を傾かしげる。

「マ、マスター……？」

「うちのマスターは、テイリさんとレイルさんとヴォルザークさんの三人だけでは？」

　どうやら、ずっとサブマスター三人に任せきっていたため、その三人がギルドマスター扱いとなっていたようだ。それをテイリさんは首を振って否定する。

「それは違うわ。私たちはサブマスター。うちにはマスターって呼べる人が、もう一人いるでしょ」

「いましたっけ？　うちはいつも三人だけで回ってるような……」

「トップのギルドマスターがいるじゃない」

「トップのギルドマスター……？　え、え？」

　にやにやと笑いながら、テイリさんは意味深にギルドメンバーたちに説明していく。ただ、遠回しに少しずつ説明しているのは彼女の趣味だろう。この状況を限界まで楽しもうとしているのが表情からよくわかった。

「彼がギルド『エピックシーカー』のギルドマスターよ。わかってると思うけど、一番偉いってことね。自分のギルドのマスターなんだから、しっかりと覚えておくように」

　十分にギルドメンバーの困惑を堪能したあと、テイリさんは僕の素性を明らかにした。ぽかんと口を開ける人々の中、仕方なく僕は頭を下げて自己紹介する。

「えっと、どうも……。カナミです……」

　これがヴォルザークさんかレイルさんなら状況を察してくれて、言葉少なく収めてくれたはずだ。ただ、テイリさんに最初に見つかったせいで、もう名を明かすしかなかった。そして、その自己紹介と同時に、ざわざわとギルドメンバーたちは動揺し始める。

「つまり、この方があの……？」

「あ、あの『アイカワカナミ・ジークフリート・ヴィジター・ヴァルトフーズヤーズ・フォン・ウォーカー』様？」

「去年の『舞闘大会』を優勝して、『大英雄』となった……？」

「本物……？　え、本当に本物？」

　正直、いますぐ逃げ出したい。

　現代の価値観で育った僕では、こうもおもむろに『大英雄』と呼ばれるのに慣れない。

　そんな僕の気持ちを知ってか知らずか――いや、絶対に知ってるはずのティティーは調子に乗って笑い、悪ふざけで僕を祭り上げようとする。

「はははははー！　こちらにおられるは『アイカワカナミ・ジークフリート・ヴィジター・ヴァルトフーズヤーズ・フォン・ウォーカー』様じゃぞぉ！　みなの者、控えおろう！　控えおろう!!」

「控えるのはおまえだ……!!」

　すぐにティティーを睨みつけてやったが、その圧力を彼女は涼しそうにいなす。

　むしろ、その圧力にやられたのは関係ない人たちだった。

「――っ!?　あ、あああっ、あのっ、すみませんでした！」

　開口一番に謝りだすギルドメンバーたち。

「え、まじか！　こんなに若いのか!?」

「本当だって！　あの日、俺はヴアルフウラにいたから間違いない！　試合んときと全然雰囲気が違うけど!!」

「サイン！　サイン貰わないと!!」

　つ、次があれば、もっと上う手まくやろう……。

　これからはこういう扱いをされるのに慣れないといけないのはわかっている。それどころか、もう取り返しがつかない以上は、この立場を上手く利用する方法を考えたほうがいいってのもわかってる。――ただ今日は、まだ心の準備が足りなかったのだ。

「ふははははー！　みなの者、びっくりしたようじゃのー！　これからは気をつけるように！　こちらのかなみんは、おぬしらの上司様じゃからなー!!」

「ふふふっ！　そうよ、次からは気をつけなさい！　カナミ君の心は広いけれど、私たちのトップなんだからね！　生意気な口を利けば、減給よ！　減給!!」

　僕の性格をよく知っているはずの二人が、しおらしくなるギルドメンバーをからかい続ける。

「……テイリさん、もういいでしょう。とりあえず、静かに話せる部屋までお願いします。ほんと、まじでお願いします」

　もうやめてと、かなり本気で頼み込む僕だった。

「あ、ごめん。ちょっと遊びが過ぎたわね。最近、仕事が多くてストレス溜たまってたの。本当にごめんね、マスター」

　その真剣な表情を見て、テイリさんはやり過ぎたと反省してくれた。やはり、少し趣味は変だが、彼女はできた人だ。頼れる大人の女性なのは間違いない。問題は僕の仲間のほうだった。

「ふははは！　んー？　ときに、そこのおぬしー、さっきはかなみんにスパイだとか何とか言っておったのー！　どれ、いまの気持ちを述べてみ――ぐはぁっ!!」

　調子に乗って止まらないティティーのボディに拳を叩たたき込み、首に当身を入れて、その首根っこを摑つかんで運ぶことにする。僕は玄関のギルドメンバーたちに「気にしなくていい」と伝えてから別れを済ませ、すぐにテイリさんの案内で建物の奥へ向かっていく。

　ティティーを床に引き摺ずりながら、今回は何もなかったことにしてテイリさんに話しかける。……大事なのは次だ、次。悔やんでいても仕方がない。

「しかし、僕がいない間にギルドメンバーが凄すごく増えましたね」

「そ、そうね。この一年でかなり増えたわ。あなたが『舞闘大会』で優勝してくれたおかげで、宣伝はばっちりだったからね。うちの成長は、きっと連合国一よ」

　ティティーを容赦なく物のように運ぶ僕を見て、テイリさんは少し顔を引き攣つらせていた。僕は「こいつは丈夫だから平気です」と伝えてから、彼女に話の続きを促す。

「あと、パリンクロンのやつが掲げていた『エピックシーカー』に入れるのは英雄大好き人間だけってルールを撤廃したのも大きいわね。いまじゃ来る者拒まず。普通に連合国一番のギルドになっちゃったわ」

「連合国一番ですか。ちょっと嬉うれしいですね」

　愛着のあるギルドの成長に、頰が綻ぶ。

　そんな話をしている内に、僕たちは執務室に辿たどりつく。建物は改築されども、そこの造りは変わっていなかった。部屋の端にある長椅子にティティーを放り捨てて、僕たちは中央のテーブルに着く。

「それにしても本当に久しぶりねー、カナミ君。あっ、飲み物出しましょうか、飲み物」

　テイリさんは備え付けの果実水で僕をもてなす。

　そこで僕は、余りに自然な彼女の態度について聞く。

「テイリさんは普通の反応ですね。スノウから僕のことを聞いてはいないんですか？」

　もし僕がスノウを置いて行方不明になったことを知れば、きっと彼女は怒っているはずだ。けれど、そんな様子が全くないことを不思議がる。

「え？　スノウからは別行動取ってるって聞いただけだけど……？」

　逆にテイリさんは僕の発言を不思議がった。

　そして、さらに新しい男性の声が続く。

「――俺たちは、マスターのおかげでグレン妹のやつがやる気を出して、色々と仕事するようになったってくらいしか知らないな。……一度、こっちにあいつが帰ってきたとき、立派になり過ぎてて少しびびったぜ。いや、あの駄目娘が立派になって、嬉しくはあるんだがな」

　ギルドの頼れる戦士ヴォルザークさんが現れて、父親のような台詞せりふを言いつつ、テイリさんの隣に座った。玄関の騒ぎを聞きつけ、僕の来訪に気づいてくれたようだ。

「お久しぶりです」

「ああ、久しぶりだな。元気なようで安心したぜ」

　軽く挨拶を終わらせ、二人の反応を吟味する。

　どうやら、スノウはギルドのみんなに心配をかけないように、上手いこと話を作ってくれていたようだ。本当に彼女の手腕かと疑いたくなるほど完璧な仕事っぷりだ。

　そのスノウの完璧な仕事に、僕は合わせることを決める。いまは時間を惜しむ段階だ。スノウを一人にしたことを謝るのは、合流して二人で帰ってきたときが適切だろう。心配をかけないで済むのなら、それに越したことはない。

　いまは妹や仲間のことを優先して、自分の用件だけを伝えることにする。

「それでグレンさんはいますか？　前に換金頼んだものが終わっているのか、聞きたいんですけど」

「グレンなら本土のほうだな。当たり前だが、戦争が大きくなればあいつにしかできない仕事が一杯ある。ただ、例のやつはテイリが預かってるって話だったが……」

　ヴォルザークさんが質問に答え、テイリさんが執務室にある机から書類を取り出す。

「ええ、カナミ君が持ち込んだ魔石宝石類の換金の話よね。私が預かってるから心配しないで。凄い大金よ。一個人どころか、一ギルドが持っていい額じゃないわ。はい、収支表。見方は覚えてるわね？」

　前に船旅をしたとき、『アレイス家の宝剣ローウェン』で生成した大量の宝石の話だ。

　流石さすがに、一年もあれば換金は終わってくれていたようだ。

「助かります。ちょっとお金が必要になったもので……――ん？」

　書類を受け取りながら、ぱらぱらと捲めくっていると途中で異常に気づく。

「テイリさん。預かってるというか、運用してますね」

「ちょっと経済的に危ないときがあったの。でも、増えてるからいいでしょ？」

「もちろん、構いません。ただ、見る限り、余りにギリギリの運用過ぎて……」

「そのくらいしないと、この世知辛い世界の荒波に吞のみ込まれちゃうわ。この一年、結構危ない時期もあったんだから」

「う……、そこはマスターとして申し訳なく思ってます……」

「いや、名前を借りてるだけだから気にしないで。そこに書かれてる分は君のものだから、全部持ってっていいからね。ただ、その中で、いまうちの金庫から持ち出せるのは十分の一くらいかな？　流石に全部となると、大きな換金所とか国の倉庫に行かないと駄目だから」

　どうやら、額が大き過ぎるせいか、いますぐ使える現金に換えるのに時間がかかりそうだ。確かに、このふざけた額を見れば、それは当然かもしれない。

　ゼロの数が凄いことになってる。もはや、お金で困ることはないと確信できた。

「ちょっと困りましたね。なら、十分の一だけ貰もらって、買出しに行くしかないかな」

「あら、そんなに急いでるの？　ゆっくりしていけばいいのに」

「急いで準備を終わらせて、スノウを迎えに行かないといけないので」

　組んだ予定だと、準備は今日一日で終わらせるつもりなのだ。

　事情を聞いたテイリさんは「スノウに会いに行くなら仕方ないわね」と答え、その隣のヴォルザークさんが新しい話を出す。

「そういや、アリバーズのやつにマスターが頼んだ装備のほうも出来上がってるぜ？　いつまで経たっても取りに来ないって不安がってたから、早めに行ってやってくれないか」

「あっ」

　アリバーズさん。このギルドの頼れる専属鍛冶師だ。

　そういえば、彼にも色々と頼みごとをしていた。確か、ディアやマリアでも着られるような装備などを注文していたはずだ。

「ちょっと工房に行ってきます。いま装備はとても重要なので」

　装備を買いに行く手間を省けるのならば嬉しいことだ。

　すぐに僕はティティーの首根っこを再度摑み、部屋から出ようとする。

「丁度いいわね。その間に、私のほうで現金全部を用意してあげようかしら」

　テイリさんは書類を僕から取って、先ほど言った大きな換金所に向かおうとする。

「本当に助かります」

「いいのよ。エピックシーカー初期面子メンツの私たちは、英雄っぽいカナミ君の力になれるだけで嬉しいんだから」

　そして、その異常な趣味を理由に、テイリさんは笑う。それはヴォルザークさんも同様のようだった。ここで働いていたときを思い出す笑顔だ。その懐かしさを味わいながら、僕も微笑ほほえみ返して、部屋から出た。ティティーを引き摺りながら。





◆◆◆◆◆






　工房に入った僕は、まず最初に大きく口を開けて、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

「うわぁ……。凄い大きくなってる……」

　拡張され、あらゆる面で進化した工房に驚きよう愕がくする。あれだけ狭かった作業場の通路が一度に三人は通れるようになっていて、あれだけ雑然としてた小道具が整然と片付いている。煤すすや埃ほこりのほうは完璧とは言い難いが、以前と比べたら遥はるかにマシだ。広さは単純に十倍以上はあり、炉や台の数も同様に増えてる。さらに、工房の中を駆け回る鍛冶師の数も十倍以上だ。鍛冶の熱でなく、人の熱気が凄い。

　たくさんの鍛冶師が声を上げて、多くの武具を生産していた。

「おっ、マスターじゃないか」

　そのたくさんの鍛冶師たちを中央で指示していた長髪の男が、こちらに振り向く。

　顔の傷を髪で隠している元探索者の鍛冶師、アリバーズ・リヴァースさんだ。

　彼は僕とは反対で、特に驚いた様子もなく自分の仕事を中断して、こちらに歩み寄ってくる。現場リーダーの指示が止まったことで、忙せわしなく働いていた鍛冶師たちの動きに澱よどみが生まれた。

「……あれ、誰だ？」

「アリバーズさんがマスターって言った？」

「でも、マスターじゃないよね？」

　こちらも玄関の人たちと同じで新人さんのようだ。

　僕は彼らに向かって愛想笑いを浮かべながら、自己紹介するしかなかった。

「どうも。アイカワ・カナミです」

　玄関の一件で、こそこそと隠しても仕方がないと僕は悟った。

　そして、アリバーズさんが補足するように詳しく紹介してくれる。

「この方は、うちのギルドマスターだぜ。あの噂うわさのな。すげえレアだ、レア」

　一瞬の静寂のあと、どよめきが走った。

「――だが、おまえらは手を止めるな。ちゃんと自分のことに集中しろ」

　浮き足立つ鍛冶場をアリバーズさんの一声が抑えた。テイリさんと違って面白がって囃はやし立てることはなかった。凄く助かる。

「「「う、うっす！」」」

　言葉通り、全員が声を揃そろえて返事をして、仕事を再開させた。素晴らしい統率力であると感嘆せざるを得ない。

　僕は拍手をしたいくらいの気持ちで、アリバーズさんに近づいていく。

「お久しぶりです。それで今日は――」

「いや、わかってるさ。マスターがここに来る用事は一つだけだ」

　すぐにアリバーズさんは、僕を工房の奥にある倉庫まで案内した。工房と同じく拡張された倉庫内には、多くの完成品が保管されていた。その中に、まるで飾るように特別扱いされた武具類があった。

「いつ来ても大丈夫なように用意してたぜ。持っていってくれ。さらに、俺の趣味でマスター専用のものもある。マスターが取りに来るのが遅いのが悪いんだ。全部、使って貰うぜ」

　ずらりと並んだ作品の中から、まずマリアとディア専用であろう装備を眺めていく。





【白石糸の衣】




防御力３　対魔力３




【水羽衣シンクドシェル】




防御力４　対魔力８

水中での行動に＋33％の補正がかかる




【レッド・スティングダガー】




攻撃力３

装備者の火魔法＋0.10

装備者の火属性魔法の効果に＋10％の補正




【アリバーズ・ローブ】




防御力５　対魔力２

装備者の木魔法＋0.05






　などなど。注文していた内に着られる服から始まり、スカートやローブが並んでいる。

　そして、その隣には僕が使える手袋や靴が揃っていた。僕の髪色に合わせてくれたのか、メインの色は黒で、そこに綺き麗れいな銀のラインが彩られている。





【クロームグローブ】




防御力１

装備者の技量＋0.10




【メギストゥスブーツ】




防御力２

装備者の速さ＋0.10






　それを手に取りながら、僕は目を輝かせる。いつだって、新しい物を買ったり貰ったりするのは、わくわくするものだ。それがゲームのような世界での新調なら尚なお更さらである。

「い、いいですね、これ！　とても助かります。丁度、自分用のが欲しかったんです」

「そうか。なら遠慮なく、使ってくれ。マスターに使って貰えることが、俺にとっての一番の報酬だからな。他にも欲しいのがあったら、持っていっていいぜ？」

　アリバーズさんは太っ腹なところを見せる。その様子から、またギルドの景気の良さが窺うかがえる。ただ、それを倉庫の入り口から覗のぞいていた鍛冶師さんが咎とがめる。どうやら、休憩中の鍛冶師さんたちが、こっそり様子を見に来ていたようだ。

「え、親方、無料ですか!?　いつも無料は駄目だって、物には見合った値段を付けろって、口を酸っぱくして言ってますよね!?」

「それが鍛冶師としての矜きよう持じとまで言ってたのに！」

「それ、親方の傑作たちじゃないですか！」

　とても真っ当な教育をされた新人さんたちの意見が飛んできた。

「いいんだよ。あのマスターだぞ？　マスターだけは特別なんだ。というかマスターに武器を捧ささげるため、俺は鍛冶師やってんだ。妙なこと言ってるとクビにするぞ？」

　しかし、それをエピックシーカー初期面子特有の滅め茶ちや苦く茶ちやな理論で返されてしまう。冗談交じりの新人さんたちの言葉に対して、アリバーズさんは本気の顔だった。本気で僕のために鍛冶師をやってることがわかり、新人さんたちは絶句する。

　これからエピックシーカーに夢と希望を持って入る新人さんたちは、こういう人たちを上層部に持つことになるのだから、とても可か哀わい想そうな話である。ちなみに最上層部は僕であるが、助けてあげることはできない。

　その少し固まった空気を和ませるために、僕はお礼とお金の話を持ちかける。

「……このギルドでアリバーズさんと知り合えて、本当によかったです。これで心配していた装備の大部分がクリアできました。これらは、言い値で買い取ります」

「こっちの台詞せりふだ。俺はあんたに会えて、運命に感謝してる。だから、本当に金はいらないんだが。そもそも使った上質な魔石も、ほとんどマスターから貰ったものだしな」

「けど、鍛冶費がありますよ」

　このまま無料で貰っては角が立つ。テイリさんの換金が終われば、こちらの財布は一杯になるのだから無料にこだわる必要はなかった。僕はアリバーズさんと交渉して、なんとか格安で買取という話に落ち着かせた。

　――こうして、僕は短い時間で最大の成果を手に入れる。

　そして、ほくほく顔で工房をあとにしようとする……が、それを制止させる震え声が僕の足を止めた。

「わ、童わらわの分はないのかあ……？　かなみんよーい、よーい、よーい……」

　引き摺ずって持ってきたティティーが、工房の端っこで起き上がろうとしていた。

　できれば、エピックシーカーを出るまで気絶していて欲しかったが、流石さすがは守護者ガーデイアンのタフネスだ。しぶとい。

「いや、ないって。これを頼んだとき、ティティーいなかったんだから」

　なんとか穏便に説得して、ここから出ようとする。しかし、ティティーは唇を尖とがらせながら、スライムのようにぬるりぬるりと、こちらに忍び寄ってくる。その気持ち悪い動きに、とても嫌な予感がする。

「ずるいのう。かなみんだけ、ずっこいのう。童わらわもおニューの装備が欲しいのじゃ」

「おまえは風で剣を作れるんだからいらないだろ。装備不要だろうが」

「それでも欲しいのじゃ。今日の午前中は装備に集中すると言っておったろー。これで終わりならば、まだ時間は余るじゃろー。なら童わらわの分ー、童わらわの分ー。童わらわのオリジナル装備ー。童わらわも、その腰の『ローウェン』みたいなのが欲しいのじゃー」

「子供みたいな駄々の捏こねかたするな！　裾引っ張るな！　我慢しろ！」

「ふふふっ、いまの童わらわは泣いて駄々を捏ねる準備があるぞ！　いますぐ地べたでじたばたするまであるぞ！　そして、存分に泣いたあと、かなみんが折れるまでチラチラし続ける所存なのじゃ！」

「こいつ――!!」

　嫌な予感が的中した。

　こいつはやる。恥や外聞など、あの地下に置いてきたティティーはやると言ったらやる。それを放置すれば、ただでさえボロボロな僕の外聞が致命傷を得てしまうだろう。何より、説得する時間が無駄でしょうがない。

　仕方なく、僕はティティーの望みを叶かなえることにする。

「あー、そのー。アリバーズさん、ちょっと工房を借りてもいいですか……？」

「ああ、それはもちろん構わないが……。なんなら俺がやろうか？」

「いえ、こいつのは適当でいいんで」

「ふむ。フォローだけはしよう。せっかくのマスターと一緒の作業だからな」

　アリバーズさんの他にも休憩中の新人さんたちが名乗りを上げてくれたので、手早くことは済みそうだった。

「ふははっ、やったのじゃー！　では、かなみん、かっこいい剣を頼むぞ！」

「はいはい」

「えーとなっ、そのなっ、こんな感じじゃ！　こんな両手剣がよい！」

「はいはいはい」

　ティティーは近くにあった設計図を勝手に使い、ぱぱっと器用に完成図を描いて見せた。とはいえ、お世辞にも絵心があるとは言えなかったので、本当に大体のところしかわからない。

　その完成図を頭に収め、それを完成させるための最適手順を組み立てていく。幸い、地下生活でレイナンドさんの手伝いをしたおかげで、スキル『鍛冶』の知識と経験は両方急増している。

「炉を最大火力で使わせてもらいます。少しでも早く終わらせたいので」

「最大で？　マスター、危なくないか？　駆け出しにはきついぞ」

「いえ、あれから僕も練習したのでいけると思います。それに、そういう細かな加減は元々得意なんです」

「……前は、一発でマジックアイテムを作って見せたマスターだ。信じよう」

　失敗してもティティーのだからいいなんて思いながら、全力で取り掛かり始める。

　もう素性を隠す必要はないので、堂々と『持ち物』から迷宮深部で手に入れた魔石を取り出していく。ずらりと机の上に並べると、アリバーズさんを始めとした鍛冶師たちは全員が息を吞のんだ。

「ティティー。おまえのなんだからおまえも手伝え。僕の指示通りにやれよ」

「ほいっ。いえっさーなのじゃ」

　色々と諦めた僕は、ティティーの力も隠さないことにする。

「まず、その魔石を粉々にしろ。砂みたいにな」

「ほいほい。――えいっ」

　疑うこともなく、ティティーは僕を信じて行動に移っていく。

　道具も使わずティティーは素手で、槌つちがあってもヒビを入れるのが難しそうな上位魔石を擂すり潰した。それを見た鍛冶師たちは、もう一度息を吞んだ。今度は畏怖で。

「次、これも。あと、これとこれは八分割だ」

「ほいほいほい」

　阿あ吽うんの呼吸で、本来ならば何時間もかかるであろう作業を終わらせていく。

「ティティー、風で冷却ってできるか？」

「んー、冷却とは違うけど【自由の風】で熱だけを分解ばらせるとは思うぞー」

「たぶん、それでいけるか。温度調節は僕が指示するから、風を頼む。何パーセントくらいの力でやればいいかを細かく注文するから、おまえは一切のミスなくやれ」

「ほいほいほいほい」

　すぐに魔力で動く炉に、僕の全力の魔力を注ぎ込む。

　当然だが、最大火力まで一瞬だ。もう周囲の目は気にしない。

　その炉に、まず粉々にした魔石を入れて、溶解と不純物除去を行う。装飾や補強に使う溶鋼を強引に完成させて、一時別の場所に移し、次はメインとなるレア魔石を焼いては打ち焼いては打ち――鍛えていく。

「ほら、次はこれを冷やせ」

「童わらわが剣を成すためっ、ゆけい！　【自由の風】よ！――《ワインド》！」

「いい感じだ。ただ、あと四パーセントくらい抑えろ。わかるか？　百分の四くらいってことだ」

「パーセントで伝わるから大丈夫じゃよー」

　水で冷やす作業を『風の理ことわりを盗むもの』の力で省く。正直、ティティーの風のほうが完成度の高い冷却ができそうである。僕の《ディメンション》が鉄の全箇所の熱をコンマゼロ以下の単位で把握し、それをティティーの正確無比な風が冷却していく。

　僕とティティーの二人にしかできない冷却方法だ。初の試みだったが、一度は『繫つながり』で心を通わせた間柄のおかげか、呼吸がずれることはなかった。

　鍛えては冷やし、鍛えては冷やしていく。

　思った以上に時間短縮ができそうなので、さらに手を加えていく。人離れした筋力で槌を振るっては、さらなるレア魔石を加え、伸ばしては畳みこんでを繰り返し、強度を上げていく。ティティーが振るうことになる以上、とにかく頑丈さが優先だ。

　速さと精密さにおいて僕以上の鍛冶師はいない。そして、力技においてティティー以上の助手はいない。とんとん拍子で鍛冶は進んでいく。その人外の体力に、手伝ってくれている新人さんたちの息が先に上がっていくほどだった。

　そして、全力の鍛冶を行うこと数時間――彫りと『術式』書き込みの段階まで至る。

　専用の道具を取り出そうとして、僕は手を止めた。『ローウェン』でやるか……と思って腰から剣を抜く。というか、頑丈になり過ぎた鉄を削るには『アレイス家の宝剣ローウェン』レベルのものが必要なのだ。

　少し『術式』書き込みにはでかい刃物だが、いまの僕ならできるだろう。

　自信がある。それだけのスキルとステータスに至っている。

　試しに、かりかりと軽く削ったところ、『アレイス家の宝剣ローウェン』に刃こぼれは全くなかった。もはや別次元に至っている剣であることを再確認しつつ、テーブルの上に置いた新しい剣に『アレイス家の宝剣ローウェン』で攻撃を開始する。

　勢いよく振るわなければ、この新しい剣を深く綺き麗れいに削ることができなかったので、どこかの漫画のワンシーンみたいに、剣先で文字を書いていくことになる。

　その大道芸にティティーが喜び、鍛冶師たちがドン引きする。

　最後に、研ぎのほうもローウェンで軽くこなし、締めの部分だけを専用の研ぎ石を使ってフィニッシュだ。どうせ、切れ味なんかなくともティティーが振るえば、攻撃力は十分あるのだからこれでいい。

　そして、ティティーのデザイン注文どおりの豪華な鍔つばをつける。

　あとは握る場所グリツプなのだが、そこは適当な布で終わらせよう。

　研いでさえいなければ、ティティーの頑丈な手のひらで剣の柄つかは握れる。ティティーの下手くそな絵だと、布でグルグル巻きになってるのでこれでいいはずだ。

　――よし！

　これで、とりあえず素材はいいだけの剣らしき何かは完成だ！

　重い・硬い・壊れないの三拍子揃そろった魔剣！

　ティティーが持つに相応ふさわしい手抜き剣型鈍器!!

「ふうっ。これで工程完了だ」

「おー、完成じゃー！　すっごい豪華じゃー！　きらきらしておるのー！」

　完成を宣言し、待機してたティティーがぴょんぴょんと跳ねて喜ぶ。

「そりゃ、おまえが迷宮で手に入れた魔石をふんだんに使ったからな。しかし、思ったよりいいのができたなあ……」

「ふははっ、童わらわが手伝ってあげたおかげなのじゃー！」

「ああ、それは間違いない。ありがとうな、ティティー」

　手伝いの礼を言いつつ、完成品を『注視』する。





【始祖と魔王の魔剣】




攻撃力７

装備者のレベルと同値の耐久度となる

始祖と魔王の加護により、あらゆる物質に干渉する

装備者の全属性魔法＋0.10






　僕の『注視』能力は、これを『始祖と魔王の魔剣』と名づけた。

　妙な名前だが、その性能は凄すさまじい。つけた覚えのない妙な加護まである。

「名前っ！　名前は童わらわがつけてよいか!?」

「……おまえの剣だから、仕方ないか」

　正直、僕が一番楽しみにしていた作業だが、きらきらと目を輝かせるティティーに負けてしまう。ここで命名作業を奪えば、それは子供から玩具おもちやを奪うようなものだ。

「やったのじゃ！　んー、それじゃーのー、この童わらわの剣はのー……」

　うんうんとティティーは唸うなり、その途中で使用した魔石の残骸たちを見つける。

　使った魔石たちの名は『アレクロスライト』『ワインドフローライト』『ヴァルクントエメラルド』などなど……。

「ならば、この剣の名は『フローライト』――いや、『ブレイブフローライト』！　湧き出す勇気の光、『聖剣ブレイブフローライト』じゃ!!」

　ティティーは「ばああん」と効果音がついてそうなポーズで命名を終えた。





【始祖と魔王の魔剣ブレイブフローライト】




攻撃力７

装備者のレベルと同値を耐久度に加える

始祖と魔王の加護により、あらゆる物質に干渉する

装備者の全属性魔法＋0.10






　ただ、僕の『注視』は聖剣でなく、魔剣扱いだった。そりゃ、魔王が製作協力すればそう判断せざるを得ないだろう。湧き出すのは勇気の光でなく、始祖と魔王の呪いだ。

　こうして、『始祖と魔王の魔剣ブレイブフローライト』は完成した。ただ、魔剣であることをティティーに伝えるほど僕は鬼じゃないので、素直に祝福する。

「よかったな。おまえのオリジナル武器だ。大事に使えよ」

「わーい！　うんっ、大事にするよー！」

　ティティーは完成した剣に頰ずりする。これで満足だろう。

　そして、一息ついて、次の予定を頭の中から思い起こそうとする。せっかく短縮された時間が、ティティーのせいで逆に超過しかけていた。

　次は食料を買いに行くか、それとも魔石を買いに行こうかと悩んでいると、アリバーズさんが声をかけてくる。

　新人さんたち共々と固まっていたのだが、ようやく我に返ってくれたようだ。

「ふ、ふふっ。やはり凄すごいな、うちのマスターは。前も思ったが、片手間で俺たちを超えていく。なにより、動きが速い。速過ぎる。あの決勝の剣けん戟げきをこなしたマスターだから当然なんだが、それ以上に……マスター、先ほど鍛冶を練習したと言っていたが、一体どこで鍛冶を？」

　アリバーズさんは僕の鍛冶の異常部分に気づいたようだ。

　その異常部分を僕もよく理解しているので説明する。

「流石さすが、アリバーズさんですね。千年前の鍛冶技術が残っているところで、少し下働きさせてもらいました。そのおかげだと思います」

「ところどころ、俺でも知らない技術があった。あれは間違いなく、『神鉄鍛冶』の域だ。その千年前の鍛冶技術が残っているところを聞いても構わないか？　できれば、俺もそこで下働きがしたい」

「すみません。その技術を持っている方は、つい最近亡くなりましたので……。ご紹介はできません……」

「そうか……。それは申し訳ないことを聞いた」

　アリバーズさんは頭を下げながら、悔しそうな表情で唸る。ただ、最初は「くっ」とか唸ってたけど、途中からは「いや、英雄であるマスターだけの技術というのはかっこいいな。これはこれで美お味いしいかもしれん――」なんて病気を発症させていたので、特に心配しないでおく。その様子を見ていたティティーは僕に問う。

「もしかして、ヴォルスの爺じいさん、実は凄かったのじゃ？」

「ああ、そうだ。尊敬しろよ」

「うむ！　しておる!!」

　僕の即答に、ティティーも即答した。自分専用の剣が手に入り、上機嫌のようだ。そして、その上機嫌のまま、彼女の追加注文が入る。

「あとは鎧よろいじゃな！　そこに飾ってあるやつが欲しいのじゃ！」

　そこにはマリアもディアも使えないような女性用の軽鎧が飾ってあった。

　鎧というよりは複数のプレートの集合体のような作品だ。どちらかと言えば防具一式と表現したほうがいいかもしれない。

「鎧は僕が作らなくてもいいのか？」

「剣は振るうときに折れると困るが、鎧は童わらわが避ければ大丈夫じゃからな。それに、この鎧はとても童わらわの趣味と合う！」

　どうやら、一ひと目め惚ぼれのようだ。

　その熱いコールに作者であろうアリバーズさんが反応する。

「むっ、なかなかいいセンスしてる。あれは俺の渾こん身しんの英雄的デザインだ」

「ふふふっ、童わらわは勇者志望なのじゃ！　ゆえに、こういう装備が欲しいと思っておったところなのじゃー！」

「勇者志望？　ふふっ、道理で魂のあるデザインを描くわけだ。そして、実力のほうもマスタークラス。面白いっ。気に入った！」

　なんか一瞬で意気投合してる二人だった。

「えっと、なら、あの鎧を買わせて貰もらいます。代金のほうは――」

　嫌な化学反応が起きる前に、鎧を買い取ろうとする。

　そのとき、工房の入り口からテイリさんとヴォルザークさんが現れた。

「あっ、まだここにいたのね！　きっちりお金の引き出し終わらせてきたわよー！」

　ヴォルザークさんは大量の金貨袋と書類を抱えさせられていた。どうやら、お金のほうはもう悩む必要はなさそうだ。

「問題なく払えそうですので、これも言い値でどうぞ」

「いや、マスターにはいいものを見せて貰ったからね。ちゃんとこちらも割引しよう。なにより俺は、勇者ティティーを気に入った」

「アリバーズ！　ありがとうなのじゃ！」

　こうして、ティティーは『始祖と魔王の魔剣ブレイブフローライト』と『飛ひ翔しよう翠すい石せきの軽鎧ルイフィンリィト』を手に入れる。

　ただ、一つだけ突っ込みを入れるとすれば、協力してくれたアリバーズさんには申し訳ないのだが、その剣よりティティーの拳のほうが破壊力があって、その鎧よりティティーの肌のほうが頑丈ということだ。

　それでも、ティティーは子供のように喜んでいた。

　その表情を見られただけで、お金を払う価値があると思えるほどのいい笑顔だったので、僕に後悔はなかった。





◆◆◆◆◆






　工房で十分な装備と軍資金を手に入れた僕たちは、ギルド『エピックシーカー』をあとにする。

「行ってらっしゃーい。元気でねー、ティティーちゃーん」

　駄目っ娘こが好きな疑いの出てきたテイリさんがティティーを見送る。その後ろでヴォルザークさんも無言で手を振ってくれていた。

「うむ。行ってくるのじゃー」

　腰の後ろに大剣を下げて深緑の外がい套とうを羽織ったティティーも手を振り返す。

　僕も新しい手袋をつけた手を振ったあと、ラウラヴィアの街並みに紛れ込んでいく。新たな装備で身を整え、新しい冒険の始まりを感じる出発だった。

　エピックシーカーの次に、僕たちが目指すことになったのは雑貨屋だった。近くに、ギルドマスター時代に利用していたところがあったので、すぐ保存食の買い込みは終わった。ライナーメモの指示に従って、これからの生活で飢えることは二度とないように準備を終わらせていく。ついでに換金所にも寄って、不要な手持ちの魔石を軍資金に換えていく。おそらく、本土に行けば、今日のように鍛冶をする暇はないだろう。ならば、レアな魔石なんて持っているだけで損だ。この連合国では滅多にお目にかかれないであろう六十層周辺で手に入れた魔石は、躊ちゆう躇ちよなく売り払っていくことで、また目が飛び出しそうなゼロ一杯のお金に換わってくれた。

　順調に準備をラウラヴィアで整えていく。

　その道の途中、ティティーは新しい服と剣に大興奮だった。

「ふはは、童わらわの新装備、かっこいいのーう！　もう誰にも負ける気がせぬ！」

「おい、こけるなよ！　おまえとぶつかる人が可か哀わい想そうだ、注意して歩け」

　踊るようにくるくると回りながら歩くティティーを咎とがめる。どうやら、その新装備を道行く人に見せびらかしたいようだ。子供のように落ち着きがない。

「うむ、注意して歩くぞ！　ここで慢心してはならんとライナーメモにも書いてあるしな！　相変わらず、童わらわの思考を先読みするやつじゃ！　さてさて、メモによればー……次は魔法じゃな！　聞けば、現代では吞のめば覚えられる魔石が売ってるらしいの！　よーし、買占めをするのじゃー！」

　食料品を十分に買い終えたので、次の項目にある魔法の強化を目指すことが決まる。

「買占め……？　いや、確かにそれが一番かな」

　買占めは言い過ぎかと思ったが、すぐに自分の財布の中身から可能であるとわかる。余りお金を持ち過ぎていても意味はないので、後悔ないように買い占めるくらいが丁度いいかもしれない。

　すぐに僕はティティーの願いを叶かなえるために、ラウラヴィアで最も大きな魔法を売っている店、魔法屋に向かった。

「よし、着いた。ここなら、テイリさんの口利きの上に、セラさんから預かった紹介状も効果がある」

「童わらわが生きていた時代にはなかったものなので、楽しみじゃなー」

　辿たどりついた魔法屋は、店というよりも大図書館のような建物だった。

　城のような外観に、貴族用の舞踏場のような内装。大きさは野球のできるドームほどあり、壁一面に本が並び、明らかに育ちのよさそうな人間だけが少数歩いている。ここまで大きな店となると、普通の店のシステムとは違うようだ。入り口で呼び止められて、身分を照会される。幸い、僕はエピックシーカーのマスターで、フーズヤーズの現あら人ひと神がみからの紹介状もある。

　それを係員に伝えたところ、目を丸くされたあと、すぐにＶＩＰ待遇で別部屋まで案内されることになった。

　僕たちはフーズヤーズ大聖堂の客室にも負けぬほどの豪華な部屋に入り、ふかふかなソファーに座らされ、係員の女性と向き合う。ただ、時間が惜しいので、前置きなく、率直に用件を伝えることにする。

「――えっと、言い難にくいんですが、ここにあるだけの魔石を全種類ください」

「全部二個ずつくださいなのじゃ！」

　当然だが、向かいのソファーに座っている女性は目を丸くする。

「え？」

「全部二個ずつだそうです。お願いします」

　もう驚かれるのにも慣れてきた僕は、彼女が状況を受け入れるまで待つことにする。その間、女性を放置して隣のティティーに疑問を飛ばす。

「というか、おまえも吞むのか？」

「もちろんじゃ！　ライナーも推奨しておったぞ！」

「まあ、おまえなら大丈夫か」

　本来、ボスである守護者ガーデイアンの強化なんておかしい話だが、相手はティティーなので承諾する。これから先、アイドや陽ひ滝たきと戦う可能性がある以上、彼女の強化はおかしな話ではない。軽い調子で僕とティティーが談笑する中、まだ係員さんは呆ほうけていた。

「え、あの、全部、ですか……？」

「心配しないでください。お金ならあります。なので、できれば早めに全種類を持ってきて欲しいです」

「は、はい！　もちろん、いますぐ！　ただ、少しご商談のほうが大きい話なので、当店の最高責任者に交代致しますね！」

「お願いします。先払いできるように、支払いの準備を済ませて待ってますから」

　にっこりと笑いかけて、少しだけ急せかしてみる。

　すると係員は青い顔で腰を低くしたまま、部屋から出て行った。

　その様子を見たティティーは珍しいものを見る目をしていた。

「ぬう？　なんだか、かなみん。少しずつ権力や立場を上う手まく利用し始めておるの。これでは、からかえぬからつまらんのう」

「どうせ、どこかでばれるんだ。それなら堂々として、それを最大限活いかしたほうが被害が少なく済む。エピックシーカーの一件で、その答えに僕は至った」

「ほう、よい答えじゃ。しかし、注意せよ――」

「もちろん、力に振り回されないように心がける。ティティーが教えてくれたことだ」

　地下での追憶で、それを僕たちは命懸けで学んでいる。

　ティティーのような結末だけは迎えないことを、力強い意志を持った目を見つめ返すことで伝える。それを彼女は口元を緩めて、受け止める。

「ふふー。我が教訓がかなみんの中に受け継がれること、嬉うれしく思うぞ」

　ライナーや僕に自分の力や意志が残ることを、心から喜んでいるようだ。

　今日一日だけで、ティティーの機嫌はどこまでも良くなっていく。そして、彼女は落ち着きなく、部屋の調度品を弄いじりだす。浮かれ過ぎて何か壊さないか、ちょっと心配だ。

　その数分後、ＶＩＰルームの扉が開け放たれ、先ほどの係員さんと共に年配の男性が入ってきた。

「この店の支配人になります。どうぞ、『アイカワカナミ・ジークフリート・ヴィジター・ヴァルトフーズヤーズ・フォン・ウォーカー』様。これが、いまお客様に当店のお出しできる全てになります」

　僕たちが急いでいることは伝わっていたのか、挨拶も少なく本題に入ってくれる。

　少しずつ『アイカワカナミ・ジークフリート・ヴィジター・ヴァルトフーズヤーズ・フォン・ウォーカー』という名前にも慣れてきたので、表情を変えずに頭を下げて彼を迎え入れる。続いて入ってきた係員の人たちが持つ魔石も『注視』していく。





【ウォーターの魔石】




水魔法《ウォーター》の魔法が宿った魔法石




【フレイムの魔石】




火魔法《フレイム》の魔法が宿った魔法石




【ショックの魔石】




無魔法《ショック》の魔法が宿った魔法石




【ブラッドの魔石】




鮮血魔法《ブラッド》の魔法が宿った魔法石




【シフトの魔石】




次元魔法《シフト》の魔法が宿った魔法石




【ダークの魔石】




闇魔法《ダーク》の魔法が宿った魔法石






　テーブルの上に広がっていく全ての魔石を《ディメンション》で把握し、数える。

「全て二個というわけにはいきませんよね。やっぱり」

「は、はい。すみませんが、その……」

　他の客への対応とか在庫とかの問題もあるのだろう。仕方がないことだと割り切り、すぐに僕は計算を終わらせて、見合った金額を提示する。

「いえ、これで十分です。金額も手持ちの分で払えそうですね。いまお渡しします」

「いまですか？」

「はい、どうぞ。数えてください。これで丁度のはずです」

　もう『持ち物』を隠すつもりはない。腰の袋から取り出す振りはするものの、明らかに袋の中には収まりきらない金貨と神聖金貨を器用にテーブルへ積み上げていく。

　慌てて、それを係員の一人が数え始める中、ティティーはディナー前の子供のように嬉き々きとして魔石を摑つかもうとする。

「じゃー、いただきまーす！」

「待て。まずは、この魔石の解析をさせてくれ」

　ここでの一番の目的はそれだ。

　かつて、この魔法屋に来たときは馬鹿正直に魔石を吞んでいたが、いまの僕ならば別のことが試せるはずだ。迷宮は始祖カナミが作り、魔法はその弟子であるティアラが作ったものであると知っている僕ならば、魔石そのものを完全に解明できるかもしれない。

「むむっ。解析とな？」

「前々から気になってたんだ。この魔法を覚える魔石の仕組みはどうなってるのか。いまの僕なら、前とは違ったことがわかるかもしれない」

「確かに、魔法を覚えられる魔石とやらの実体……少し気になるのう」

「だろ？　これだけ研究材料が揃そろってるんだ。すぐ終わるから、待ってろ。――魔法《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》」

　ものの数が多いので、かなりの魔力を消費して魔石を解析しに行く。その途中、恐る恐るといった感じで、店長さんは用意していた書類と羽根ペンをこちらに渡してくれる。

「あの、『アイカワカナミ・ジークフリート・ヴィジター・ヴァルトフーズヤーズ・フォン・ウォーカー』様。取引の契約書のほうは……」

「ええ、すぐに書きますよ。大きな買い物ですので、当然です」

《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》を使用中なので、このくらいの並列作業は簡単だ。書類の要項全てを一瞬で確認し、サインを書きながら、魔石の内部にある魔術式や仕組みを確認していく。かつて、マリアと共に魔石を買いに来たときとは、僕の次元魔法の力は段違いだ。何より、強敵との戦いの経験が、魔石の正体の理解を楽にしてくれた。

「――ああ、大体わかってきた。基本は鮮血魔法と《ディスタンスミュート》の複合だけど、神聖魔法に近いものも交ざってる。この魔石という物体には、間違いなく始祖と聖人の力が関わってるね。そこへ、この世界の人たちが、手作業で新たな属性の魔法を書き足して、魔法を覚えられる魔石に改良してるみたいだ。……うーん。複雑過ぎて、完全に理解とまではいかないか。まだ僕が、かつての始祖や聖人に届いてないっぽい」

　魔石を完全に理解するには、あと一歩足りない。できれば、吞むことなく魔石に宿った魔法を手に入れたかったが、それは不可能のようだ。『術式』を《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》で正確に読み取っても、数式だけを渡されたようなものだ。すぐに問題を解けられるようになるわけじゃない。

「むう……。やはり、この魔石という代物の属性は『血』か。この感じ、そうじゃろうとは思っておった」

　解析結果を報告すると、ティティーは魔石一つ取って、まじまじと見つめる。

「しかし、もう見ていてもしょうがあるまい。吞んでもよいか？」

「ああ、僕も一つ吞んでみる」

　とりあえず、次元属性の魔石を手に取る。すぐに係員さんが水を用意してくれたので、嚥えん下かするのは簡単だった。

「……ふう。これで、いけるのかな。――魔法《シフト》」

　魔法名を口にすると同時に、次元属性の魔力によって近くの空間にずれが発生した。

　あっさりとできた。どうやら、吞むことで数式を強引に理解させられ、実践で使用可能になるみたいだ。これが血に刻まれるというやつなのだろう。できれば、もっと吞んで、血に刻まれる感覚を確かめたいが――

「ほー。これが、魔石で魔法を覚えるというやつかー。うむっ、それじゃあ、どんどん行こうかの！」

「でも、吞み過ぎると血の限界ってやつがあるんじゃないのか……？」

「限界？　『理ことわりを盗むもの』は限界などないと思うぞ？　それに、もし限界とやらがあったとしても、限界を迎えたら次からは魔石に頼らずに覚えればいいだけの話じゃ。ここは時間節約のために、先人たちの残した魔石を全部吞むのが正解と思うがのう」

「そうだな……。言われてみれば、その通りだ」

　そもそも血に頼らなくても、僕は新魔法の《次元決デイメンシヨン・戦演算グラデイエイト『前日譚リコール』》などを開発している。この世界の通説である『血の限界まで魔石を吞むと、もう魔法を覚えられなくなる』というのは、魔法開発できる僕たちには当て嵌はまらないだろう。

「ってことでぇ、どんどん吞めい！」

「ああ……！　どんどん、いくか……!!」

　納得した僕はティティーの言うとおり、手当たり次第に魔石を吞み始める。

　だが、どれだけ吞みやすいといえど、石は石。

　一気にいくのは苦しいものがあった。すぐに僕は、腹を押さえて呻うめく。

「は、吐き気が……！　というか、胃もたれが……！　せっかく治ってきた胃壁が荒れる……！」

「あ、童わらわはギブアップじゃ。少しずついくのじゃ。石を吞むとか、まじありえんのじゃ」

「おまえっ、諦めるの早いな！」

　ティティーは一個目で顔を顰しかめて、二個目で手を止めていた。

　仕方なくティティーを置いて、僕だけが必死に魔石を一つずつ吞み込んでいく。そうしていく内に、魔石売買の取引は終わっていた。書き込まれた契約書と金貨の枚数を確認し終えた店長さんたちが、歓喜と恐怖を半々にした表情で伝えてくる。

「こ、こちらのほうの確認は終わりました。確かに、代金のほうは頂戴しました」

「はい。それじゃあ、僕たちは他の店にも行かないといけないので、そろそろ行かせて貰もらいますね。ここにある魔石は全て頂いていきます」

「もう行かれるのですか……？」

「急いでいますので」

　啞あ然ぜんとする店員さんたちを置いて、すぐに『持ち物』に魔石を詰め込み、部屋から出て行く。この店で全ての魔石を揃えられたわけではないので、新たな魔法屋へ向かわなくてはならない。そして、店前で綺き麗れいに腰を折り曲げる店長さんたちに見送られ、また僕たちはラウラヴィアの街へ紛れ込んでいく。

「ありがとうございましたー！　またのご来店をお待ちしております！　次の来店までには絶対に揃えておきますので！　なにとぞ、またのご来店をー!!」

　背中から聞こえる店長さんの大声から逃げるように、次の目的地であるグリアードへ僕たちは向かう。《ディメンション》で最短距離を割り出して、二人で街中を歩いていく。ただ、その手には魔石が一杯だ。ちょっとずつお菓子を摘つまむかのように、魔石を吞のみながら移動をする。

「んー？　なんだか、風の魔石はほんのりと甘くて美お味いしいのうー」

「味まで気にしたことないな。僕のほうは……、ちょっと次元の魔石が美味しい？」

　ティティーは飴あめのように魔石を味わっていたので、僕も真ま似ねする。

　身体からだとの相性が味に出てくるのは面白い現象だ。これを設定したのは始祖カナミか聖人ティアラか、それとも違う誰かなのか、少し気になった。とはいえ、いま考えてもわからないことなので、味のことは忘れて足を速める。

「さあ、次に行こうか。迷宮近くにいるから、国を跨またぐのは楽だ。《コネクション》もあるしね」

「うむ、次の店じゃ！　というか、もう面倒じゃから、飛んでは駄目か!?」

「え？　いや、駄目だと思う。この連合国で誰かが飛んでるの見たことないし……」

　飛行禁止の法律が整備されているか、単純に飛行できるほど血の濃い翼持ち獣人はいないのかもしれない。どちらにせよ、ティティーの飛行は目立ち過ぎるので却下だ。

「では、少し走るのじゃ！」

「あ、おい。待てっ」

　スキップするかのように走り出したティティーの背中を僕は追いかける。とはいえ、良識ある速度だ。ここで本気で僕たちが走ってしまえば、突風で人が吹っ飛ぶ。こうして、大した時間もかからずに国境を越えて、目的地だった国一番の魔法屋に辿たどりつく。

「――到着！　すみませんっ、全部二個ずつくださいな！」

　バンッとグリアードの魔法屋の扉が開き、開口一番にティティーは注文を飛ばした。

　当然だが、周囲の客たちがざわつく。

　目立つ翠みどりの髪の美女が現れたかと思えば、その注文がぶっ飛んでいるのだから仕方ない。そして、その注文を実現させそうなほどのオーラが、その美女にはあるのだ。手を止めて、注目したくなる気持ちもわかる。

「すみません。そこの彼女の言うとおり、まずは全種類見せてくれませんか？」

　僕はティティーの言葉に乗っかって、近くの係員に注文を足していく。

　もう目立つのは慣れようと思う。というか、ティティーがいる間は、注目を避けるのは諦めた。こいつは面白がって――いや、地上が楽し過ぎて抑えが利かないのだろう。そして、それが千年抑圧された果てにあるものだと知っている以上、僕には止めることができない。できるはずがない。

「えっと、その、お客様……。全て、ですか？」

「はい。これ、紹介状です。ちなみに僕はラウラヴィア直属のギルド『エピックシーカー』のギルドマスター『アイカワカナミ・ジークフリート・ヴィジター・ヴァルトフーズヤーズ・フォン・ウォーカー』です」

　とうとう自分の口から、例の名前を告げてしまった。手っ取り早く話を終わらせるためには仕方なかったが、何か大事なものを失ってしまった気もする。

　そして、当然だが、ラウラヴィアの魔法屋と同じような反応がここでも起きる。

「しょ、少々お待ちくださいませ……！」

　そのあとの流れも全く一緒だった。

　ざわつく客たちの視線から逃げるようにＶＩＰルームに入って、そこでお金にものを言わせて買い上げていく。それをグリアードで行って――、ヴァルトでも行って――、各国の大型店舗で繰り返していくことで、僕たちは店売りされている魔石のほとんどを手に入れ終える。

「――ふー！　買った買ったー。久しぶりのショッピングは楽しかったのう。……しかし、ここまでくれば、連合国の魔石をコンプリートしたいところじゃ。いくつか穴が空いておるのが惜しい」

「もっと小さい店も回った方がいいのかな……？　レア魔石探しで」

　ヴァルトの大型店舗から出てきた僕とティティーは、手に入れた魔石の一覧を見ながら街中を歩く。

「もう少しだけ探してみぬか？　数軒だけでもよい」

「そうしようか。なら、まずは――」

　まだ魔法強化に当てる時間は残っている。《ディメンション》に力をこめて、掘り出し物がありそうな店を検索していく。その途中、見たことのある魔法屋を見つけた。過去にマリアと二人で訪れた魔法屋だ。

　街の隅にある穴場の古本屋のような店で、大きくもなければ小さ過ぎもしない店だ。

「ティティー、いい店を見つけた。行ってみよう」

「らじゃ！」

　その店に僕たちは歩いて向かい、迷いなく入店した。

　そして、いつかのエルフ耳のお姉さんが、入店の挨拶を飛ばす。

「いらっしゃいませー」

　前と同じ挨拶に、前と同じ古本屋のような店内。

　少しだけ懐かしさを感じながら、ゆっくりとカウンターに僕は歩いていく。

「ん、どこかで見たことあるような……？」

　懐かしさを感じたのは店員さんも同じようだ。

　僕の顔を見て、記憶を掘り返そうと唸うなり、数秒後に声をあげた。

「あっ、あのときのお金持ちの人？　うわー、一年ぶりくらいですかねー？」

「よく覚えてますね。確かに、前に一度だけ来ました」

　彼女は『アイカワカナミ・ジークフリート・ヴィジター・ヴァルトフーズヤーズ・フォン・ウォーカー』なんて名前で呼ばず、『お金持ちの人』と呼んだ。前の同行者であるマリアは僕を『ご主人様』としか呼ばなかったので、こちらの素性は全く知らないようだ。

「お客さんの顔は、できるだけ覚えるようにしてるんですよ。客商売の基本ですから」

「確かに、それは基本ですね」

　僕と同じ考えの店員さんに好印象を持ちながら、受付の方に近づいていく。

「あれ？　今日はお嬢ちゃんはいないんですか？」

「……すみませんが、今日はいません」

「あら、そうですか」

　店員さんは同行者にマリアがいないことを、隠すことなく露骨に残念がった。

　本土でマリアと合流して戻ってきたら、一度はここに顔を出してあげようと思う。ちょっとした悪戯いたずら心だが、前とは比べ物にならないくらい強くなったマリアを彼女に見せてあげたい。

「それで、お金持ちの人。今日はどれくらい買ってくれるんですか？」

　店員さんは手際よく、前と同じように分厚いカタログをカウンター下から取り出す。

「ちょっと探してる魔石があるんです。見せて貰いますね」

　それを受け取って、今日手に入らなかったものを探し、すぐに注文する。

　その注文を受けた店員さんは物珍しい顔になる。

「へー、レアな魔石を欲しがりますねー。丁度、店にあるやつがありますね。すぐに取ってきますよ」

「本当ですか？　できれば二つずつください」

「はいはい。あるだけ持ってきます。ちょっと待っててくださいねー」

　あっさりと見つからなかったものが手に入ることがわかり、少し拍子抜けしながら僕は店員さんに頼む。いつもはうるさいティティーも口を挟む暇がなかったくらいスムーズだった。

　店員さんが店の奥から魔石を取ってくる間、僕たちは手持ち無沙汰になる。

　そして、ティティーが遠慮なく店の本棚を漁あさろうとしていたのを止めているとき、店に新たな訪問者が入ってきた。

「――はあ、エミリー……。これで的を壊したの何度目だ？　謝るのは俺なんだから、もっと加減してくれよ」

「ごめん、アル……」

　探索者の少年少女だった。

　つい最近見たことのある顔だ。入ってきた少年のほうも、僕たちの顔を見て驚く。

「……えっ。せ、先輩？」

　僕を先輩と呼ぶのは唯ただ一人しかいない。つい数日前、地下から地上へ向かう途中に会った若き探索者のアル君とエミリーちゃんだった。

「むむっ、アルにエミリーか。奇遇じゃの！」

　本棚を勝手に漁っていたティティーが軽快に挨拶を飛ばす。

　すると向こうは慌てて、礼儀正しく頭を下げた。

「またお会いできて嬉うれしいです。いま、前に頂いたお金で、魔法の強化を行ったところなんですが……。庭にある人形をエミリーが壊しちゃって……」

　その挨拶と同時に、店の奥から店員さんも出てくる。

　相変わらず手際がよく、仕事の早い店員さんだ。

「ふふっ、二人は常連なんですよ。お兄さんと違って、何度も来てくれます。だから、庭の魔法練習場をいつでも使っていいようにしてあげてるんです。的の人形は壊れるのが運命だから、そんなに気にしないでいいよー。二人ともー」

　どうやら、以前にマリアと来たときに使わせてもらった練習場の話のようだ。

「へえ、あれって常連さん用だったんですね」

「お金持ちのお兄さんも、たくさん魔石を買ってくれたから、使っていいですよ」

　そう言って、店員さんは店の庭を指差す。ティティーは店の窓から外にある人形を見つけて、目を輝かせて飛び出そうとする。

「うむ、丁度よいの！　では、使わせてもらおうぞ！　行くぞっ、かなみん！」

「ちょっと待て、ティティー！　あ、これが代金です」

　すぐに僕は魔石とお金を交換し、その背中を追いかけた。

　店の扉を開いて、庭に出て行く。庭には僕たちやアル君たちだけでなく、もう二組ほど探索者と思われるパーティーがいた。最初に来たときは僕とマリアだけだったが、この一年で店は前よりも繁盛しているようだ。

　そして、その二組の探索者の年齢が妙に若いことに気づく。

　アル君たちですら若いと思っていたのに、それよりも小さな子供が一人いた。けれど、レベルが低いかと思えばそうでもない。

　この連合国の低年齢層化と全体レベルの上昇がよくわかる光景だ。

　おそらくだが、全て『木の理ことわりを盗むもの』アイドの影響だ。僕は顔を顰しかめたが、一年前の状況を知らないから比較できないティティーは気にすることなく、庭の中央で「童わらわたちも交ぜて貰もらうぞー」と宣言してから、庭の人形へ向かって魔法を試し始める。

「ゆけい！　童わらわが新魔法！――《ワインド・クロッカス》！」

　ティティーの魔力が膨張し、彼女の前方に小さな風の花が一つ咲いた。

『風の理を盗むもの』の膨大な魔力を持つティティーがやり過ぎるかもしれないと心配したが、彼女の魔法コントロール能力は新魔法でも神懸かりだった。

　魔石で手に入れた魔法を次々と、まるで元から使っていたかのように、周囲に一切迷惑をかけることなく試していく。その後ろで、僕も新魔法の準備を始める。

「ティティーは放っておいても大丈夫そうだな。……僕のほうも少し試そう」

　その僕の後ろに、アル君とエミリーちゃんがついてきていた。

　僕たちの魔法を見ることで、これからの迷宮探索の参考になるかもしれないと思っているのだろう。相変わらず、無駄に僕たちのことを先輩として心酔している。

　ついさっき素性を隠すのは諦めたところなので、僕は遠慮なく魔法構築を行っていく。

　今日、見つけた次元魔法の魔石は四つだ。まず、それらから試そう。

「――魔法《ラグ》」

　他の魔法屋で頂いた資料を片手に、魔法を発動させる。

　同時に、蜃しん気き楼ろうのような靄もやが目の前に発生した。

　資料の説明によれば、特定の現象を遅らせて発動させると書いている。

　そして、僕の『表示』の場合は――





【ラグ】




消費ＭＰ１

次元魔法の基礎。術者の力量に応じて、あらゆる現象の時間を遅らせる。






　となっている。どこかで聞いたことのある効果だ。ぶっちゃけると、僕が《フォーム》でやっていた自己流の時限発動、魔法《次元雪デイ・スノウ》と似ている。

　首を傾かしげながら、次の魔法を試す。

「んー、次。――魔法《シフト》」

　目の前に映る風景が、絵画を切ってずらしたかのようにずれた。

　どうやら、特定のものをずらす線を生む魔法のようだ。

「んんー？　次。――魔法《タイムシフト》」

　こちらは術者の時間感覚を操るらしい魔法で、世界の動きが少しだけゆっくりになったような気がした。

「こ、これ……、もしかして……」

　もしかしなくても、どれもすでに僕の持っている魔法と酷似していた。

　全く同じとは言わないが、《シフト》は《次元断デイ・フラつ剣ンベルジユ》に、《タイムシフト》は《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》に近い。

「……なんか損した気分だな。次元魔法の魔石の数は極端に少ないから、あと吞のんだのは《ディフォルト》の魔石だけだ。これはもう使えるんだけど、まあ一応試すか。――魔法《ディフォルト》」

　当然だが、僕の使っていた《ディフォルト》と同じ効果が現れる。半歩分ほど前に移動した僕は、溜ため息いきをつきながら、連合国の次元魔法の不遇っぷりを嘆く。

「説明書だと《ディフォルト》が最上位の次元魔法ってなってるな。つまり、連合国で魔石で得られる次元魔法は、ここまでってことか……？」

　次元属性はマイナーで学院の授業にすら出てこないとは聞いていたが、ここまで研究が進んでいないのは予想外だった。

「仕方ないか……。次元魔法はここまでにして、他の属性も試そう。たぶん、使えないだろうけど、前とは違ったことになるかもしれない。一気に行こうか……！――《ライト》！　《ダーク》！　《ショック》！　《ブラッド》！　《フレイム》！　《ヒート》！　《ウォーター》！　《アイス》！　《ワインド》！　《アース》！　《ウッド》！　《キュアフール》！　《グロース》！」

　先ほど吞んだ魔石を思い出しながら、発動が容易たやすそうな基礎魔法から順に叫んでいく。

　当然だが、どの魔法も発動には至らない。

　身の魔力がうねるだけで、かざした手のひらからは何も出てこない。

　とはいえ、全く構築ができないというわけではなかった。厳密に言えば、魔法の構築方法は魔石を吞んだおかげで解わかっているけれども、使っている魔力の属性が合わないせいで上う手まく完成しないという感じだ。

　さらに、その失敗魔法群の中、一つだけ手応えが違うものがあった。

「……ん？　もう一度――氷結魔法《アイス》」

　かざした手のひらから、ぽとりと小さな氷塊が落ちる。

　懐かしい光景だった。

　確か、レベル１のときに迷宮で初めて《アイス》を使ったときも、こんな感じだった。

　氷結魔法だけは、他と違って絶望的ではなかった。やりようによっては以前と同じように扱えるような気がしてくる。

　すぐに僕は《アイス》の試し撃ちを繰り返す。

　一時期はあらゆる形の氷細工を作成できた《アイス》だったが、陽ひ滝たきの魔石が抜けたせいで歪いびつで小さな氷しか作れない。

　だが、庭の訓練場に多種多様な失敗氷細工を量産していく内に、なぜ僕が次元属性以外の魔法を使えないかという理由が少しずつわかってくる。

　おそらくだが、氷結魔法《アイス》に求められているのは『冷たい魔力』なのに、僕は次元属性の『ずれている魔力』とでも呼ぶべき奇妙な魔力しか生み出せないからだ。以前は、身体からだの中に二種の魔石があるおかげで、『ずれていても冷たい魔力』を生み出せていたから、氷結魔法も次元魔法も使えていたのだろう。

　ざっくりとした考え方だが、大きくは間違っていないはずだ。

　――ならば、いま僕がやるべき解決方法は何か。

　まず、僕は自分の『血』に意識を集中させる。イメージに頼った自己流ではなく、そこに刻まれた『術式』に頼る。そこを魔法構築の一歩目として、

「――《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》」

　馴な染じみの魔法の対象を、『僕』に集中させて使った。

　これで自分のことがよくわかるようになった。さらに、

「――《ディスタンスミュート》」

　手術中の医者のように腕を自らの胸に差し込んで、魔力の出てきている自分の魔石たましいに『繫つながり』を作る。続いて、

「――《シフト》」

　その魔石たましいから溢あふれ出る魔力を全て、ずらしていく。

　次元属性の『ずれている魔力』を、さらにずらすことで、全く別の属性の魔力へ変換していっているのだ。そのとき、思い描くのは、かつて僕が使っていた『冷たい魔力』。

「……よし、これでいけるか？――氷結魔法《アイスアロー》！」

　極めて強引な魔力生成を行い――しかし、魔法構築は極めて教科書通りに――氷結魔法を発動させてみる。

　結果、僕のかざした手のひらから、過去に夢見たものが射出される。弓から放たれたかのような風切り音を立てながら、魔力で構成された氷が練習場の庭に飛来する。

　先程までの見るに堪えない氷塊ではない。

　矢の形をした氷が、まるでＲＰＧの魔法のように放たれたのだ。その氷の矢は、前方の木製人形の胴体を貫き、数拍置いてから水蒸気となって消えた。

「お、おぉー……！　できた……！」

　夢ではない。矢によって穴の開いた人形が、そこに現実として存在している。

　ようやく、ゲームらしい魔法を使えた瞬間だった。他の魔法にはない感動がある。

「できたけど……、消費魔力がやばいな、これ」

　資料と『表示』には《アイスアロー》の消費ＭＰは３と書いていた。

　しかし、いま僕は《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》と《ディスタンスミュート》と《シフト》を利用して発動したため、その十倍以上の魔力を消費していた。

「でも、できないよりかはマシか。一応、他のも練習しておこう」

　凄すさまじい魔力を消費するとしても、以前は氷の矢を作ってから素手で投げることで再現していた《アイスアロー》が使えたのだ。僕は少しだけ口元を緩ませ、新しい魔力生成方法を使って、次々と魔法を試していく。

　まずは氷結魔法の《アイス》《フリーズ》《アイスバトリングラム》。

　このあたりは簡単にできた。

　使ったことのある魔法は発動しやすいようだ。あと、見たことのある魔法も。

　次に試したのはセラさんの神聖魔法《グロース》、ライナーの風魔法《イクス・ワインド》、ヴォルス親子の炎と地の複合魔法《フレイム・アクセル》。

　そのどれもがギリギリのところで成功した。

　成功はした――が、余りに割に合わない結果だった。

　本来の術者の魔法と比べて、その効果が貧弱過ぎるのだ。

　ラスティアラの《アイスバトリングラム》は空中に巨大な槌つちができたのに対し、僕のは手で握れてしまうほど小さかった。補助系の魔法も同様だ。みんなのときは何倍にも加速した強化の魔法だったのに、僕が使っても僅かに身体が軽くなる程度だった。おそらく、五十メートル走をして0.1秒縮まるか縮まらないかってところだ。

　さらに言えば、みんなと比べて魔法の構築が遅く、魔力消費が大きい。

　才能だけで強引に再現している感じは拭えない。

　当然、まだ《フリーズ》と《ディメンション》の複合魔法である《次元の冬デイ・ウインター》は使えない。似たものは構築できたが、その魔法を開発した僕からすると実践レベルとは口が裂けても言えないものだった。

「全然駄目だ……。けど、他属性を使える道が見えたのは大きいかな」

　応用力と対応力が格段に上がっていっているのがわかる。

　それに、いまは絶望的だとしても、何度も練習を繰り返していけば実践レベルになりそうなものもちゃんとあった。

　例えば、もう一段階ほど単純に僕が強くなるか――もしくは、補助してくれる何かがあれば、いま試した魔法たちを使いこなせるようになるかもしれない。

「いまは焦らず次元魔法だな……」

　他属性の運用は、もう少しあとになるだろう。

　今回の収穫は次元魔法の幅が広がったこと。それと、連合国にある魔法全てを理解できるようになったこと。魔法そのものに対する理解が深まり、スキル『魔法戦闘』の値が上昇している。これで、いままで上手く使えなかった魔法も、少し変わるはずだ。

「――魔法《フォーム・捩菖蒲トルシオン》」

　地下生活では再現できなかった次元魔法を構築してみる。

　花の形状の次元の歪ゆがみが生まれ、穴の空いた人形に飛んでいく。少し前までは魔法生物にしか通用しなかったものだが、いまは《シフト》の術式をしっかりと理解したことで《フォーム・捩菖蒲トルシオン》は一段階強くなっていた。

　歪みの花がぶつかると同時に、木でできた人形が粘土のように捩よじれる。

　まだ深部のモンスター相手に通用するかはわからないが、物理的な力を伴った魔法に昇華しているのは間違いなかった。

「いい感じだ。この調子なら、《ディメンション》のバリエーションも増やせるかも」

　いまの僕ならば、いつもと違う効果を発揮できる自信があった。ただ、それは人形相手には使えない魔法になる。なので、すぐ近くで風の魔法を使っているティティーに近づいていく。彼女も僕と一緒で、色々な魔法を試し終えたところだった。

「むっかー！　やはり、風属性以外は駄目かー！　童わらわも炎とか出したいのにー！　それに風魔法のほうの種類は増えても、もともと童わらわの《ワインド》の応用で使えてたものばかりじゃー！　んもー!!」

　ぷんぷんと怒るティティーは狭い庭の中に、風で小さな城と花畑を作っていた。恐ろしい風魔法の精度だ。遠くから見つめる他の探索者さんが驚いている。

　だが、それは元から出来ていたことなのだろう。やはり、『次元の理ことわりを盗むもの』である僕が次元魔法のほとんどを所持していたのと同じく、『風の理を盗むもの』の彼女の風魔法を魔石で強化するのは不可能だったようだ。

「駄目そうだな、ティティー。こっちも元々使えるやつばかりだったよ。けど、ちょっと進展はあった。面白いことができそうだから、軽く僕に魔法を撃ってみてくれないか？　できれば、さっき吞んだ魔石の魔法で頼む」

「む、さっき吞んだやつの中からか？　よいぞ。えーと、では――《ワインド・サイス》」

「――魔法《ディメンション・千算相殺カウンテイング》」

　ティティーの魔法に合わせて、《ディメンション》の新しいバリエーションを使う。

　そして、その新しい《ディメンション》が展開したと同時に、ティティーが射出した風の刃は一瞬で霧散した。

　その手品のタネは単純、相手の魔法の構築をずらしただけだ。

　もう店売りされている魔法は僕に通用しないだろう。先ほど大量の魔石を吞んだことで、それらの魔法構築の最も弱いところがわかっているからだ。あと、ずらす魔法である《シフト》を完全理解したことも要因の一つだ。これでようやく、元々《次元の冬デイ・ウインター》でやっていことを、次元属性の魔力だけでもできるようになった。

　その綺き麗れいな『魔法相殺カウンターマジツク』を見て、ティティーは驚く。

「なんとな！」

「ティティーとは一度本気でやりあったから、ずらすのがより簡単だね」

「むむむう……。ということは、もうかなみんに魔法は通用しない……？」

「これを展開している間はね。ただ、これをやってると接近戦が弱いと思うよ。《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》が剣けん戟げき特化なら、《ディメンション・千算相殺カウンテイング》は魔法戦特化。一長一短だね」

「なるほど。確かに、よく感じれば、いつものとちょっと違う次元魔法じゃのう。つまり、これの違いを感じて戦術を切り替えれば、かなみんは攻略できるというわけじゃな」

「そういうこと」

　もちろん、そう容易く攻略させはしないつもりだ。

　いまは基礎魔法を霧散させる程度しかできないだろうが、まだ《ディメンション・千算相殺カウンテイング》は成長できる魔法のはずだ。

　いつか魔法の発動でなく、相手の魔力属性そのものを《シフト》でずらすことができるようになれば、理論上は相手の魔法を使用不可にすることができる。

　――さらに言えば、それで《ディメンション》は、まだ終わりじゃない。

　終着点は《ディメンション・多重展開マルチプル》《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》《ディメンション・千算相殺カウンテイング》《ディメンション・曲戦演算デイフアレンス》《次元決デイメンシヨン・戦演算グラディエイト『前日譚リコール』》《次元決ディメンシヨン・戦演算グラディエイト『先譚リアライズ』》の全バリエーションの統合。そこに至れば、戦闘において敗北はなくなるはずだ。

　もちろん、それは易やす々やすと到達はできない理想の魔法だろう。ただ、ずっと曖昧だった自分の目指すべき戦闘スタイルが見えてきたのはいいことだ。

　ちゃんとした目標を立てられたことに僕は満足して、周囲を見回す。

　そのとき、一つの鋭い視線を感じ取った。

「――やっぱり」

　エミリーちゃんがじっと僕を睨にらみ、呟つぶやいた。

　もしかしたら、僕が噂うわさの『アイカワカナミ・ジークフリート・ヴィジター・ヴァルトフーズヤーズ・フォン・ウォーカー』であることに気づいたのかもしれない。だが、もう素性を隠す気はないので、僕から素直に名乗ろうかと彼女に近づいていく。

　だが、その前に相棒であるアル君が口を挟む。

「エミリー、どうしたんだ？　あの人たちが凄すごいのはわかるけど、もうあれは俺たちに理解できない領域過ぎる。俺たちは俺たちで頑張ろう」

「あ、うん、ごめん……。こっちもしっかりと練習する……」

　ぼうっとしていたエミリーちゃんにアル君が声をかけて、彼女の魔法構築が始まる。

「――『熾おこれ断炎』『夢む幻げん蹌そう踉ろうと繊せんの随まにまに』――」

　ただ、それは背中の火傷やけど跡の疼うずく『詠唱』だった。

「そ、その『詠唱』……！――《ディメンション・千算相殺カウンテイング》!!」

　咄とつ嗟さに僕は魔法構築の邪魔をしてしまった。

　エミリーちゃんは不思議そうな顔で僕の顔を見る。そして、少しだけ怯おびえた様子で、その理由を尋ねてくる。

「これは『魔法相殺カウンターマジツク』……？　あの、お兄様……。どうして止めたんですか？」

「どうしてって……。当然じゃないか。むしろ、なんでその『詠唱』を、君が？」

「え、え？　えっと、私は血の中に『詠唱』が書き込まれていない失敗作品なので……。どうしても発音が必要なんです。だから、声に出して詠んでるんですが……」

「いや、そうじゃなくて、なんで、その『詠唱』を知ってるのかを聞きたいんだ」

「知ってるも何も、この一年で『代償』の『詠唱』は世界的に一般的なものとなりました。もはや、魔法を扱う人なら、ほとんどが知っていると思いますけど……」

　どうやら、一般常識がないのは僕のほうだった。

　そして、またアイドのやつの案件だ。大聖堂の一件で予感はしていたが、見知っていた少女まで使っているのを見ると頭にくるものがあった。

「……その『詠唱』、ただの練習で使うなんてやめたほうがいいと思うよ。かなり危ないから」

「危ないですか？　記憶や思い出を削るだけのやつですよ？」

「だ、だけって……」

　あっけらかんと答えるエミリーちゃんに、僕は困惑する。

　それを見かねたアル君が間に入って、代わりに説明してくれる。

「先輩。俺たちみたいな駆け出しの探索者にとっては、記憶なんかよりも力です。力を手に入れて、お金を手に入れるほうが大事なんです。だから、練習でも遠慮なく使います。本番で失敗するのは嫌ですからね」

「いや、お金が大事なのはわかるよ。けど、君たちの才能とレベルなら、いまの『詠唱』に頼らなくても不自由なく暮らせると思うけど……」

「確かに、俺たち二人は普通の探索者よりも才能があるでしょう。ただ、その才能の恩恵よりも、才能の『代償』を治療する金額のほうが大きいんです」

「才能の『代償』……？」

　初耳の話だ。僕は『代償』を治療するという言葉の意味が理解できなかった。

　それをアル君は察してくれたのか、話を続けてくる。

「先輩たちは本当にいい人だって、俺たちは思ってますから言いますね。……いや、本音を言えば、同情を引くのが狙いです。それを踏まえて聞いてください」

　慎重に前置きをしてから、アル君が簡潔に説明し始める。

「まず俺には、奴隷時代に患ってしまった重い病気があります。そして、エミリーのほうは『魔石人間ジユエルクルス』という特殊な身体からだを維持するために投薬を必要としています。……俺たちは定期的に、大きい病院へ通って大金を払わないと駄目なんです。だから、色々と無茶をする必要があります」

　その話を聞き、僕は返す言葉を失った。アル君が元奴隷であることは知っていた。エミリーちゃんが『魔石人間ジユエルクルス』であることも。

　ただ、その本当の意味を僕は理解できていなかったのかもしれない。

　廃棄された『魔石人間ジユエルクルス』の実情。奴隷の総数が増えたことによって生じる問題。この一年で強引に進んだ文化の歪み――その一端を、見て聞くだけでなく、いま体感した気がする。

「俺たちは『詠唱』を使ってでも、たくさんのお金を稼がないと駄目なんです。『詠唱』で『代償』を払って、迷宮を探索して、いまやっとギリギリってところですね」

「そうなんだ……」

「なにより、『詠唱』で古い記憶が消えるのはありがたいんです。定期的に、あえて使っているほどですよ。昔話に出てくる『呪い』と違って、加減も応用も利くから重宝してます。間違いなく、『詠唱』は素晴らしい技術です。――『熾れ断炎』『夢幻蹌踉と繊の随に』」

　平気であることを証明するように、アル君も笑いながらエミリーちゃんと同じ『詠唱』を詠んでいく。

　どうやら、二人の魔力属性は同じのようだ。そして、同じなのは属性だけじゃない。境遇も似ているからこそ信頼し合い、子供二人だけで探索者をやってきたのだろう。

　いま、そういう探索者が連合国では増えているのだ。この魔法屋の庭にも、似たような事情を抱えてそうな若い探索者のパーティーがいる。

　その軽く口を挟めない事情を前に、僕は押し黙るしかなかった。

　そんな僕に気を使って、アル君は一礼してから帰る準備を始める。

「さあ、そろそろ俺たちは行こうか、エミリー。もう用事は終わったし、暗くなってきた。……今日はありがとうございました、先輩。近くであなたたちの魔法が見られて、色々と参考になりました。それでは、またどこかで会いましょう」

「それじゃあ、またです。お兄様、お姉様」

　二人は魔法屋から去ろうとする。

　彼の言うとおり、いつの間にか、空は薄うつすらと暗くなり始めていた。

「……またね。二人とも」

　僕は別れの言葉以外に何も言えず、その背中を見送る。

　二人は暗くなり始めたヴァルトの街に消えていった。それを確認してから、ずっと黙っていたティティーが話し始める。

「ううむ。余り他ひ人と事ごとではない話じゃったの……」

「ああ」

　アル君とエミリーちゃんとの再会は、浮かれて散財していた僕たちの熱気を消すに十分な話だった。

　あんなにも明るかった空が、夜に侵食されていくのがわかる。

　その空を僕とティティーは見て、少し陰鬱な気持ちになった。

「そろそろ一日が終わるな……」

　人には、それぞれ人生があって、それぞれ事情がある。

　いまの二人のような子供たちなんて、世界中にたくさんいることだろう。

　しかし、その全てを助ける余裕なんて、いまの僕たちにはない。

　アル君とエミリーちゃんよりも、自分たちの事情が先だ。

　……わかってる。

　それはわかってる。余裕なんてない。

　ない、けれど。いつか、できるなら……――

　ふと、妹と仲間を助けたあとのことを少し考えてしまう。

　全ての戦いが終わったあと、余裕ができたときに僕は何をすべきか。

　この力と身体で、何を目指すべきか。今日は、それを少しだけ考えさせられた。

「うだうだ考えても仕方あるまいて。今度、あの二人に会ったときは全力で、こっそりと余ったお金を懐に忍ばせてやれば良かろうぞ。やらぬ善よりやる偽善じゃからな」

「いまはそれでいいか。……はあ、ちょっと疲れたな。もう魔法はいいか？」

「うむ。魔法はここまでにして、次へ行こうぞ。悩んで足を止めることが、一番よくないからの」

　ティティーと僕は横道に逸それた思考を正し、本来の目的に戻っていく。

　遠過ぎる目標よりも、いまはライナーの用意してくれた目標だ。『持ち物』にあるライナーのメモを再確認して、次に僕たちがやるべきことを確認する。

　次に向かうべき場所は――
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　すっかりと夜になったところで、僕たちはフーズヤーズまで《コネクション》で戻ってきていた。ラスティアラのいる大聖堂へ向かうわけでなく、最後の情報収集を行うために国で最も大きな図書館に入る。

　正直言って、もう戦力増強は十分過ぎるほど行った。あと僕にできることといえば、敵の情報を知ることだけだろう。そして、いまのところ敵になる可能性があるのは『光の理ことわりを盗むもの』ノスフィー、『木の理を盗むもの』アイド、使徒シスだ。幸い、この三人は千年前に活躍した人物だ。

　連合国最大の図書館ならば、その情報が残っている可能性があると思ったのだ。

　ただ、ティティーに言わせれば「え、そんなのまともに残ってるわけないじゃん」とのことだった。その次に続いた言葉が「だって、童わらわの英雄譚たんからしてアレだし。そもそも童わらわも、国の歴史なんて、そのときそのときで色々と弄いじってたし。……いや、しゃーないのじゃぞ!?　自己正当化せねば、国が立ち行かなくなるときとか、多々あるんじゃから！」だった。千年前の王様自身が言っているので、それなりに説得力がある。

　そして、その言葉通り、僕たちは無駄足を踏んでしまうことになる。

　図書館に着き次第、千年前の資料を《ディメンション》で探してみたものの、その全てが正確とは言えないものばかりだった。ざっくりと年表を見るだけで、普通に『魔人』の弾圧なんてなかったことにされているのが九割以上――一般解放されていないところをセラさんから貰もらった紹介状で探してみても、どれもが生き証人であるティティーの話と食い違う資料ばかりだった。

　――わかったことは一つだけ。

　千年前の『世界奉還陣』の戦いで勝ち残ったと思われる始祖カナミ、聖人ティアラ、使徒レガシィ、『火の理を盗むもの』アルティの四人にとって都合のいい歴史が残っているということ。

　いくら千年前の資料を読んでも、以前にディアとラスティアラに説明して貰ったとおり、悪い敵役の『統べる王ロード』を聖人ティアラたちが倒す戦いしか見つけられなかった。知った名前を探そうとしたものの、碌ろくに見つからない。

　できれば、使徒の能力とか『木の理を盗むもの』の弱点あたりが知りたかったが、連合国最大の図書館でこれならば、他を回っても望みは薄そうだ。

　ティティーなんて、この噓うそばっかりの書物に早々に飽きてしまい、図書館の隅で寝てしまっている。

　仕方なく、僕は図書館での探し物を打ち切って、宿屋の解約と無駄な《コネクション》の解除を行いつつ、フーズヤーズを出る。

　もうライナーの小言が書かれたメモの大半は消化した。

　残っているのは手洗い・うがいの心得みたいなものばかりだ。

　真っ暗になってしまった夜の連合国を歩き、《コネクション》で港町のあるグリアード国に入る。そして、紹介状の使える港を探す。

　連合国最大の港では、夜中だというのに明かりをつけたまま、多くの人が働き続けていた。どうやら、本土のほうが戦争中ということで、休みなしで港は稼動しているようだ。すぐに、それなりに地位の高い人を《ディメンション》で探し出して、僕は名前を名乗って紹介状を叩たたきつける。もう名前を利用することに抵抗がなくなってきたので、話をスムーズに進めるために少し高圧的に話して、相手の顔を青くさせた。

　そして、港で最も階級の高い連合国の軍人さんの案内の末に、港の端っこに浮かんでいた巨大船まで僕たちは辿たどりつく。『リヴィングレジェンド号』は以前と変わりなく、その立派な姿を残して――はおらず、船の甲板と右舷左舷が焦げ付いていた。その理由は余り考えたくないのでスルーしておく。

　僕は苦笑いで船を眺めて、対照的に隣のティティーは大興奮で目を輝かせる。

「よ、よいのう！　歴戦の船という感じじゃ！　この船を使ってもよいのか!?」

　むしろ、ティティーにとって、焦げ目は好ポイントだったようだ。それと単純に彼女の時代には、ここまで巨大な船はなかったのかもしれない。

　とにかく、気に入っていることが口ぶりからわかる。

「ああ、これを僕たち二人で使うんだ」

　僕たちは船に乗って、アイドのいる本土へ向かうことを決めた。

　最初はティティーに飛んでいってもらおうかと思ったが、風情がないと彼女に猛反対された。もちろん、まともな理由として、守護者ガーデイアンとしての力の劣化のせいで、単純に何日も不休の飛行を続けるのは危険というのもある。

　僕は旅の計算をしながら、軍人さんに詳細を尋ねていく。

「それで、この船はいますぐにでも出せるんですか？」

「いえ、昨日、連絡を頂いたばかりなので、船の魔力といった準備がまだ……。余り燃費の良い船ではありませんので……」

「なるほど。――魔法《ディメンション》」

　いい返事が返ってこなかったので、すぐに状況を次元魔法で確認する。

『リヴィングレジェンド号』の中は、まさしく「途中」という言葉が似合う状態だった。とはいえ、戦時中という忙しさの中を考えると十分であると思った。正直、僕とティティーの二人ならば、帆さえあればなんとかなるのだ。

「見たところ、僕たちには問題ありませんので、この状態で出港させて貰いますね。心配せずとも、魔力のほうは僕たちで入れるので大丈夫です。航海のほうも二人でできるので、すぐに出すつもりです」

　喋しやべりながら、僕は魔力を入れようと船に近づいていく。

「あー、これ魔力で動くのじゃな。凄いのー、面白いのー」

　同じようにティティーも船に近づくのを見て、慌てて僕は制止をかける。

「待て。おまえがやると、魔力を入れ過ぎて壊すかもしれないから僕がやる」

「むむー。壊すとな!?　そんなことはせぬよー!!」

「ああ、おまえの魔力制御が完璧なのはわかってる。けど、慣れてるほうがやったほうがいいだろ。代わりに、おまえは風を使って、わかる限りの出航準備を進めてくれ」

「むう、仕方あるまい。わかったのじゃ。ここまで大きな船は初めてじゃが、昔に色んな船に乗ったことがあるから、基本的なことはわかるぞ。――《ワインド》」

　僕が手を船に当てて魔力を入れる間、ティティーは風で船全体を包み込んだ。そして、船の全ての扉と窓が独りでに開いて換気がなされ、ロープが生き物のように動き、帆は勝手に広がり、碇いかりが揚がった。

　その様子を見ていた軍人さんはドン引きしていた。

「さ、流石さすがは『アイカワカナミ・ジークフリート・ヴィジター・ヴァルトフーズヤーズ・フォン・ウォーカー』様たちですね……」

　気にせず、準備を進めていく。遠くでは港の船乗りさんたちから指をさされ、大口を開けて驚かれながらも、僕たちは決して手は止めない。

　思えば異世界では、ずっと目立たないように頑張ってきた。

　だが、もう終わりだ。諦めよう。

　何か大切なものを失ってしまったような感覚と共に、僕は港に謎の発光現象とポルターガイストの伝説を残していく。

　そして、数分もしない内に出港準備を終わらせて、港の船乗りさんたちにピースで応えるティティーに蹴りを入れて止めてから、船の甲板に上がっていく。

「それでは行ってきます。色々と面倒を見て頂き、ありがとうございました」

　見送ってくれている軍人さんに礼をして、別れを告げた。

　それに合わせて、ティティーも跳んで甲板に上がる。僕に蹴りを入れられて、海に落ちかけたけれども、とても元気一杯だ。

「うむ！　では行こうぞ！　この『リヴィングレジェンド号』は一時的に童わらわが引き継ごう！　そして、この勇者ティティーの大冒険が始まるのじゃ！　今日、ここから!!」

　蹴られても全く懲りずに、港にいる数少ない人たちに向かって、ティティーは大声で宣言し、ぱちんと指を鳴らす。それと同時に、風が吹く。船を進ませるに十分過ぎる魔法の突風だ。そこに船本来の推進力が加わり、通常ではありえない動きを見せて『リヴィングレジェンド号』は出港した。すぐに僕は『持ち物』から海図を取り出し、《ディメンション》で進むべき方角を確認する。

「ああ、行こう。まず目指すのは、本土の港町コルク。一度は行ったことのある場所だから、目を瞑つぶったままでも行ける。何より、『風の理を盗むもの』のおまえがいれば、すぐだ」

「よーっし！　全、速、前、進じゃあああ――!!」

　ジェット機のように船は加速する。闇夜の海に白い軌跡を残して、見送る全ての人たちを驚かせつつ、その船の名に相応ふさわしい出発を『リヴィングレジェンド号』は見せた。

　こうして、僕たちは驚きと悲鳴の声を背に、連合国から飛び出た。

　新たな冒険が始まる。

　同時に、これから辿る道は、ティティーの最期の『帰り道』となるだろう。

　彼女は今度こそ消えるために、最愛の家族の待つ故郷に帰る。

　千年前に交わした『契約』を果たすために、僕たちは本土に向かっていく。





◆◆◆◆◆






　その二人の姿を、僕――ライナー・ヘルヴィルシャインは頭に浮かべていた。

「という感じで、いま頃は船に乗っているところでしょう。明日まで待つほど、落ち着きのある二人じゃないはずなので」

　主あるじジークとティティーの動きを口にしながら、静かな闇の中を歩く。

「ほう、よくわかるな。やはり、一年も時間を共にしたのは大きいようだな」

　それを僕の上司となったセラさんは、感心した様子で聞く。ただ、僕がジークのことをわかるのは時間のおかげではなく、もっと別のもののおかげであることまでは言わないでおく。この僕の中にいる力と知識は奥の手だ。本当は時間を共にしたのは数日であるとは、あえて訂正しない。

「もうジークは連合国の外。さらに、ここは結界の張られた地下。もう盗み聞きされることは絶対にないですね」

　いま僕とセラさんはフーズヤーズ大聖堂の地下、仄ほの暗ぐらい地下道を歩いているところだった。何重にも重なった結界を抜けて、いくつもの封をされた扉をくぐっていく。

　……しかし、どうにも落ち着かない回廊だ。

　最低限の灯あかりはあって、異臭がするわけでもない。迷宮の回廊と比べようにもならないほど、清潔で安心できる。けれど、心がざわつく。

　既視感デジヤブを感じる。まるで、ここにやってきたのは初めてじゃないような……。一度ここで怖い目に遭ったことがあるような……。そんな感覚。

「絶対ではないだろう？　カナミのやつの魔法なら、どれだけで遠くで壁が厚かろうと、突破できそうだが……」

「次元魔法《ディメンション》は、そこまで便利な魔法じゃないですよ。そもそも、ジークは一度信頼した身内に対しては甘いですから。僕を追いかけて、次元魔法を広げることはないです。あと、念のために、あんなメモまで用意しましたし」

　十を越える項目のメモを用意したのは、僕たちの動向から気を逸そらすため……でもないか。正直、全てが本音だ。あの二人は、碌でもないところでポカをしそうで怖い。

「ふむ。能力は強くとも、それを扱うのが人である以上は抜け穴があるということか。しかし、やつを騙だましているようで、少し気が引けるな……」

　昨日からずっと、セラさんはジークを除のけ者にしていることを気にしている。

　兄様から聞いたとおり、彼女には潔癖なところがあるようだ。

　どことなくジークに似ている。案外、ジークとセラさんは気が合いそうだ。

　ジークもセラさんに対して、物腰は柔らかく気さくだった。どうせなら、ラスティアラでなくセラさんのほうを好きになってくれたら、こっちは色々と楽なのに……。

「……着いたぞ、ライナー」

　そんなことを考えている内に、僕たちは目的の場所に辿りついた。回廊の最後にある重々しい扉を開き、大聖堂で最も厚いであろう結界の中に入っていく。

　石造りの広い部屋だ。

　けれど、灯りは蠟ろう燭そく一つしかなく、部屋の中央にベッドがあることしか目では確認できない。軽く周囲を見回したが、他に物らしい物はない。

　僕はベッドに近づく。

　そして、一人の少女が白いシーツをかけられて眠っているのを見つけた。いや、よく見れば眠っているのではなく、死んでいるとわかる。風を扱う騎士である僕は、少女が呼吸していないことに気づいた。

「順番に説明する。その娘のことは、まだ気にしないでくれ」

　セラさんは少女の死体を見る僕に、慌てないように注意を促した。

　地下に少女の死体を隠匿しているのが、後ろめたいのだろう。しかし、フーズヤーズという国は、これ以上のことを平気でやると知っているので、セラさんの心配するような感情を僕は抱いていない。

「わかりました。まず話を聞きます」

「……うむ。ようやく、本腰を入れて話せるな。それにしても助かったぞ、ライナー。よくカナミのやつを説き伏せてくれた」

「もう一度、ラスティアラのやつと会わせても、上う手まくいく気なんて全くしませんでしたからね。あれは僕も賛同の上ですから、礼はいりませんよ。こと恋愛に関して、ジークは異常過ぎます。というか、下手くそです。あそこまで重症だったとは、思いませんでした……」

「それは私も同意だな。まさか、あのタイミングで『告白』するとは……。いや、あの勢い自体は悪くはなかったのだが……」

「え、駄目でしょう？　普通、『告白』って言うのは、もっと準備に準備を重ねてムードを作ってから行うものです。あんな勢いだけのは駄目です、駄目駄目です」

「そうか？　私はああいった『告白』は嫌いじゃないぞ？　後ろで聞いてただけなのに、少しドキドキしてしまったくらいだ」

　あれで？

　本当にジークと気が合う人だ。もう二人で付き合えよってレベルだ。

　心の底から悪趣味な二人だなあと思っていると、セラさんは咳せき払ばらいしてから本題に入っていく。

「と、とにかくだっ。あれは、タイミングが悪過ぎたな。そのおかげで、色々と話が拗こじれてしまった。とりあえず、もう一度昨夜の話を確認しようか。ここならば、遠慮はいらんからな」

「確か……いま、ラスティアラの中には、かの聖人ティアラ様が眠ってらっしゃるんでしたっけ？　だから、ジークに『告白』されたときの返答は、二人分だったという認識で間違っていませんか？」

「……概おおむね、それで間違いないな」

　そういうことだ。その話をジークが酔っている内に聞いた僕は、こうしてセラさんと行動を共にすることを決心したのだ。

「ああ、もう……。本当に面倒ですね。つまり、僕たちのいない一年で、例の『再誕』の儀式をやっちゃったってことですか？」

「いや、そうではないのだ。一年前、フーズヤーズに帰ってきたお嬢様と私が、『ティアラ様の血』を捜したのは確かだ。だが、帰ってきた時点でもう『ティアラ様の血』はどこにも存在していなかった。恐ろしいことに、あのパリンクロン・レガシィのやつが先んじてばら蒔まいてしまっていたのでな……」

「ばら蒔いた……？　パリンクロンが……？」

「うむ。この一年、何をしようとしてもあいつが先んじていたのには腹が立ったものだ。死しても、あいつの残したものが私たちを邪魔してくるだろう。あいつはそういう男だ」

「死んでからも、本当に碌ろくなことしないですね。あの男……」

「同意だ。あいつは本当に碌でもない」

　こればっかりは共通の認識のようだ。

　気が合う合わないなど関係なく、誰であろうと、碌でもないと言うだろう。

「それで、ばら蒔いたって言うのはどういうことです？　その言葉通りの意味じゃないんでしょう？」

「『ティアラ様の血』は特殊だ。たとえ、その血を野に捨てても、勝手に動いて収めていた聖杯に戻ろうとするらしい。こう、うぞぞ……という感じでな。それを防ぐため、パリンクロンは血を『人』という器に分けて入れて、二度と一箇所に集まらないようにしたようだ」

　パリンクロンも碌でもないが、聖人ティアラってやつも怖いな……。

　血が勝手に動くってどういうことだよ。

「一年前に量産された『魔石人間ジユエルクルス』の中には、『ティアラ様の血』を所持している者がいる。いま、それの回収をお嬢様と私たちは行っている」

　一度も言いよどむことなく、はっきりとセラさんは自分たちの計画を教えてくれた。

　ただ、まだまだ聞くべきことはたくさんある。理由や手段、経過と成果だ。

「……お二人のやっていることはわかりました。しかし、どうして、いまになってそんなものを回収してるんです？　聞く限り、聖人様って、あんまりいい人じゃないように聞こえるんですけど」

「ああ、そう私もお嬢様も思っていた。しかし、一年前、『木の理ことわりを盗むもの』アイドの魔法によって、お嬢様がティアラ様の記憶を見たことで私たちの考え方は変わったのだ。伝承の通り、ティアラ様は心優しく――そして、強かった。彼女ならばカナミを助けてくれるとお嬢様は確信し、私たちはマリアの提案した『レベル上げ』ではなくティアラ様の『再誕』を目指したわけだ」

　ティアラ様の記憶を見たということは、千年前の物語を見たということだ。

　つまり、ジークが始祖であり、妹を助けるために迷宮を作ったことも知っているということだろう。まだ僕はパリンクロンから聞いたくらいの話しか知らないが、ラスティアラとセラさんはもっと詳しいところも知っているのかもしれない。

　だから、僕とジークが『世界奉還陣』に吞のみ込まれても、死んだわけではないとラスティアラはわかったのだ。そして、何があろうと間違いなく、聖人様は始祖であるジークを助ける。そう確信している。

「なるほど。話が見えてきました。つまり、そこのベッドに眠ってる人が最終的なティアラ様の『器』なんですね」

　少し突拍子もない話だが、大体は予想通りで助かった。

　助けたい人を助けられないから、助けられる人を千年前から呼ぶ。つい最近、地下生活で話をしていた異常者三人たちと比べると、とてもわかりやすい考え方だ。

「ああ、その通りだ。この一年で、全ての準備は終わり、あと残すは――」

　そのとき、石の擦こすれる音と共に新たな来訪者が部屋に入ってくる。

「そこから先は私が話したほうがいいんじゃないかな？」

　話の中心人物ラスティアラ・フーズヤーズだった。

　その金色の交じった銀髪を靡なびかせて、堂々と歩く。

　話の核心に入る直前に、タイミングよく現れたものだ。もしかしたら、大聖堂の結界を通ったことで、彼女に居場所がばれていたのかもしれない。

　現れたラスティアラは僕を見つめる。当然だが、目と目が合う。

　その黄金の瞳と向かい合い、少しだけ僕はたじろぐ。

　いまや僕のレベルは人類最高クラスで、幾度となく修羅場をくぐってきたことで自信もついてきた。その僕の身体からだが震えかけた。昨日会ったとき、彼女は自身を「弱い」と言っていた。その言葉が戯ざれ言ごととしか思えない威圧感だ。

　口の中が乾き、いまにも膝を屈しそうになる。

　それだけの眼力が、目の前の『現あら人ひと神がみ』にはある。

　この暗い地下でさえ、眩まばゆいと錯覚させる存在。

　これが僕の守るべき二人目の主あるじ、ラスティアラ・フーズヤーズ。

　現れたラスティアラは少し眉を顰ひそめて、まずセラさんを見つめた。

　視線を受けて、すぐにセラさんは僕がここにいる理由を説明し始める。

「私の判断で彼を仲間に引き入れました。どうしてもカナミにだけは内緒とは聞きましたが、他の方については何も言われませんでしたので」

　セラさんは主の指示ではなく、独断で僕を引き入れたようだ。

　それをラスティアラは口を尖とがらせて、咎とがめる。

「んー。いつの間にかセラちゃん、反抗期入っちゃってる？」

「そうかもしれませんね。しかし、全ては主であるお嬢様のためです」

「そっか。なら、いいよ。いつもありがとね……」

　ただ、強くは咎めず、逆にお礼を言った。

　その主従関係が少しだけ羨ましかった。やはり、騎士は主の指示を聞くだけでなく、真に主のためになることを考えて行動しなければならない。その性格はともかく、先輩騎士としてのセラさんはとても尊敬できる。

　許しを得たセラさんは、すぐに僕を前に出して紹介を始める。

「では、知っているとは思いますが、ご紹介します。ヘルヴィルシャイン家の末弟ライナーです。カナミのやつといたせいか、かなり強くなっています。この若さで、あのハインさえも凌しのいでいます」

　セラさんは僕をべた褒めして、有用性を強調する。

　しかし、いまの僕にとっては白々しい話だ。なにせ――

「嫌味なことを言いますね、セラさん。僕は昨日の戦いを忘れてませんよ」

　昨夜、その僕にセラさんは、決闘で一方的に打ち勝ったのだから。

　目を閉じれば、すぐ思い返せる。

　月の灯あかりの下、酒場の裏手での決闘の結末。

　僕に尻餅をつかせ、奪い取った双剣を手に持つセラさんの姿を。

　かなりイレギュラーの多い戦いだったが、それでも負けは負けだ。冗談抜きで、セラさんこそが連合国で一番の騎士だということを僕は思い知った。ちなみに、その決闘では、僕が勝てば『セラさんは知っていることを全て話すこと』、セラさんが勝てば『僕が話を聞いてもカナミには何も言わないこと』が賭けられていた。

「そこは気にするな、ライナー。もう私は強くなれん。これ以上の『魔力変換レベルアツプ』は、かつての始祖たちと同じことになるらしいからな。だから、おまえが必要なのだ。レベル上限のないおまえがな」

「いや、上限がないってわけじゃないと思いますけど……。たぶん、人よりちょっと多いくらいですよ」

　本来、レベルを上げ過ぎると身体に異常をきたしていくらしい。

　セラさんはレベル26で限界に近いようだが、それを僕は軽く超えている。そして、いまのところ異常らしい異常は全く出てない。

　それを聞いたラスティアラは、興味深そうに僕を見る。

「へえ。セラちゃんは『魔人返り』してるほど限界だけど、ライナーはまだなんだ。それで、そのレベル？　完全にカナミやマリアちゃん側だね。どうしてだろ？」

　いまラスティアラの言った『魔人返り』こそ、僕の決闘敗北の最大の原因だ。

　聞けば、僕たちのいなかった一年でアイドのやつが広めた言葉らしい。

　人間の限界を超えてレベルアップを進めてしまい、身体がモンスター化し始めたことを指して『魔人返り』と呼ぶとのことだ。

　連合国の『獣人』は生まれつきだが、こちらの『魔人返り』は後天的で、吸収し過ぎた魔力の侵食によって、様々な悪影響が身体に現れる。

　身近で他に『魔人返り』に当たるものがいるとすれば、それは元『最強』の英雄であり『竜人ドラゴニユート』のスノウ・ウォーカーだろう。彼女の使っていた『獣化』の一種である『竜化』を例にすれば、とてもわかりやすい。

　スノウ・ウォーカーは『竜化』することで一時的に強くなれるものの、終わったあとは後遺症で身体がドラゴンに近づいてしまう。

　普通の獣人たちが行う『獣化』と違って、『魔人返り』に至った高レベルの獣人が使う『獣化』は異常なほどに能力ステータスが増加され、『代償』に通常時もモンスターに近づく。それは、もはや『獣化』を超えて、『魔人化』と呼ばれている。

　その『魔人化』を使われて、僕はセラさんに負けたわけだ。

　そして、決闘のあと、僕を説得するためだけにモンスターに近づいたと聞かされ、色々な意味で逆らえなくなってしまったのである。

「僕の身体に異常が出ない理由か……。一時期、ずっとローウェンさんを使って戦ってたから、そのせいかもな」

　ラスティアラの興味津々な目線に、僕は適当な理由で答える。

「守護者ガーデイアンの魔石で出来た剣だね。確かに、あれなら何が起きてもおかしくないかな。実際、マリアちゃんはアルティの魔石があるから、どこまでも強くなれるみたいだし」

　本当は別に心当たりはある。しかし、余りに根拠のない話なので、ローウェンさんを理由に誤魔化し切る。

　ラスティアラの疑問から逃げ切ったところで、すぐに元の話に戻っていく。

「ラスティアラ、僕はハイン兄様の代わりにやるべきことをやるつもりだ。ハイン兄様に話せると思える範囲のことを、僕に教えて欲しい」

　僕は兄様の名前を口に出して、自らの立場を明確にした。

「わかった、全部説明するよ。答えられることは答えるから、何でも質問してね」

　それを認めてくれたのか、ゆっくりとラスティアラは話を始めていく。

「セラちゃんの言ったとおり、私たちは一年かけて散らばっていた『ティアラ様の血』を集めた。で、もう集めた血は九割近くかな。いま、私の身体に四割、そっちの子の身体に五割ってところ」

「……もう九割もあるのか？　早いな。けど、なんでおまえの身体にも血を入れたままなんだ？　危ないだろ」

　もう終わり間近であることに少し拍子抜けしつつ、血の危険性について聞く。

「それなりに入れてたほうが、『ティアラ様の血』を所持してる『魔石人間ジユエルクルス』たちを探しやすいからね。血を抜く作業も楽になるし、あると色々便利なんだよ。あ、もちろん、この血は眠ってるから安全だよ。本気で血を起こすなら、聖誕祭のときくらいの大掛かりな儀式を用意する必要があるからね。ライナーの考えているような心配はなーし！」

　だが、ラスティアラは笑顔で大丈夫だと答えた。

「けど、セラさんから聞いた話じゃ、そのせいでティアラ様の感情が溢あふれてるんだろ？　もっと量を減らしたほうがいいんじゃないか？」

「うん、そうだね。けど、ティアラ様の感情を知るのは私の役目だと思うから……むしろ、それでいいんだ」

「いや、良くないだろ。他人の感情なんかがあったせいで、昨日のジークは冷たく振られたんだろ？　それなら、どちらかと言うと邪魔な――」

　僕の主が不当な対応を受けたことに憤り、すぐに血の除去を訴えようとする。

　しかし、その訴えは、より深い憤りに遮られてしまう。

「違う。ティアラ様は他人じゃない」

　ラスティアラは僕を睨にらんだ。話している内に彼女の譲れない部分を踏み抜いたことがわかり、すぐに僕は口を噤つぐむ。

「ティアラ様は他人どころか、主要登場人物メインヒロインなんだよ。千年も前から、ずっとずっとカナミのことをティアラ様は好きだったんだよ……!?　誰よりもカナミに近いところにいて、ずっとずっと傍そばで支えてた。尽くして尽くして、健けな気げに尽くし続けた。死ぬまで！　なのに、最期は『告白』する機会すらなく、勘違いされたまま、志半ばで死んじゃった……！　そんなのっ、そんなのってない!!　そんな不出来な物語ストーリーっ、絶対に私は認めない!!」

　黙る僕にラスティアラは思いのたけを叫んでいく。

　その姿を見て、昔のハイン兄様を思い出す。

　観劇好きが拗こじれて、登場人物に感情移入し過ぎているハイン兄様だ。

　いまラスティアラは、それと同じように見える。

　一体、ティアラの記憶をどこまで見たのか――もしかしたら、全部の可能性がある。そのせいで、いわゆる物語の主人公に自分を投影し過ぎている状態になってるのかもしれない。しかし、ジークの騎士として引くことはできない。

　主の立場もわかってもらおうと、ゆっくりと僕は返答する。

「……確かに、千年前には色々なことがあったらしいな。だが、いまは千年前じゃない。いまのジークが好きなのは、ティアラ様じゃなくてあんたなんだ……。間違いなく、ジークはラスティアラ・フーズヤーズのことを心の底から愛してる」

　昨日の夜、酔いつぶれたジークから聞きだしたから間違いない。主の気持ちが伝わらないことだけは避けたかったので、ラスティアラの叫びに負けずに言い返してみせた。

　それをラスティアラは冷静に受け止めていく。

「……うん、それはわかってる。昨日のあれで、それは私もよくわかってる」

「わかってるなら、なんで――」

「けど、その『カナミがラスティアラ・フーズヤーズを好き』って話を、私は怪しいと思ってる。カナミは本当に私が好き？　こんな私だよ？　私は舞台にも上がれないほど普通で、端役で、才能もない人形。なのに、口だけは達者で、ずっと思い上がってて、結局はディアを助けられなかった役立たず。あの強くて優しくてかっこいいティアラ様と比べようもない。カナミは千年前のティアラ様への想おもいを勘違いして『私を好き』って言ってるんじゃないかって、どうしても思う……!!」

　ラスティアラは自分を卑下し続けて、否定する。

　その余りに酷ひどい自己評価に僕は驚く。自信喪失にも程がある。そして、その劣等感のせいで、ラスティアラはカナミの想いを信じられなくなっていることを理解した。

　しかし、あの『現人神』ラスティアラ・フーズヤーズにここまで言わせるとは……。

　この一年間でアイドたちを相手に、どれだけボロ負けしたのか聞きたくなってしまう。もちろん、彼女にとってはトラウマだろうから聞きはしない。そこを突けば、いま僅かに残っている冷静ささえ、彼女は失うだろう。

　僕はラスティアラの話を受け入れる振りをして、彼女自身の想いを聞くことにする。

「……あんたが怒ってることはわかった。例のティアラ様が、始祖だった頃のジークを凄すごく好きだったってことも、よくわかった。ただ、一つだけ聞きたいことがある。昨日の『告白』のとき、おまえはジークが嫌いって答えてたが、あれは本当か？　傍はたから見ると、ちょっと嬉うれしそうにも見えたぞ」

　結局のところ、それが一番重要だ。その重要な話にラスティアラは軽く答える。

「え、私？――そりゃ、私はカナミが大好きだよ。私の人生の大切なとこは全部、カナミが占めてるから当然の話だけどね」

　どう本心を聞き出そうかと身構えていた僕だったが、あっさりと当然のようにラスティアラは教えてくれた。ただ、自らの怒りも当然であると主張する。

「けど、ティアラ様のことを無視するカナミは嫌いかな……。うん、大嫌い。あのティアラ様との日々を忘れて、それに似ている『魔石人間わたし』に『告白』だなんて、いくらカナミでも酷い。あの場には、ティアラ様もいたのに……！　カナミも私が食らったのと同じ回復魔法を受けてるから、間違いなく、千年前の記憶を断片的に取り戻してるはず。なのに、私にだけ一緒に行こうって言ったんだよ？　ティアラ様のことなんか一言もなく、それどころか厄介ものみたいな扱いをして……！」

　ああ……。つまり、ラスティアラはティアラのために怒っているのだ。

　そのことから、昨日のジークの受け答え全部が、間違いだったということがわかる。

　ジークは久しぶりに会った想い人の心配などせず、まずはティアラの話をすべきだったってわけだ。『告白』なんて、もっての外だった。

　ただ、あのタイミングでティアラの話をしろというのは酷な話だ。

　ずっと好きだった女の子と一年ぶりに再会し、それもまだ他に妹や仲間の問題があって、地下でノスフィーたちと大立ち回りをしたばかりだった。それなのに、ティアラなんてよく覚えていないやつの――しかも、少し前に想い人であるラスティアラを殺しかけた存在を気にかけろなんて不可能な話だったろう。

　相変わらず不ふ憫びんな主だ。最初から、『告白』の失敗は約束されていたのだ。

「そういうことだったのか、あれは」

　ようやく、『告白』の際の違和感が解消された。

　ただ、同時に目の前のラスティアラも不憫だと思った。

　余りに損な性格をし過ぎている。教育係だったハイン兄様の悪いところばかり受け継いでいる気がする。

　先ほどからラスティアラは、自分だってジークのことが好きなくせに、他の子のことばかりを心配している。思い返せば、ラウラヴィアの『舞闘大会』のときもジークより先に『竜人ドラゴニユート』スノウ・ウォーカーを救おうとしていた。聞いた話では、黒髪の少女マリアの恋を応援していたとも聞く。

　つまり、このラスティアラという人間は、そこに自分より可か哀わい想そうで悲劇的なやつがいれば、想い人が別の女性と結ばれることでも全力になれるのだ。

　こいつはハイン兄様と同じで、律儀に物語のお約束なんてものを守って、きっちり『告白』の順番だって守ってみせて、自分の番は最後でいいなんて思っている節がある。

「わかった。あんたはジークのことが嫌いって言っていたけど、それ以上に好きでもあるんだな。……はあ。これ、両思いじゃないか。なのに、なんでこんなに拗れるんだ」

「両想いだったらいいんだけどね……。もう、昨日のカナミの気持ちも、この私の気持ちも、本当かどうか私にはわからない。一年前、一緒に迷宮探索して、命も助け合って、色んなことがあったけど、最近はもう自信がなくなってきたんだ。本当にカナミは私と一緒に遊んでて楽しかったのかなって、最近は思う……」

　避けられないことだが、この一年でジークとの思い出が薄らいでるようだ。かつて、『舞闘大会』で活躍したことも遠い記憶なのだろう。そのせいで、こんなにもラスティアラは自分に自信がなくなってきている。

「だから、私は確かめる。いまの私の目的はティアラ様を『再誕』させること。けど、それ以上に、この身体からだからティアラ様の要素をゼロにすることも目的！　ティアラ様と完全に分離できれば、きっと何もかも上う手まくいく！　もうマリアちゃんに負い目を感じることはなくなる！　スノウとだって真っ直すぐ向き合えるようになる！　カナミも私も勘違いしていないのか、はっきりする!!」

　途中、スノウやマリアの名前が出た。

　このティアラの『再誕』は、かつての仲間たちのためでもあるようだ。

　そして、それだけではないと、いままでの話から僕はわかってしまう。

　少しずつ目の前の劣等感溢れる少女の考え方がわかってきて、顔が引き攣つってきている。彼女はハイン兄様と同じで、完璧な大団円を求め過ぎている。

　だから、この劣等感溢れる少女ラスティアラは、ジークの『告白』が本当かどうかを確かめるために――知りうる限りの女性たちを、先にジークへ『告白』させるつもりかもしれない。

　まずは『再誕』させたティアラ。

　そして、次はマリアとやらを含めた仲間たち。

　さらには、千年前に縁あった少女たちも余すことなく――全員。

　その全員の『告白』を振り切って、もう一度ジークが自分に『告白』するのなら、そのときは互いの気持ちを信じられる。なんて最悪なことを考えていそうだ。

　まさしく、ジークは自分の言った『たった一人の運命の人』とやらが真実であることを証明しなくてはならない。

　我が主あるじの幸せが余りに遠過ぎて、少し眩暈めまいがしてきた。

「な、なあ……。いまの話を、ジークには教えてやれないのか？」

「教えるのは駄目。だって、いまのカナミが知ったら、ティアラ様の『再誕』を邪魔しそうだし。実際、マリアちゃんは私を優先して止めようとしたからね」

　確かに、いままでの話を聞けば、ジークは邪魔してくる可能性がある。

　いや、昨夜の酒場での発言を考えれば、確実か。

「まず、この『再誕』の作業には、常に危険がつきまとう。そんなミスは絶対するつもりはないけど、一つ手順を間違えれば『ティアラ様の血』を貯蔵してる私が潰れる可能性がある。これを知ったら、カナミは強引に私から血を抜いてくるかもしれない。だから絶対に、カナミには話せない」

　ジークは想い人が危険だと知れば、「後悔しないため」「安全のため」とか考えて『ティアラ様の血』をラスティアラから取り出すだろう。そして、《ディスタンスミュート》なんて反則魔法があるから、それが簡単に可能なのだ。ラスティアラにとって、ジークという存在がどれだけ計画の邪魔になっているかよくわかる。

「そして、もし成功したとしても、間違いなく私は『特別』じゃなくなる。この身にある『素質』の大部分を、持ってかれるだろうね。そうなったら、もう二度とカナミと私は並ぶことはない。一緒に迷宮に潜るどころか、一緒に旅をすることもできない。出会った時に交わした『契約』を果たすなんて、絶対に無理。それをいまのカナミが黙って受け入れてくれるかどうか、わからない」

　ジークという男は、突拍子もないことを唐突にやりだしそうで怖い。ことが終わるまでは隠しておきたいと思うラスティアラの気持ちが、僕もよくわかってしまう。

「大体の事情は吞のみ込めてきた……。わかった、絶対にジークには何も言わない。それらの事情を踏まえた上で、騎士ライナー・ヘルヴィルシャインはあんたの計画に協力すると誓おう。主の味方を増やすためにやっていると聞けば、反対しようがないからな。さっさとジークがいない内に終わらせて、出迎えてやるのが一番だろ」

「……助かるよ、ライナー。正直、ことを急ぐのに人手が欲しかったんだよね」

「いや、礼はいい。ただ――」

　協力するとはいえ、僕の許容範囲を超えた場合は、それに限らない。

　そのことを伝えようと、ちらりと部屋の中央にあるベッドに目を向ける。

「もちろん、私たちのやっていることに納得できなかったら、すぐに抜けていいよ。そこの子の扱いとかね」

　目線から察したラスティアラは、ベッドの子に近づいて、その額を撫なでて慈しむ。

　詳しい説明がないことに焦りを覚えたセラさんが、慌てて僕に説明を始める。

「ライナー！　私たちにはフェーデルトのような真ま似ねはできん。ゆえに、この子は十分に生きて、十分に死んだ子だ。寿命は一年もなかったが、確かに彼女は彼女の人生を生きた。その上で彼女は、死後にティアラ様の身体として自分を使うことを望んだのだ」

　昨日の『告白』のときに見たラスティアラの『魔石人間ジユエルクルス』からの好かれ具合を見れば、それは納得できる話だった。ただ、それをラスティアラは言い訳がましい話だと思っているようだ。顔を伏せて、説明を付け足す。

「正直、私が移す『器』について悩んでたから、優しいこの子が志願してくれたって感じだけどね……」

「そうかもしれません、お嬢様。しかし、それでも彼女は望みました。お嬢様の力になりたいと――そして、ティアラ様の力にもなりたいと、心から望みました。同じくお嬢様を想う者として、彼女の気持ちはよくわかります。お嬢様は彼女の気持ちを汲くんで、どうか笑って使ってあげてください。私からも頼みます」

「……うん」

　納得できないのはラスティアラだけのようだ。

　死体の再利用さえも心を痛める性分であるとわかる。

　まるで僕とは違う。僕にとっての許容範囲は、もっと別のところにある。

「いい話だな。もうその死体の扱いには何も言うつもりはないから、安心してくれ。それで、あとの血のほうは残り一割だったっけ？　実際、あと何人くらいなんだ？」

「えっと……。この一年、必死に探したからね。あと数人くらいで完全に集まるってわかってる。このままいけば、あと一月……いや、もっと早い日数で、ティアラ様がこの世界に帰ってくると思う」

「なんだ。手早く終わりそうだな。もしかしたら、ジークが戻ってくる前に終わって、逆にこっちから迎えに行けそうだ」

　僕は笑って、ことの運びやすさを喜ぶ。

　それに対してラスティアラも、気持ちを仕切り直し、笑顔を作る。

「うんっ、そうだね。もっと明るく考えようか！　きっと、すぐに無事に終わって、ティアラ様と一緒にカナミを迎えられる！　何もかも上手くいく！　よーし、それじゃあ、新しい仲間も増えたところでー、ティアラ様『再誕』大作戦の再開を宣言しようかな！」

「はい。必ず成功させましょう、お嬢様。どこまでもお供します」

「ああ。僕もできうる限りのことはするよ」

　その宣言に合わせて、セラさんと僕は騎士らしく一礼した。

　主ラスティアラの願いを叶かなえるため、全力を尽くすと誓い合う。

　……ただ、その礼の裏で僕は、少しだけ物騒なことを考えていた。

　もし、僕の許容範囲を超えれば――そのときは、ラスティアラを拘束して、聖人ティアラは殺すしかないか――と冷徹に計算していた。

　ジークやラスティアラと違って、ごちゃごちゃ考えるつもりなんて僕にはない。

　何にしろ、生きていることが大切だ。

　生きてさえすれば、いつか失恋なんて笑い話になる。

　だから、僕は物語のお約束や千年前の因縁なんて、知ったこっちゃない。

　過去の始祖や、『異邦人』のカナミや、迷宮のことも関係ない。

　僕にとってジークはジークだ。

　初めて出会ったときに、ジークはジークと名乗った。

　その少年を兄様は助けようとした。それが全て。

　過去の聖人や、『魔石人間ジユエルクルス』であることや、その難しい恋心なんて関係ない。

　僕にとってラスティアラはラスティアラだ。

　出会ったときに、ラスティアラはラスティアラと名乗った。

　その少女を兄様は助けようとした。それが全て。

　そのキングとクイーンの駒を守るためなら、容赦なく僕は敵の駒を取るだろう。だから、聖人ティアラのせいでラスティアラが命の危険に陥ったとき、僕がやるべきことは決まっている。

　――決まっているのだ。

　笑い合って、ラスティアラたちに新たな仲間として迎えられる中、僕は腰にある双剣に目を向ける。

　冷たい地下室の中。もしものことを考えて、セラさんとラスティアラの二人に勝つ方法を、僕は頭の中で組み立てていた。







３．二度目の船旅







　コルクの港町の側面に位置するサントコルク砦とりで。

　いま本土では、『境界戦争』と呼ばれる戦いの最前線――とまでは言えずとも、南の国々にとって重要な役割を担う拠点となっている。

　コルクの港は、後方からの補給を前線に繫つなぐ中継地点として、朝も昼も問わず機能していた。さらに『境界戦争』の海戦の司令部としても使われているのだから、時期によっては本当の最前線より殺伐としているときもあるだろう。

　今日も南の中心となっている大国フーズヤーズからの船が、ひっきりなしに来航してきている。『本土にある神聖国家フーズヤーズ』と『開拓地にある連合国の内の一つフーズヤーズ』の両方からなので、いまコルクの港にある船の数は世界一と言ってもいいかもしれない。港には船の帆が無数に並び、海の上に白い草原が広がっているような光景だった。

　もちろん、フーズヤーズの船だけでなく、同盟国の船や、この戦争を機に商売しようとする人々の船も多い。ゆえに、その動く物資や人に合わせて、情報のほうも世界で一番飛び交っている港となっている。

　今日も世界地図の端のほうで小国が一つ、大国に吞み込まれてしまったとか。有名な霊地で、見たことのない巨大モンスターが出現したとか。塩や麦の高騰で、あらゆるところの財政管理担当者が頭を悩ませているとか。北と南の境界線が、どれくらい動いたとか。とにかく、様々な報告を聞く。

　それに私――『南連盟』の『総司令代理』スノウ・ウォーカー様を補佐する『副指令代理』を任されたクロエ・シッダルクは頭を悩ませる。

　サントコルク砦の廊下を歩きながら、窓の外で慌しく走り回る自軍の兵たちを見る。

　その誰もが切羽詰っている表情で、余裕が全く見られない。

　――この一年、ずっとこのような状況だ。

　全ては一年前の『大災厄』から始まった。原因不明の大魔法によって北と南の境界線あたりの全生物が死滅し、謎の『大空洞』が大陸にできた。

　同時に、『大空洞』の周囲には消えぬ暗雲が立ち込め、その穴から未知の巨大なモンスターが現れて各国を襲撃した。その襲撃自体は、当時余力のあった『南連盟』の国々で処理し、その『大空洞』周辺にすぐさま『第二迷宮都市』ダリルというモンスターに対応できる街を急造したものの、被害は甚大だった。ただでさえ、『大災厄』で万を超える兵と民が死んで大打撃を受けたところに、その追撃だ。当然だろう。

　必然と、境界線周辺には隙が生まれた。大きな隙だ。

　そして、先に態勢を立て直した『北連盟』の国々が、その隙を狙って戦争を再開させたのが一年前。まるで誰かに操られているかのように、あらゆる小国が好戦的になっていた。その再戦の早さに、『南連盟』の重役たちは、誰もが『北連盟』の正気を疑った。

　このチャンスを機に大陸の勢力図を逆転させようと躍起になっているのはわかるが、正直なところ異常だ。

『北連盟』にだって余裕はないはずだ。一年前の『大災厄』から、世界各地で見たことのない巨大なモンスターが現れるようになった。既存のモンスターたちも活発になってる。それによって『南連盟』以上の被害を受けているのは間違いない。

　それなのに異常に強気な姿勢を、北の国々は見せる。その自信の正体は『大災厄』の数ヶ月後、伝説の『統べる王ロード』の再来という形で世界中に証明された。

『北連盟』と『南連盟』の『境界戦争』の雲行きは、はっきり言って暗い。

　このままでは共倒れしてしまうのではないかと思ってしまうときが、何度もある。

　それほどまでに異常な報告が多い。異常な戦域が多い。異常な出来事が多い。

　まるで、世界の変わり目が近づいているかのような感覚だ。いままでの常識が、何もかも塗り変わってしまうような……そんな気がする。

　多くの兵たちを預かる立場でありながら、私は悪い方向に考えてばかりだった。

　すぐに首を振って、自分に言い聞かせる。

「駄目……。私はスノウ様の補佐をしているんだから、誰よりもしっかりしないと」

　パンッと頰を叩たたいて、歩みに力を入れ直す。

　数ヶ月前、私は誉れ高いスノウ様の副官となった。その私が弱気ではいけない。彼女についていくことができなくては、一生ものの後悔となるだろう。

　――スノウ様は、本当に立派な方だ。

　当初はコネで割り込んできた大貴族のお嬢様という扱いだったが、いまや我が軍には欠かせない存在となり、とうとう総司令の代理を務めるまでになった。負傷した大将軍様の治療期間を埋めるだけとはいえ、およそ若輩の士官が務めていい役割ではない。しかし、それを彼女は実力で周囲に認めさせて、堂々と至ってみせたのだ。

『開拓地』のほうでは『最強』の『英雄』と呼ばれていた時期が、彼女にはあったらしい。こちらでも、その名に恥じぬ活躍をして、彼女は『英雄』と呼ばれ始めている。まだ戦争が終わったわけでもないのに、『英雄』であることが確定しているのは珍しい。というか前代未聞だ。

　必ず、スノウ様は歴史に残る人物となる。

　私に似た出自でありながら、私より年若いのに、私の夢そのものを突き進む少女スノウ・ウォーカー様。

　最初は嫉妬もした。副官に命じられたときは不満もあった。

　けれど、いまはもう信望している。いや、心酔している。

　その彼女の足を引っ張ることだけは、絶対にできない……!!

　私はサントコルク砦を歩きながら、自らの状況と意思を確認し終える。

　そして、その歩みのまま、砦の最上部にある部屋に入る。そこは各会議室で決定したことを総括する大会議室だった。

　部屋の中は広く、中央には巨大なテーブルがあった。本来ならば、類を見ないほど立派で、大きな会議室と誇れるだろう。

　ただ、その広い部屋の壁には、文字入りの地図が大量に張られていて、いまは実際よりも狭く感じる。巨大なテーブルの上には、あらゆる資料が重なっているため、とても小さく感じる。この大会議室は来訪者に閉塞感を一目で与え、同時に様々な情報の詰まった部屋だということを嫌でも理解させる。

　部屋の中には、軍服に身を包んだエリートの士官と武官たちが十数人ほどいた。そのほとんどが私やスノウ様よりも年老いているので、少しだけ私は気後れしそうになる。

　本当は大将軍の負傷とスノウ様の配属に合わせて、年若い優秀な人間も交ぜようという話はあった。軍属では年齢差よりも階級差のほうが重要とはいえ、少しでも軋あつ轢れきを減らそうとした判断だ。しかし、それをスノウ様が司令部の能力低下を防ぐために、実力で纏まとめ切ってみせると言って拒否したのだ。

　そして、それをスノウ様は有言実行し続けている。

　いまや、この部屋で私とスノウ様に嫌疑の目を向ける者は一人もいない。これも前代未聞の出来事と言っていいだろう。

　その彼らの信頼に応えるために、すぐ私は仕事に取り掛かる。一向に減ることのない書類を手に取り、スノウ様の副官として恥ずかしくない姿を周囲に見せる。

　いまは大事な時期だ。

　重要な案件がいくつか重なっているので、少しのミスも許されない。

　ただ、こういうときほど、予定にないイレギュラーは起こるものだ。

　報告の嵐の中、絶対に聞き逃せないものが交ざる。

「――シッダルク様、報告します。西の山地から、また例のモンスターが発生しました」

「……またですか？　ならば、とりあえず街に駐留してる兵たちに足止めをお願いします。すぐに対策案を作りますので、待っていてください」

「いえ、それが……」

　一年前の『大災厄』から高レベルの巨大モンスターが発生し始めたものの、その対応にはそろそろ慣れてきた。だが、報告する男の顔は余りに暗かった。

「どうしました？」

「数のほうが……以前と違って、十体近くいます。いずれかの本隊でなければ、対応できないと思われます」

「あの化け物が……、十体も……？」

　意識が遠のきかける。

　例のモンスターとは、ランク30を超える空を泳ぐ百足むかでのことだ。本来ならば、人類トップクラスであるレベル20近い精鋭たちがパーティーを組んで相手するモンスターだ。

　以前は一匹だけだったので、罠わなや待ち伏せを駆使して何とか除去できた。

　それが十体。

「この大事なときに……！」

　物資の運送や海戦の維持だけではなく、いまは他にも重要な案件がたくさんある。

　その中には、国の要人の迎え入れを行う任務なんてものもある。

　開拓地の連合国に滞在していた王族たちが、この港町を通るのだ。

　このタイミングで、こんな難敵の襲来を許すわけにはいかない。

　しかし、それには手一杯の兵を割かないと無理だろう。ただ、そうすれば海での戦域維持が危うくなる。物資の運送が滞ってしまえば、平野のほうの戦いにも影響が出る。

　どうにかしなければいけないが、どこを切り詰めていくべきか判断がつかない。

　切り捨てるべきものと切り捨ててはいけないものを、天てん秤びんで量らないといけない――

「私が行くよ」

　と、命を数値化する作業に冷や汗を流していた私の耳に、美しい声が響き通る。

　それは涼しさすら感じる冷静な声だった。

　――いま、逆境に、『英雄』が現れる。

　大会議室の扉から……ではなく、大会議室の窓から、私の心酔するスノウ様が入ってきていた。すぐに、その竜の翼を、総司令であることを示すマントの中に収める。そして、その海の色に似た長い髪を揺らしながら、堂々と大会議室の中を歩き、総司令専用の椅子に座り、あっさりと言い切る。

「話は聞いたよ。それは私がやる」

　時折、スノウ様は地獄耳でも持っているのかと思うことがある。しかし、これがスノウ様だ。あの『英雄』だ。誰かが危機に陥ったときには必ず現れ、一言「話は聞いた」と口にして、見事解決してくる。

　ただ、副官として、その力に頼ってばかりはいられない。

　その頼りになり過ぎる姿に惑わされることなく、本来の軍の常識で反論する。

「いけません、スノウ様。いましがた前線から戻ったばかりではありませんか。あれから報告書の整理で、寝てもいませんでしょう？　少しでいいから休んでください」

「仕方がないよ。どうやら、休んでる暇はなさそうだからね」

　スノウ様は報告者から資料を貰もらいながら、薄うつすらと笑った。

　当然だが、他からも反論の声はあがる。

「ウォーカー総司令代理殿！　此こ度たびは我ら魔法部隊にお任せください！」

　一人の男が総司令の椅子に詰め寄る。かつては若輩のスノウ様を侮っていた男だが、いまは違うようだ。その身を心配して、代行を提案する。

　だが、スノウ様は厳しい言葉で首を振る。

「この砦を預かる者として、それは許可できない。以前の十倍となると、君たちに死傷者が出る可能性がある」

「確かに、我らでは力不足かもしれません！　しかし、こういうときのための『詠唱』です！」

　男は勝算もなく提案したわけではないようだ。この一年で巷ちまたに広がった技術を部隊全員に習得させたことで、迎撃の自信があるのだろう。ただ、その技術は――

「駄目だ。あの『代償』のある『詠唱』を使えば、君たちの大切なものが削れる。北と戦うべき君たちの力が、こんなところで低下するのは私の望むところではない。……何より、ここにいるみんなが『代償』を払う姿を、私は見たくない」

『代償』は魔力体力ではなく、大切なものが削れる。

　それをスノウ様は認めなかった。

　だが、まだ男の意志は固そうだ。さらなる反論を口にしようとする。

「し、しかし――」

「心配しないでいい。私なら大丈夫だから提案してる。……ほら、私の身体からだは丈夫だからさ」

　もう一度、スノウ様は薄らと笑った。

　それを見て、私は息を吞のむ。その微笑は余りに美し過ぎた。そして、その言葉は勇ましく、絶対的で、スノウ様ならば誤りなどないと私たちに思わせる。憧れなど通り越して、触れるのもおこがましいなんて感情を抱くしかなくなる。そう思わせるだけの力を、私たちは何度も見てきたのだ。だから、そうスノウ様に言われてしまえば、誰もが言葉が失うしかなかった。

「……出過ぎたことを言いました。申し訳ありません」

　その神秘的なスノウ様の姿を前に、男は引いた。

「ううん、心配してくれてありがとう。でも、こういうときのために私はここにいるんだから任せてくれていい。これまで私は一度も負けなかったし、これからも絶対に負けない。――信じて」

　ここの総司令であるスノウ・ウォーカーを信じろ。

　その言葉には、言いようのない重みと凄すごみがあった。

　それは本当の『英雄』にしか持ち得ない力だ。有無を言わさず民衆の首を縦に振らせてしまう力であり、上に立つべき者だけが持つ万人を率いる力でもある。ゆえに、この場にいる誰もが「ああ、きっとスノウ様ならできてしまうのだろうな」と、そう思った。

「わかりました。この私もスノウ様を信じます」

　私も頷うなずく。

　スノウ様の姿に見み蕩とれ、無駄な思考が完全に終わった。

　問題は起きた。けれど、それは私たちのスノウ様が解決してくれる。

「みんな、ありがとね。今回もパパッと行って、パパッと片付けてくるから、いつも通りの仕事をしててね」

　全員が納得したのをスノウ様は確認して、厳しかった声を少し緩めた。

　これで西から現れるモンスターの案件は終わりだ。もう部屋の誰もがモンスターのことは忘れ、それぞれが自らの仕事に集中し始めていた。その数分後、西のモンスターの位置情報などを確認したスノウ様は、部屋の窓に向かう。

「じゃあ、行ってくる。この港はみんなに任せたよ。すぐに戻ってくるから、みんなはいつも通りにね」

　スノウ様だけしか持ち得ない竜の翼が広がり、窓から飛び降りる。

　そして、青い空に飛び立つ姿を私たちは見届ける。

　ああ、これで安心だ。

　先ほどまで暗いことを考えていた自分が馬鹿みたいだ。

『英雄』のスノウ様がいる限り、我ら『南連盟』は安泰だろう。

　その補助を私たちは全力で行えばいい。それで全て解決だ。

　差し当たり、スノウ様の補佐を担当している私は、いま彼女がこなせなかった書類を寝ずにこなそう。それが終わったら、すぐに要人の迎え入れ任務に移らないと……。

　ああ、スノウ様と一緒に苦しみを分かち合い、これからもずっと共に戦い続けることができる。それが堪たまらなく嬉うれしい……。

　まだ逆境の中だというのに、頰が緩む。

　スノウ様とならどこまでも戦える。どこででもやっていける。

　この『境界戦争』が終わっても、スノウ様の補佐をやりたい。

　そう思った。

　そんなことを考えながら、私はサントコルク砦とりでの頂上にある大会議室の窓から、青い空を眺め続けた。かつてない人生の充足を感じながら――





◆◆◆◆◆






　グリアードの港町から出た僕とティティーは、順調に航海を続けていた。

　ただ、順調であっても、まともな航海とは口が裂けても言えない。

　高性能ジェットエンジンと化したティティーが船尾で風を起こして、およそ船ではありえない速度で大海原をひた走る。それを僕という高性能ナビゲーションシステムが、航路に間違いがないか確認し続ける。

　海を抉えぐるかのような轟ごう音おんが鳴り響き、すれ違う船からは怪奇現象だと指差されながら、魔法と睡眠を繰り返すこと、数日。

　とうとう僕たちは目的地である本土の港町コルク近くの海域までやってきていた。

　だが、そこで順調だった航海に問題が起きる。というよりは、問題を見つけてしまったので、二人で飛び込んだのだ。

　モンスターに襲われる船団を見つけて、まずティティーが意気揚々と人助けを提案した。それに反対する理由は僕になく、そのモンスターたちのボス格を相手取ることになった。

　――こうして、少し特殊な戦闘は始まった。

　戦闘中、僕とティティーは大声で叫び合う。

「――次はどっちじゃ!?　かなみん！」

「左だ！　三五度くらいでいい！　けど、もうちょっと速度を落とせ!!」

　弧を描くように、巨大な『リヴィングレジェンド号』が海上を駆け抜ける。その巨大質量が高速に動く様は、高層ビルが新幹線のように走るのと同じだ。レベル・ステータス的に命の危険はないのだけれど、本能的な恐怖を僕に抱かせる。このまま陸地にぶつかれば、間違いなく地図が抉れるだろう。

　そして、その危険物体の後ろを、迷いなく追いかける黒い影が一つ。





【モンスター】ジフィアススピア：ランク35






　その身体は鯨のように大きく、『リヴィングレジェンド号』に比類する。上顎はカジキのように鋭く長く、全身がモンスター特有の甲殻類に似た鱗うろこで覆われている。

『リビングレジェンド号』を駆る僕たちが言えたことではないが、まるで装甲車がスポーツカーの如ごとき速度で突進してくるかのようだ。いま、その化け物と海上で、僕たちはカーチェイスならぬシップチェイスを繰り広げていた。

「速度を落とすじゃと!?　じゃが、速度を落とせば捕まるぞ!?」

「いや、モンスターにやられる前に舵かじが折れる！　帆が裂ける！」

「捕まれば同じことじゃ！　次は、もっと鋭く左折するぞ！　こっちは小回りで勝つ！」

　舵を取る僕の悲鳴も虚むなしく、ティティーは船首で風魔法を吹き荒らす。

　そして、さらなる加速を得た『リヴィングレジェンド号』は船体を傾けつつ、Ｕターンするべく進行方向を曲げていく。

「というかこれ、ドリフトしてる!?　おい、おまえ、ちゃんと慣性とか理解してるんだよな！」

「かんせい？　うむっ、感性でやっておるぞ!!」

「ああ、これ！　伝わってない予感!!」

　予想外の苦戦と予想外のティティーの返答に、そろそろ僕は心が折れそうだった。

　ランク35のモンスターが相手ならば余裕だと思った一分前の僕を責めたい。

　まず船を守るために、ティティーが空で戦えないのが辛つらい。さらにティティーはハーピィ種なので水に濡ぬれるのが苦手で、僕は氷結魔法を失っているせいで海上を歩けない。

　不利に気づいたのは交戦したあとだった。対して、ジフィアススピアのほうは海こそがホームであると言うように、言葉通りに水を得た魚の状態だ。とはいえ、この苦戦を予期していたとしても、こいつと戦う他はなかっただろう。

　少し遠くでジフィアススピアに襲われていた船団が、眷けん族ぞく相手に動けないでいるのを《ディメンション》で確認していく。眷属だけで一杯一杯ならば、ボスであるジフィアススピアを相手にしていれば船団の全滅は避けられなかったはずだ。

　いまはティティーの言うとおり、無理をしてでも倒すしかない。

「くそっ、もうそれでいい！　確かに、相手は小回りが利かないみたいだ！　そのまま後ろを取れ!!」

「了解じゃあ!!」

　船の左舷が海面に触れるすれすれのところまで『リヴィングレジェンド号』は傾き、追いかけてくるジフィアススピアの追撃を振り切り、逆に――

「ようし、背中を取ったのじゃあああ！」

　僕たちが後方から追撃できるポジションを取った。

　ジフィアススピアは賢いモンスターだった。これまで、何度もティティーの遠距離魔法を受けては水中に潜って、背後からしか襲い掛かってこなかったのだ。だが、その優位もここまでだ。あと、ついでに『リヴィングレジェンド号』もここまでだった。

「ああっ！　船の帆が破けたあああ!!」

　無茶苦茶な運用によって、限界を超えてしまったようだ。

「しかし、もう十分じゃ！　っふー、やっと勇者的攻撃ができるぅ―――!!」

　ティティーは船首から跳び、アリバーズさん作の『飛ひ翔しよう翠すい石せきの軽かる鎧よろいルイフィンリィト』を太陽光で煌きらめかせながら、ジフィアススピアの背中に『始祖と魔王の魔剣ブレイブフローライト』を振り下ろす。

「食らえ！――《絶衝風撃》！」

　別に魔法を使っているわけではないが、ティティーは技名を叫んでみせた。

　最近、彼女は勇者という単語を繰り返しているので、いまの技名が彼女にとっての勇者的な何かなのだろう。そして、剣と鱗がかち合い、鼓膜を破りそうな打撃音が海に鳴り響き――結果、ぽーんと跳ねるように『始祖と魔王の魔剣ブレイブフローライト』はティティーの手から離れていった。

「あぁっ!?　か、硬っ!?　というか、童わらわの剣がぁああー!!」

　切れ味悪いからなあ、あれ。

　あの巨大質量に、守護者ガーデイアンの馬鹿力で叩たたきつけたら、そりゃ反動でそうなる。おそらく、ティティーはさっくりと敵が斬れるのをイメージしていたのだろう。そのせいで、握りが甘かったようだ。

「な、ならば、次は『北統王流古武術』じゃあ！　食らえ！――《旋風撃》!!」

　すぐにティティーは気を持ち直して、着地に合わせて強烈な蹴りを見舞いする。

　その技名は『北統王流古武術』《旋風撃》。

　いや、まあ、そうだろう。千年前に北を統べた王の技だから、そうだろう。古武術というのも間違いない。間違いない……のだが、なぜか納得いかないものがある。

　ただ、その詐欺くさい技の効果は絶大だった。

『始祖と魔王の魔剣ブレイブフローライト』よりも攻撃力のあるティティーの肢体で攻撃したので、当然だが先ほどとは違った結果になる。蹴りはジフィアススピアの鱗をビスケットを砕くように破壊して、肉の中に食い込んだ。

　その衝撃で一気に敵の動きが鈍る。

「よし、いまの内に童わらわの剣を拾いに――」

　その隙にティティーは剣を回収しに行こうとしたので、僕は注意する。

「あとで拾え！　いいから、風の銃剣バヨネツトみたいなやつを出して止とどめを刺せ！　もう一度潜られたら面倒だぞ!!」

　怒られたティティーは、仕方なく手に銃剣バヨネツトを生成し、その刃をさっくりとジフィアススピアの背中に差し込む。あの硬い鱗を、いとも簡単に突破してみせた。

　やっぱり、それが一番じゃん……。

「人命がかかっておるから、仕方ないのう……！　貫け！――《疾風弾》！」

　背中を刺されたジフィアススピアは、水に潜って逃げようとする。だが、その瞬間、ティティーは敵の体内に入れた銃剣バヨネツトから風の弾丸を射出した。

　鱗という装甲を無視され、守護者ガーデイアンの魔法を直撃したジフィアススピアに、もう生存の未来はなかった。海上にモンスターの悲鳴が響く。

「止めじゃあああ――！　内から爆発せよ!!」

　続く、無慈悲なティティーの魔法。内部で炸さく裂れつしたであろう風の弾により、ジフィアススピアは身体からだ全体の鱗の隙間から血を噴出させ、爆発する。こうして、もう少しどうにかならなかったのかと思う倒し方によって、モンスターは絶命した。

　ジフィアススピアは死に、その動きが次第に遅くなる。

『リヴィングレジェンド号』も帆の破損によって同様だった。

　さらに、ティティーがジフィアススピアの死体の上で、ぶつからないように風魔法で調整してくれたおかげで、馬鹿げた高速シップチェイスは安全に終わりを迎えることができた。海の上で静止するモンスターと船。それを見ながら、ここは迷宮と違ってモンスターは魔石にならないことを僕は思い出す。

　魔石化の『術式』は迷宮の中にしかないので、ドロップはなしだ。

　とはいえ、死体から色々剝ぎ取れるので一長一短ではある。

　戦闘の結果を確認している途中、とても気になったことをティティーに聞く。

「そう言えば、迷宮で叫んでた《魔弾フライシユーツ》ってやつはどうしたんだ？」

　技名についてである。

「む？　あれは、かなみんから教えて貰もらった技名で、童わらわの付けた技名じゃないからのう。あっちのほうが強く撃てるのは確かじゃが、切羽詰ってない限り、ああは叫ばぬ」

「やっぱりあれ、僕の命名だったのか。けど、なんで切羽詰ってないと使わないんだ？　フライシューツのほうが言いやすくて、かっこいいだろ？」

《疾風弾》と《魔弾フライシユーツ》ならば、間違いなく《魔弾フライシユーツ》一択だ。

「いや、童わらわの技のほうがかっこよかろ？　そっちの技名、どれもこれもなんか変じゃ。正直、意味がわからぬものばかりなのじゃ」

「え、前に使った《『魔弾フライシユーツ』重崩色のナハトカル非風剣ト・グラム》とか、凄くいいじゃないか。意味もよく伝わってると思うし」

「そ、そうかのー？　んー、なんか必殺技って気がしないから、童わらわはあんまり好きじゃないのう。あれ、叫んでて舌嚙かみそうじゃし……。そもそも文字数多過ぎないかの？」

「多ければ多いほどいいのに……」

　持論を根本から否定されてしまった。どうやら、ティティーとはセンスが逆方向に進んでいるようだ。そして、それは二度と交わることのない方向な気がする。

　ただ、僕たちにとっては大事な話だが、例えばマリアか妹の陽ひ滝たきあたりが聞いていれば、溜ため息いきをついて呆あきれられそうな会話だ。幻聴で「どちらも変わりません。同レベルです」とか聞こえる。

「うーむ。そこまでかなみんが言うのならば、最後の締めの技は、間を取るかのう」

「あ、そうだ。大物ボスを倒して安心してたけど、まだ眷属が残ってるんだった」

　ジフィアススピアは死んだが、眷族の水すい棲せいモンスターたちは依然として船団を襲っている。とはいえ、《ディメンション》だと危険はなさそうだ。

　船団の数は十を超え、そのほとんどが軍船だ。軍属と思われる人たちが、魔法を船上から撃って小物のモンスターを迎撃している。さらに言えば、軍人さんたちには確かな訓練の跡が見られ、この状況でも一糸乱れぬ動きを保ってる。彼ら精鋭たちがいる限り、大物ボスモンスターが現れなければ安泰だろう。

「とりあえず雑魚を撃ち落としながら、あの船団の中心まで行こうか。一匹ずつやってもきりがないしね」

《ディメンション》で数える限り、その敵の数は千を超える。

　迷宮と違って、大自然の中だとモンスターはこんなにも増えるらしい。

「そうじゃの。そこで大魔法を使うと一掃できるし、みなにも勇者な感じの童わらわを見て貰えるし、一挙両得じゃーい」

　特に反対もなく、ティティーと僕たちは『リヴィングレジェンド号』で遠く離れた船団に向かう。メインの帆は裂けたものの、まだサブの帆が残っているので風魔法を使って動ける。

「あっ。でも、いま落ちた童わらわのブレイブフローライトの場所は《ディメンション》で覚えておいてくれい。あとで、かなみんに拾ってもらうのじゃからな」

「はいはい」

《ディメンション》を維持して、ゆっくりと船団の中心に向かうルートを割り出す。

　どの船も勇ましく、『リヴィングレジェンド号』にも負けぬ大きさだ。その側面には火器――でなく、魔石で出来た遠距離武器が備え付けられている。文明の発達の違いのせいで、魔石の動力だけでなく武器にも差があるようだ。

　こっちの船を攻撃されると困るなーと思いながら、船団の裏側から慎重に近づいていく。ただ、その心配は杞き憂ゆうに終わった。船を指揮する隊長格と思われる人が、僕たちへの攻撃を止めてくれていた。一番厄介だったジフィアススピアを船団から遠ざけ、そして、撃破してきたことを理解してくれているようだ。

　カニやザリガニに似た甲殻類の眷属モンスターが蠢うごめく中、僕たちは強引に船団の中心に辿たどりつく。そして、最も大きく豪華な船に当たりをつけて、その船に跳び乗る。

「――失礼します。ここが全体を率いている船で合ってますか？」

　開口一番に遠慮なく聞く。

　船と船を寄せたとはいえ、その間にはかなりの距離があった。その間を跳躍したのだから、多くの視線が集まるのは避けられなかった。

　その視線の中、ずっと船団に号令をかけていた女性が答えようとする。

　ぴっちりと女性用と思われる軍服を着こなしているが、仄ほのかに高貴さの残る女性だった。

　年は僕やティティーより高めで、二十台に見える。長い金髪を三つ編みにして、後頭部で団子状にしてまとめている。異様に横髪だけが長く、前髪は綺き麗れいに揃そろえられている。凜りんとしたイメージを受ける顔立ちだ。ステータスから名前を確認したところ、エルミラード・シッダルクの親戚であることがわかる。レベルは低いけれど、人を指揮するのが上う手まそうだ。

「……先ほどは大型モンスターを船団から引き剝がして頂き、大変助かりました。確かに、ここが船団の頭です」

　女性は状況を正確に理解し、お礼と共に冷静な返答を行った。まず冷静過ぎると思った。まるで、僕たちのような存在ならば慣れているかのような様子だ。

　女性の名はクロエ・シッダルク。

　彼女が交渉に入ったのを見て、他の船員たちは視線を僕たちから離した。船に乗り上がろうとしているモンスターたちの処理に追われているというのもあるが、それ以上にクロエ・シッダルクのことを信じているとわかる光景だ。

「これから全モンスターの一掃を行おうと思っています。協力をしてくれませんか？」

　遠回しに話している時間はないので、簡潔に述べる。

　それは隣のティティーも同じだった。

「うむっ。いまから風の大魔法を使うゆえ、できれば全員へ船から振り落とされぬように伝達して欲しいのじゃ。できれば何かに摑つかまって、端っこは厳禁じゃな！」

「大魔法で一掃ですか……？　あなた方は一体――」

　当然だが、軍人は安全の確認を行おうとする。

　しかし、できれば迅速にことを済ませたい。《ディメンション》で見張っているとはいえ、いつ死人が出てもおかしくない。ので、僕は例の名前を名乗ることにする。

　せっかくの威光だ。こういうときに使わないと、いつ使うんだって話になる。

「僕の名は『アイカワカナミ・ジークフリート・ヴィジター・ヴァルトフーズヤーズ・フォン・ウォーカー』。船旅の途中、あなたたちを見かけて、僭せん越えつながら助力させて頂きました。東の連合国で探索者をやっていたので、腕には自信があります。もちろん、出過ぎた真ま似ねをしているようならば、すぐに去ります。ただ、できればあなたたちを助けさせて欲しいと願っています」

「あ、『アイカワカナミ』……？　あの噂うわさの？」

　名前を聞いて、クロエさんは驚いた。

　すぐに僕は、噂の『英雄』の如ごとく、強く気高く優しい探索者でありながら、『舞闘大会優勝者』で『ギルドマスター』で『竜殺しドラゴンスレイヤー』の、まるで物語に出てくるかのような存在――という設定のつもりで、自信満々に微笑ほほえんでみせる。

　都合のいい『英雄』なんてものになるのはお断りだが、それでも利用はしてやる。じゃないと、『アイカワカナミ・ジークフリート・ヴィジター・ヴァルトフーズヤーズ・フォン・ウォーカー』と呼ばれるストレスの割に合わない。

「はい。あの噂のです。だから、信じてください。僕たちの魔法なら、必ず一掃できます。少しだけ任せて貰えませんか？」

「というか、童わらわの魔法ならの！　かなみんでなく、この童わらわの魔法であることを忘れぬようにな！　この大勇者ティティーの風が、モンスターを打ち払う!!」

　その本来ならば一笑に付されるであろう提案に、クロエさんは真剣な表情で一考してくれた。そして、僕たち二人の魔力をじっくりと見たあと、素早く行動に移り始める。

「わかりました。見る目はあると自負しています。お二人を信じます」

「信じてくれてありがとうございます」

　すんなりと受け入れられ、ほっと一息をつく。この指揮官に当たる人は、僕たちがジフィアススピアを倒していたのを遠目に見ていたのかもしれない。

「――総員!!　これから風の広範囲魔法が発動する！　迎撃の手を止めて、衝撃に備えよ！　全ての船っ、全ての者に伝えよ！　効果範囲は、海域全てだ!!」

　そして、号令が飛ぶ。

　その指示は迅速に伝わり、各船に伝でん播ぱしていく。流石さすがは軍人の集まりだと思いながら、僕たちも僕たちで準備を始める。いや、ティティーのほうは返答を待つことなく、もう魔法構築を行っていた。六十六層の裏で戦っていたときのような『詠唱』はないが、それでも膨大な魔力を使った人外の大魔法を、見る者に予感させる。

「さあ、僕たちもやろうか。モンスターの位置情報は、《ディメンション》で僕が教える。しくじるなよ、ティティー」

「誰に言っておる、かなみん。童わらわの風魔法は、史上最強じゃぞ」

　ティティーは銃剣バヨネツトを突き上げ、周囲の風を操っていく。

　その背中に向けて、僕は腕を伸ばす。

「――《ディスタンスミュート》」

　即死魔法を躊ちゆう躇ちよなくティティーに差し込む。それをティティーは一切の疑いなく受け入れた。僕は『繫つながり』を一時的に構築し、もう一つの魔法の情報を叩たたき込む。

「ティティーと『接続』して、《ディメンション》を共有」

　これでティティーも僕が《ディメンション》で得る情報を理解したはずだ。

　少し強引だが、共鳴魔法に近いものが完成していく。

「うむ、見えた！　じゃー、そうじゃのー、ここはかなみんリスペクトでー。――風魔法《リミットブレイク・ゼーアワインド・ジ・エンドバースト》ォオ!!」

　敵の位置を理解したと同時に、ティティーは魔力を解放した。

　まず、海域に突風が一つ吹く。次に別の方向から、さらなる突風が、すぐさま吹く。そして、三つ目四つ目五つ目と――あらゆる方向から突風が、ぶつかり合っていく。千を超える突風が絡み合い、一秒もしない内に海域全てを包み込む巨大な竜巻が完成した。

　その一瞬の天候操作に、船に乗っている誰もが驚きの声をあげた。だけど、それだけだ。悲鳴はあがれど、誰も風に吹き飛ばされはしない。

　ティティーの恐ろしい精度の魔力操作により、その竜巻は正確にモンスターだけに襲いかかった。船は全く動かないというのに、船に張り付いたモンスターが引き剝がされ、竜巻によって宙に浮いていく。ついでに、水中から顔を出していたモンスターも風が巻き取り、空へと打ち上げられる。

　見事な魔法だ。何より、魔法名がさっきよりいい。

　ぎりぎりだが及第点をやってもいいくらいだ。

　ただ、もう少しアクセントが欲しい。例えば《限定解除・終ついの裂風》と書いて、《リミットブレイク・ゼーアワインド・ジ・エンドバースト》なんていうのは――

「あっ、その顔！　勝手に当て字はやめるのじゃぞ！　これは童わらわの技じゃからな！」

『繫がり』を一時的に作ってるせいか、ティティーから文句が入った。

　少し残念に思いながら、仕方なく技名を考えるのは止やめる。

　というか、そんなことよりもやらないといけないことがある。

　ティティーの魔法は見事だが、それでも威力が大き過ぎる。少しずつ余波で船体が揺れ始めた。近くで転びかけていたクロエさんを抱え止めて、ティティーに叫ぶ。

「ティティー、もう少し勢いを落とせ！　船がひっくり返る！」

　だが、それにティティーは反論する。

「だが、このくらいせんと船に張り付いたやつを全部落とせぬ！」

「細かいのはあとで手作業でやろう！　いまは大体でいい！」

「舐なめるでないぞ！　童わらわならば、この程度の風の制御は余裕じゃ！」

「いや、たぶん、あれからおまえ弱くなってるんだよ！　前と同じように制御できると思わないほうがいい！」

「むむむっ！　そ、そんなことないもん!!」

　自らの弱体化を認めたくないのか、ティティーは少しムキになってしまっていた。

　僕の忠告を聞かずに、魔法を続行させる。

『繫がり』があるからわかる。ティティーのやつ、もし人が海に落ちてもあとで拾えばいい――、死人さえ出なければ十分――、なんて前時代的ブラツク過ぎる将軍様のような考え方をしてやがる。

「はあ、仕方ない……」

　大竜巻の中、もう常人は立っていられなくなった。

　僕はクロエさんをメインマストに案内して、しがみ付かせながら説明する。

「……少し僕は周囲の船の危ないところをフォローしてきます」

「こ、この嵐の中ですか？　危険です！」

「大丈夫です、信じてください。パパッと行って、パパッと片付けてきますから」

　安心させるために、噂の『英雄』らしく、軽い感じで微笑みながら返す。

　その言葉を聞いたクロエさんは口を開けて驚き、無言になる。

　ただ、そのクロエさんの不思議な反応に構い続けるわけにもいかない。すぐに僕は駆け出して、嵐の中、船から船に飛び移る。

　もう《ディメンション》で危機に陥っている人の場所はわかってる。その筋力と速さに任せた身体能力で、次々と船から落ちかけている人を摑んでは安全なところまで運んでいく。時々、嵐に動きを邪魔されて僕も海に落ちかけるが、それは《ディフォルト》でフォローしていく。

　こうして、ティティーは攻撃で僕は防御という完全な役割分担によって、竜巻の魔法は最高のパフォーマンスを発揮し切るのだった。

　――その数十分後。

　ようやく、竜巻の魔法は終わった。一瞬で海域の状態が凪なぎに変わる。

　結果、天高く舞い上がっていた全モンスターたちは落下し、次々と海面にぶつかる衝撃で絶命していく。

　ぶっちゃけ、かなりぐろい。

　柔らかく比喩して、大量のトマトをコンクリートに勢いよく叩きつけたかのような光景だった。全てのモンスターが潰れたトマトになったところで、船団の中央でティティーが銃剣バヨネツトを掲げ、勝ち鬨どきをあげる。

「ふははははっ、どうじゃー！　勝―――利―――!!　みんな安心するがよいぞー！　そなたらを襲うモンスターどもは、この童わらわが全てやっつけてやったのじゃ！　このティティーが、全てなー!!」

　その経歴から、こういう大虐殺の光景には慣れているのだろう。千年前の死生観のままのティティーは、この惨状を平気で自慢する。

　ただ、現代の温ぬるい世界を生きる人にとってはドン引きものだ。

　青い顔に囲まれる中、ティティーは笑い続ける。しかし、その中で一人、クロエさんだけは上官の責任感からか、しっかりとお礼を言う。

「か、感謝します。『アイカワカナミ・ジークフリート・ヴィジター・ヴァルトフーズヤーズ・フォン・ウォーカー』様……と、風の大魔法使い様」

　その言葉を聞いたティティーは気分を良くして一歩彼女に近づく。

「うむ、苦しゅうないぞ。あと童わらわのことは魔法使いじゃなくて、勇者様と呼ぶとよい」

「……は、はい。感謝します、勇者様」

　クロエさんは頷うなずきながら、一歩後退した。そこで、やっとティティーは気づく。

「あ、あれえ……？　ちょっと怖がられてる？」

「あれだけやればな。当然だろ」

　冷や汗を流すティティーに、僕は冷たく言い返した。

　その僕に、クロエさんは恐る恐るといった感じで聞いてくる。

「あの、そちらの方は『アイカワカナミ・ジークフリート・ヴィジター・ヴァルトフーズヤーズ・フォン・ウォーカー』様のご友人なのですか……？」

「そうです。こう見えて、優しいやつですから大丈夫でしょう。それに、もしこいつが馬鹿をやらかしたときは僕が対応しますから、安心してくれていいです。あと、僕のことはカナミでお願いします。その長い名前は嫌いなので」

「……わかりました、カナミ様。かの有名な『英雄』様の言葉なら信じましょう」

　妙に理解のある人だ。

　姓がシッダルクならば、プライドの高い人かと思ったがそうでもないらしい。僕とクロエさんは微笑み、ついでに握手をする。

　ただ、後方でティティーだけは全く納得いってなかった。

「かなみんがメインで、童わらわがサブみたいな扱い……？　戦ったのは全部童わらわだったのに、なぜじゃあっ？」

「まあ、そんなもんだ。おまえが、あのでかぶつを殴ってたのも見られたんだろ。そこまでやって、普通に理解されるほうがびっくりだ」

「し、しかし、千年前と違って、船が一つも落ちてないのじゃぞ!?　かなり手加減を頑張った童わらわを、もっと褒めて欲しいのじゃ!!」

　千年前は、味方の船を一つか二つ落としながら敵を倒してたらしい。

　それは『狂王』『魔王』と呼ばれても仕方ない所業だと、僕は冷たい目でティティーを見る。しかし、このままでは、明日の朝まで騒いでしまうのは間違いないので、僕は彼女の傍そばに寄って、その頭を撫なでてやることにする。

「うん。わかったわかった。えらいえらい」

「むっ？　むー、かなみんだけかー。まっ、今回はこれで我慢してやるかのー」

　普通ならば馬鹿にしたかのような行為だが、精神年齢の幼いティティーは喜び、渋々と溜りゆう飲いんを下げてくれた。

「次があったら、僕が大物ボスをやるよ。今回はみんなを助けられたんだから、それでいいってことにしよう」

「仕方ないの。……次じゃ。次こそは童わらわが、ちやほやされてやるのじゃ。はよ、誰か襲われておらんかの。次、はよう」

　まだ勇者的な活躍は諦めていないらしい。

　ティティーは目を光らせて、次なる獲物を探し出す。

　それはちょっとした冗談だったが、すぐ近くにいたクロエさんは「ひっ」と小さな悲鳴をあげた。ティティーにとっては僅かな戦意を出しただけかもしれないが、常人にとっては身が竦すくむほどのようだ。

　よく見れば、周囲の誰もが『魔王』の降臨に怯おびえている。

　それをティティーに教えてやったほうがいいのか考えながら、僕は最後に《ディメンション》で状況を確認していく。それなりに負傷者は出てるが、一人も死者は出ていない。その結果に一安心し、これからのことを僕は一人で考えていくのだった。





◆◆◆◆◆






　船団を救った僕たちは、すぐにその場を去ろうとしたものの、『リヴィングレジェンド号』の帆が破けたことを思い出して断念する。

　そのとき、クロエさんから帆の修繕を提案され、それを受け入れることになった。これだけの船団となれば、予備の帆がいくつかあるらしい。サイズが合うかどうかわからないが、最悪でも縫製することで船を動かせられるという話だ。

　ただ、その修繕の提案は建前で、船団側からすると恩人に何もお返しできないのを防ぎたいのが本音だろう。それも、その恩人が噂うわさの『アイカワカナミ・ジークフリート・ヴィジター・ヴァルトフーズヤーズ・フォン・ウォーカー』ならば、向こうとしてはここで縁の一つでも作っておきたいのかもしれない。

　こうして、モンスター襲撃を乗り越えた船団は、航海を再開しながら僕たちを歓待する準備も進める。ついでに、ティティーの『始祖と魔王の魔剣ブレイブフローライト』もちゃんと回収した。

　船団の中には一つだけ豪華な客船が交じっていて、そこに僕たちは移動する。

　その客船を軍船が囲み、甲板に貴族の館ばりの椅子とテーブルが用意され、そこで歓迎のお茶会が始まった。同席するのは、まず船団の最高責任者であろうクロエさんだ。

「ま、まさか、本当にたった二人だけであの船を操っていたとは……」

　クロエさんに二人旅であることを説明すると、驚きを通り越して呆あきれられてしまった。

　しかし、すぐにそれを持ち直し、自らの船団について説明してくれる。

「……こちらは、千を超える船員たちで構成されています。我々の任務は要人の護送だったため、ここまでの人数が割かれていたのですが……」

　その千人体制でモンスターに遅れを取ってしまったことをクロエさんは不ふ甲が斐いなく感じているようだ。顔を俯うつむけはしないが、少し歪ゆがんでいた。

　ただ、すぐにそれを労いたわる声が響く。

「クロエさん。先ほどのモンスターは、わたくしたちの予想を遥はるかに上回るものでした。決して貴女あなたの落ち度ではありませんよ」

　柔らかい声だ。その声の持ち主は、同席している二人目の女性――おそらく、その佇たたずまいと装いから、彼女こそクロエさんの言う要人だろう。

　年は僕よりも少し上で、背の高さは少し下。長い栗くり色いろの髪は綺き麗れいに整えられ、品のある佇まいだ。その後ろには、侍女が二人付き従っている。

「初めまして、カナミ様。わたくしはセスティア国のフローラ・セスティアと申します。この度は命を助けていただき、心から感謝しております」

　自己紹介がなされ、その補足をクロエさんが行う。

「フローラ様はセスティア国王の次女様で、第四継承権をお持ちです。ずっと海の向こうで暮らしていたのですが、最近は『開拓地』のほうも危険になってきたので、本土にある王都へ移ることになったのです」

　お姫様であると伝えられ、僕は言葉短く返す。

「僕の名前は相あい川かわ渦か波なみです。よろしくお願いします」

「童わらわはティティーじゃ」

　隣のティティーも軽く答えた。

　それにお姫様は、たおやかな微笑ほほえみで応える。

　少し感動だ。一応、そこにいるティティーは元女王で、ラスティアラもお姫様に当たる。しかし、どちらも変人だったので、目の前の正統派なお姫様が珍しいのだ。

「この船には、あと一人王族がいるのですが……」

　クロエさんが要人は二人いることを呟つぶやく。

　できれば、もう一人も紹介したいようだ。きょろきょろと周囲を見回す。

　そのとき、船の甲板にある樽たるの一つが、ごとごとと独りでに動いた。

　そして、その樽の蓋がぱかりと開いて、中から小さな少女が出てくる。

「そ、そろそろ戦闘終わったかな……？　ふいー、危ない危ない。というか、襲われたのは、あてのせいなのかな？　いや、この船団には他にも要人は多いし、そうじゃないと信じたいぃ……」

　ぶつぶつと呟きながら樽から出てくる少女は、目の前の正統派お姫様以上の感動を僕に与えた。それを表現するならば、余りに懐かしく、余りに異次元的だった。

　まず、何よりも目に付くのは、少女の腰まで伸びた黒髪に栄える『和服』。

　上は着物で、下は袴はかまだろうか……。この異世界に合わせてアレンジされ、日常生活用に柄は大人しめだが、それは間違いなく僕の世界で言うところの和服と呼べるものだった。一瞬、同じ日本人ではないかと錯覚する。

　しかし、その少女の病的に白過ぎる肌と赤い目が、その期待を否定する。口元から覗のぞく犬歯は妙に長く、魔力が異常に大きい。純粋な人間でなく、何らかの『獣人』であるとわかった。その奇妙な少女の登場に合わせて、お姫様は笑う。

「ふふっ。丁度ですね、クロエさん。……あちらは私のお友達で、カナミ様にも負けないほどに有名な方ですよ。あの伝説の『レギア国名誉欠番姫』にてイングリッド大商会の長、クウネルちゃんです」

「へ、へえ……」

　僕に比類すると言われても、全く心当たりはなかった。僕が少女の和服に見み蕩とれていると、クウネルちゃんは見知った顔を見つけて、こちらに向かって歩く。

「いやー、凄すごかったですねー。さっきの最後の魔法って、例の『魔人返り』に至った人の魔法じゃないでしょうか？　もしかして、船員の誰か、限界超えちゃいました？」

「いいえ、クウネルちゃん。あれはこちらのお二人の力ですよ。お二人とも『詠唱』を使うことなく、その身の魔力だけでわたくしたちを助けてくれました。こちらはあの噂のカナミ様。そして、そのご友人のティティー様です」

　そして、お姫様は僕たちを紹介してくれる。

　それに合わせて、クウネルちゃんの目線が動く。

　彼女の視界に僕とティティーの姿が入った。

　瞬間、彼女は女の子にあるまじき声を出す。

「――げ、げぇっ!?」

　それは、まるで『化け物』に出遭ったかのような声だった。

　しかし、いま僕もティティーも、先の失態を教訓にして完全に魔力を抑えている。そんな反応をされる理由がわからなかった。

　けれども、当のクウネルちゃんは、首を傾かしげた僕とティティーの顔を何度も繰り返し見ては、冷や汗を流し続けている。いや、冷や汗どころではない。少し涙目になっている。尋常ではない様子だ。

　友人であろうお姫様も、僕たちと同じく疑問に思ったようだ。

「…………？　もしかして、カナミ様ティティー様とお知り合いなのですか？」

「え？　知り合い……？　知り合いというか、何というか……。い、いえっ、お会いしたことなんて一度もありませんよ？　まじで一度もありませんわー！」

　震えに震えたあと、クウネルちゃんは棒読みで首を振った。

　もう遠慮はできない。無作法だが、すぐに僕は『注視』する。





【ステータス】




名前：クウネル・クロニクル・シュルス・レギア・イングリッド




HP25/25　MP112/112　クラス：吸血種

レベル43

筋力0.67　体力0.89　技量2.12　速さ0.99　賢さ2.56　魔力7.12　素質0.19




先天スキル：

後天スキル：裁縫1.33　菓子作り1.02　取引1.58　音楽1.01　琴1.12






「――っ!?」

　その異常な数値に、今度は僕が驚きの声をあげかける。
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　まずレベルが高過ぎる。そして、そのレベルの割りにステータスが低過ぎる。

　スキルは豊富だが、碌ろくな戦闘用スキルがない。

　あとは職業欄が……吸血種？

　相手は女性だけれども、迷わず《ディメンション》で身体的特徴のスキャンをかけにいく。彼女から人間と違う点を見つけたのは、すぐだった。

　とてもわかりやすく、着物の下の背中に、蝙蝠こうもりに似た黒い羽根が生えていた。

「え、ヴァ、吸血鬼ヴアンパイア……？」

　それらの情報から導き出される答えを口に出す。

　するとクウネルちゃんは慌て出した。

「ちょっ、こんなところで――！　かい――カナミさん！」

　ファンタジーでは頻出する種族だが、この異世界では初めて見る存在だ。その未知数の力に警戒して、僕は臨戦体勢を取ろうとした。しかし、ティティーが立ち上がって、彼女との間に割り込んで遮る。

「んんー？　そなた、どっかで見たことあるような……」

　ずいっと無防備に顔を寄せて、クウネルちゃんの顔を覗き込んだ。

「ひぃっ!?　ま、まお――ティティーさん、驚かせないでください」

　クウネルちゃんは大量の冷や汗を垂らしながら、すぐに五歩ほど後退した。

　先ほどから動揺しまくりだ。

　そして、いま彼女は、間違いなくティティーのことを『魔王』と呼びかけた。

　しかし、僕のほうは何と呼びかけたのかわからない。始祖の「し」ではなく「かい」と呼びかけたが、彼女は僕が何に見えたのだろうか。

　僕とティティーは疑わしげに、あたふたする和服少女を見続ける。その視線に耐え切れなくなったのか、すぐにクウネルちゃんは一礼して、さらに後退する。

「え、えーっと、あてもお二人には大変感謝しています。カナミさんにティティーさん、この度は助けて頂き、真まことにありがとうございました。ただ、あては船の揺れのせいか、凄く気分が悪いので……ちょっと失礼させて頂きますね。いやぁ、本当にすいません。あはははー」

　それに対面のお姫様は残念そうな顔をして、答える。

「え、せっかく、あのカナミ様がいらっしゃってるんですよ？　そんなに気分が優れないのですか？」

「ごめんっ。いや、まじで吐きそうなんで。まじでっ。――じゃっ！」

　そう言って、クウネルちゃんは足早に船の中へと引っ込んでいった。

　本当に気分が悪そうだったので、それを僕は止めなかった。ただ、その気分の悪さは船酔いじゃなくて、僕とティティーと出会ったからのように見えた。

「カナミ様、ティティー様、申し訳ありません……。クウネルちゃんはちょっとマイペースなところがあるんです……」

　すぐにお姫様は友人のフォローを行った。

　本当に慎つつましくお淑しとやかで王族然とした高貴さを備えた少女だ。だが、いま僕たちの頭の中は正統派お姫様ではなく、先ほどの色物お姫様で一杯だった。

「いえ、特に気にしてはいません。いませんが……」

「うむ。そうじゃのう……」

　僕とティティーは目配せを行い、この場で彼女について追求するのを堪こらえて、お姫様と他愛もない話を続けることを決める。もし彼女が千年前に関わる人間ならば、慎重に慎重を重ねなければならない。

　――お姫様は楽しそうに、僕たちとの会話を楽しんでいく。

　ただ、そのほとんどが僕の話だった。まず、連合国で僕の噂うわさを何度も聞いたことを話し、一年前に連合国で同じ舞踏会に出席したけれど、僕が途中で帰って残念だったという懐かしい話もされた。他には、お姫様の故郷であるセスティア国がフーズヤーズ国の近くにあることなど、現代の地理について教えて貰もらったりした。

　その話の最後に、僕たちの目的地の話となる。

「――まあっ。ではカナミ様も、わたくしたちと同じコルクに向かっているのですね。それでは、この船団の旅に、もう少しお付き合いして頂けませんか？　お礼と言えるほどのものではありませんが、この船で用意できる最高の食事とお部屋を用意させて頂きます。一晩ほど休憩されたら、きっと明日の朝には到着していることでしょう。もちろん、そのときには船の修繕も完璧に終わっているでしょう」

　悪くない提案だった。

　本当は食事だけ頂いて、夜には船を走らせようと思っていたのだが……。

「かなみん、どうするのじゃ？　正直、帆が一つくらいなくとも、船は進められるぞ」

「この船団からは早めに離れようと思ってたけど……。さっきのアレが気になる。ティティーは、どう思う？」

「確かにの。アレが気になるのは童わらわもじゃ。間違いなく、童わらわとかなみんのことを知っておったぞ。それも千年前の童わらわたちのことをじゃ」

　正直、この正統派お姫様はどうでもいい。

　それよりも、あの吸血鬼ヴアンパイアかもしれない和服の少女だ。彼女の情報をもう少し収集したい。できれば、もう一度話がしたい。それが本音だ。

　なので、僕たちはお姫様の提案に頷うなずいて返していく。

「では、お言葉に甘えて客室を二つお借りします。もう何日も二人だけで船を動かしてきたので、ここで休憩できるのは非常に助かります」

「ああ、よかった……！　それでは、ディナーもご一緒できますね。今度はカナミ様でなく、ティティー様のお話も聞きたいです」

　にっこりと笑って、お姫様は喜んでくれた。

　その隣にいたクロエさんも、僕たちの同行を悪くは思っていないようだ。

「もう何日もお二人だけで、あの巨大な魔力船を動かしていたのですか……？　その上、あれだけの戦闘を行ったのならば、体力だけでなく魔力も限界近いことでしょう。すぐに、お二人のお部屋のご用意を致します」

　すぐに近くの船員に声をかけて、準備を始める。

　その指示を合図に、忙せわしなく周囲の船員たちは動き出した。

　そして、甲板でのお茶会は終了し、大した間もなく僕たちの部屋は用意されて、丁重に案内される。僕たちが休んでいる間、『リヴィングレジェンド号』のほうは船団の精鋭たちの手によって修復と牽けん引いんがされるらしいので安心だ。

　こうして、僕たちは、この数日間の航海で溜たまった疲れを豪華な客室で癒すことになった。今日の夜に予定していることを考えて、可能な限り睡眠をふかふかのベッドで取っていく。

　その後、日が暮れた頃に豪華なディナーが、また客船の甲板で振る舞われ、そのお礼にお姫様とクロエさん相手に他愛もない話を提供した。向こうも余り突っ込んだ話はしてこないので、とても話しやすいものだ。ティティーとの迷宮探索や一年前の『舞闘大会』の話をしている内に、あっという間に夜となる。

　夜になってしまっては、楽しい談笑も終わり。最後に、互いに良い縁があったと笑い合って、お姫様たちと僕たちは自室に戻っていき――さあ、ここからが本番だ。

　夜の間も航海は続いていくが、それでも起きている者は格段に少ない。

　闇の中、さざなみの音だけが聞こえる時間帯となった。そして、用意された自室で、その音に耳を傾けながら僕は待つ。

「――と、言うわけでー。夜になったので、上手に拉致ってきたのじゃー」

「むむー！　むむむむ―――!!」

　海のさざなみの音だけが聞こえる深夜。

　ティティーに口を押さえられたクウネルちゃんが、僕の部屋に連行された。

　それを僕は、三白眼になって見つめる。

「……ねえ、ティティー。僕は穏便に連れてきてって言ったよね」

「何度言っても扉を開けてくれなくてな。つい、やったのじゃ」

「つい、で王族を誘拐するなよ……」

　僕も人のことを言えない気はするが、いまは置いておく。

　しかし、こうなるのなら僕が行けばよかった。相手は女の子だから、男の僕よりティティーのほうがいいなんて考えるんじゃなかった。

　僕が後悔する間も、ティティーは動く。強制的に部屋の椅子にクウネルちゃんを座らせて、どこからか取り出したロープで彼女を拘束していく。

　そして、その口に当てられた手が開け放たれる。

　同時に絶叫が部屋に響いた。

「は、離せぇえええ！　死にたくないぃ！　まだあては生きていたいぃいい――!!」

「――《ワインド》。うむ、叫ぶだけ叫ぶとよい。しかし、童わらわの風で部屋から音が漏れることはないじゃろうな」

「なにそれ!?　怖過ぎ!?」

　怯おびえに怯えたクウネルちゃんは涙目になり、小動物のように震えだす。

　まるで、処刑を待つ人質のようなテンションだ。

「おらっ、吐くのじゃ！　そなたの知っておることを、きりきりと教えるのじゃ！」

　その彼女のテンションに釣られたのか、ティティーは楽しそうにクウネルちゃんの横腹を突つつき出す。その攻撃に悶もだえながらクウネルちゃんは、しくしくと涙を滴らせる。

「あ、あかん……！　これ、あかんやつや。なんでこんな目にばっかり遭うんだろ、あて……。やっぱり、敵のいない自宅に引きこもっとけばよかったんや……。『大災厄』とか、あてには関係なかったのにぃい！」

　このまま、放っておくと大惨事になる。

　そう思った僕は、すぐにそのおかしな空気を打ち消しに行く。酷ひどく真剣な声で、それでいて優しい声を心がけて、クウネルちゃんに話しかける。

「落ち着いて……。僕たちは君に何もしない。ただ、君の話を聞きたかっただけなんだ。そこの馬鹿が面倒くさがって、こうなっちゃったけど……」

「うぅうう……、流石さすがの『会長』の優しさ……。でもこれ、よう尋問に使われる飴あめと鞭むちな気がする……」

「……そこは否定しない」

　できれば、僕に恩義を感じて話が早く済めばいいとは思っていた。その頭の隅で薄うつすらと考えていたことを看破され、僕はクウネルちゃんの認識を改める。

　その妙な言葉遣いと発言はともかく、この少女はそこそこ賢い。

　正直に話をしたほうが信頼を得られるかもしれない。

「余り長話できる時間はないから、本題に入るよ。……まず、僕は君のことを知らない。始祖カナミは使徒レガシィのせいで、千年前の計画に失敗したんだ。そのせいで、記憶も力もなくしてる。だから、君が僕を会長って呼ぶ理由を教えて欲しい」

「え、え……、使徒レガシィ？　あのー、まずその千年前の計画ってなんすか……？　つーか、そもそも千年も経たってんのに、なんで二人とも生きとるのん？　そこらへんから説明して欲しいんですけど……」

「……使徒レガシィを知らない？　もしかして、千年前の顚てん末まつとか、迷宮とかの計画とかも全く知らないの？」

　疑問符ばかりが間に飛ぶ。

　そのことから大きく意識が食い違っているとわかり、どこから話をしていいものかと僕は悩む。それは向こうも同じようで、うむむと唸うなりながら話す。

「……えっと、聞いてください。あては千年前に、始祖と呼ばれる前の相あい川かわ渦か波なみと協力して、金かね儲もうけしてただけの小物です。二人で商会を作って、お互いの趣味だった裁縫を活いかして、めっちゃお金を稼ぎました。でも、その商会の会長だった相川渦波は、すぐに全てをあてに託して消えました。それで関係は終わりです。そこの魔王様のことを知ってるのは単純に、あてが生まれたときから超有名人で、遠目に見たことあるからです……」

　とてもわかりやすく千年前の友人であったことがわかる。

　さらに、僕の戦いとは全く関係のない友人であったこともわかる。

　千年前の僕は『理ことわりを盗むもの』や使徒たちだけでなく、こういった普通の人たちとの交流もあったようだ。いや、それは当然と言えば、当然だが……。

　得た情報を黙って吟味する。

　その間、クウネルちゃんは涙を流しながら、真実であることを訴えてくる。

「う、噓うそやないでー。ほんとやでー」

　この袋小路の状況で噓をつくような人間でないとは思う。

　ただ、それ以外のところが気になって、先ほどから僕は思考に集中できていない。

「いや、疑ってはないよ。それよりも、その君の変な喋しやべり方がちょっと気になって……」

「それは会長の翻訳魔法次第でしょーがー！　こっちは地元の喋り方を普通にしてるだけで、それを会長が面倒だからって、自分の世界の方言を適当にリミックスしたんでしょーがー！　というかこの話、千年振りにやった気がする！　あー、懐かしいー!!」

　とても関係ない話を出したせいか、クウネルちゃんは自や棄けになってしまった。

　おそらく、いま、彼女は素を出して、心から僕の勝手を怒っている。

「た、確かに、その通りだね……。ごめん」

　なので、素直に謝る他なかった。

「はっ！　つい、本音が……！　あの会長にとんでもないことを……！」

　すぐにクウネルちゃんは我に返り、またガクガクと震えだす。

　これが演技でなければ、本当にただの昔の知り合いという感じがする。

　使徒とも迷宮とも関係ないのであれば、これ以上拘束の必要はない。

　そう思ったが、ティティーは違ったようだ。

「しかし、童わらわたちに怯えすぎじゃないかのう？　なんかあるのではないか？」

「いや、これが普通ですって！　魔王様は自分が周りからどういう風に見られていたか、ちゃんと理解してください！」

「あ、ああ……。そうじゃの。ああ、そうじゃ。千年前の周りからは、そういう風に見られておったのう……」

　だが、トラウマを的確に突かれ、すぐに静かにされてしまう。部屋の隅でうじうじとし出したティティーを置いて、僕は話を進める。

「ティティーは、それで納得できるよ。けど、僕のことまで怯え過ぎじゃない？」

「会わなくなってから、すっごい噂聞いたからです！　魔王様に負けないくらいの悪評ばっかだったから、あての知ってる会長はいなくなったと思って、再会がめっちゃ怖かったんですよ!!」

　そういえば、妹が死んだと勘違いしてからの僕は、荒れに荒れていたはずだ。ティティーと組んでいたときは、悪評が自分に集まるようにもしていた。そのときの噂うわさを聞いたならば、いまの彼女の反応もわかる。そう自分の中で情報を整理していると、クウネルちゃんは必死な弁明に疲れたのか、とうとう項うな垂だれてしまう。

「もう会長の得意の魔法で脳みそ見てもらってもええですよ……。本当に裏とかないんで……。というか、隠し事しても無駄だって思い知ってるんで……。そもそも、あての魅了の魔眼の上から、会長の魅了の魔法がかかってるんで、反逆とかできないんで……」

　早い全面降伏だった。

　本人からの許可が出たので、僕も会話の手段に《ディスタンスミュート》が増える。

「んー、じゃあ失礼して」

　少し考えてから、魔法を発動させた。

　クウネルちゃんの会話の端々から妙な計算高さを感じてしまうため、どうしても確認が必要だと思ったのだ。絶対に噓をついていない保証をここで得なければ、いつまで経っても話が前に進まない。

「――魔法《ディスタンスミュート・繫心アクセス》」

　そっとクウネルちゃんの胸に腕を入れて、『繫つながり』を作る。

　もちろん、数日前の大聖堂で『魔石人間ジユエルクルス』相手にやり過ぎたことを教訓として、感情の交信でなく、記憶の交信だけを最低限行う。相手が女の子なので、プライベートにも配慮するつもりだ。

「んっ……」

　少しだけ呻うめき声があがったものの、クウネルちゃんの抵抗が全くないため、あっさりと魔法《ディスタンスミュート・繫心アクセス》は成功した。

　そして、互いに目指すのは、同じ『二人の出会いから別れ』までの記憶。とてもスムーズに、その記憶が発掘されていく。

　それは古いアルバムを、ぱらぱらと捲めくっていくかのような感覚だった。

　最初の写真は、『とある館の地下深くで両手両足を杭くいで打たれていたクウネルちゃん』。

　そこに僕が現れたところから、物語は始まっていく。

　――千年前。

　その時代、吸血種の『魔人』たちが色々な場所で非人道な真ま似ねを繰り返していた。人を攫さらい、食らい、操り、国をも滅ぼそうとしていた存在。それを人々は『吸血鬼ヴアンパイア』と呼んだ。その『吸血鬼ヴアンパイア』の悪行を見過ごせなかった当時の僕の戦いの記録が『相川渦波』と『クウネル・クロニクル・シュルス・レギア・イングリッド』の物語となる。

　彼女の記憶で見たところ、その時代の僕の姿は始祖カナミと呼ぶより、いまの僕に近かった。服は異世界に合わせたものだが、髪や顔つきはそのままだ。

　その僕が聖人ティアラと思われる少女と協力して、二人で吸血鬼ヴアンパイアの一族と戦っていた。しかし、相手は不死の存在。物語の最後は『吸血鬼ヴアンパイアの異端児』だったクウネルちゃんの手を借りることで、なんとか殲せん滅めつを成功させる。

　ぶっちゃけると、不死の吸血鬼ヴアンパイアたちを殺す方法は同じ吸血鬼ヴアンパイアに血を吸わせることだったので、全ての吸血鬼ヴアンパイアの血をクウネルちゃんに吸わせたのだ。それは一種の魂の吸引のようなものだったためか、彼女のレベルは急上昇。こうして、出来損ないでありながら、妙にレベルの高い吸血鬼ヴアンパイアが誕生した。

　その後、彼女は僕と趣味が合ったので一緒に行動するようになり、イングリッド商会なるものを立ち上げる。無論、全て趣味というわけではなく、商会という後ろ盾を作ることで希少種であるクウネルちゃんを守るという目的もあった。ただ、僕のほうは別件で忙しくなったので、すぐに商会を離脱。そして、その会長の僕がいなくってからもクウネルちゃんは一人で商会を維持し、世のため人のため働き続けた。

　そのサクセスストーリーは本当に壮大だ。

　僕から仕入れた異世界の知識を武器に、世界を牛耳っていき、ついにはイングリッド商会を世界最高の大商会にまで育て上げる。そして、千年前の『世界奉還陣』には巻き込まれず、それどころか、そのどさくさに金に物を言わせて西の辺境に中立国を作ってる。それが彼女の国、『レギア国』。

　そこで彼女は『名誉欠番姫』という一生自堕落ニート生活の出来る完璧なポジションを自分で作って、自分で座って、悠々と余生を服を縫いながら生きてきたようだ。

　一応、国が危なくなれば出張りはするらしい。王族でありながら相談役。姫でありながら、基本は相互無干渉。本当に国が危なくなったら、国から夜逃げする気満々。そんな自由なポジションで千年間生きて、いまの彼女に至っている。

　しかし、ここ最近は『大災厄』のせいで姫としての仕事が多かったようだ。こうして外交やら何やら頑張っているとき、船団を僕に助けられたというわけらしい。

　……うーむ。

　なに、この人生の勝利者。

　羨まし過ぎて、胃から血が出そうだ。

　この娘こ、本当に僕と同じ世界に生きてるのか？

　クウネルちゃんの人生こそ、僕が欲しくて欲しくて堪たまらなかった異世界生活だろう。

　そう本気で思うほど、彼女の人生は素晴らしかった。

「――はーい、終了ですね。最低限の記憶は見ましたね？　そろそろ抜きますよー」

　記憶の検索の終了をクウネルちゃんは感じ取り、自ら《ディスタンスミュート》を引き抜こうとする。

「うん、もういいよ。君が吸血種の生き残りだって、ちゃんとわかった。それで、凄すごい寿命が長いんだね。僕の世界の吸血鬼ヴアンパイアと同じだ」

　本当に最低限だったが、それでも疑問のほとんどが解消されたので、《ディスタンスミュート》を解除する。

「ふうっ。……これで全部、わかってくれたっぽいすね。しかし、記憶喪失なんて大変なことになってますねー、会長」

　そして、『繫がり』のおかげか、色々と溝が埋まったのを感じる。

「もう気軽にクウネルって呼ぶよ？……しかし、吸血鬼ヴアンパイアの割りに、凄く弱いよね。クウネルって」

「だ、だから、今日まで生き残ってるんやで？」

　率直な感想を僕が言うと、クウネルは震えながら虚勢を張った。

　その異常なステータスが真実であるとわかり、もう僕は安心し切っている。

　先の記憶が確かならば、この世界に吸血鬼ヴアンパイアらしい吸血鬼ヴアンパイアはもう一人もいないだろう。

　純血の吸血種はクウネルだけで、その彼女の魔眼は封印されている。霧にはなれるけれど、その時間は数秒程度で、服がもったいないだけだから滅多にしない。蝙蝠こうもり化なんて弱体化でしかなく、もちろん怪力なんてものはない。再生能力は残念過ぎる上、眷けん属ぞくを作る能力もない。繁殖能力もなければ、野心もない。その代わりに、よくある弱点もないとはいえ、仲間たちに『出来損ないの劣等』と蔑まれ、村八分で苛いじめられていたのも無理がないレベルの弱さだ。

「えっと、その体質で、ほぼ不老不死って色々と困ってない……？　いまの僕なら君を確実に殺せると思うけど、どうする？」

「やーめーて――――!!　さらっとこういうこと言うから、会長には会いたくなかったんや！　いま、あてはこの世界のトップブルジョアとして、ニート生活できてるんだから、もう関わらんといて!!」

　ティティーという前例を見たばっかりだったので、善意で介かい錯しやくを申し出た。

　けれど、それは悲鳴と共に拒否されてしまう。

「も、もちろん、嫌ならしないよ。そこは安心して。……でも、これで千年前のティティーや僕を知ってたわけがわかったけど、使徒や迷宮のことを何も聞けないのは残念だね。あの時期の君は、ずっと地方で商会を育ててたみたいだし」

　誤解は解けたものの、それと同時に全くの無関係であることもわかった。

　彼女から得られる情報は、本当に平和的なものばかりだ。

「あー、そこは申し訳ないです。使徒様とか『理を盗むもの』とかの問題は、私にはどうしようもないので徹底して避けてました。でも、他に千年前から生きてるやつらなら、当時の会長のことを知ってるかもしれないですよ？」

「え、まだ他に生きてる人いるの？」

「はい。長命種族は、あてだけじゃありませんからね。会長と知り合いかどうかは知りませんが……確か、世界樹ユグドラシルのとこに『最後の純血樹人ドリアード種』の『スクナ・ユグドラシル』が、連合国のほうに『最後の純血竜種』の『トゥルブ・トゥールケ』がいるはずです」

　面白い情報が手に入った。これだけでも彼女と話し合った価値はある。

「へえ。長命仲間がいるんだ。ああ、その人たちという仲間がいるから、君は今日まで楽しく生きてこられたんだね」

「いや、あてはそこらへんと関わり合うと、一方的に苛められるので会わないようにしてます……。あいつら、ほんと性格最悪なんで……」

　その長命種族たちと仲間であることを、本気で嫌そうにしていた。

　ティティーと違って、理解者はいなくとも幸せになれるタイプらしい。いや、もしかしたら長命種族以外の理解者がいるのかもしれない。

　こうして、話が大体終わり、相互理解できたところで端で唸うなっていたティティーが復活する。

「――よーし。それでは、クウネルのやつは童わらわたちの旅に連れて行こうかの。仲間が増えたぞい。ラッキーな拾い物じゃ」

「え、え？　仲間!?　なんで!?」

「年の近いやつはレアじゃからなー。絶対に逃がさぬぞー」

　どうやら、ティティーはクウネルを同行させたいようだ。

　その表情は珍しく真剣だった。確かに、同じ千年を味わった者はレアだろう。僕や他の守護者ガーデイアンたちも年齢だけ見れば千を超えるかもしれないが、実際の経験が伴っていない。なので、真にティティーと同年代と言えるのは、目の前の少女だけだ。

　そして、意外にもクウネルは乗り気な様子で答える。

「ん、んー……。久しぶりに会長と旅行も悪くないかな？　この一年、働きづめだったし……。また異世界の話とか聞けると面白いし、ちゃんと商会に利益出るし……。会長は美お味いしいもの一杯作って、食べさせてくれるし……」

　過去に僕と世界を回ったことがあるようだ。

　その経験から、わくわくした様子で同行を検討し始めている。

「あ、重要なこと聞いてませんでした。何の旅なんですか、これ？」

「うむ。童わらわが弟であるアイドのやつが、相あい川かわ陽ひ滝たきを代わりの『統べる王ロード』に立てて、やりたい放題しておるので会いに行くところじゃ。ついでに使徒シスとやらも悪いことをしておるらしいので、懲らしめる」

「あー、すっごい懐かしい名前が出てるー。それ、例の『理ことわりを盗むもの』たちでは？」

　会ったことはなくとも、世界を揺るがした人物の名前は知っているようだ。大商会のトップとなれば、情報通にならざるを得なかったのだろう。その情報を聞いたクウネルは少しずつ顔を青くしていき、僕はティティーの話に補足を入れる。

「ティティーでアイドを説得できたらいいとは思ってるけど、彼とも戦闘になる可能性はあるよ。正直、危険な旅になると思う」

「同行は勘弁してください。そのレベルのガチバトルはやばいです。あてなんて、一瞬で両手足をもがれて、戦闘終了まで面白いオブジェになっちゃうだけです」

　クウネルは迷わず土下座した。

　んー……、本当に迷いのない子だ。

「そなたは、かなみんよりレベル高いんじゃろう？　いけるいける。魔王からの命令じゃ。ついてくるがよい」

　ティティーは膝を抱えて、彼女と視線の高さを合わせ、つんつんと頰を突つつきまくる。

「勘弁してください！　他なら何でもしますんで！　それだけは、なにとぞぉ!!」

　このままでは強引に連れて行かれると思ったのだろう。

　また泣きながら、ティティーの服に縋すがりついて首を振る。

　こうして、二人は「連れて行く」「行きたくない」を交互に主張し続けることになる。

　その言い争いが数分続いたあたりで、ティティーがクウネルの身体からだを抱きかかえた。

「――あ、もうかなみんの聞きたい話は終わりじゃな？」

「え、もう僕が聞きたいことは大体終わったかな……？」

「それでは、童わらわはこやつの部屋へ行くことにするぞ！　このままでは埒らちがあかぬ！　一晩かけて説得してみせるゆえ、楽しみにしておくがよい！」

　そのまま、部屋から出て行こうとする。

「か、会長――！　助けてぇえええ――!!」

　断末魔の叫びが聞こえる。だが、僕もクウネルには同行して欲しいと思っているので、笑顔で二人を見送ることにする。

「ち、畜生ぉお――！　会長のバーカ、バーカ！　会長なんて呪われろ！　いままで落としてきた女の子たちに囲まれて、滅多刺しの末に死んでしまえええ――――!!」

「ぐっ……！」

　それは余りに子供じみた呪じゆ詛そだったが、なぜか僕は笑って受け流せなかった。

　流石さすが、かつては友人だっただけはある。彼女の的確過ぎる呪詛を最後に、コルク到着前日の夜は過ぎていくのだった。





◆◆◆◆◆






　次の日の朝。

　朝日の眩まぶしい客船の甲板で、僕とクウネルは顔を合わせる。

「――あっ！　おはよーです、会長！　肩でもお揉もみしましょうか!?」

　昨夜は呪詛を残して別れたものの、一晩過ぎればあっさりとしたものである。こうも後を引かない女の子は初めてだ。

　ただ、その表情から僕に要求したいことがあるのはわかった。

「僕に何か頼みごと……？」

　クウネルは本当に僕の肩を揉みながら、昨日と同じように項うな垂だれながら告白する。

「すんません……。ぶっちゃけ、魔王様をどうにかしてください……」

「そういうことか。本当に行きたくないんだね……」

　まじで一晩かけて説得されたようだ。

　そして、ティティーでなく僕に頼み込んだほうが早いと判断したのだろう。

「へへへ、あては生きるためなら土下座でも何でもしますぜ？」

　クウネルは妙に上う手まい肩揉みをしながら、三下じみた台詞せりふを言う。

　けれど、その心配はないことを僕は伝える。

「大丈夫だよ。あいつは他人が本気で嫌がることをするようなやつじゃないから」

「……まじすか？　あの会長が言うんなら、そうなんでしょうね。よし、本気で嫌がり続けるか。それしか生きる道なさそうだし」

　ただ、その嫌がる反応が面白いから、ティティーは限界まで絡み続けるんだろうなというのは口に出さないでおく。

　あれでティティーは不幸なやつだ。

　そして、この旅は彼女の最期の時間でもある。こちらとしては出会ったばかりのクウネルより、ティティーの願いを叶かなえてやりたくなるのは自然の流れだった。

「あ、あのー、クウネルちゃん……？」

　そのとき、クウネルが僕の肩を「へへへ」と笑いながら揉んでいるのを、他の人に見られしまう。

　例の正統派お姫様だ。その後ろには護衛のようにクロエさんもいた。

　すぐにクウネルは表情を繕って、その二人に向き直る。

「フローラさん、クロエさん。何もお気になさらず。ただ、あてがカナミ様に喜んで貰もらいたくてやっていることですので……。うふふ」

「えぇえ……？」

　本土では、やんごとなきお姫様となっているクウネルが、侍女のように肩揉みをしているのだ。当然だが、困惑が返ってくる。

　クウネルは言葉に説得力を持たせるため、適当な言い訳を瞬時に作り出していく。

「昨夜、外へ涼みに出た時、たまたまカナミ様とお会いしまして、この一晩でとっても仲が良くなったんです。ですよね、カナミ様？」

「あ、ああ。そんなところかな」

　それに僕も協力する。お姫様のほうは納得しそうだったが、軍属のクロエさんは違った。追求しようと一歩前へ出る。

「いや、そんな馬鹿なことが……。たった一晩で一体何が……？」

「ちょっとお話ししただけです。ええ、それだけですよ。クロエさん」

　それをクウネルは、強めの口調で食い止めた。

「それは……いえ、私が口を挟むことじゃありませんね」

「ええ、その通りです。流石はシッダルク家の娘。とても賢いですね」

　有無を言わさず黙らせた。そのときだけは、このお調子吸血鬼ものが王族であると信じられる威光があった。

　ただ、すぐにその威光は消えさり、また僕の肩を揉みながら「もしものときは、会長が魔王様をお願いします！」と頼み出す。

　その変わり身に正統派お姫様は苦笑いを浮かべながら、違う話を始める。

「カナミ様とクウネルちゃんの間には、お二人にしかわからないものがあるということにしておきましょう……。それより、そろそろです」

　目線を僕たちでなく海に向けて、目的地が近づいてきたことを示した。

　話題を変えるべく、僕は目的地の状況をクロエさんに聞く。

「えっと、もうコルクに着く頃ですか……？　しかし、いま本土は戦時中であると聞きました。大丈夫でしょうか」

「確かに、本土では戦争が起きていますがコルクは安全ですよ。絶対に戦火が届くことはありません。ご安心を、カナミ様、フローラ様」

　軍属であり大貴族シッダルク家の娘でもあるクロエさんは、静かに高貴溢あふれる物言いでお姫様の不安を取り除く。

　続いて、コルクが安全である最大の理由を声を大にして宣言する。

「なにより！　私たちのコルクには、総司令代理――あのスノウ・ウォーカー様がいます！　どのような問題が起きようとも、必ずスノウ様が解決してくれます!!」

　それはスノウ・ウォーカーという少女の存在。

　その懐かしい仲間の名前を聞きながら、僕たちは目にする。丁度、物見をしていた船員も、水平線にある大陸を見つけ「着いたぞ！」と叫んだ。

　やっと船旅の終わりが来た。

　僕とクウネルは甲板の端まで歩いて、自らの目で地平線を埋め尽くす大陸を見る。そして、着港の準備を行っていき、ぴったり一時間後にコルクに辿たどりつく。『リヴィングレジェンド号』の船舶には手続きが必要だったが、クロエさんのおかげでスムーズに進んだ。本当は『リヴィングレジェンド号』ほどの大きな船となると、色々な審査が必要だったのだが、彼女の立場を上手く使って免除して貰えた。

　船から降りて、港町に足をつけた僕たちは各々の目的に沿って動き出す。

　とはいえ、船上でのお茶会で仲間の居場所の当たりはついている。街中に繰り出すことなく、すぐ近くのクロエさんに案内を頼むことにする。

「――え？　カナミ様は、スノウ様と会いたいのですか……？」

「はい、早急に彼女と会わないといけないんです。一応、知り合いなので、僕が来たと言ってくれれば大丈夫だと思うのですが……」

「ええ、確かにカナミ様とスノウ様が知り合い……どころか只ただならぬ仲というのは、例の噂うわさから知っております。しかし、早急にですか？　スノウ様は北部戦場全体の総司令官という扱いですので、そう簡単には――」

「連合国のほうで紹介状を貰ったんですけど、これでなんとかなりませんか？」

「ああ、国から正式な手続きがあったのですね。それでは、確認させて頂きます」

　慌しく船員たちが荷下ろしを行う中、僕はセラさんから預かった紹介状を手渡す。

　それをクロエさんは眺め、顔が青くなっていく。

「え……、これ、スノウ様の『解任状』……？　なんで、こんなに早く……？」

　ラスティアラは「スノウを連れて行って」と僕に頼んだ。

　つまり、いま行っている役職を解任することに他ならない。その紹介状には、スノウを僕たちに同行させ、その穴の埋め合わせは追って補充されるという旨が書かれていた。

「補充される人員はフーズヤーズから選よりすぐった人たちらしいので、安心してください。スノウほどの人材はいないかもしれませんが、かなりの数を融通してくれると聞きました」

「そ、そんな……、スノウ様の代わりなんて、誰にも――」

　クロエさんはショックで僕の話が聞こえていないように見えた。

　船上にいたときからスノウが自慢の上司であることは伝わってきたが、これは少し異常だ。もっとすんなりと話が進むと思っていたのだが、一ひと悶もん着ちやくあるかもしれない。

「――クロエ様！　ご報告が!!」

　そのとき、街の方から一人の男が叫びながら走ってきた。

　船の人間ではなく、このコルクの兵のようだ。

「す、すみません、カナミ様……。この話は、もう少し後で……」

　その慌しい様子から、僕は首肯して一歩下がった。

　兵からの報告を少し遠くから見守る。

「西から例のモンスターが、こちらに向かってきています！　十体ではなく一体だけですが、それでも脅威です！　いま、サントコルク砦とりでにいる人員で迎撃を計画していますが、できればクロエ様の指示もお願い致します！」

「なっ……!?　あのモンスターがですか？」

「はい。スノウ様が迎撃に当たっていたはずなのですが、それでも撃墜漏れが出たようです。スノウ様のほうは、まだ戻ってきていません」

「冷静に対処しましょう。きっとスノウ様は一匹だけならば、私たちで対応できると信じてくれたのです。その信頼に応えましょう」

　クロエさんは表情を崩さずに答えた。だが、《ディメンション》の使える僕には彼女の動揺がわかる。いま、この街は危険に晒さらされている。

　すぐに、兵の報告した方角に合わせて《ディメンション》を広げ――見つける。





【モンスター】センチドレッドノート：ランク32






　空を泳ぐ巨大な百足むかでだ。

　見たことのあるモンスターだと思った。確か、本土中央でパリンクロンと戦ったときに空を飛んでいたやつだ。確かに、あれと普通の人たちが戦うとなると一大事だ。ランク32となると、連合国の迷宮探索者の上位陣が十人くらいはいないと厳しい。

　それだけの戦力が、この街にあるのか疑わしいところだ。

　広げた《ディメンション》を使って、僕は街の戦力を測ろうとする。そのとき、すぐ後ろにいたクウネルが話しかけてくる。

「んー、雲行きが怪しいですねー。でも、会長ならどうなってるのか、そこの報告より詳しくわかりますよね？」

「ああ、大型飛行モンスターが街に向かってる。西南西の方角、十五キロメートル先に一体だ」

　情報を欲していたので、軽く教えてあげる。

　それを聞いた彼女は、うんうんと頷うなずきながら呟つぶやく。

「あて知ってた。会長と一緒なら、この程度のハプニングなんて当然やなって」

　そして、ゆっくりと摺すり足で、僕から離れていく。

　その台詞はどういう意味かと思って振り向いたとき、クウネルは正統派お姫様を抱きかかえて、脱だつ兎とのごとく走り出していたところだった。

「――しかし、これはチャンス！　いましかない！　あては逃げるんで、あとはよろしく！　もう二度と会うことのないよう、あては遠くの地で祈っておりますー!!」

　その突然の疾走に、護衛と思われる人たちも慌てて続いた。

　クウネルの奇行には慣れているのか、またかといった感じだ。

　その見事な逃亡に僕は嘆息し、ティティーは憤慨する。

「あっ！　あやつ、とうとう逃げおった！……どうするのじゃ、かなみん。モンスターは童わらわが相手をして、あやつはかなみんが追いかけるか？」

　追跡ならば僕のほうが向いている。ただ、あそこまでして本気で逃げたがっている彼女を追いかけようとは思わなかった。

「いや、放っておこう。本当に僕たちが苦手なんだろ。今回は千年生きてるやつがいるってわかっただけで十分と思おう」

「むー。ぜひ、あやつは欲しかったのじゃがなー」

　その判断にティティーは不満なのか、ぷくーと頰を膨らませた。

「我慢しろ。それよりも、いまは例のモンスターに集中しよう。こっちは死人が出る可能性がある」

「そうじゃの。童わらわたちで軽く撃墜してやらねばの」

　だが、あっさりと退く。クウネルが本気で嫌がっているのをティティーは知っているのだろう。すぐさま、モンスター討伐の算段を纏まとめ始める。

「それじゃあ、童わらわがモンスター退治に行ってこようかの。飛行モンスターならば、童わらわが向いておる」

「いや、僕がやるよ。次の大物ボスは任せてって言っただろ。僕もモンスター相手に試したいことがあるんだ」

　あと、口には出さないが街の被害も心配だ。ティティーが戦えば、余波でどうなるかわからない。正直、静かに戦うならば、僕のほうが向いている。

　すぐに僕たちは作戦を決めて、それを周囲の兵たちに指示しているクロエさんに伝えようとする。とても忙しそうだったので、間に兵士さんを挟む。

「――あの、クロエ様……。その、カナミ様が協力を申し出ていますが……」

「カナミ様がですか？　それは嬉うれしい話ですが、しかし……」

　客人である僕たちに頼るのは、軍人としての誇りが許さないのかもしれない。

　仕方なく僕は、できるだけ『英雄』っぽく訴えることにする。

「心配しないでください、クロエさん。こういうときのために『アイカワカナミ・ジークフリート・ヴィジター・ヴァルトフーズヤーズ・フォン・ウォーカー』は存在しています。僕が行ってきて、処理してみせます。あなたたちが無理する必要はありません」

　このまま傍観するのは耐えられない『英雄』という演出だ。

　それを見たクロエさんは呆ほうけ、声を漏らす。

「ま、また、スノウ様と同じ――」

　彼女が呆けていたのは一瞬だった。

　すぐに軍人としての自分を取り戻し、深く頭を下げた。

「では、お願いします……。もちろん、後方にこちらの兵は待機させますので、任せきりには致しません」

　そして、僕に向けられるクロエさんの瞳。そこには何かに憧れるかのような意思が灯ともっていた。もしかしたら、英雄観覧が趣味のエルミラード・シッダルクと同属なのかもしれないと思いながら、僕は頷き返す。

「ありがとうございます。では、行きましょう。急いだほうが良さそうです」

「はい。こちらも大体の編成指示が終わったところです」

　クロエさんは兵たちを集める。いまの短い間で、街に残る兵と迎撃に向かう兵を分けたようだ。その迅速な手腕を心強く思いながら、近くの地理や状況を口頭で確認しつつコルクの最も広い大通りを歩いていく。

　自然と、物々しい装備の兵による列が大通りにできる。さらに、クロエさんの伝令を受けた砦からも、増援の兵が途中で加わっていき、長蛇の列となっていく。

　作戦を考えながら歩いていると、すれ違う町民が僕を指差して何かを話しているのが見えた。軽く《ディメンション》で確認したところ、「例の『開拓地』の『英雄』が訪れた」と噂しているのがわかる。あの『英雄』が『境界戦争』に参加してくれるのだと期待の目を向けている。

　確かに、この状況は僕とティティーが兵を率いているように見えるかもしれない。余り時間をかけないほうがいいと思って、クロエさんたちを急せかして街の外まで出る。

　次に《ディメンション》で計算した迎撃に最も適する平原に移動を開始し始める。兵たちの錬度が高かったおかげか、その移動は短時間で行われた。

　こうして、コルクの街の南西一キロメートル先に陣が張られる。

「――クロエさん。ここで待ち構えましょう。みなさんは後方に控えてください。まずは僕が戦いますが、何かあったときは協力をお願いします」

「了解です。カナミ様」

　ゆっくりと歩いて、張られた陣から離れていく。もしものときの協力を要請はしたが、はっきり言って出番はないだろう。そのときはティティーの出番であって、それは平原が吹っ飛ぶということだ。

　歩きながら空を見る。

　モンスターが飛行している方角はわかっている。

　その飛行速度も、高度も、現在位置も、到着時刻も、不確定要素となりえる風の向きと風速も、温度も湿度も、何もかもを《ディメンション》が、正確に把握している。

　それらの情報を吟味し、これから使う魔法と装備について確認していく。

　街の一大事と思ってる後ろの人たちには悪いが、僕にとってはアイドという守護者ガーデイアン戦前の準備運動だ。

「――次元魔法《シフト》」

　新しく得た魔法《シフト》。そのずれを起こす魔力の線を、右手に持った『アレイス家の宝剣ローウェン』に纏わせていく。これで――

「――魔法《次元断デイ・フラつ剣ンベルジユ》」

　いつかの高難度の魔法が使いやすくなっている。

　パリンクロンのときは強い意志と大量の魔力が必要な魔法だったが、とてもすんなりと成功した。多くの魔石を吞のみ干したことが、既存の魔法にも影響していた。

「よし、いい感じだ。次は装備のほうを……」

　そして、このタイミングで、歩く先の空に大きな黒い影が見える。

　予測ぴったりの時間にセンチドレッドノートは現れた。

　少しずつ歩く速度を上げ、平原を駆けていく。そのとき、僕の意識は敵でなく、自分に集中していた。正確には、手と足の『クロームグローブ』と『メギストゥスブーツ』だ。二つとも、ずっと使っていた愛着ある服のように馴な染じむ。

　その手袋と靴に編みこまれた魔石の糸が、僕の魔力に反応しているのがわかる。

　動きやすい。

　足が土を踏みやすく、手は剣を握りやすい。

　アリバーズさんに感謝しながら、走る速度をどこまでも上げていく。

　一瞬で空の影は確かな輪郭を帯び、巨大な百足であることを視認する。それは向こうも同じようだった。センチドレッドノートは爪のような牙に覆われた口を動かして、敵である僕を見つけて吼ほえる。

　合わせて、僕は大地を蹴って――跳んだ。

　それは高跳びであって、走り幅跳びのような感覚。

　だが、これは現代で行われるようなまともな跳躍ではない。跳ぶのは異世界の『魔力変換レベルアツプ』で変質した別生物ぼく。伴うのは異世界の魔法の力。

「――魔法《ディフォルト》！」

　その高飛びと走り幅跳びの測定に、反則が足された。

　空間が歪ゆがみ縮み、ただの跳躍が瞬間移動のような別の移動手段に昇華される。

　そして、一瞬にして一キロメートル先の上空を飛んでいたセンチドレッドノートに僕は肉薄する。同時に、魔法の剣が白い線で弧を描いた。

　まずセンチドレッドノートの腹部が横に斬られ、身体からだが二つに分かれる。もちろん、まだ剣けん閃せんは止まらない。続けて、十を超える袈け裟さ斬りが、あらゆる方角から放たれる。

　抵抗する間も、悲鳴をあげる間もなく、敵は空から堕おちるしかなかった。堕ちながら斬り刻まれ、大地に身体をぶつけたときには、その巨大な身体は百分割にされていた。

　僕も着地する。その衝撃は足に響き、脳天まで届いた。しかし、耐えられないほどではない。この丈夫過ぎる肉体と『メギストゥスブーツ』の力のおかげだろう。

「……ふうっ。上う手まくいってよかった」

　一息ついて、倒したモンスターを確認する。

　バラバラにされたセンチドレッドノートは、まだ生きていた。

　当然だ。《シフト》と《次元断デイ・フラつ剣ンベルジユ》は、ずれを起こす魔法であって、物理的な攻撃力はない。よって、敵の身を斬るのではなく、ずらすことで飛行の感覚を狂わせただけだ。そのずれをセンチドレッドノートが正しく認識して計算できれば動けるだろうが、このモンスターの知能では不可能のようだ。

　頭だけとなったセンチドレッドノートは弱々しい鳴き声をあげ続ける。

「これ、殺していいのかな……？　いや、せっかくだからこのままでいいか……」

　可か哀わい想そうだが、聞けば何度も街を襲っている種だ。

　生存競争だと割り切って、僕は後方のクロエさんたちを待つことにする。

　センチドレッドノートが地に落ちたのを見て、すぐに兵を伴って全員がやってきてくれた。そして、モンスターの状況を見て、クロエさんは驚く。

「カ、カナミ様……。これは一体どういう状態なんですか……？」

「次元魔法で身体をずらしてやったんです。とりあえず、生きたまま捕獲してみましたが駄目でしたか？」

「捕獲ですか……？　確かに、捕獲はありがたいかもしれません。この厄介なモンスターの弱点を調べることができます。しかし、こんなことは初めてですので、これを私たちが上手く活用できるかどうか怪しいものですが……」

　危機が去った安あん堵どと共に、これからのことをクロエさんと話し合う。

　ただ、その途中で面白そうにセンチドレッドノートを眺めていたティティーが、急に空を見上げた。猫のような俊敏な反応だった。

　平原の風を感じて、険しい表情となっている。

　地上に出てから初めて見る顔だった。

「――かなみん！」

　そして、僕の名を呼んだ。僕はティティーにそんな顔をさせる存在がいることに驚きながら、クロエさんとの話を打ち切って彼女の話を聞く。

「急にどうした？」

「童わらわと同じレベルの飛行能力者がこちらに向かっておるぞ!!」

「ティティーと同じ？　方角はどっちだ」

　戦闘が終わったため、《ディメンション》の範囲を絞っていた。

　すぐに広げようとするが、それは否定される。

「もう《ディメンション》で確かめる時間はない！　とりあえず、構えよ！」

　その言葉を吐き捨て、ティティーは服の隙間から翼を広げて飛んだ。

　空に舞い上がるティティーと共に、突風が上に向かって吹く。

　続けざまに、さらなる突風が真横から吹き抜ける。それはセンチドレッドノートが現れた方角からだった。

「ちと止まれい！　おぬし、何やつじゃあ！」

　センチドレッドノートを上回る速度で、小さな物体が空を駆け抜けてきているのを視認する。その物体の進行方向にティティーは立って、停止を促した。

　急ブレーキをかけて、その現れた存在は空中に停止する。

　そして、その姿を全員に見せて、声を漏らす。

「翠みどりに輝く翼……？　この急いでるときに……！」

　懐かしい声に、懐かしい顔だった。

　少女が青い翼を広げている。ティティーの羽毛を中心とした翠の翼と違って、その青い翼は竜種に酷似している。

　重ねた民族衣装と荘厳な大きいマントが特徴的で、その長い髪は少し薄めの青。目元は少し気だるげだが、その瞳に宿る桜色からは燃えるような強い意志が感じられる。

　すぐに僕は叫ぶ。

「待て、ティティー！　そいつがスノウだ！　スノウ・ウォーカーだ！　僕たちの敵じゃない!!」

　両者に聞こえるよう、大地から叫ぶ。それを耳にして、ティティーは「なんとっ」と戦意を萎しぼませ、スノウは口をぽかんと開く。

「――え？」

　スノウは信じられないものを見るかのように僕を見た。まだ状況を受け入れ切れていないのが丸わかりで、クロエさんが続けて説明の声をあげる。

「スノウ様！　お帰りなさいませ！　しかし、もう急ぐ必要はありません！　スノウ様のご友人のカナミ様が、敵を討ち取ってくれました!!」

　自らの同僚の言葉を聞き、これが幻想の光景でないことがわかってきたのか、少しずつ完全停止していたスノウが動き出す。

「え、え……？　あれ？　あれれ……？」

　何度も何度も疑問符を口にして、ぱたぱたと翼の動きを緩めていき、地上に降りてくる。そして、地面に足をつけて、ゆっくりと僕のほうへ近づいてくる。

　――一年の月日を間に挟み、青き竜人ドラゴニユートの少女スノウ・ウォーカーと僕は再会する。

　スノウは確認するように名前を呼ぶ。

「カナミ……？」

「ああ、僕だよ。ごめん、スノウ。帰ってくるのが遅れた」

　僕も名前を呼び返して、まず謝罪を口にする。何よりもまず、そうすべきだと思った。それは次の瞬間にスノウの目から流れる涙で、確信に変わる。

　スノウは両目一杯に涙を溜ためた。

　もはや、僕以外は見えていない。

　他に何もないと言うように、名前を繰り返し、叫び出した。

「う、うわぁぁ、うわああああああああああ!!　カ、カナミ――！　カナミカナミカナミ！　私のカナミ！　カナミだぁああぁあ――――!!」

　泣き叫び、嗚お咽えつを漏らしながら、スノウは僕の目の前までやってくる。

「うっ、うぅう……！　信じてた！　私、信じてたよ！　もう諦めないってカナミに誓ったから、一年ずっと信じて頑張り続けたよ！　私、凄い頑張ったんだから――!!」

　その叫びから、一年間の苦労の一端を知る。

　ただ、周囲の同僚たちは、別の一端を知ったようだ。

「ス、スノウ様……!?」

　クロエさんを始め、多くの兵たちが自らのトップの醜態を見て驚いていた。その反応から、スノウの情けない姿を初めて見たことがわかり――この一年、どれだけ彼女が立派に戦い続けたかもわかってしまう。

　だから、彼女が抱きついてくるのを避けることなんて、できるはずがなかった。

「カナミ、褒めて！　頭撫なでて！　撫でて撫でて撫でてっ！　一杯褒めてっ!!」

　その叫びが一年分ならば、その甘え方も一年分だ。身体全てを僕に預けて、下から見上げるようにスノウは求める。それを僕は拒否できないが、周囲の目を完全に無視することはできないわけで。

「あ、ああ……、撫でるよ。ほら、スノウっ、撫でてる。だから、少しだけ落ち着いてくれ。いや、僕が悪かったのは間違いない……！　間違いないけど、落ち着いてくれたら助かる……！」

　あやすようにスノウの頭を撫でまくるが、それを見る周囲の視線が痛い。

　ただ、ティティーだけは面白がっている表情で、空から降りてくる。

「お、おーう。なかなか奇抜な娘じゃな。警戒して損したのう。しかし、うーむ……。どことなく、セルドラのやつに似て……ないか。余りに性格が違う。どっちかと言えば、童わらわ寄りじゃの」

　その間もずっと、スノウは身体を押し付けて甘えてくる。その怪力のせいか、いまにも後ろへ倒れこんでしまいそうだが、必死に足に力をこめて耐える。

「カナミぃー！　えへっ、えへへ……！」

「うん、偉い。本当に偉い。頑張ったな、スノウ。実際、本気で思ってる」

　心の底からスノウを褒め続ける。

　一年前の別れ際、スノウにはみんなを守って欲しいと言った。そして、ラスティアラからの話を聞く限り、それを彼女は立派に果たした。さらに、色々なところで一生懸命自分に出来ることをやってきたこともわかる。

　立ち止まることも怠けることもなく、前へ前へ進んできたのだ。

　――あのスノウが。

　ちょっとした感動に包まれながら、僕はスノウの頭を撫で続ける。

　そこで、やっとクロエさんが我に返り、弱々しい足取りで近づいてくる。

「ス、スノウ様……、その方とは一体……」

「うん！　ずっと捜してた私の旦那様だよ。えへへ」

　それにスノウは満面の笑みで答えた。

　流れる涙も拭わず、だらしのない笑顔で、自らの部下に僕を自慢する。

　この一年、スノウが積み上げてきた色々なものが崩れる瞬間だと思った。

　少し惜しいと思いながら、しかし仕方ないとも思った。

　その積み上げたであろう威厳は、このスノウに余りに似合わないものだからだ。

　逆にクロエさんたちは、いまのスノウが似合わないと思っているようだ。大声を張り上げて、詰め寄ってくる。

「だ、旦那様!?　き、気をしっかりもってください！」

「え？　私は正気だよ？　クロエも『開拓地』の英雄譚たんは知ってるでしょ？　カナミは私を束縛から解放してくれた人なの。家も婚約者も何もかも、ぶっ飛ばしてくれた人なの。だから、旦那様。えへへ……！」

　過去に封印されていた愛称を復活させ、スノウは僕のことをみんなに紹介する。

　そのはっきりとした話し方は彼女の正気を証明し、周囲をただただ絶句させる。

　ただ、その中、一人だけ怒りの感情を見せる人がいた。最も近く、最もスノウを敬愛していたであろうクロエさんが、僕を睨にらんでいた。

「これが……！　あの伝説の天然女たらしの英雄『アイカワカナミ・ジークフリート・ヴィジター・ヴァルトフーズヤーズ・フォン・ウォーカー』……!!」

　うん……。やばいこれ。

　できるだけスノウを褒め続けていたいと思ったが、そろそろ限界であることに気づく。

「ねえ、カナミ！　一杯お話ししよ、お話！　そして、私の頑張りを聞いて！　聞いて褒めて！　褒めて褒めて褒めて！　そして、惚ほれ直して！　できれば結婚して！　もしくは子供!!」

　そして、スノウのほうも色々と限界突破し始めてることに気づく。

「よ、よーし。もう一度落ち着こうか、スノウ。深呼吸だ、深呼吸……。そろそろ、僕の社会的地位がやばい。とてもやばい」

「え、落ち着いてるよ？　落ち着いてるから、早く町のほうに戻ろう？」

　僕とのおしゃべりを待ちきれず、うきうきとした様子でスノウは町に戻ろうとする。

「いや、色々とやるべきことがあるだろ。そこのモンスターとか」

　動けないセンチドレッドノートを指差す。

　するとスノウは、少しだけ迷ったあと、ゆっくりと近づいて拳を振り下ろした。

「……えい」

　べちゃりとセンチドレッドノートの頭部が潰れた。

「あっ」

「はい、終わり。お仕事終わり。だから、まずはコルクに戻ろうよ。そこならゆっくり話せるから」

　モンスターの返り血を頰につけたスノウは笑う。

　その迷いのない行動に、僕を除く全員が息を吞のんだ。

　……よかった。成長したけれど、ちゃんと相変わらずなところもあるみたいだ。

　しかし、なんで僕の仲間たちって、こんなに人の背筋を凍らせるのが上う手まいのだろう。

　もう自分はこういうのに慣れてきたので、この程度では動揺しなくなったけれど、クロエさんたちの表情が固まってしまっている。
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　そう冷静に確認する僕の手を引いて、スノウは兵たちをかき分けてコルクに向かっていく。途中、上司らしくクロエさんたちに指示を出す。

「――あ、今日から私の部屋に無断で入ってこないように。これは総司令の命令です。破ったら極刑。もしくは、私が泣きます」

「泣く!?　スノウ様が!?　……いや、入ってはいけないと言われましても、これからモンスター討伐の報告書やらセスティア国とレギア国の姫の歓待などがあります！」

　そのわけのわからない命令にクロエさんは狼ろう狽ばいする。

「んー。じゃあ、朝までです。明日の朝までですから、どうかお願いします。特に夜。夜だけは入ってこないように！」

「スノウ様っ、そういう発言は控えてください！　いまあなたはコルクのトップで、『南連盟』全てを担う総司令で、人々の憧れる『英雄』なのです!!」

　マイペースに歩いて帰ろうとするスノウを止めるため、クロエさんは全力だった。

　その声と顔から、彼女が全霊をもってスノウを元に戻そうとしているのがわかった。

　ただ、スノウのほうは――

「え、えーと、そのー。んー……」

　唸うなり、迷い、ついには面倒になったのか、笑顔のままで。

「じゃ、じゃあさ……、もう総司令も英雄もやめていい？」

　自らの部下たちの前で、退職を願い出た。

「スノウ様ぁあああァアアア――!?」

　クロエさんは悲鳴をあげて、兵たちにどよめきが走った。

　その悲鳴の中、ただただ僕は懐かしかった。

　ラスティアラのときは感じられなかった感情が湧く。

　やっとスノウと再会した。

　怠け者で奔放で逃亡癖があって、根っこのところは駄目人間。

　クロエさんたちにフォローを入れなければいけないのはわかっている。しかし、いまやっと仲間の一人が帰ってきたのだと思い、つい僕は笑ってしまうのだった。





◆◆◆◆◆






　センチドレッドノートの討伐が終わったあと、僕たちは港町コルクの近くにある砦とりでまでスノウに案内された。そして、彼女の自室と思われる場所まで逃げこんだところで、ちらりとスノウはティティーを見る。

　少し不満げだった。

　どうやら、僕の隣にいるティティーを邪魔者だと思っているようだ。

　すぐに僕はティティーが重要人物であることを説明する。

「……えっと、こちらは五十層の守護者ガーデイアンティティーさんです」

「うむ、童わらわはティティーじゃ。よろしく頼むぞ。聞いての通り、迷宮のモンスターゆえ、敬語も何もいらぬからの」

　ティティーは親しげに前へ出て、自己紹介した。

「ど、どうも。私はスノウ。よろしく。……このやり取り、前もやった記憶ある」

　恐る恐るスノウは頭を下げる。そのあと、眉を顰ひそめたまま、僕も思っていたことを口にした。一年前、三十層の守護者ガーデイアンローウェンとスノウが出会ったときも、いまと同じ会話をしていた記憶がある。

「そうだな。こいつも悪いやつじゃなかったから、迷宮から連れ出したんだ」

　だから僕は、あのときと同じ言葉を返す。

　ただ、その次に待っていたスノウの言葉は少し違う。

　僕の軽挙を責めるのではなく、むしろ逆。安心したような声が返ってくる。

「あなたもローウェンと一緒なんだね」

　その言葉こそ、あのときのスノウといまのスノウが違う真の証明だろう。

　以前とは違い、今度はスノウから一礼し、守護者ガーデイアンに握手を求めた。

「そうじゃの。あやつとは『未練』こそ違うが、同じ結末を望んでおる。できれば、そなたにも協力をして欲しい」

　それにティティーは笑って答える。

　そして、その握手のあと、スノウは最も大切なことを僕に聞く。

「五十層の守護者ガーデイアンってことは、この一年間、カナミは迷宮にいたの？」

「そうだ。スノウ、聞いてくれ。あれから僕はどうなって、これから何をするかを――」

　すぐに僕は、大まかにだが今日までのことを話していった。

　それに対して、スノウも大まかに一年について話してくれる。

　僕と別れたあと、僕の代わりにみんなを纏まとめようとしたこと。アイドと使徒シスに挑み、何度も敗北を喫してしまったこと。そして、喧けん嘩かしてしまったマリアとラスティアラを必死に繫つなぎ止めて、二つに分断されたパーティーの間に立ち続けたこと。基本的にはマリアの旅を補助し、ラスティアラの立場を上げるために国の依頼をこなしていたらしい。

「――私も頑張ったよ。あのあと、みんな喧嘩し始めて……カナミに言われていたとおり、私が頑張らないといけないって思って……。だから、今日まで必死に頑張ったよ。きっとカナミは帰ってきてくれるって信じてたから……」

　少しだけ目を潤ませて、スノウは微笑ほほえんだ。

　その姿は儚はかなげで、美しかった。不覚にも一瞬だけ、彼女に見み蕩とれてしまった。

　よく観察すれば、一年前と違うところは多い。

　以前は、竜人ドラゴニユートの特徴は尻尾と角しかなかったはずなのに、右腕に変化が現れている。服で上手く隠しているけれど、《ディメンション》が使える僕にはわかる。皮膚の硬質化によって、右肩周辺が人間のものではなくなっている。おそらくは彼女の切り札である『竜化』を使った後遺症だろう。

　一年でこれならば、数年放っておいたらどうなったか想像は容易たやすい。

　もし、帰ってくるのが十年後だったならば、完全にスノウは――

「ああ、頑張ったな……。本当に……」

　僕は一年前よりも傷んでいるように見えるスノウの髪を、手で梳すいた。

　その綺き麗れいな桜色の瞳には色濃い疲れが見え、頰は少しこけてしまっている。

　それでも、僕は美しいと思った。間違いなく、僕の知っている過去のスノウよりも。

「えへへ……」

　成長したスノウは照れるように笑った。それに僕も微笑み返す。

　言葉は少なく、魔法の『繫がり』もないが、確かに心が通じていると思った。

　そして、それを後ろで眺めていたティティーが、僕たち以上にいい笑顔を見せる。

「うむ、ちょっとした感動シーンじゃの！　スノウは今日まで無理してたっぽいので、これからは存分にかなみんに甘えるとよい。無理や虚栄など、駄目絶対じゃ。さっき言っておったが、『英雄』なんてやめるのが一番じゃ。碌ろくなもんじゃないゆえな！」

　どうやら、スノウの頑張りをティティーも推測できたようだ。

　自分が千年かけて得た教訓を、惜しみなくスノウに伝える。

　その心からの祝福を感じ取ったスノウは、嬉うれしそうにお礼を言う。

「ありがとう……。ティティーは守護者ガーデイアンだけど、ローウェンやティーダと違って優しいね。全然、怖くない」

「うむっ、当然じゃ！　あの頭おかしい三騎士野郎共と一緒にするでないぞ！　童わらわは優しい優しいお姉さんじゃからな！」

「なんかティティーって温あつたかいね。私、ティティーみたいな人は好きだよ」

「童わらわもスノウが好きじゃぞ。なぜか、妙に愛着が湧くのじゃ。娘とは言わんが、童わらわに似た妹みたいじゃのー」

「妹……？　お姉ちゃん……？」

「好きに呼ぶとよい！　かなみんだけでなく、童わらわにも存分と甘えてよいからな！」

「やった！　ティティーって理想のお姉ちゃん！　すっごい理想のお姉ちゃん！　私、今日からティティーの妹になる！」

　相性がよかったのか、もの凄い勢いで二人は仲良くなっていく。

　しかし、スノウ……。その発言はグレンさんが泣くぞ。しかも、かなりのガチ泣きで。

　そんな僕の心配など気づかず、スノウはティティーの胸の中に飛び込んだ。そして、その彼女の頭をティティーは撫なでる。

「うむうむ！　こういう妹もよいの！」

「えへへー、頑張った甲か斐いがあったー！　私を甘やかしてくれるお姉ちゃんが出来て、私の旦那様も帰ってきてくれた！　あー、本当によかったー!!」

　スノウに守護者ガーデイアンであるティティーを会わせるのは、少しだけ不安があった。しかし、その心配は杞き憂ゆうに終わったようだ。まるで、二人は仲睦むつまじい姉妹のように戯れ合う。

　僕は一安心したところで、もう一つの問題を解決しに行く。さっきは口を挟むことは出来なかったが、一段落ついたいまならば、じっくりと話せる。

「楽しそうなところ悪いんだが、スノウ。その『旦那様』ってやつ、できれば控えてくれないか……？　前も言ったよな？」

　その一言に、少しだけ仲良し姉妹の動きが鈍る。

　まず返答したのはティティーだった。

「それは童わらわも気になっておった。えーと、つまりスノウは、この時代のかなみんのお嫁さん。もしくは、お妾めかけさんってことかのう？」

　そして、それは最も危惧していた最悪の答えだった。

「こ、こうやって、周りが勘違いするのがやばいんだ！」

　ティティーと同じことを、さっきのクロエさんにも思われていたかもしれないと思うと、この部屋から出るのが大変辛つらい。

「んー、私は気にしないよ？　前はラスティアラ様やディア様、あとマリアちゃんがいたから諦めてたけど、いまなら平気だし……。あっ。もしかして、ティティーお姉ちゃんもカナミのことを――」

　スノウはクロエさんや砦の同僚たちの印象など眼中になさそうだ。それよりも、ティティーと僕の関係性のほうが気になるらしい。それにはティティーが誤解ないように素早く答える。

「え、童わらわがかなみんをか？　んー、そーじゃねー。お姉ちゃんとしてかなみんは、ちょーっと恋愛対象としては見られないかのー？　年下じゃからかなー？」

　なぜか上から目線でティティーにお断りされてしまう。

　というか、全人類がおまえの年下だろうが。

「というかのう。余りそういうことを考えたことがなかったせいか、よくわからぬな。もし童わらわが結婚するとしても、それは間違いなく政略結婚だと思っておったからかのう」

「政略結婚……」

「以前、童わらわは王様をやっていたものでな。そういう風に結婚すると覚悟していたのじゃ。しかし、気にするでないぞ。結局、最期まで結婚はしなかったゆえな」

「王様として、覚悟を……」

「と、とにかくスノウよ！　童わらわにとってかなみんとはな――！」

　政略結婚の話のせいでスノウの顔が曇ったのをティティーは素早く察知し、話を強引に戻していく。

「最初は敵で！　次は仲間で、共犯者で、恩人で、いまは弟！　かなみんは童わらわの二番目の弟ってところじゃの！　末弟はライナーじゃ！」

　もうそれにこだわってはいないだろうが、それでもティティーは僕が弟ということにしたいらしい。それを聞いたスノウは安心と共に、少し冗談を交えて聞き返す。

「お、弟ですか、王様！　つまり、異性の恋愛的なものはないということですか!?」

「そうじゃな！　どっちかつーと弟！」

「でしたら、カナミは私の旦那様でも構いませんよね!?」

「む、むむうっ。それで童わらわは良いのじゃが……色々と問題があるのではないかのう？　まず袂たもとを分かったとはいえ、かなみんにはノスフィーがおる」

「ノスフィー……？って誰ですか？」

「ん、知らぬのか？　千年前のかなみんのお嫁さんじゃ」

「――え、お嫁さん？」

　ティティーが上う手まいことスノウを落ち着かせてくれると思って見守っていた僕だったが、これにはストップをかけざるを得なかった。

「ティティー!!　そういうのはもっとタイミングを見ていかない!?」

　上手くぼかしていたところを暴露され、僕は焦りに焦る。

　それはスノウも同じだった。

「え、え？」

　千年前のお嫁さんという言葉に困惑しながら、ゆらりゆらりとティティーから離れていき、僕のほうに近づいていく。なぜか両手を肩まで上げて、その両の手のひらを僕の首に向けて――

「な、なんで、首に手を!?」

　一歩引いて、それをかわす。

　しかし、かわされたスノウは涙ぐんで震え出す。今度は歓喜でなく、悲哀の感情で。

「だ、だってだって……。この一年の間に、どっかでカナミはお嫁さん作ってきて……。私たち一杯心配してたのに……、酷ひどい……」

「違う！　お嫁さんなんて作ってきてない！　ノスフィーは違うんだ！　あいつと結婚したことなんて、僕は覚えてないし！　それを認めた国はもうない！　お互いになかったことにしようって決めたから、無効なんだ！　そもそも、あいつは守護者ガーデイアンだし！　ちょっと数日前、殺し合いしたところだ！」

　スノウの誤解を解くためにも、自分自身のためにも、必死の弁解をする僕だった。

「うーむ、言い訳が酷いのじゃ……。もうちょいあるじゃろ、別の言い訳が……」

　ティティーが文句を言ってくるが、こっちは死活問題だ。黙ってて欲しい。

　いまのスノウの顔を見ろ。間違いなく、ここ一ヶ月は僕を盗聴する顔だ。

　なんで、このタイミングでノスフィーの話を出したんだ、馬鹿ティティー。

「守護者ガーデイアンなの……？　な、なら、大丈夫なのかな……？」

　どうやらノスフィーが、いつかは消える存在というのが大きかったようだ。

　少しずつスノウの目から正気ハイライトが取り戻されていく。

「ああ、あいつは六十層の守護者ガーデイアンとして現れた。そして、ティティーとは違って、僕の敵になったんだ。まだティティーはノスフィーを友達と思っているみたいだけど、僕のほうは無理だ。あいつは余りに……僕に対して悪意があり過ぎる」

　ノスフィーに対する感情を吐露する。

　いまでも、あいつの悪意に満ちた嘲笑を、はっきりと思い出せる。

　あいつと恋仲になることなんて、絶対にない。

　その僕のノスフィーの評価を聞き、スノウは完全に冷静さを取り戻した。

「……そのノスフィーって人はカナミの敵で、お姉ちゃんの友達なの？」

「いや、童わらわが一方的にノスフィーを友達と思っておるだけじゃ。ノスフィーには、もう友達でないと言われたからの……。まあ、それはいいのじゃ。きっと、かなみんが童わらわのときのようにノスフィーを救ってくれると信じておるからな。余りノスフィーの心配はしておらん」

　ノスフィーは僕が救うと、ティティーは本気で信じているようだ。

　確かに、ずっと敵だったと聞くティティーより僕のほうが適任なのは間違いないが、その期待に応えられる自信は正直ない。

　そのティティーの話と僕の表情を見て、スノウはいつもの表情に戻っていく。

「うん。そのノスフィーって人のことは大体わかったよ。……ね、ねえ、お姉ちゃん。その友達のノスフィーって人よりも、私のほうを応援してくれないかな……？　お願い。私、かなみんのお嫁さん志望なんだ。えへへ」

　そして、なぜか媚こびるように下から見上げて、お願いを重ね出す。

「む、むむう。うーむ、応援と言ってもな。まだ問題はあるからのう……。つい数日前、かなみんのやつ、ラスティアラという美女に『告白』しておったぞ。ゆえに、そなたとかなみんが両思いとなるのは、そう簡単なことではないと思うのじゃが……」

「え……？　こく、はく……？」

　しかし、そのお願いはティティーのさらなる爆弾の投下によって遮られる。

「ティティー！　本当に頼むから、ちょっと手加減して!!」

　冗談でなく、そろそろ本当に死傷者が出てしまう。

　スノウの目が、また一段階暗く沈んだのを見て、今度は僕が涙ぐむ。だが、それでもティティーは引き下がることはなかった。

「童わらわは仲間と認めた相手に隠しごとはせん主義じゃ」

「僕だって、そう思う！　けど、切り出すタイミングとかあるだろ!?」

「タイミングとか言い出したら、いつまで経たってもかなみんは言わんじゃろ？　もちろん、ちゃんと『告白』の結末も教えるつもりじゃ。――スノウよ、安心するがよい。こやつ、童わらわの見てる前で見事に振られおったぞ」

　続いて、僕が玉砕したことをスノウに伝えた。

「……振られた？……なんで？」

　心底不思議そうにスノウは僕を見る。どうやら、その結末が信じられないようだ。振られた当の僕よりも、驚いた表情していた。

「そ、それは僕もわからない。地上に戻って、すぐに告白したら冷たく拒否された……」

「…………」

　僕だってティティーと同じで隠しごとはしない主義だ。

　なので、一切包み隠すことなく答えた。ただ、それを聞いたスノウは無言だった。

　じっと僕の顔を見つめたあと、とても穏やかな声を出す。

「……振られたのなら、いいかな。元々、ラスティアラ様に一歩先んじられてたのはわかってたことだしね」

　そして、冷静に自分の立ち位置を把握し、目の明度を戻していく。いや、戻るどころか、一度も見たことのない力強い光を秘めた瞳を僕に向けた。

「たとえ、カナミがラスティアラ様を好きだとしても私の気持ちは変わらないよ。だって、もう私は絶対に最後まで諦めたくないから。だから、頑張るよ。カナミに好かれるように、私らしいやり方で」

　僕の知っているスノウならば考えられない台詞せりふだった。

　その成長を前に、僕は目頭が熱くなる。一年前に船旅をしていた頃は、洗濯と料理すらからも逃げていた彼女が、ここまで立派に成長したのだ。

　感動で僕が言葉を失っている間、ティティーが代わりに答えていく。

「おーう。いい顔をするのー……」

「だから、お姉ちゃん。頑張る私の味方になって、色々と応援してくれると嬉うれしいな？」

　ただ、スノウは成長した姿を見せると共に、流れるようにティティーに甘える。

　僕の目頭が急速に冷えていく。

「え、そこは平等の精神じゃから。誰かだけに肩入れとかそういうのは――」

「お願い、お姉様。スノウからの一生のお願い……！」

「お、お姉様とな？　ちょっと懐かしい響き……！」

　成長したのは心の強さだけではない。

　甘え方にも磨きがかかっていると、僕は気づく。スノウは鋭い眼光でティティーの表情を読み取り、最適なおねだりをしていっている。結果、見事に弱点を突かれたティティーは、孫を前にしたお婆ばあちゃんのような顔になっていく。

「う、うーむ、仕方ないのー」

「本当!?　ありがとう!!」

「うむ！　今日から童わらわはスノウを応援しようぞ！　かなみんとスノウの結婚、この童わらわが後押ししてやろう!!」

「ああっ、お姉様ってば寛大！　器が大きい！　本当に王様みたいだね！　うん、私の王様！　王様、ばんざーいばんざーい!!」

　スノウはティティーを煽おだてていくが、その言葉には少し問題があった。

「王様万歳……？　うっ、頭が……！」

　ティティーはトラウマを刺激され、頭を手で押さえる。その原因のわからないスノウは「王様、大丈夫!?」と肩を揺らす。それを見て、スノウは急成長していても、変わらないところは変わらないことを知る。上手いことやってるようでいて、実は悪い方向に進んでいるスノウを見ていると、少し懐かしい気分になる。

「スノウ、ティティーを王様って言うのは止やめてやってくれ。そう呼ばれることがトラウマになってるから」

「え？　ご、ごめん……！」

　すぐにスノウは謝り、ティティーは脂汗を額に垂らしながら笑ってみせる。

「いや、童わらわなら大丈夫じゃぞ。せっかくの仲間じゃ妹じゃ！　気分を取り直して、もっともっと色々とお話ししようぞ！」

「そうだね……。私もティティーと色々話したいかな。ただ、いま一番気になってるのは、さっきの千年前の話。詳しく聞きたいな」

　鋭い目つきでスノウは僕に話を促す。

「千年前の話か……。話すと長くなるし、この話は正直――」

　千年前の戦いは僕と『理ことわりを盗むもの』たちの問題だ。過去との因縁のない人間を巻き込んでもいいものかと少し迷う。だが、その迷いはティティーが断ち切る。

「確かに、千年前の確執に現代の人間を巻き込むのは心苦しいものがあるのう。しかし、使徒シスとの戦いに参戦する仲間には、話しておいたほうがいいと童わらわは思うぞ」

「……そうだな。スノウ、聞いてくれ。僕たち兄妹を助けて欲しい――」

　自分の知っている範囲で、千年前の話を始め――そして、助けを求める。

　僕が思い出した記憶は、使徒シスと聖人ティアラと妹の陽ひ滝たきの三人と過ごした日々。その後、陽滝が使徒シスのミスによって化け物となり、自暴自棄に戦い続ける僕を聖人ティアラが救うまでの物語。それをティティーが補足しながら、ゆっくりと丁寧に話していった。

　それは余りに荒唐無稽で、いまを生きる人間ならば一笑に付す話だろう。なにせ、大陸の伝説を否定し、その上で主要登場人物の始祖が自分であると言っているのだ。レヴァン教の信者相手に話せば、激げき昂こうの末にナイフで刺されてもおかしくはない。

　ただ、あっさりとスノウは、それを受け入れてくれた。

　スノウにとって千年前の伝説は、おとぎ話のようなものだ。その千年前に、僕がいようがいまいが余り実感がないらしい。千年前の世界から僕が召喚されたという話をしても「ふーん、そうなんだ。カナミならありえるかもね」だけで終わった。彼女にとって大事なのは、いま目の前にいる僕だけのようだ。

　おそらく、マリアあたりも同じ反応かもしれない。

　千年前と因縁があるのはディアとラスティアラだけだ。

　その二人に話すときだけ、慎重になれば良さそうだ。

　――その千年前の話は、夜まで続いた。

　ことのついでに、ティティーの物語も話してしまったからだ。僕の物語には淡白な反応だったスノウだったけれど、ティティーの物語にはかなり感情移入していた。

　二人は夜になっても夕食を終えても、延々と慰め合い、戯れ合い続けた。

　こうして、パーティーの結束を固めながら、夜が更けていく。

　本土での一日目が過ぎていく。

　旅が順調であることを喜び、スノウとティティーの話し声を子守唄に、僕はスノウの部屋の隅で眠りについたのだった。
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　次の日、一つのベッドで寝ていたスノウとティティーを叩たたき起こし、すぐにコルクを出ることを伝える。急ぐ旅ではないが、時間を無駄にしていいわけではない。

　夜更かしで眠そうな二人に準備をさせて、すぐ出発しようとする。

　ただ、スノウの部屋を出る前に《ディメンション》が、扉の外でうろうろしている人がいるのを僕は感じ取った。その人に挨拶をかけながら、スノウの部屋から出る。

「……おはようございます」

　部屋の外にいたのは、眉間に皺しわを寄せたクロエさんだった。その様子を見て、随分と前からここで待っていたことが窺うかがえる。

　クロエさんは一ひと頻しきり僕を睨にらんだあと、詰め寄ってくる。

「な、なにが、『おはようございます』ですか！　結局、スノウ様の部屋に泊まりましたね！　いかがわしい！　一体、スノウ様の部屋で何をしていたのですか!?　夜遅くまで、声が聞こえました！」

「……神に誓って何もしてません。ただ、昔話をしていただけです」

「ただ、昔話をするだけならば、別のところでも構わないでしょう！　なぜ、人払いをしたんですか!?」

　無罪であることを主張するものの、クロエさんは全く信用してくれない。

　聞かれたくない話があったと言い訳をしても無駄と早々に悟った僕は、返答に困ってしまう。すると、それを見かねたスノウが間に入ってくる。

「お願い、クロエ。カナミを責めないで。全部、私がお願いしたことなんだ。えへへ」

　何とか落ち着いてもらおうとスノウは作り笑いで対応したが、火に油を注ぐ結果となる。

「これ、昨日のクウネル様と同じじゃないですか！　英雄カナミ――こ、この変態!!」

　とうとう罵声を浴びせられた。確かに、彼女の視点からすれば、僕のせいで色んな女性が急変しているように見える。それも、かなり不自然に。

「すみません。そんなつもりはなかったんですが……」

「謝って貰もらっても困ります！　それよりも、いますぐこのコルクから消えてください！　あなたがいるとスノウ様が駄目になる!!」

「……今日にも僕は消えます。ただ、昨日の紹介状の紙に書いてあったとおり、総司令代理を辞任したスノウは、僕たちが連れて行きます」

「そ、それは駄目です！　スノウ様は、私たちのスノウ様です！　あのようなな命令、私は信じません！　何が無期限の休息辞令ですか！　おかしいでしょう!?」

　クロエさんは手に例の辞令書を持っていた。

　そして、それを握り締めて怒りを露あらわにする。

「しかし、それは本物です。確認して貰っても構いません」

「どうせ、フーズヤーズのお姫様を誑たらしこんで手に入れたものでしょう！　だから、いかがわしいって私は言っているんです!!」

　それが本物であると主張すれば、今度は人格の非難が飛んできた。

　どれだけ冷静に話しても、全く納得してくれる気配がない。

　僕は困り果てる。その面倒をティティーも感じ取ったのか、僕の腕を手に取って、前に突き出させようとする。

「うーむ、めんどい……。かなみん、そいつの胸に手を突っ込めば一発じゃぞ？　ほら、やれやれい」

「《ディスタンスミュート》のことか？　同意なくやれるか、馬鹿。あと変な言い方するな。勘違いされるだろ……！」

　心を繫つなげる魔法の使用を促されたが、フーズヤーズ大聖堂での出来事が記憶に新しい僕は拒否した。

「同意があれば、胸を触るつもりなんですか……!?　やっぱり!!」

　クロエさんは自らの胸を両腕で隠して、一歩後ずさりした。

「や、やっぱりって……」

　もうクロエさんの中の僕の人物像はボロボロだ。

　取り返しがつかないかもしれない。

「何をされても私はあなたを認めませんから！　コルクの町を任された副官としても、絶対に引けません！　スノウ様がいなくなれば、それを機に『北連盟』が攻めてくるのは確実です！　現在、『境界戦争』の海戦のほとんどが、スノウ様の力で持っているようなものなんですよ!?　スノウ様の力は絶対っ、ここに必要な方なのです！　いまいなくなってしまえば、あらゆるバランスが崩れてしまいます！　国のため……いえ、世界のためにも！　絶対に通しません!!」

　すぐにクロエさんは一歩下がった分だけ前に出て、僕の前に立ち塞がった。

　そこには国を守る軍属の一人としての誇りが垣かい間ま見みえる。

　ただ、その誇りに真っ先に反応したのはティティーだった。

　彼女の言葉に思うところがあるのは、その表情からわかった。

「……そこまで言われると弱ったのう。この時代で手は出すまいと思っておったが、仕方あるまい。ならば、童わらわがクロエ・シッダルク殿の不安を解消してやろうか。どれ、いまのスノウの仕事を教えてみよ」

「スノウ様の仕事をですか……？　たとえ、あなたほどの魔法使いでも解消などできませんよ。スノウ様の仕事は北の襲撃に備えて、ここを守り、民を纏まとめ――」

「なるほどな。もう大体わかったぞ。ならば、童わらわがちょっと戦場に行ってきて、その『北連盟』とやらを動けなくしてこよう。それならば、問題あるまい」

「な、なっ――!?」

　その無茶苦茶な話にクロエさんは驚き、言葉を失う。

　ティティーは力技に出ようとしていた。その様子から、何があってもスノウを連れ出そうとしているのがわかる。おそらく、この砦とりでのスノウに頼りきりの状態が気に入らないのだろう。

「――ティティー！」

　僕は大声をあげて止めた。『風の理を盗むもの』ロード・ティティーの王時代を知っている僕は、彼女なら有言実行すると知っているからだ。

「案ずるな、かなみん。ちょっと行ってきて、ちょちょいっと向こうの総司令を行動不能にするだけじゃ。要は、平等に両方とも将がいなくなればいいのじゃ。自動的に少しの間、戦争が機能しなくなる。簡単な話じゃろう？」

　ティティーは大真面目に話す。

　そのふざけた話を本気で提案しているとクロエさんはわかり、声を震わせる。

「そんな馬鹿な真ま似ね……。いえ、たとえそれができたとしても、まだ……」

「ならば、向こうの前線を崩壊させたら、そのときは納得するか？」

「そ、そういう問題じゃないんです！　私は、そこの男の都合でスノウ様がここを去ることに納得がいかないんです！　スノウ様の力は、たった一人の都合で使われていいものじゃない!!」

「おぬしは本当にスノウの力が好きなのじゃな。しかし、これに納得できぬというのならば、童わらわはあっちもこっちも全滅させてスノウを連れて行くしかなくなるのじゃが……」

「あっちもこっちもって……!?　そんなこと……！」

　淡々とティティーは解決策をあげていく。

　だが、その全てが余りに突飛で、クロエさんの思考が追いついていない。

　いまにも膝を折りかけそうなクロエさんを見て、ティティーは頭を搔かく。

「……むむっ。……苛いじめ過ぎたの。すまぬ、少し我を失ったようじゃ」

　個人の強大な力なんて碌ろくなものでないから頼るなと遠まわしに伝えたかったのかもしれないが、その結論に辿たどりつく前にクロエさんの心が折れてしまった。

　守護者ガーデイアンのプレッシャーに当たっているだけで、常人ならば気絶ものだ。

　むしろ、よくここまで持ったほうだ。

　ティティーは申し訳なさそうな顔になって、続きを話す。

「あー、クロエよ。本当に心配はいらん。なにせ、あと数日で『北連盟』は崩壊する。同盟の盟主である『統べる王ロード』が消えるからじゃ。もちろん、裏で操っているアイドも消える。童わらわたちの手によってな」

　そして、仕方なく僕たちの旅の目的を明かした。

「『北連盟』の『統べる王ロード』が消える……？　それはどういうことですか……？」

「いまからかなみんと童わらわで、その二人を消しに行くということじゃ。その暗殺計画にスノウも同行させようと、連合国のトップである『現あら人ひと神がみ』ラスティアラ・フーズヤーズが指示した。『英雄』に『英雄』を足しての戦力強化じゃな。その決定に反対するのは、軍属の者としてどうかと思うぞ？」

「そんな話……、私は聞いてません……」

　ティティーは適当な作り話で丸め込もうとする。

　少しずつ弱々しくなっていくクロエさんの声のあとに、次はスノウが続いた。

「ごめん、クロエ。私、行ってくる」

「スノウ様……」

「昨日は舞い上がって変なこと言っちゃったけど、いまは冷静だから安心して」

　沈むクロエさんの肩を抱いて、先ほどのティティーの作り話に乗り、彼女を納得させようとする。

「ここでカナミと北へ行くのは『南連盟』にとって勝利の道だと私は思ってる。もちろん、私自身がカナミと一緒にいたいって願望もあるけどね」

　尊敬するスノウに諭され、クロエさんは唇を嚙かんで、徐々に現実を受け入れていく。

「クロエが私に期待してくれてるのはわかってる。けど、ごめん。それには応えられない。クロエが私と一緒にいたいように、私はカナミと一緒にいたいんだ……。だから、私を行かせて」

「……そう、……みたいですね」

　その言葉をクロエさんは否定できなかった。

　顔を俯うつむけて、ゆっくりと僕たちから離れていく。そして、またクロエさんは最初と同じように僕を睨み出す。けれど、続く言葉は、先ほどとは大分違ったものとなる。

「カナミ様！　スノウ様を泣かせたら、絶対に許しませんから！　それだけは覚えていてください!!」

「……うん、わかってる。しっかりと覚えておくよ」

　クロエさんと約束する。僕が承諾したのを見て、彼女は一度だけ深い溜ため息いきをついて、僕たちの旅の移動手段を確認してくる。

「仕方ありません。いま、みなさんの馬車の用意をします。馬車でいいんですよね？」

　一時はどうなるかと思ったが、ティティーとスノウのおかげで説得は成功したようだ。『南連盟』の彼女を味方につけたことで、これからの旅路は、さらに楽になるだろう。

「助かります。ここからの陸路はどうしようかと思ってたところなんです」

「道中で面倒ごとが起きないように、こちらで色々と手配しておきましょう。ここで使ってる地図もお渡しします。確か、コルクからダリルまで向かう予定ですよね？」

「はい、そこから北にある新興国に入ろうと思っています」

「新興国……。例の『統べる王ロード』と『宰相』が作った『ヴィアイシア』ですね」

「はい、ずっと僕たちは『ヴィアイシア』を目指して、旅をしています」

　わかってはいたが、アイドの興した国の名は『ヴィアイシア』だった。

　かつてと同じ土地に、同じ国を作ろうとしているのは想像に難くない。

「それならば、北の山脈に沿っていくのが一番でしょう。道順のほうは――」

　スノウさえ振り切ってしまえば、クロエさんは本当に有能だった。とんとん拍子で話は決まっていき、小一時間も経たたぬ内に、僕たちが使う馬車が砦の外に用意された。

　その馬車の中には、旅に必要であろうものは全て揃そろっていた。よく見れば、『リヴィングレジェンド号』の中にあった私物も入っている。

　そして、出発前にスノウとクロエさんは、別れの挨拶を済ませていく。

「ありがとう、クロエ。あとはよろしくね」

「いいえ。私の我がままで、みなさんを困らせてしまいました。……細かな手続きのことは私に任せてください。スノウ様は憂いなく出発してください」

「うん、行ってくる……！」

　その別れを、ティティーは誰よりも真剣な表情で見ていた。

　彼女の胸中にある感情は複雑だろう。同じ人生など二つないと頭でわかっていても、過去の自分とスノウを重ねている可能性は高い。

　先の発言を反省して無言で見守るティティーの姿は、いつもより少し大人びて見えた。過去に死した守護者ガーデイアンでありながら、どこか成長しているように感じる。

　こうして、僕たちはコルクから本土の中央にある噂うわさの『第二迷宮都市』ダリルに向かって出発する。そこにいるマリアを拾えば、最終目的地の『ヴィアイシア』はすぐそこだ。間にいくつか戦場を挟んでいるものの、僕の魔法ならば問題なく素通りできる。

　もちろん、いま『ヴィアイシア』にアイドたちが絶対にいるという保証なんてない。

　けれど、僕とティティーには予感があった。

『現在』の『ヴィアイシア』こそが、『帰り道』の終着点となる。

　その予感を胸に、僕は馬車を走り出させた。







４．続く再会







　クロエさんに用意して貰もらった馬車は小さかったが、一目で軍内でも至高のものであるとわかった。内装が整っているのはもちろんのこと、何よりも動力となる軍馬の質がいい。車輪の造りも立派で、いい人材と金がかかっているのは間違いない。

　おそらく、一度の旅くらいでは壊れることはないだろう。

　コルクの町でスノウを仲間に迎えた僕たちは、西に向かって馬車を走らせていく。

　目下の目的地は、パリンクロン戦の跡地であるダリル。

　ラスティアラとスノウの情報だと、そこにマリアとリーパーがいるらしいので、その二人を回収してから、進路を北に変えるつもりだ。

　御者台で手綱を握り、整地された街道を進む。一年前は馬で強引に走りきった道だが、今回は馬車なのでゆったりと進むことができる。

　地理は把握できるし、厄介そうな軍隊の集まりも《ディメンション》で避けてるので、もう丸一日近く問題は起きていない。このまま行けば、あっさりと到着しそうだ。

　ただ、一つだけ問題があった。

　それは軍隊でなく、夜盗でもなく――街道のモンスターだった。

《ディメンション》が巨大な体たい軀くと魔力を感じ取り、仕方なく僕は道を変更する。

　とにかく、本土は大型モンスターが多いのだ。そうそう遭遇することはないだろうが、広域に展開中の《ディメンション》のせいか大量発生しているように感じる。

「大型モンスターが多いな……。これ、交易とかちゃんとできてるのか……？」

　純粋な疑問だった。その答えは馬車の中にいる後方のスノウが教えてくれる。

「あの『大災厄』から、ずっと世界各地がこんな状態だね。けど、交通量はそんなに変わらないよ。代わりに人の賊は減ったから、街道の危険は余り変わってないんだ」

「そうなのか……。しかし、大型のモンスターの発生か。パリンクロンのやつが『世界奉還陣』を暴走させたのが原因だろうな……」

「単純に、大地の崩壊でモンスターたちの環境が変わったのもあると思うよ？　世界の底にあったって言う魔力が漏れたせいかもしれないけど……」

『世界奉還陣』の影響について考察していると、ティティーも口を挟んでくる。

「魔力のせいに一票じゃー。経験上、こういうのは大体魔力が悪いのじゃ。千年前も魔力のせいで、色んな事件が各地で起きておったからのー」

　長生きな彼女の経験は貴重だ。

　その言葉を踏まえて、さらに考察を深めようと顎に手を当てる。

　千年前の記憶では『魔力』を『毒』と表現していることがあった。もしかしたら、僕が異世界ならば存在して当然と思っている『魔力』は、本来この世界にあってはならないものなのかもしれない。

『魔力』のせいで人の姿は歪ゆがみ、『魔力』のせいで大型モンスターは暴れ、『魔力』を使う魔法のせいで『代償』なんてものがまかり通る。

　確か、使徒であるシスは『魔力』について詳しそうだった。次に会ったときは、それとなく聞き出してみるのも悪くないかもしれない。

　旅の空いた時間を使って、気になっている情報を頭の中で整理していく。

　ただ、それを真面目に行っているのは僕だけだった。

　後方の馬車で休んでいる二人は、ときおり質問には答えてくれるものの、基本的には暢のん気きなものだ。二人で楽しそうにおしゃべりして、遊んで、食べて、寝ている。

　とにかくスノウがティティーに、凄すごく懐いてるのだ。そして、それをティティーが嫌がらず、可愛かわいがりに可愛がってやるものだから、いつの間にか姉妹のような関係になっている。

「おまえら、暑くないか……？」

　いま、スノウはティティーに膝枕してもらっていた。

　言葉だけでなく、肉体的接触も多い彼女たちは、見ているだけで暑苦しい。

「んーん。暖かくて落ち着く。カナミにも、してもらいたいくらい」

「いや、それは流石さすがに恥ずかしい……」

　それを行っている本人は暑くないようだ。それどころか、目を光らせて、僕の膝をも狙っていた。スノウのやつ、周りにラスティアラたちがいないからやりたい放題だな。むしろ、いましかないと思って、全力なのかもしれない。

「うん、知ってた。だから、ティティーお姉ちゃんにしてる。カナミは恥ずかしがり屋だもんねー」

「かなみん、童わらわも悪くはない気分じゃぞ。むしろ、Win-Winウインウインの状態じゃから気にするでない」

　いや、見てる僕が暑くなってくるから言っている。

　どうやら、被害を被っているのは僕だけのようだった。

「スノウはともかく、ティティーのほうも随分と気に入ってるな。正直、ティティーはスノウを気に入らないんじゃないかって思ってた」

　あのスノウが立派に総司令代理を務めていると聞いたとき、ティティーは同属嫌悪を示すのではないかと心配していた。過去の失敗した自分を見るのは、誰だって嫌なものだ。それでスノウはローウェンのことを一方的に嫌っていたこともあった。

「……それがのう。本当にスノウは他人のような気がせんのじゃ。中身は童わらわに似て、外見はセルドラのやつに似ておる。懐かしさすら感じるほどじゃ」

　似ていることはティティーも理解していたらしい。

　そして、とても珍しい名前が出てきた。

「セルドラ……？　おまえの記憶を見たときに、少しだけ登場したやつだな。なあ、そいつのことを聞いてもいいか？」

「うむ。他でもないかなみんの頼みならば、断れまいて」

　余り過去を掘り返すのはよくないと思ったが、あの戦いを乗り越えたティティーは平気そうだった。五十層の守護者ガーデイアンティティーを説得で撃破した報酬だと思い、遠慮なく聞くことにする。

「まず、そのセルドラってやつは『理ことわりを盗むもの』なのか？　もし、そうなら迷宮の七十層以降に出てくる可能性がある」

「うむ。あやつは『理を盗むもの』じゃと本人から聞いた。ただ、『理を盗むもの』になったのは最後のほうじゃったから、その力のほとんどを童わらわは知らぬ」

　最後のほう……？

　ならば、セルドラってやつは素の力で、あの時代の総司令になったって言うのか？

　ティティーと肩を並べられる力を、自らの才だけで得ていたのならば恐ろしいことだ。

「できれば、そのセルドラって人のことを詳しく聞いておきたい。あと千年前の戦争で出てきたのは、ノスフィーの三騎士に使徒あたりか。この人たちのことも頼む」

「三騎士の内、まだ出てないのはファフナーのやつじゃな。……すまぬが、ファフナーのことは、よく知らぬ。あやつ、童わらわとの一対一を最後まで避けておったからのー。知っておるのは、あやつが『血の理を盗むもの』であることくらいじゃ。使徒のほうは、ディプラクラのやつと少し話したのみ。ただ、そのときは一方的に謝られただけで、碌ろくな話はしておらん」

　どうやら、千年前の『理を盗むもの』たちは互いに名前は知っていても、直じかに会ったことは少ないようだ。

「セルドラのやつは、童わらわの配下じゃったから詳しいぞ。あやつはこのスノウと同じく『竜ドラゴン』の『魔人』じゃった。それだけでもかなり強いと言うのに、天はあやつに戦いの才覚まで与えおってな。とにかく強かったぞ。確か、『無の理を盗むもの』になったと報告で聞いた覚えがある」

「やっぱり強いんだな……。そこはいつものことだから諦めてるけど、それよりも人柄のほうを教えてくれないか？」

　正直、守護者ガーデイアンとの戦いで重要なのは、その人となりだ。

　それによって、難易度が大きく変わる。

「そうじゃのー。あやつはぶっきらぼうで雑なところがある。そのせいで、弱い者の気持ちを理解できず、厳しい言葉を口にしてしまうことが多かった。ただ、根は悪いやつではないぞ。その自らの短所を理解し、できるだけ弱い者の助けになろうとしておった」

　その人物評に少しだけ安心する。

　思えば千年前のティティーの革命に付き合ったのは、セルドラの中にも人を救いたいという心があったからだろう。心優しい竜人ドラゴニユートさんのようだ。

「ただ、どれだけ人助けを重ね、どれだけ感謝の言葉を受け取ろうとも、あやつが心から笑っておったのを見たことは一度もなかった。おそらく、それがあやつの『未練』に関わっておると、童わらわは睨にらんでおるのじゃが……」

「い、一度も笑ってない？　セルドラの『未練』は笑えなかったことでいいのか？」

　ティティーとセルドラは同じ孤児院の出だ。

　一時期は親友同然だったので『未練』のあたりもついているようだ。守護者ガーデイアンである彼と出会ったとき、とても助かる話なので詳しく聞き出そうとする。

「厳密には違うな。あやつには病気があって、それを治すのが『未練』と言ったほうがよいかもしれん」

　ちょっと雲行きが怪しくなってきた。

　やはり、どの守護者ガーデイアンも一筋縄でいかなさそうだ。

「結局、童わらわは王になって余裕がなくなり、その病気とやらを真に理解することはできなかったが……『酷ひどく退屈になる病気』じゃと、本人が言っておったのは覚えておる。普通に暮らすのが退屈で退屈で、堪たまらなく耐え難いらしい。その結果、あやつは『異世界』へ逃げたがっておった。最終的には北の民であることを否定するどころか、この世界の人間であることすら否定しておったからの……。だからか、『異邦人』のかなみんには積極的に協力しておった。全てが終わったあとは、一緒に異世界に行こうと二人で『契約』していたはずじゃ」

「僕の世界に来たがっていたのか？　変なやつだな」

「ああ、変人じゃ。セルドラのやつは総大将でありながらも、『魔人』でありながらも、それでも北の民ではなかった。この世界の人間ですらなかった。誰とも馴なれ合うこともない。……生まれながらの孤独な強者じゃった」

　北の王であったティティーは、友であったセルドラが北の民であることを否定したことを悲しく思っているようだ。目じりを下げて、彼を評する。

　少し納得がいった。地下でティティーが北の民たちと別れを告げたとき、セルドラの姿はなかった。単純に人数が多過ぎて見落としたのかと思ったが、北の民ではなかったという理由で、そこに彼はいなかったのだ。

　それと、素性だけでなく、人となりのほうもわかってきた。

　一番大事なのは、セルドラが異世界に行くことを目標としていること。そこを邪魔さえしなければ、協力者になれる。それだけは絶対に覚えておこう。

「そう怖い顔をするでない。何度も言うが、悪いやつではないぞ。むしろ、お人ひと好よしじゃ。童わらわから受けた恩を返すため、何の愛着もなくなった我が軍の総大将までやってくれたやつじゃからな。千年前は渦か波なみとも仲が良かったようにも見えた。……ははっ、ちょっと懐かしいのう。そう言えば、かなみんの世界の兵器を魔法で再現しきったのはあやつだけじゃった。まっ、あの『未練』が変わっていなければ、敵になることはあるまい。大丈夫じゃろう」

「そうだな。いまの僕は、迷宮の仕組みをよく知ってる。ちゃんと話し合えば、戦闘になることだけは避けられる。きっと大丈夫だ」

　ただ、こう大丈夫大丈夫と繰り返すと全く逆のことが起きそうで怖い。

　僕の世界で言うところのフラグってやつだ。

　……念のため、セルドラと戦闘になることは想定しておこう。

　経験上、そう僕は心の中で思ってると、ティティーの膝元で寝転ぶスノウが口を挟んでくる。

「セルドラさんって私と同じ竜人ドラゴニユートだけど、中身は正反対な人なんだね。私は退屈を嫌ったことなんて子供の頃くらいかな？　いまは、退屈大歓迎。できれば、カナミと一緒にどっかで長閑のどかに暮らしたいし」

「それは、みんなを助けたあとな……」

「わかってる。みんなを助けたら、色んなことをしようね。……けど、カナミのいた世界かー。ちょっと私も行ってみたいかも」

　スノウはティティーの膝上で、ごろごろしながらセルドラと同じものに興味を示す。

「ほう。童わらわは興味ないが、スノウは違うようじゃの。ならば、全て終わったあとにでも旅行してみるといい。次元魔法使いのかなみんなら、いつかは可能じゃろうて」

「そうしよっかな。カナミのご両親にも挨拶しないと駄目だしね！」

　ぼ、僕の両親――？

　いや、いま僕には、妹の陽ひ滝たきしかいない……。

　そうだ。もう随分と前に、そうなったのだから――

「いや、僕に両親はいないから、それは無理だよ」

「え……？　あ、ごめん……」

　隠すことはないので、それを僕はスノウに伝えた。

「スノウも似たようなものだろ。気にしなくていい」

「そうだね。いまのお義か母あ様は、どっちかと言うと口うるさい叔母様みたいな感じで、親って感じじゃないからね。えへへ、お揃そろいだね」

「だからと言って、こういうのがお揃いで喜ぶのはおかしいと思うけどな……」

「嬉うれしいものは嬉しいから仕方ないよ。……ええっと、それで私も異世界には連れてって貰もらえるのかな？　そのセルドラさんって人のついでに」

「ああ、もちろん。構わないさ。セルドラを連れて行くときは、スノウも一緒だ」

「やったあ！　楽しみだなー!!」

　スノウはティティーの膝から飛び上がって、全身で喜びを表現する。

　んー……。いま、大罪を犯す約束をしてしまったような気がする。僕の世界の全生物から恨みを買った感覚だ。僕の世界にスノウを連れて行くのは、とんでもない危険物を持ち込むのと同義なような……。

「ははっ。よかったのう、スノウ」

「ありがとっ、お姉ちゃん！」

　苦笑いする僕の隣で、ティティーだけは純粋な気持ちでスノウを祝福していた。

　それに対してスノウは、姉代わりの彼女に抱きついて感謝を伝えた。

　――とても平穏に、僕たちの馬車の旅は進んでいく。

　ただ、定期的に《ディメンション》にモンスターが引っかかるのだけは避けられない。また進行方向にモンスターを見つけて、僕は顔を顰しかめる。

　今度は巨大な団子虫みたいなやつだ。

「どうしたのじゃ、かなみん？」

「いや、また進行先に大型モンスターがいるんだ」

「モンスター多過ぎじゃのう。童わらわは倒してもいいのじゃが……、迂う回かいして避けるか？」

「迂回しよう。できれば、真っ直すぐ行きたかったけど、仕方ない」

　旅は平穏だが、その代わりに時間が余分にかかっている。

　それでも、いまは時間よりも安全が大事だと判断して、この地域に詳しいスノウから別のルートを聞き出そうとしたとき――巨大団子虫のモンスターの動きに、特定の目的があると気づく。

「あ、いや、ちょっと待って……。これ、もしかして何かを追いかけてるのか？　進行方向の先に人がいる……？」

《ディメンション》を広げると、僕たちと同じように馬車で移動している団体を見つけた。馬車は四つあり、キャラバンと呼んだほうがいいかもしれない。

　そのキャラバンをモンスターは追いかけているようだ。

　それを聞いたスノウは、仕事人の顔となる。

「道を急ぎ過ぎて、大型モンスターに見つかった商人さんかな？　最近はモンスターが多いから、ちゃんと移動時のマニュアルを私が作ったのに……。んー、やっぱり、簡易なものでも、『正道』に似たやつがいるかぁ……」

　癖のように国の改善案を口にしてた。なんだか、ずっと寝ずに仕事ばかりしていた人間が、辞めたあとも働くことを考えてしまう状態みたいだ。

　そう思いながらキャラバンの面々を《ディメンション》で確かめる。

　正直、予感があった。そして、それは的中する。

「ああ、やっぱりこれ……。――仕方ない。助けに行こうか」

「む、即断じゃな」

「知らないやつじゃなかったからね……」

「ん……？　ああ、そういうことか。では、急ごうかのう。大型モンスターは誰がやるのじゃ？　できれば、童わらわがやりたいのじゃが。職業勇者的に」

　すぐにティティーは話を察して、戦闘の段取りを決め始める。

　スノウも迷いなく立ち上がって、準備運動をしながら発言する。

「私は何でもいいよー。希望はカナミにいいところを見せたいってくらいかなー」

　先の仕事病の発言といい、本当にスノウは変わったものだ。

　前のスノウならば、見知らぬ他人の救助なんてお留守番を希望していたはずだ。

「いや、戦闘はティティーだけで十分だから、スノウは僕と一緒に人の救助をしてくれると助かる。ティティーの攻撃の余波を防ぐことに集中してくれ」

「ん、わかった」

「それじゃあ、再救出作戦の開始だ」

　鞭むちを打って馬車のスピードを上げ、大型モンスターに僕たちは近づいていく。
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　戦いはジフィアススピアとの戦いの焼き直しに近かった。

　違いといえば、戦場の環境だけだろう。

　海でなく陸。たったそれだけの条件差で、勝負は一瞬で決まる。

「前は握りが甘かったからの！　今度はしっかりと振り抜くぞ！　食らえ！――《絶衝風撃・改》!!」

　敵の真上で、ティティーが剣を振り下ろす。

　それだけで広範囲魔法と同じ結果が訪れる。耳の機能を奪うほどの大爆発音が響き、街道にクレーターができる。当然、モンスターである団子虫は潰れて息絶えた。

「――《ドラグーン・ウェイブ》!!」

　その一撃の余波を、スノウが振動魔法で相殺した。

　つい先日、連合国で大量の魔石を吞のんだ僕は、その魔法の詳細がわかった。無属性の魔法に、少々スノウのアレンジが入っているようだ。魔法を唱えたときの声の振動を、竜の魔力で増幅させ、振動の壁を作っている。

　ほぼ魔法をコンプした僕でも、それを再現することは出来なそうだ。いまのはスノウが竜人ドラゴニユートでマイナーな古代魔法というものに精通しているから可能な魔法だ。

　一年前にはわからなかったスノウの強みを確認しつつ、僕も飛来する石に備えて剣を構える。ただ、スノウの完璧な魔法によって、欠片かけら一つすらキャラバンを襲うことはなかったので、それは杞き憂ゆうに終わった。

　スノウが自慢げに僕のほうを見てきたので、軽く笑顔で応える。

　対して、ティティーは眉をハの字にしていた。

「ちょ、ちょ――っとやり過ぎたかのう……？　うーむ。剣を使っての全力攻撃は、匙さじ加か減げんがわからぬ……」

　風と銃剣バヨネツトの扱いは完璧かもしれないが、まだ大剣は未熟のようだ。

　自分の起こした惨状の中心で、腕を組んで唸うなっていた。すぐに僕は《ディメンション》で周囲の安全を確認して、優先的に守っていた後ろの少女に声をかける。

「やあ、クウネル。また会ったね」

　面白い再会だったので、少しだけ意地悪い笑顔になってしまう僕だった。

「ま、またあ!?　なんでぇ!?　こんなん、絶対おかしいやろ!!」

　その僕の顔を見て、昨日コルクから逃げたはずの少女クウネルは素の口調で悪態をつきまくった。

「こっちが先に出て、その上、結構急いだのに！　ち、畜生ー!!」

　平原にクウネルの叫び声が響く。

　しかし、冷静に考えれば当然の話だ。

　僕たちが彼女のキャラバンに追いついたのは、単純に人数の差だろう。

　こっちは二十人は乗れる馬車に、三人しか乗っていなかった。それに比べて、クウネルは団体行動だ。その状態で、モンスターに襲われてしまっていては、追いつかないほうがおかしい。

　僕がクウネルとの再会を愉たのしんでいると、キャラバンの一つから見知った顔が出てくる。例の正統派のお姫様だ。

「あら、カナミ様ですか？　ふふっ、また助けられてしまいましたね」

　彼女の気品に合わせて、少し芝居がかって軽く英雄とお姫様のシーンを作ってみる。

「ご無事でしたか？　皆さんならば、先のモンスターから逃げ切ることはできそうでしたが、知らぬ仲ではなかったので手を出してしまいました。どうかご容赦を」

「いえ、助かりました。やはり、カナミ様は心優しい方ですね。またお会いできて、わたくしは嬉しいです。ふふっ」

　和やかに僕たちは笑い合う。ただ、隣のクウネルは滅め茶ちや苦く茶ちや不満そうな顔をして「いや、放っといてくれたほうが、あてらは嬉しいって……」と呟つぶやいていた。

　それと不満なのは彼女だけではないようだ。

　クレーターから出てきたティティーが、状況を見て唸り続ける。

「うーむ。そして、また手柄はかなみんへ。やはり、そういうものなのじゃなあ……」

　せっかく自分がモンスターを倒したのに、お姫様と話しているのが僕で不満なようだ。キャラバンの感謝の眼まな差ざしも、今回はスノウのほうに集まっている。遠くで仕事用の顔になっているスノウが、キャラバンの同行者たちから感謝を受け取っていた。

「ああぁあ、やっぱり魔王様もいるしい……。会長、あてになんか変な『呪術』かけてませんよね……？　こう、運命を繫つなげる『契約』系のやつとか……」

　クウネルはティティーの登場を見て、渋い顔で僕の魔法を疑ってきた。

「いや、何もかけてない思うけど？」

「なら、これは偶然？　いや、会長の偶然って『契約』よりあかんような……。ああー、あとちょっとで『第二迷宮都市』ダリルまで逃げ込めたのにぃ……」

　僕が傍はた迷めい惑わくな人間であるような台詞せりふを吐かれてしまい、心外だと思った。

　いつだって僕は、穏便にことを済ませようと努力して生きている。

「あ、ちなみに次の会長の行き先ってどこなんです？　できれば、早めに会長と離れたいんですけど……」

　もう本心を隠すことなく、クウネルは僕たちから逃げるために行き先を聞いてくる。その素直さに免じて、こちらも行き先を隠すことなく答えてあげる。

「目下の目的地は、『第二迷宮都市』ダリルだね。そこにいるはずの仲間たちを拾ってから『北連盟』に入って、『ヴィアイシア』まで行くつもりだよ」

「途中まで道が一緒ですね。あてたちも『第二迷宮都市』ダリルを通るので……。あー、なんであてはレギア国を西のほうに作ったんだろー」

「諦めて、一緒に行かない？　途中までなら大丈夫だって。たぶん、問題が起きるのは『北連盟』に入ってからだと思うから」

「いや、あての勘が言っています。いま世界で一番やばいのは『第二迷宮都市』ダリルだと……」

　神妙な顔でクウネルは首を振る。

　そして、僕でなくティティーに話しかける。

「魔王様ならわかると思いますが、いまあそこには例の暗雲がかかってます。千年前と同じなんですよ」

「なんじゃと……。あの消えぬ暗雲のことか？」

「千年前ほど濃くはありませんが、間違いなく同一のものです。あてには、千年前の凄惨な事件が繰り返される前兆にしか思えません」

「ふむ。確かに、世界が荒れ出したのは暗雲がかかってからじゃったな」

　千年前、世界は暗雲に包まれていたと、ローウェンやリーパーも言っていた。

　僕が思い出した数少ない記憶の中でも、いつも暗い空ばかり見ていた気がする。

「だから、会長と一緒に『第二迷宮都市』ダリルには入りたくないんです！　あそこに会長が入ると、絶対なんか起こる！　で、なんやかんやで付き合わされる！　で、また無駄にレベルが上がる！　これ以上、健康診断のときに神官さんたちから白い目で見られるのは嫌やー！」

　迫真の表情でクウネルは自らの気持ちを主張し終えた。

　どうやら、いまの彼女のレベルは仲間の吸血鬼ヴアンパイアたちを吸って上がった分だけでなく、僕と一緒に冒険して上がった分もあるようだ。

　この前の『繫がり』で得た情報は本当に最低限だったみたいだ。僕の知らないクウネルと相あい川かわ渦か波なみの冒険は、まだまだありそうだ。

「だそうじゃ。かなみんよ、どうする？」

「色々と詳しそうだから、途中まで付いて来て欲しいのが本音かな。クウネル、当事者じゃないって言っても、この千年で独自に色々調べてるっぽいし」

「うむ、そうじゃの。というわけで……はい、捕獲！」

　ティティーは予備動作の少ない動きでクウネルの背後に回り、抱きついた。

「デ、デスヨネー」

　あっさりと捕まったクウネルは身体からだから力を抜いた。僕たちに助けられた時点で、こうなることは薄うつすらと予感していたようだ。大した抵抗もない。

　ただ、正統派お姫様だけは、その一連の流れに口を挟む。

「あ、あのクウネルちゃんを離してあげてください！　どうか、お願いします！」

　その真っ当な意見を前にティティーは「むむむ」と唸るが、すぐにクウネル自身から白旗宣言があがった。

「フローラちゃん、ありがとうございます。けど、もう諦めてるからいいです。きっと今回の旅は、最初からこういう運命だったんです。ギリギリのところまで付き合うしかないんです……。とほほのほ」

「クウネルちゃん、本当に構わないのですか？　横から見てると、その、酷ひどい状態ですが……」

「恐ろしいことに、これがこの人たちの愛情表現なんです……。もう仕方ありませんので、途中までは『開拓地』の英雄様一行と共に行きましょう。あては会長のところで世話になりますので、キャラバンのほうはフローラちゃんでよろしく頼みます……」

「は、はあ……。クウネルちゃんがそれでいいのなら……」

　これから僕たちがするであろう要求を先に察して、クウネルは迅速に話を纏まとめていく。そして、混乱しつつも僕たちの様子を見ていた兵たちは、正統派お姫様の指示に従って、キャラバンの陣形を元に戻していく。残されたクウネルだけは、僕たちの馬車のほうに合流していく。護衛の騎士たちを一人もつけず、たった一人でだ。

　そのことから、クウネルの僕たちへの信頼が見て取れる。

　全員が各々の馬車に戻り、すぐに旅が再開していく。

　蹄ひづめの地を踏む音が何重にもなって、馬車を揺らし始める。ちなみに御者台では僕が鞭を振るっている。単純に索敵能力が高いというのもある。だが、それ以上に、僕の次に索敵能力が高いであろうティティーに御者台を任せるわけにはいかない理由があった。

「――しっかし、すっごく怯おびえられてますね。魔王様」

　その理由をクウネルが、はっきりと口にする。

　つまりは、そういうことだ。

　いまも周囲で並走する馬車から、鋭い視線が突き刺さっている。

　兵や要人たちが、興味深そうに馬車の窓から顔を覗のぞかせては僕たちを見ているのだ。ただ、ティティーが御者台に顔を出すと、その視線全てが一瞬で別方向を向く。

　海と陸でのティティーの活躍を見て、誰もが思っているのだ。

　あれは凄すごいが、関わるのはやばい。決して目を合わせるな……と。

　そのあからさまな態度を見て、ティティーは口を尖とがらせて拗すねる。

「むう……。そうやって、クウネルが童わらわを魔王魔王と呼ぶからじゃぞ。みんなが怯えるから、童わらわのことは勇者様と呼べい。勇者様と」

「確かに、それもあるかもですね。かといって、魔王様を勇者様と呼ぶのは何か違うような気がするんですよねー。まあ、そもそも勇者って何だよっていうのもありますが」

「……童わらわに勇者は似合わぬか？」

　突然、ティティーは真剣な表情で問いかける。

　察しのいいクウネルは、その質問に飾ることなく答えていく。

「端的に言えば、その通りです。いや、魔王って渾あだ名なが似合うってわけでもないんですけどね。こうやって話してみると、千年前に遠目で見たときの印象と全然違って、そんなに怖くありません。魔王でも勇者でもなく……もっと親しみやすい別の愛称が欲しいですねー」

　きっと彼女も、僕やライナーと同じでティティーを『近所の変なお姉さん』と感じているのだろう。いまや、最初に会ったときのような緊張感は完全に消え失うせていた。

「……そうか。……千年前を生きたおぬしからそれを聞ければ、もうよいか」

　それを聞いたティティーは少し残念そうに――けれど、満足げに溜ため息いきをついた。

　彼女と繫がっていたことのある僕だからわかる。

　いまのクウネルの「魔王は似合わない」という答えは、望外の奇跡だった。

　他国の民とはいえ、千年前を知る一人から、ロード・ティティーは王の器ではないとはっきり言って貰もらえたのだ。それは帰り道の途中、財宝に勝る『綺き麗れいな石』を拾ったかのようで、ティティーは嬉うれしそうに笑う。

「ふっ。もう時間も余りないゆえ、ここらが引き際じゃな。よし――」

　そして、帰り道すがら、試そうとしていた遊びを彼女は諦める。

　馬車の中で立ち上がり、唐突に身に着けていたものを脱ぎ出した。

「もう止やめじゃ止めじゃ。童わらわに勇者など合わぬ。いや、勇者は、そう簡単な職業ではなかったと言うべきかの。少なくとも、童わらわにはできぬ仕事だったようじゃ。――というわけで、ぽいぽいぽーいっとな」

　とはいえ、全てを脱ぐわけではない。シャツ一枚を残して、アリバーズさんから貰った『飛ひ翔しよう翠すい石せきの軽かる鎧よろいルイフィンリィト』を全て外しただけだ。

　そして、器用に素早く脱いだ鎧を、今度は近くのスノウに着せていく。

「え、え？」

　当然だが、スノウは困惑する。その困惑を無視してティティーは『飛翔翠石の軽鎧ルイフィンリィト』でスノウを着飾っていく。

　数十秒後、民族衣装と総司令の衣装と翠みどりの鎧の合わさった新しいスノウが誕生する。ティティーのセンスなので少し派手だが、上う手まく上着を重ねることで鎧を隠し、自然なものとなっている。スノウらしさを残しつつ、総司令としての威厳もあって、鎧の防御力も伴っている。ティティーにしては、中々いい仕事だ。

　新しいスノウを完成させたティティーは、最後に自らの剣『始祖と魔王の魔剣ブレイブフローライト』も差し出した。

「スノウよ、これからは己の才だけで戦うでない。そなたの身体は、まともじゃ。『魔の毒』を身体に回さぬよう、剣技で戦うように心がけよ。さもなくば、いつかその身体は『理ことわりを盗むもの』に近い存在となってしまうじゃろう」

　僕も心配してたことを、ティティーも考えていたようだ。

　スノウが『竜化』しないように、新たな道を先達者として示していく。

「え、剣技だけって言われても、私そういうの苦手だし……」

「幸い、ここには剣の師匠がおる。そして、ここにそなたに見合う剣もある。伝説の勇者の剣――を予定していた聖剣じゃ。ちょー強いぞ」

「その剣……。お姉ちゃん、いいの？」

　普通の一品でないことをスノウもわかっているのだろう。念を入れて確認を取る。

「構わぬ。どうやら、童わらわに勇者という職業は向かぬようじゃからな。もうこれを使うのは諦めた。ゆえに、童わらわの愛するスノウに託そう」

「でも、私は『勇者』……というか『英雄』になるのは嫌だよ？　だって、私の夢はお嫁さんだから」

「ああ、それでもよい。いや、それだからこそ、童わらわはスノウに渡したいのじゃろうな」

「…………？……わかった。ありがとう、お姉ちゃん」

　スノウは首を傾かしげながらも、その意志は固いと理解して受け取る。

　それを見たティティーは何度も「うんうん」と頷うなずいて喜んだ。守護者ガーデイアンというのは年のせいか、何かを残したがる傾向があるようだ。自分の使ったものを、妹分に残せることを心の底から喜んでいる。

　そして、それは子供心に憧れていた勇者という存在に見切りをつけた瞬間でもあった。まるで、中学生から高校生に上がり、現実を知った子供を見ているかのようで、少しだけティティーの横顔が違って見える。

　そのあと、馬車内でスノウやクウネルを存分に胴上げして喜びを表現したあと、ティティーは話を続ける。

「っふうー！　いやー、かなみんと作った傑作が無駄にならず、よかったよかったなのじゃ。……しかし、勇者が童わらわの天職でなかったのであれば、童わらわは一体何を目指せばよかったのじゃろうなー。別に知らずとも、消えることはできると思うが、ちょっと気になるぞい」

　満足げに二人の少女を両脇に侍はべらせて、今度は御者台にいる僕のほうに話しかけてきた。その話の内容は、いつもと違って大人っぽいと僕は思った。

　さっきまでの話が中学生二年生ぐらいだとしたら、いまは高校二年生くらいだろうか。そのくらいの年になれば、ふと自分の将来が気になるものだ。その領域に、いまティティーは千年遅れで、ようやく踏み入っているのかもしれない。

「いや、おまえ、自分で言っていただろ。『庭師』じゃないのか？」

　まず僕は迷宮でやっていた『庭師』を挙げる。

「ああ、『庭師』か。あれはなー、ちょっとしょぼいからのう。生涯を託す職業とするのは、ちょっとな。ゆえに童わらわは、もっとかっこよくて凄い職業を探しておったわけじゃ」

「しょぼいとか言うなよ。全世界の『庭師』さんに謝れ。というか、僕は『庭師』こそおまえの天職だと思うけどな。おまえには派手な職業よりも『庭師』みたいに細かな作業の仕事が向いてる。じゃないと、やり過ぎる」

　ティティーの言う「かっこよくて凄い」は周りから見れば、「恐ろしく迷惑」である可能性が高い。それならば、庭師のような仕事がベストだろう。少し前の迷宮でも、魂の伴わない街でとはいえ、みんなに感謝されていた。

「そうかのう？」

「そうだ」

「本当の本当にか？」

「ああ、間違いない。ライナーも同じことを言うと思う」

　何度もティティーは確認を取る。それに僕は何度も頷いた。

　その果てに、とうとうティティーは納得していく。

「そうか。やはり、童わらわは『庭師』として生き続ければよかったのじゃな」

　そう。それは確認だったのだろう。

　ただ、これは厳密には『将来の夢』でなく、『過去の夢』の確認。

　この帰り道の間に、彼女は確認したかったのだ。『王』でも『勇者』でもなく、『庭師』こそが自分が生きるべき道であったことを。

　それは『未練』と呼ぶべきほどのものではなかったが、ティティーの人生にとって大事なものだった。その答えを得て、次は自分でなく僕のことを楽しそうに考え出す。

「しかし、童わらわは『庭師』として……。ならば、かなみんは何が天職なのじゃろうな」

「え、僕か？」

　将来の職業ゆめ……？

　つまり、妹や仲間たちを助けたあとの話だ。

　余り考えたことはなかったが、ティティーに指摘されて少し本気で考える。

　僕もティティーと同じように、身の丈に合うものを選びたい。当然、スノウと一緒で『英雄』なんてまっぴらだ。ゆえに、つい先日の奴隷や『魔石人間ジユエルクルス』の件から、医者を本気で目指すのもいいかなとも思った。確か、元の世界にいた頃も、それに近いことを考えていたような気がする。それが、とても僕らしい……はずだ。

　ただ、それはクウネルによって否定される。

「んー、会長は職人気質なので、服屋とか細工師とかが向いてますよ。昔は、あてと一緒に服飾関係の仕事につきたいとか言ってましたからね。ぶっちゃけ、会長はあてと同じで裏方の職人タイプですよ」

　クウネルと一緒のタイプ。つまり、根は小物だから、人の命に関わるような『英雄』や『医者』なんて向かないということだろう。

　しかし、服の仕事か……。

　確かに、妹や異世界のことがなければ、そう考えていたかもしれない。

　ティティーや仲間たちからでは決して得られないであろう意見に、僕は自分の考えを見直す。そうしていると、スノウがクウネルのほうに、にじり寄っていた。

　当然だが、クウネルの顔は青くなる。僕やティティーに劣るものの、スノウだって天災レベルの実力者だ。その彼女に険しい顔で近づかれたら怖い。

「ウ、ウォーカー総司令代理殿……、なんでしょう……？」

「もうそれはやめたから、スノウって呼び捨てでいいよ。それよりも、ちょっと気になったんだけど、クウネルさんってカナミの何なの……？」

　二人は知り合いだったので細かな自己紹介は省いたのだけれど、スノウは僕との関係性が気になったようだ。確かに、いまの彼女の話し方だと、気になるのは仕方ない。

「話すと長いんだが……。まあ、知り合いみたいなもんだ。昨日話した『千年前』での知り合いだな。僕にとっては、余り馴な染じみはないけどね」

　僕が軽く説明する。余りこじれるのも嫌なので、浅い関係であることにする。

　それにクウネルも同調する。

「よろしゅうです。ちなみに、あては会長とは本当に何もないので安心してください。というか、あんな自殺も同然のレース、死んでも参加したくありません。心の底から」

　クウネルは深読みをして、とても失礼なことをのたまいだした。

　自殺も同然のレースってどういうことだよ。

「……ん、わかった」

　スノウは自分の知りたいことを知ることが出来たようで、とても納得した様子で引き下がる。色々と僕は納得できなかったが、スノウは違ったようだ。

　そして、いまの話を全て、ティティーが纏まとめていく。

「うむ。色々とわかってきたのう。童わらわは『庭師』、スノウは『お嫁さん』、かなみんとクウネルは……大きい範囲で『職人』ってところじゃな」

「ま、そんなところだな」

　こうして、なぜか全員分の職適性が決まってしまった。

　ただ、まだティティーは眉間に皺しわを寄せて考え込んでいる様子だった。

「どうした、ティティー。まだ何か気になるのか？」

「いや、ならば童わらわの弟であるアイドのやつは、何が天職じゃったのかが気になってな。『宰相』でなく、もっと別の何かがあると思うのじゃが……」

　アイドの天職。それはとても大事なように聞こえた。

　むしろ、これがティティーにとっては本題だったのかもしれない。これはこれからの戦いに関わることだと思い、戦闘のつもりで全力で思考を加速させていく。

「『宰相』になってたくらいだから、頭は良さそうに見えたな」

「子供の頃からあやつは勉強ができたからの。あの村では勉強のできる者は『牧師』になる風習があったゆえ、それが天職だったのかのう？」

　ティティーと繫つながったときに得た記憶から、幼少のアイドの姿を思い出す。

　確かに、あの物静かな少年ならば、色々な人の悩みを冷静に解決してくれそうだ。

「温厚な性格っぽかったから、そういうのもありかもな。……そう言えば、あれに似た白い花の咲く木の下で、いつもアイドは本を読んでたな」

　馬車の進行方向先を指さす。

　そこにはティティーの記憶にあったものと同じものがあった。お爺じいさんとお婆ばあさんの住んでいた切り妻家の隣にあった木が、街道の近くに並んでいる。

「おおっ！　もうあれが見えるところまで来たか。あれは北特有の木でな。特に『ヴィアイシア』の地域で多いのじゃ。名を『白桜ピエリス・アイシア』と言う。アイドのやつも白い花を咲かせる樹人ドリアードじゃったからか、かなりお気に入りの様子じゃったのー」

　白い桜と書いて、『ピエリス・アイシア』と読むのか。確かに、僕の世界の桜に少しだけ似ている。そう翻訳する千年前の僕の気持ちもわかる。

　そして、この『白桜ピエリス・アイシア』はアイドの姿――あの白い髪と細く長い身体からだを想起させる。

　一年前、アイドと出会ったのも、この近くだった。あのとき、あいつは『魔石人間ジユエルクルス』ばかりのパーティーの中にいて――

「そういえば、あいつ『先生』って呼ばれてたぞ。仲間たちから」

「『先生』じゃと……？」

　それを聞いたティティーは、手を口元に持ってきて「ふむ、ふむ」と反はん芻すうするように考え込む。

「ふむ。確かに、アイドのやつは誰かに教えるのは楽しいと言っておったからの。『牧師』として村の者たちだけを教えるだけでなく、大きな街の『先生』として多くの人々を教えたかったのかもしれぬな。……なるほど。童わらわは『庭師』で、アイドは『先生』か」

　その至った答えにティティーは満足したのか、にっこりと笑った。

「ああ、そのくらいが丁度いいと思うぞ。本当にそう思う」

　いま、とても大切なことを決めたように感じる。アイドの話をするのは、これから訪れる姉弟との邂かい逅こうに必要な気がしたので、もっと詳しい話を促すことにする。

「なあ、ティティー。もっとアイドのことを話そう。これからあいつと会うんだから、できるだけ多くのことを知っておきたい」

「そうじゃな……。では、子供の頃のアイドの話をしてやろうか……」

　こうして、僕は『第二迷宮都市』ダリルに到着するまでの道中の間、アイドの人となりを聞き続ける。

　もちろん、それだけじゃなくて、ティティーのほうから僕に妹の陽ひ滝たきについて聞かれることもあった。結果、すぐに僕は重度のシスコンだと笑われることになる。合わせて、ついでにティティーも同等のブラコンであることも露見した。一緒に話を聞いていたスノウとクウネルが、僕たちの弟妹自慢に引くほど、その話は白熱していった。スノウとクウネルにも兄や妹がいたらしいが、僕たちの感覚は理解できないらしい。

　仕方なく、家族という存在がどれだけ素晴らしいものかを、ティティーと協力して二人に伝えることになる。

　そんな充実した時間を過ごしていく内に、馬車は街道を突き進み、御者台から遠くに黒い雲が広がっているのを目視できるようになっていく。クウネルの話からすると、あれが『第二迷宮都市』ダリルの上空にある暗雲とやらだろう。

「本当に黒い雲がある……。ということは、そろそろ着くな……」

　通常の曇り空とは似ても似つかない。

　灰色どころか、夜のように真っ黒な雲だ。

　当然、あの下に入れば世界は夜のように変わり果てるだろう。そして、その一つ目の目的地を前に、馬車の中のティティーは、用心深くクウネルの背後に立っていた。

「手を離してくれませんかねー。逃げませんのでー」

「駄目じゃ。おぬしは平然と噓うそをつくタイプの人間じゃからな。もう二度と逃さぬ」

「流石さすが、魔王様。普通は、この身なりと口調で油断してくるんですけど、隙がないすね」

「それと童わらわのことはティティーと呼び捨てるとよい。これから長生きするおぬしには、童わらわをティティーとして語り継いで欲しいゆえな」

「この魔王様って敬称、本当にお嫌いなんですね。了解しました。ティティーという名の少女は、『庭師』の似合うちょっとお馬鹿で陽気な人物だったと語り継ぎましょう。このクウネル・レギアが、責任を持って」

「む、馬鹿は余計じゃ。馬鹿は……」

「痛い！　気持ちを汲くんで、軽い話にしようとしたのに!!」

　二人は仲良く戯れていたので、僕は目的地のほうに集中する。少なくとも、ティティーがいる限り、クウネルが逃げ出すことはできないだろう。

　近づいてきた『第二迷宮都市』ダリルを前に、少しだけ緊張が高まる。

　おそらく、あそこにはマリアとリーパーの二人がいる。その二人を拾えば、あとは北の『ヴィアイシア』に向かって、全ての旅が終わる。

　街道の周囲の風景が荒地に変わっていくのを見ながら、一年前にパリンクロンと戦った記憶を思い出す。あの日も、いま見える暗雲のように真っ黒の世界だった。

　あの戦いの地に、一年越しながらも、また僕は帰ってきたのだ。

　この均ならされ切っていない歪ゆがんだ大地が、それを証明してくれている。様々な感情が胸の中を去来するが、僕は決して立ち止まることなく、『第二迷宮都市』ダリルの中に入っていく。

　ダリルは城壁もなければ関所もない都市だった。

　基本的に来る者拒まずの姿勢で、多くの来訪者を歓迎している。それは腕に覚えのある探索者を前線に集めるという目的があるのかもしれないが、敵国の斥候スパイも入りたい放題ではないのかと僕は不安に思ってしまう。

　ただ、旅人の僕たちにとっては都合のいい話で、中に入るのがとても楽だった。そして、すぐに馬車から降りて、街を散策することを決める。クウネルのキャラバンは補給や休息のためだが、僕のほうは仲間たちと合流するためだ。

　僕は仲間を捜すため、暗くて視界の悪い都市に《ディメンション》を広げていく。

　そのどこまでも続く暗さに、少しだけ陰鬱な気分になる。まだ昼過ぎだというのに、まるで夜のようだ。これがずっと続くとなると、この街に住むのにはかなりの覚悟がいるだろう。

　そんなことを僕は考えていたのだが、ティティーは全く逆のことを口にする。

「おー、昔と同じじゃ。少し懐かしいのー」

　陰鬱な気分どころか、嬉うれしそうな表情だった。

　それに同じ千年前を知るクウネルちゃんが答える。

「全く同質のものですね。けど、これはいいものじゃありませんから、そうやって嬉しそうにしてると、また周りから「やはり魔王」って怯おびえられますよ？」

「う、うむ……。また世界の毒が濃くなっておるのじゃな。よくないことじゃ！」

「はい。世界から漏れ出た『魔の毒』が、持ち主を求めて彷徨さまよい、暗雲となってます。これのせいで、世界の全生物のレベルが上がりやすくなってますね。ぶっちゃけ危険です。あと、おそらくですが、『獣人』の出生率も上昇しているでしょう」

　淡々とクウネルは話すが、そのどれもがとても重要な情報だった。

　その知識を頼りにして、さらなる説明を僕は求める。

「クウネル。何で、そんな現象が起きてるのか知ってるの？」

「流石に理由まではわかりません。ただ、地上の崩壊がキーワードになってると、あては睨にらんでます。今回に当てはまるのは、一年前の『大災厄』ですね。これより詳しいことになると使徒様か聖人様、もしくは会長自身しか知らないでしょう」

　だが、その詳しい説明ができるのは、むしろ僕自身であると首を振られてしまった。

　その通りだと思い、それ以上の追求はしない。

　クウネルは歩きながら周囲を見回し、顔を顰しかめる。

「しかし、『第二迷宮都市』……。半年前くらいに来たときと比べると、酷ひどいですね」

　半年前のことはわからないが、その言葉には僕も同感だった。

《ディメンション》から得られる街の様子を整理していく。

　まず前提として、この街は戦地の真っ只ただ中なか、最前線である。

　そのため、道歩く人の中に武器を持っていない人は一人もおらず、どの街よりも物々しい空気で満たされている。活気がないというわけではない。少し荒々しさはあるものの、生気に満ちた人たちの声ばかりだ。戦地特有の疎開で、子供や女性が少ないということもない。ただ、その子供や女性のほとんどは、西の新しい迷宮に釣られやってきた新人探索者だろう。その探索者を『南連盟』が好条件で徴兵しようとしているのを、先ほどからちらほらと見かける。

　ここにいる探索者たちは駐屯兵を兼ねているようだ。

　迷宮都市であり戦地でもあるというのが、特殊な状況を生んでいる。

　そして、その探索者たちが寝泊まりする町並みも特殊だ。基本的に建物よりもテントが多く、商店のほとんどがバザーのような形態を取っている。

　パリンクロンの起こした『大災厄』によって、余りに平地が少ないせいだ。きちんとした家を建てられる足場がないため、このようになっているようだ。整地と植林を行っているところも《ディメンション》で感じ取ったが、完全に元に戻るまであと数年はかかるだろう。

　最後に『第二迷宮都市』の中心にある大穴。

　噂うわさどおりならば、迷宮となっているはずの『大空洞』だが、いまそこは――

「んー？　以前にあてが来たときは、もっと人がいたはずなのに。一体何が……。あっ、丁度報告が来ました」

　クウネルの背後に一人の兵がやってきて、耳打ちした。

　どうやら、僕たちが街に入るより先に、人を送り込んでいたようだ。その無駄のない手腕に感心しながら、彼女の言葉を待つ。

「え、えーと……、どうやら、いま迷宮のほうは封鎖中のようです……」

　そして、《ディメンション》で把握した光景が間違いでないことがわかる。

「噂では『死神付きの魔女』とやらが、炎の魔法で出入り口を溶かしたらしいです。周囲が溶岩地帯になっていて、人が通れるようになるまで時間がかかると言ってます。これは実際に見に行ったほうがよさそうですね。ちょっと、あても信じられません」

　報告を受けながらも、クウネルは首を傾かしげ続けていた。話を持ってきた私兵に何度も「ほんまに？　ほんまのほんまに？」と聞き返している。

「その人の言ってることは本当だと思うよ。僕の《ディメンション》でも見た」

《ディメンション》によって見える大穴の光景は、赤一色。

　大穴の周囲は赤い溶岩の海に変わっていた。下に降りられるように石の階段ができていた名残はあったが、全て溶岩によって台無しとなっている。

　その光景は連合国の迷宮の二十四層付近を思い出させる。

「会長がそう言うのならそうなんでしょうね。……なるほど。それでちょっと人が減ってるんですね。新しい迷宮が目玉の都市なのに、そこが封鎖されてしまったら、ただの最前線の危険地帯ですもん、ここ」

　僕のフォローによって納得したのか、クウネルは報告した兵を下がらせた。

「一応、見に行こうか……。たぶん、間違いないだろうけど、スノウにも判断してもらいたいから」

　先頭を歩く僕は《ディメンション》で得た情報を元に、街の中を歩く。

　途中、何度も好奇の目に晒さらされたが、僕とティティーの魔力で威圧することで問題を起こすことなく進む。腕の立つ探索者ばかりなので、僕たちの力量を察してくれて絡んでこないのが助かる。

　テントのバザーの合間をくぐり、徴兵を行う広場を通り、中心部に辿たどりつく。

　そこには直径一キロメートルはある大穴が、ぽっかりと大地に空いていた。そして、その外周には赤い溶岩が流れていて、近づくことができない。《ディメンション》で一度見ていたものの、直じかに近づくと熱気が凄すさまじい。これを行ったであろう『彼女』の、絶対に誰も西迷宮に入れまいとする意思が感じられる。

　それを同様に感じたであろうスノウが、まず最初に声を出す。

「カ、カナミ、たぶんこれ……」

「やっぱり、おまえもそう思うか？」

「『死神付きの魔女』って噂されてるみたいだからね……。他に思い浮かびようがないよ……」

「けど、《ディメンション》で見たところ、この街に二人はいないみたいだ。一体、どこに行ったんだろう？」

「私が最後に手紙を貰もらったときは、ここにいるって聞いたんだけど……。移動しちゃったみたいだね。次の手紙はコルクに届くだろうし、ちょっと不ま味ずいね」

　スノウの確認も終えて、僕は『死神付きの魔女』の正体を確信する。

　ついでに、その彼女の行き先がわからないことに少し困ってしまう。

　ただ、少し困る程度だ。こういった人捜しに、『次元の理ことわりを盗むもの』である僕の魔法は向いている。すぐに僕は自分のステータスを確認して、隣のティティーに頼み込む。

「ティティー、ちょっと頼めるか？　これから僕は、かなり魔力を使う」

「む、むむむ？　もしかして、ここであの大技を使うつもりか？」

「ああ、《次元決デイメンシヨン・戦演算グラデイエイト『前日譚リコール』》を使う。迷宮でおまえと戦ったときに使ったやつだ」

「あ、あれをか……？　しかし、大丈夫なのか？　あれを使うとき、色々と削れていたように見えたが……」

「もちろん、あのときほど全力でやりはしない。魂の『想起収束ドロツプ』をする気もない。いまある僕の魔力を使って、この惨状を起こしたやつの名残を探るだけだよ。色々と確認したいこともあるんだ」

「限界を超えないのであれば、よかろう。わかったのじゃ。おぬしが魔法を使っている間の警戒は、童わらわに任せよ」

「助かる。それじゃあ、すぐに取り掛かるよ。――魔法《次元決デイメンシヨン・戦演算グラデイエイト『前日譚リコール』》」

『詠唱』はしない。

　溶岩のぎりぎりのところまで近づいて、僕は魔力全てを『術式』に注ぎ込んでいく。

　ティティー戦で使ったときと同じ使い方だ。絵画から思い出を。魔石から人格を。その魂から情報を読み取っていき、追憶していくイメージ。

　この溶岩の海が生まれた瞬間。

　それを引き起こしたであろう魔法。

　その魔法を放ったであろう人物。

　魔法で時間という次元を乗り越えていく。

　夢を見るかのように、僕の視みる世界が塗り替わった。

　この大穴が真っ赤に染まるまでの顚てん末まつを、僕は知る。
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　映る世界が『現在』から『過去』に移った。

　そして、鳥が天から見下ろすかのように、大穴周辺を僕は俯ふ瞰かんしていた。

『過去視』と空間把握の魔法は正常に働いているようだ。それを確認したあと、冷静に『過去』の世界を見聞していく。

　このとき、まだ大穴の周囲は焼け溶けておらず、物々しい装いの人々たちが陽気に歩いていた。大穴の内周の側面には、螺ら旋せん階段のような人工の足場ができており、そこを通って底にある迷宮の出入り口に向かっているようだ。

　この一年で、探索者たちは何度も、この迷宮に挑戦したのだろう。

　一歩踏み外せば大穴に真っ逆さまという常人ならば恐ろしい階段だったが、探索者は慣れた様子で歩く。大した緊張もなく、今日の探索の計画を仲間たちと練りながら、狭い足場を通って降りていく。

　しかし、そんな探索者たちの日常が、終わりを迎える。

　その瞬間を僕は視る。

　まず大穴の底から悲鳴があがった。

　当然、大穴の上を歩いていた探索者たちは、怪け訝げんそうに目を凝らして下を見る。

　階下では、迷宮の出入り口となっている横穴から、屈強な探索者たちが次々と走り出てきていた。まるで『化け物』に出会ったかのように、誰もが怯え、逃げ惑っている。

　モンスターを相手に生計を立てている者たちが、恥も外聞もなく背中を見せて全力で階段を登っているのだ。見下ろす誰もが、異常事態を理解した。

　そして、すぐに異常の原因が迷宮の出入り口から、どろりと溢あふれてくる。

　傷口から血が溢れるかのように、赤い泥が横穴から湧いた。見下ろしていた人々が、その正体不明の物体を見て困惑する。

　続いて、迷宮の入り口から燃え盛る炎が噴出した。そこで人々は、あの赤い泥が溶岩であることを察する。その光景から、まず最初に想起するのは、火山の噴火。

　人ひと伝づてにしか聞いたことのない者でも、それがどういう現象であることくらいは知っていたのだろう。どれだけの死者と破壊を生み出すのか知っていたのだろう。

　噴火の恐ろしさを知る者から順に、大きな悲鳴をあげていく。

　悲鳴の声が大穴の底だけでなく、外側にも満たされた。

　その恐怖は地上の街にも伝でん播ぱしていく。

　迷宮に挑戦しようとしていた探索者たちが、巻き込まれまいと踵きびすを返して全力で走り出す。それを見た町民たちは慌てふためき、兵士たちが何事かと状況把握に努めだす。

　――『第二迷宮都市』ダリルは混乱の渦に吞のみ込まれた。

　そして、その渦の中心。

　探索者たちが一人もいなくなったことで、嵐の目のような静けさとなった大穴の底にある迷宮出入り口から、黒髪黒服の少女が現れる。

　この少女こそ、逃げ出した探索者の見た『化け物』であることは一目瞭然だった。

　まず、その身から漏れる魔力が比べようもなく巨大で、暗黒を背負っているかのように禍まが々まがしい。さらに、赤黒い炎が黒い衣服の隙間から常に噴出している。

　手に持つ得物も異常だ。真っ黒な大鎌が影のように揺らめき、尋常でない方法で鍛えられた武器であることが容易に見て取れる。その両目には何らかの術式が書き込まれたであろう包帯が何重にも巻かれていて、首筋には赤字の紋様が浮かんでいた。その意味深な術式と紋様は、良からぬ何かを封印させているのではないかと推測させるに十分な不吉さを孕はらんでいた。さらに、その封印があって尚なお、少女の身体からだからおどろおどろしい魔力が迸ほとばしって止まらないのだから、並の探索者では悲鳴の一つや二つはあげてしまうことだろう。

　間違いなく、この黒髪黒服の少女が溶岩を生んだ犯人だ。

　探索者たちだけでなく、俯瞰している僕も確信した。そして、その少女は溶岩の上を歩き、ふと空を見上げる。正確には、逃げ遅れている探索者たちの最後尾を見た。

　小さく可愛かわいらしい唇から、魔法が紡がれる。

「――《ミドガルズ・ブレイズ》」

　少女の身体から迸る炎が集まっていき、巨大な炎の竜に転身した。

　すぐさま、竜は飛ひ翔しようし、大穴の内周の至る所を燃やしていく。いや、その壮絶な熱で、あらゆるものを溶かしていく。

　幸い、全ての探索者が大穴の外まで逃げ出したところで、炎の竜は螺旋階段を溶かし終えた。ぎりぎりのところで、人が焼け溶けるという大惨事には至っていない。

　その様子を空から冷静に見ていた僕は、わざと少女が探索者たちを逃がしたとわかった。おそらく、少女の目的は探索者たちを遠ざけることだったのだろう。彼女なりの優しさで、炎の竜で脅すように追い立てたのだ。

　しかし、それは優しさといえ、それでも目を覆いたくなる惨状ではある。

　岩肌が溶けて、溶岩が川のように流れている。熱気で空気が歪ゆがみ、濃過ぎる魔力が大穴の底を、地獄の釜の底に変えている。もう二度と、人が通れないと一目でわかった。

　その惨状を確認した少女は、炎の竜を消し、大穴の底で溶岩を魔法で動かし始める。

　溶岩が冷え固まり、迷宮の入り口と思われる横穴の前に、綺き麗れいな道が生まれた。

　そして、一仕事終えたといった様子で少女は自らの額の汗を拭い、身体から炎でなく闇を溢れさせる。その闇は先の竜と同じように集まり、形を得る。

　闇は幼い少女の姿となり、炎を操る少女と同じように額の汗を拭う振りをして、とても陽気な声を出す。

「ふいー、これでよしっと。今回の迷宮探索で、アタシの魔法も色々と使い方が増えたね。けど、ちょっと疲れるなー、これー」

　それに炎の少女が答える。

「私は平気ですけどね。これで誰もいません。さあ、そろそろ、シアたちも呼びましょうか。二人が燃えないように温度調節しますね。――《ヒート》《フレイム》」

　この惨状を引き起こした犯人。それは僕の仲間たち、マリアとリーパーだった。

　マリアの服装や魔力が少し変わっていたため、確信するのが遅れてしまった。もしかしたら、確定の瞬間ぎりぎりまで、僕の仲間が人様の敷地を溶かすような子ではないと信じていたかったからかもしれない。

　確信を僕が得たあと、迷宮の出入り口から二つの人影がさらに出てくる。

　こちらも僕の知っている二人だった。

　茶髪の気弱そうな青年と小柄だけど快活な少女――グレン・ウォーカーとシア・レガシィの二人だ。スノウの兄にパリンクロンの姪めいという奇妙な組み合わせに僕は驚く。

　その二人は迷宮から出てくると同時に、周囲の凄惨な状況に大口を開けた。

「う、うわぁ……。これは酷ひどい……」

「え、え？　なんで、こんなことに!?　入ったとき、もっと普通でしたよね!?」

　比較的に常識人である二人は、マリアたちの起こした惨状が信じられないようだった。

　だが、そんなことはどうでもいいといった様子でマリアは話す。

「少し迷宮の出入り口を塞いだだけです。それよりも、もっとシアは『親和』に集中してください。さっきの情報だけでは心こころ許もとないですから」

　そして、シアちゃんの胸にぶらさがっているペンダントを指差した。

「さっきのあれでギリギリです！　もう情報なんて出てきませんよー！」

「まだです。もっともっと『親和』に挑戦してみてください。別に私のようになれとは言ってません。もう少しだけでいいんです」

　シアちゃんの身に着けているペンダントが、『ティーダの魔石』であることに僕は気づく。次に『親和』という単語から、『火の理を盗むもの』アルティと『闇の理を盗むもの』パリンクロンの二人の最期を思い出す。

　あの二人も『親和』という単語を使っていた。

　どういった経緯でそうなったのかはわからないが、パリンクロン・レガシィの姪であるシア・レガシィが『ティーダの魔石』と『親和』しようとしているらしい。

「はあ、仕方ありませんね……。血縁だけでは不十分だとわかっただけで、今回は良しとしましょう。それよりも、急いで南に行きますか。……早くフーズヤーズ本国にある『世界樹ユグドラシル』とやらを焼かないといけませんからね。もし、本当にシアの言うとおりのものならば、何かしらの反応があるでしょう。例の使徒ディプラクラという輩やからが出てきてくれば、理想的ですが……」

「や、焼く!?」

　その物騒な発言にシアちゃんは身構えながら一歩後ずさりして、すぐさま反論する。

「使徒様が反応っていうか、驚くよ！　いや、驚くっていうか、中にいる使徒様が死んじゃうよ！　マリアちゃん！」

「脅して出てきたところを捕まえて、話を聞きましょう。もし、出てこなければ……まあ、ここと同じことになるだけです」

「ここと同じって！　本土の中心で――それもっ、大聖都の中心の『世界樹ユグドラシル』で！　これと同じことやるの!?」

　シアちゃんは周囲の惨状を確認しつつ、どこまでも顔を引き攣つらせていく。

「今回のように、ちゃんと怪け我が人にんが出ないように気をつけますから大丈夫ですよ。それに、もしそこに使徒ディプラクラとやらがいるのであれば、そうなる前に出てきます。こっちは急いでるので、手段は選びません。さあ、お喋しやべりする時間ももったいないので、すぐに出発しましょう」

「え、えぇえー……」

　目の前の少女が本気で言っていることを悟り、シアちゃんは言葉を失った。

　マリアは反論がなくなったのを見て、最後の一人に声をかける。

「それで、グレンさんはどうしますか？」

　グレンさんもシアちゃんと同様に困惑していたが、彼女より持ち直すのは少しだけ早かったようだ。すぐに真剣な表情になって、頭に手を当てながら答える。

「ああ、僕も使徒様は気になってるからね……。それに最近、声が聞こえるんだ。頭に響く声が、ずっと止まらない……」
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「また訳がわからないことを。それで、行くんですか？　行かないんですか？」

　ただ、その迫真の台詞せりふをマリアは、とてもどうでもよさそうに切り捨てた。

　グレンさんは情けない声を出して、それを嘆く。

「うぅ、酷いなぁ……。もっと僕にも興味持ってよ。本当にマリアちゃんって、カナミ君以外のことは興味ないんだから……」

「そ、れ、で、どっちなんです？」

「そ、そう怒らないでよ……。もちろん、行くよ。僕も行く」

「はい、満場一致ですね」

　マリアは溶岩の操作によって大穴の側面に自分たち用の階段を作り、誰よりも先に歩き出した。それをシアちゃんは止めようと叫ぶ。

「満場一致じゃないです！　私の意見は!?」

「数に含みません。あなた、厳密には捕虜ですので」

　止まるはずがなかった。全く意に介さないパーティーリーダーを見て、シアちゃんは悲しげに、もう一人の少女を頼ることにする。

「リ、リーパーちゃーん……。マリアちゃんがー、大聖都を燃やすって言ってますー」

「心配しないでいいよ！　この世界でマリアちゃんより強いのは、もう北の『統べる王ロード』さんだけだからね！　『世界樹ユグドラシル』ってのを燃やしても、捕まることはないと思うから、安心安心！」

「いや、捕まる捕まらないじゃなくて、もっと倫理的な話で……」

　しかし、その常識的な倫理観が死神であるリーパーにあるはずもなく、シアちゃんの望みは完全に断たれた。ただ、これから待つ事態に震えるシアちゃんを思ってか、先頭を進むマリアからフォローが入る。照れ屋のマリアはシアちゃんを捕虜と言ったものの、心の底では気にかけていることが伝わる。

「もちろん、穏便に済むなら、燃やさずに済ませますよ。いまのは最悪の話をしているだけです」

「そ、そうですよね。いきなり燃やすなんてしませんよね？」

「ただ、私は生まれてこの方、ずっと最悪な結末に好かれているようなので……。そうなる覚悟だけはしておいてください、シア」

「うぅ、嫌な予感がしますぅ……。凄い嫌な予感が……」

　シアちゃんは肩を撫なで下ろして、とぼとぼとみんなの後ろをついていく。

　そして、最後に先頭のマリアから出発宣言が全員に下される。

「では、『南連盟』に向かいましょう。目指すはフーズヤーズ本国にある『世界樹ユグドラシル』。そこに行けば、千年前の賢者といわれる使徒ディプラクラと会えるでしょう。『統べる王ロード』を倒す方法、もしくはカナミさんを見つける手立てが、きっと見つかります――」

　こうして、『魔女』『死神』『元最強』『パリンクロンの姪』という奇妙な構成のマリア一行パーテイーは、第二の迷宮を封鎖し、ダリルを出て、仲間たちと共に南下していく。

　――どうやら、この地に残った記憶はここまでのようだ。

　少しずつ『過去視』の効果が解けていき、『現在』に戻っていく。

　塗り替わっていた世界が、本来の姿を取り戻す。
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　魔法の効果が終わり、元の場所に意識が返る。

　よかった。仲間たちの元気な姿を見て、まず僕は一安心した。

　マリアが色々とやり過ぎている気はするものの、怪我人が出ないように気を使っているので良しとしよう。僕のときなんて生死を問わずに焼こうとしてきたのだから、とても成長していると思う。

　なぜか、グレンさんとシア・レガシィが同行しているのも許容範囲内だろう。むしろ、ちゃんとした常識的な友人がマリアにできているのは予期せぬ幸運と言える。

　ただ一つ、困ったことがあるとすれば、それは彼女たちが南に向かってしまったということだろう。僕は大きく一息ついたあと、魔法の終了をみんなに知らせる。

「――ふうっ。スノウ、やっぱり原因はマリアみたいだ。この跡地に残った魔力を《ディメンション》で読み取ったんだけど、間違いないよ」

「やっぱり。……というか、そんなことまでできるようになったんだね、カナミ」

　僕とスノウは惨状の理由に納得していたものの、他の二人は違った。

　代表してティティーが話を聞いてくる。

「むむ？　まずマリアって誰じゃい？」

「ちょっと前、僕と一緒に迷宮探索をしていた女の子だよ。火炎魔法が得意で、守護者ガーデイアンの魔石を持ってる。その子がこれをやったみたいだ」

「ほう。これをか？　中々のものじゃぞ」

「あのアルティの魔石を持ってるからね。たぶん、火炎魔法においてだけは、誰にも負けないんじゃないかな？」

「アルティ……？　誰じゃ、それは」

「え？　意外にアルティって知名度ないんだね。『火の理ことわりを盗むもの』のことだよ」

「ああ、なるほど。『火の理を盗むもの』がおるのは知っておったが、名前はアルティといったのか……」

　どうやら、ティティーとアルティの間に交流はなかったようだ。守護者ガーデイアンのみんながみんな知り合いではないことを確認しつつ、状況を報告していく。

「あとリーパーとグレンさん。それにシアちゃんがいた」

「リーパー？　ああ、あの魔法《グリム・リム・リーパー》ならば知っておるぞ。確か、かなみんがアレイスのやつに投げつけた魔法じゃったな。あれが、いまマリアちゃんとやらに取り憑ついておるのじゃな。ふーむ、面白いことになっておるのう」

　アルティは知らずともリーパーのことは知っているようなので、千年前の縁は奇妙なものだ。

「え、グレン兄さんが……？　聞いてない……」

　スノウのほうは、リーパーよりもグレンさんのほうが気になったようだ。確か、『エピックシーカー』では戦争に参加していると言っていたが、途中で抜け出してしまったのだろうか。

「ああ、マリアと一緒にパーティーを組んでたよ。流石さすがに、顔は見間違えないと思う」

「兄さんならマリアちゃんの手助けをしているのは、別におかしくはないけど……」

「で、そのパーティーはここを焼いたあと、『統べる王ロード』の対応策を探して南に向かったっぽい。マリアたちとは先に合流したほうがいいかもしれないけど……。それだと、アイドたちと会うのが遅れるな……」

　僕を見つける手立ても探していたので、できれば早く無事であることを伝えたい。

「別に童わらわは構わぬぞ。先に南へ向かっても」

　ティティーのほうは遅れても構わないと言ってくれる。千年生きた彼女としては、ちょっとした寄り道程度に思えてしまうのだろう。六十六層の裏での戦いを経て、はっきりと帰る場所がわかっているので、そこまで焦ってはいない。

　マリアとリーパーが仲間に加わってくれれば心強いのは確かだ。

　この一年で、さらなる力を身につけていることは見て取れた。ただ、余り関係のないシアちゃんやグレンさんまで巻き込むのは気が引ける。事情を知れば率先して協力してくれそうな優しい二人だからこそ、会いに行くことを躊躇ためらってしまう。

　僕は合流することのメリットとデメリットを比べ、迷い――途中、予想外なところから反対の声があがる。

　それは近くにあった――白い花を咲かせる『木』。

　最近、植林されたであろう木から声があがった。




（――お待ちください）




　木が震え、音声を発した。

「――な!?」

　僕は驚きと共に、その木に向かって剣を抜いた。ティティーも僕と同様に警戒体勢に入り、スノウはクウネルを抱きかかえて大きく距離を取った。

　その僕たちの動揺に構うことなく、木は震え、喋り続ける。

（ふう……。ようやく、網にかかりましたね。しかし、その特異過ぎる魔力だけは、間違えようがありません。お久しぶりです）

　以前に見たことのある光景だと思った。いま僕の後ろにいるスノウが、これと似た魔法を使っていた。あのときスノウは石から声を発させていたが、こちらの媒体は木だ。その低い声と『木』という情報から、声の持ち主に当たりをつける。

「も、もしかして、アイドなのか……？」

（ええ、自分です。『木の理を盗むもの』アイドです。そう驚かないでください。これは過去に、渦か波なみ様・セルドラ様と協力して作った連絡魔法ですよ？　確か……『通話機』です。ただの『通話機』の魔法ですから、ご安心を）

　問いに答えが返り、アイドであるとわかる。

　そのついでに、この魔法の開発に自分が関わっていることも知る。

　セルドラという名前が出てきたことから、僕が千年前に『ヴィアイシア』で近この衛え騎士の団長をやっていたときだろう。

（ふむ。その様子からすると、失った記憶の欠片かけらを一つ取り戻したようですね。ならば、本当の意味で久しぶりとなるのでしょうか、渦波様。そして――）

　アイドは僕の反応から記憶の状態を察した。この木を経由した振動魔法は、音だけでなく映像も拾っているのかもしれない。

　そのあと、すぐにアイドは本来の目的である人物に声をかける。

（我が『統べる王ロード』。長くご無沙汰しておりましたが、お変わりはありませんか？）

　アイドの姉であり王であるティティーに向けて、とても丁寧に挨拶した。

「アイド、久しぶりじゃな」

　ティティーは一歩前に出て、僕を手で制した。

　この声の主がアイドであるとわかった以上、先に話をさせて欲しいようだ。僕は家族の間に割り込む気はなかったので、頷うなずいて了承する。

「会いに来たぞ。つい数日前、かなみんに迷宮から連れ出されたのじゃ」

（お待ちしていました、『統べる王ロード』。一年かけて、このアイドがあなたのために色々とご用意させて頂きました。いま北にて、かつての『ヴィアイシア』を再現しております。そこで、もう一度やり直しましょう。今度こそ、千年前に果たせなかった夢を共に果たしましょう。この自分と、二人で、また……）

　アイドは挨拶が終わると同時に、『統べる王ロード』としての帰還を求めた。

　それを聞いたティティーは顔を顰しかめ、呟つぶやく。

「夢、か……」

　顔を俯うつむけて、弟の言葉の一部を繰り返した。

　ただ、すぐに顔を上げて、ティティーは迷いのない言葉を返す。

「違うのじゃ、アイド。どれだけ似せて作ろうと、おぬしが北に用意したという国は、童わらわたちの『ヴィアイシア』ではない。どんな代役を立てようと、もう『統べる王ロード』は帰ってこん。その二つは、もうどこにも存在しない。――しないのじゃ」

『ヴィアイシア』の民に見送られたことで至った答えを、自らの弟に真っ直すぐ伝える。

（……『統べる王ロード』？　何を言って……）

　当然だが、その答えをアイドは易やす々やすと吞のみこむことは出来ない。

「童わらわたちの育った『ヴィアイシア』は滅びた。そして、千年前の『統べる王ロード』も死んだ。その事実を捻ねじ曲げてはならぬ。捻じ曲げれば、童わらわたちの人生さえも捻じ曲がってしまう」

　その言葉を聞いて、ようやくアイドは自らの願いが否定されていると気づいたようだ。慌てた様子で、自分の用意したものの正当性を説く。

（……そ、そんなことはありません！　やり直しのきかない人生なんてありません！　確かに、全く同じものとまでは言えませんが、いつかとほぼ同じ国を再現する自信が自分にはあります！　大丈夫です！　何より、いまっ、『統べる王あなた』が帰ってきた！　それが、かつてと同じである証明！　また北の民の『魔人』たちは『統べる王ロード』に救われることでしょう！　またあの伝説が大陸に轟とどろくことでしょう!!）

　その言葉から、アイドが過去の再現にこだわっているとわかる。それは迷宮で自らの姉がやっていたことと同じだ。だからこそ、ティティーは強く否定し続ける。

「違うぞ、アイド。たとえ、いまから童わらわが北の民を救ったとしても、それはかつての民とは別の民じゃ！　もう虐げられた『魔人』など、どこにもおらぬ！　ここに来るまで、多くの国を回った！　街を見てきた！　その全ての国で、『獣人』たちが笑っておったぞ！　人間たちと肩を並べておったぞ！　もう間違いなくっ、かつてと同じなどとは口が裂けても言えぬ!!」

　連合国とコルクで、現代の街並みを見てきたティティーは、もはや世界が別物であると主張する。その反論によって、アイドはたじろぐ。音声だけでも、それがわかった。

（…………っ！　それは自分も感じていたことです。いま、この世界からは『魔人』という言葉が失われています。おそらくは生き残った聖人ティアラ様の施政によって、自分たちの死後に浸透したのでしょう。ええ、自分たちではなく、聖人ティアラ様の手によって……!!）

　言い分を認めた。ただ、アイドは生前の悲願が叶かなったことに喜びの声をあげるのではなく、苦渋に満ちた声を出した。

（ゆえに自分は、北に生きる人々を『魔人返り』させる計画を練っています。いつかと同じように、『ヴィアイシア』を『魔人』の生きる国にしてみせます。だから、何の問題もありません……！　問題なく、まだ続けられるのです！　我らが『統べる王ロード』!!）

　苦渋を声に滲にじませたまま、必死な様子でアイドは主張する。

　まだ戦争は続けられると主張する。

「ま、『魔人返り』じゃと……？」

　ティティーは愕がく然ぜんとしながら、その主張の中で最も不吉さを含んでいた言葉を繰り返した。僕も初めて聞く単語だ。ただ、その語感から、余りよい予感はしない。

（『魔人返り』とは、『獣人』として安定してしまった同胞たちの血を再活性化させることです。……ええ、消えてしまったのならば、もう一度新しい『魔人』という共通認識を作ればいいだけのことです。身体からだを『魔の毒』に冒され、その異常ゆえに周囲から排斥される存在を、新たに生めばいいのです！）

「……ま、待て、アイド。自分で言っていて、おかしいとは思わぬのか？　おそらく、聖人ティアラが『魔人』を『獣人』という言葉に変えたのは、おぬしの願いを知っておったからじゃ。死したおぬしの代わりに、その悲願を叶えようと努力してくれたのじゃ。世界に『魔人』という言葉が存在せぬのは、おぬしの願いが叶った結果じゃぞ？　なのに、そのおぬしが、また『魔人』を生むじゃと……？」

　アイドのやろうとしていることは、助けるべき差別人種がいないなら新たに差別人種を作ろうと言う話だ。

　その説明からアイドの異常と矛盾を知り、ティティーは確認するように問いかける。

　しかし、それに返ってきたのは心底からの不思議そうな声。

（……『獣人』という言葉が、自分の願い？　いいえ、『統べる王ロード』。自分の願いは『魔人』という存在をなくすことではありませんよ。『統べる王ロード』の『宰相』として、『魔人』たちの『楽園』を作ることです。……ずっとずっと、それだけです。ええ、自分の願いはいつだって、世界を平和にすることだけだった！　あなたと二人で、平和を!!）

「アイド……。そんなことはできぬ……。できぬのじゃ……」

　かつての自分を見ているようで苦しいのだろう。もういなくなってしまった者たちのための『楽園』を作ろうとするアイドに、ティティーは首を振り続ける。

（ええ、『統べる王ロード』の仰おつしやるとおり、それは難しいことでしょう！　全国民の『魔人返り』となれば気の遠くなる作業でしょう！　しかし、自分たちは不老の存在ゆえ、いくらでも時間はかけられます！　ゆえに、いつかは必ず、できます！　たとえ、何百年かかろうとも！　また千年過ぎようとも、いつか必ず夢は、叶う――!!）
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「せ、千年じゃと……？　軽く言うでない！　おぬしはわかっておらぬ！　千年生きることがどういうことか!!」

　千年という時間はティティーにとってはトラウマだ。それだけは絶対に繰り返してはならないと怒声を吐くが、その姉の想おもいは弟まで届かない。

（……ふっ。確かに、千年は言い過ぎだったかもしれませんね。もっと短い期間で、北の全『魔人返り』は達成できるでしょう。『統べる王ロード』さえいれば……五十年です。五十年でやり遂げて見せます！）

　自らの浅慮を恥じる臣のように、アイドは冷静に数字を述べ直した。

　一国を担う『宰相』のように、王に進言する。

　それはティティーのトラウマを、さらに深く突いていく。

「アイド……、それは違うのじゃ……！　それは……!!」

（噓うそではありませんよ、『統べる王ロード』。もう『南連盟』に、大した駒は残っていません。かつては使徒ディプラクラを筆頭に、『ノスフィー・フーズヤーズ』『ローウェン・アレイス』『ティーダ・ランズ』『ファフナー・ヘルヴィルシャイン』といったどうしようもない敵がたくさんいましたが、いまや一人もいません！　今度は、『北連盟』が戦争を操作する側となったのです！　戦争を激化させ、兵たちを追い詰め、『代償』を払わせ、才ある者を選別し、人々の成長を促していけば！　自然と『魔人返り』する人間は増えていくでしょう！　そして、その『魔人返り』した者を恐れっ、また真人間たちは蔑む！　その新生した『魔人』に手を伸ばす我ら！　ああ、その果てに待つ結末は一つ！　『魔人』の率いる『北連盟』が、『南連盟』に見事勝利するでしょう！　ふふっ、ああ、楽しみですね――！　ようやく世界は統一され、真の平和が訪れる！　ようやく北の民たちの悲願が達成される！　他の誰でもない『統べる王ロード』と自分の手によって、虐げられた『魔人』たちが、ついに『楽園』に辿たどりつく!!）

　狂気に満ちていた。

　異常と矛盾だらけで、およそ一国の『宰相』が言っていい言葉ではない。

　その弟の狂気を、姉は悲しそうに受け止めていく。

　怒りを通り越して、呆あきれることすらできず、ただ悲しんでいく。

「それが、いまのおぬしの望みなのか……？　本当に、それが『未練』でよいのか？」

（守護者ガーデイアンとしての『未練』を言っているのであれば、これ以外には考えられませんね。すでに、その下準備は終わっております。いますぐにでも交代できます。――北を統べる真まことの王よ）

　顔は見えずとも、アイドの口元が歪ゆがんでいるとわかる。

　いまあいつは、ティティーが『統べる王ロード』として帰ってくることを確信して笑っているのだろう。自らの完璧なプランを、『統べる王ロード』ならば理解してくれると思っているのだろう。

　――その期待が、姉を苦しめる。

　ちらりと僕はティティーの顔を見る。

　助け船を出そうと一瞬だけ思ったが、その必要はなさそうだった。

　ティティーは悲しみながらも、まだ顔を俯けてはいなかった。

「おぬしの望みはわかったぞ……。ならば、次は童わらわの望みをおぬしに伝えよう……！」

（ええ、口にしてください。一言、『統べる王ロード』に戻ると。それで話は終わり、全てが始まります……！）

　ティティーは飾ることなく、自らの『未練』を語る。

「童わらわの望みは唯ただ一つじゃ！　『統べる王ロード』などやめて、ただの少女に戻ることだけじゃ！　それだけが、いまも昔も変わらぬ童わらわの夢じゃった!!　北も南も、戦争も平和も、関係ない！　童わらわは、あの懐かしき草原にあった家に帰りたいだけなのじゃ！　その『帰り道』に、おぬしにもついてきてもらいたい……！　一人で帰るのは寂しいゆえ、二人で手を繫つないで帰ろうぞ……！　童わらわは『統べる王ロード』をやめる……。おぬしも『宰相』などやめて、童わらわについてきてくれぬか……？――我が弟、アイドよ」

（ロ、『統べる王ロード』？　やめるとは一体……、それはどういう……）

　語りながら、ティティーは泣きかけていた。

　しかし、千年前に狂った全てを正すために、目じりに浮かべた涙を零こぼさぬように言葉を紡いだ。その予期せぬ反応にアイドは混乱していたが、ティティーは叫び続ける。

「単純な話じゃ！　聞けっ、我が弟！　もう何もかもやめてっ、もう我らのお家うちに帰ろうと言っておるのじゃ！　世界平和など、童わらわたちには重い話じゃった！　『統べる王ロード』の伝説も北の国々も、とても童わらわたちには背負い切れん！　背負い切れんから、いまこうして、童わらわたちは千年後の世界でも亡霊となって迷子をやってしまっておる！　だから、もうやめじゃ！　おぬしの姉として、どうか頼む！　弟に戻ってくれ、アイド!!」

（姉として……？　ち、違います。あなたは、ただの少女などではなく……、北を支配する伝説の『統べる王ロード』で……）

「その『統べる王ロード』を！　童わらわは否定しに来たのじゃ!!」

　ティティーは迷宮で北の民たちに誓った全てを、最後の北の民に叩たたきつけていく。

　ずっと張り続けていた強がりを投げ捨て、自分に王などは無理だったのだと正直に告白した。その千年分の苦しみの詰まった答えは、アイドから言葉を失わせた。

「『統べる王ロード』も『宰相』も、所詮は『ごっこ遊び』。本来の童わらわたちの姿ではない。きっと、童わらわは『庭師』でおぬしは『先生』……そんな人生で良かったのじゃ。あの平原を思い出そうぞ、アイド。『王』や『宰相』などといった大層な呼び名など、あの世界に必要なかったはずじゃ。あそこに帰って、また二人で共に暮らすのじゃ……」

　ティティーは自分の想いを伝え終え、それを受け止めたアイドの声が震える。

（ご、『ごっこ遊び』……？　あの平原……？）

　一語一語を嚙かみ締めるかのように繰り返した。

　狂気に落ちたはずの守護者ガーデイアンアイドに、姉の声が届いている。

　顔は見えないが、アイドの心が揺れているとわかった。

　やはり、『木の理ことわりを盗むもの』アイドの『未練』を晴らすには、姉であるティティーが必要不可欠だった。それを確信させる声が、『白桜ピエリス・アイシア』から聞こえてくる。

「ああ、そうじゃ。姉弟に戻って、あの平原にあるお家まで帰ろうぞ」

（帰る……。姉弟に戻って……）

　姉弟の声だけが木霊する。いまここには自分を偽り続けた『統べる王ロード』も『宰相』もいない。そう思える優しい会話だった。

「いまからでも、遅くはないはずじゃ。二人で帰って、全てを終わりにするのじゃ。それで、童わらわたちの『未練』は晴れる。自らの生に満足して、逝くことができる。そう童わらわは確信しておる……」

　それは本当に、とても優しい会話だったが――

　まだ僕は警戒を解いていない。

　確かに、これで終わりならいい。守護者ガーデイアンアイドは、姉であるティティーと再会し、全て終わり……、ならいいが――

（す、全てを、終わりに……？）

　しかし、まだ何かが足りない気がする。

　ああ、予感がするのだ。《次元決デイメンシヨン・戦演算グラデイエイト『前日譚リコール』》を発動したばかりで鋭敏となった感覚が、世界の流れを読み取るスキル『感応』が、これまでの守護者ガーデイアンたちとの戦いの経験が、そう易やす々やすと終わることはないと、僕に忠告している。

（これで、全てが、終わり……？　自分は弟に戻る……？）

　アイドは震え続ける。

　そして、その次に出た言葉は――

（――渦か波なみ様ですか？）

　ぽつりと、アイドは僕の名前を呼んだ。

　故郷の名でもなく、姉の名でもなく、僕の名前を口にした。

　その瞬間、僕は自分の予感が当たっていることを確信する。

　やはり、そう上う手まくはいかない。

　いまここにティティーがいる。それはアイド説得の必須条件だろう。けど、その傍そばに僕がいるということが間違っていたようだ。前に会ったとき、口では僕を恨んでいないと言っていた彼だったが、そんなことはありえない。おそらく、ティティーの新たな決意の中に僕という存在が交じっていることが、アイドにとって、何よりも――

（『統べる王ロード』。渦波様に諭され、そう決めたのですか……？）

「ああ、そうじゃ！　かなみんのやつが相談に乗ってくれたのじゃ。それで童わらわは全ての重荷を下ろすことができ、とても身体が軽くなった！」

　直感で状況を察するスキルのないティティーは、アイドの疑問に明るい声で答えていく。自分の訴えが弟に届いたと思って、嬉うれしそうに今日までのことを話し始める。

「かなみんのおかげで、ようやく童わらわは『統べる王ロード』を捨てることができたのじゃ。道中、ただの少女ティティーとして、色々なものを見てきたぞ。かつて、おぬしと共に旅をした頃を思い出して、心が躍ったものじゃ！　連合国では色んな店を冷やかして回って、工房では童わらわ専用の武器を自作し、見たことないほど大きな船に乗った！　海では巨大な魚のモンスターと戦い、陸では巨大な虫のモンスターと戦い、この時代のお姫様を二人も救ったりしたぞ！　あとは――」

（渦波様ぁああァアアアアアアア――!!）

　しかし、それは途中で、アイドの咆ほう哮こうに――いや、絶叫に遮られた。

「ど、どうしたのじゃ……？　アイド……」

　その唐突な声に、ティティーは怯おびえ惑う。

　だが、それでもアイドの叫びは止まらない。

　アイドの声を届ける『白桜ピエリス・アイシア』が震え、その葉と白い花弁を散らしていく。そして、血の交じりそうなほど大きな声が『第二迷宮都市』ダリルを満たす。

（渦波様！　渦波様、渦波様渦波様渦波様ぁああアアアッッ――!!!!）

　やっと再会できた姉の名ではなく、その少し後方に立つ僕の名を連呼し続ける。果てに、アイドは喉が張り裂けてしまったかと思えるほどに、掠かすれた声を搾り出す。

（渦波様――いや、憎き始祖！　始祖渦波!!）

　アイドは誰が相手だろうと、ずっと敬称を付けて呼んでいた。

　その彼が、いま僕を指して、憎き始祖渦波と呼び捨てる。

（『統べる王ロード』に、なんてことを――！　またです！　また唆しましたね！　誑たぶらかしましたね！　『統べる王ロード』は北にとって、太陽にも勝る至宝でした！　生きる者全てにとっての希望でした！　それを、あなたは奪い去る!!　千年前、あなたのせいで北の民は無残にも死んでいった！　それを省みずっ、あなたはまた繰り返すつもりか!!）

　アイドから憎しみの詰まった言葉を叩きつけられて、僕は圧倒されかける。

　しかし、一歩も引かない。恐れずに、むしろ前に出る。

　こうなる可能性は最初から考えていた。

　だから、ずっと用意していた言葉を、冷静に返すことができる。

「ああ、そう思われるのは仕方ないって思ってる。けど、信じて欲しい。僕はティティーから本心を聞いただけだ。……おまえの姉は、いつだっておまえという弟を待っている。決して、『統べる王ロード』として『宰相』を待ってなんかいない!!」

（本心を聞いただけ!?　子供でもわかる噓を！　この男は――!!）」

　しかし、裏切り者でしかない僕の言葉が届くはずなどなく、すぐに否定された。

　アイドは僕を詰なじったあと、呆ぼう然ぜんとするティティーに懇願する。

（『統べる王ロード』、思い出してください！　千年前、あなたは世界の平和を願った！　その貴き意志で、皆みなを助けたいと言った！　北を救うと誓った！　あの素晴らしき誓いを、どうか思い出してください!!）

「ア、アイドよ！　それは違う！　童わらわが願ったのは、そんなことではない！　童わらわはおぬしだけを助けたかっただけなのじゃ！　他の者まで助けられるほど、童わらわは強くなどない！　童わらわは弱いのじゃ！　おぬしの思う以上に！」

　このまま呆然としていては駄目だと気づいたティティーは、もう一度偽りなく自らの本当の姿を曝さらけ出していく。だが、それは――

（あなたが弱い!?　何を言っているのですか!?　あなたほど強い人など、この世にはいません！――ああっ、あぁあああっ、始祖渦波!!　あなたが『統べる王ロード』の心を惑わす！　あの強く賢くっ、誰よりも気高かった王の心を、いつも――！）

「違うと言っておるじゃろう！　そのおぬしの期待に、童わらわは無理をしながら応えていただけじゃ！　強く賢い『統べる王ロード』の振りをしていただけで、本当の童わらわは強くも賢くもない！　どこにでもいる弱く愚かな子供だったのじゃ!!」

　届かない。アイドの言葉を伝える木から、息を吞のむ音と歯は軋ぎしりの音が聞こえたあと、静かで冷たい声が返ってくる。

（くっ……！――いま、自分の忠誠が問われていると判断します）

　アイドはティティーの言葉を受け取ることを放棄し、自分の中で答えを完結させようとしていた。その反応に焦りを覚えたティティーが、弟の名を叫び、止めようとする。

「アイド――!!!!」

（……いまならば、ノワールとルージュが近いですね。丁度、『第二迷宮都市』ダリルで密偵を――いや、挑戦中だったようです。この二人ならば、すぐにでも行けます）

　しかし、ティティーの叫びは届かない。会話が成立していない。その光景は、迷宮で狂乱していたティティーとノスフィーを思い出す。『未練』で暴走している守護者ガーデイアンの特徴だ。声と声は交差していても、思いが全く交差しない。

（ノワールとルージュは『魔石人間ジユエルクルス』から『魔人返り』を経て、新たなステージに辿たどりつきかけている二人です。いまの始祖渦波の力を測るには、丁度いい相手でしょう）

　淡々とアイドは一人で語り続ける。最愛の弟に無視され続けるティティーは顔を顰しかめ、目の前の『白桜ピエリス・アイシア』に近づいて、縋すがる。

「待て、アイドよ……！　そんなことをしてどうするつもりじゃ……!?」

　問いながら、震える木に触れる。

　そこまでして、ようやくアイドは答える。

（ご心配はいりません、『統べる王ロード』。必ず、自分が始祖渦波を倒してみせます。始祖渦波より自分が相応ふさわしいことを証明してみせます。本来のあなたを取り戻してみせます。今度こそ、この自分が必ず……!!）

　ただ、返ってくるのは見当違いの言葉のみ。

「アイド！　童わらわを『統べる王ロード』と呼ぶでない！　姉と！　ティティー姉様と、昔のように呼んでくれ!!」

（始祖渦波……。我らの『統べる王ロード』は返してもらいます）

　もはや、アイドはティティーと会話をしようとしない。

　憎しみの感情だけを乗せて、僕にだけ語りかけてくる。

　心惑わされた王を救うため、臣が全てを賭けて、逆賊を討とうとする。

「アイドォオ――!!」

　ティティーは名前を呼びながら木を叩いたが、返答はない。

　そこで僕は話し合いの芽が完全になくなったと判断して、後方に呼びかける。

「スノウはクウネルを頼む！――魔法《ディメンション》!!」

　そして、戦うための次元魔法を広げていく。

「もう逃げたよ！　話してる間に、今生の別れを告げてから全力疾走していった!!」

「今回はありがたい！」

　厄介ごとに巻き込まれるのに、クウネルは慣れてるようだ。その迅速な逃走に感心する。僕に気取られずに去るなんて、地味に凄すごいことだ。

　感心しながら《ディメンション》をダリルに満たしていき、まず走り逃げているクウネルを捉える。さらに、その反対方向から走ってくるパーティーも見つける。

　子供たちだけで構成された五人パーティーで、一見すると迷宮を目当てにやってきた探索者のように見える。だが、その中に見知った顔がいるのを見つけて、すぐに僕は『持ち物』から『アレイス家の宝剣ローウェン』を抜いて、パーティーがやってくる方角を向く。

　顔を向けたと同時に、ダリルの暗がりの中、黒を基調とした装いの『魔石人間ジユエルクルス』が、先んじて姿を現した。その『魔石人間ジユエルクルス』は口角を吊つり上げながら、僕との再会を喜ぶ。

「――お久しぶりですね。ラウラヴィアの見た目のいい英雄様。……この私を覚えてますか？　もちろん、覚えていませんよね。こんな私のことなんて、そこらの石ころ程度にしか思っていなかったですよね。……けど、いまに忘れられなくして差し上げます。ええ、あのときの敗北をなかったことにするには、あとは英雄様だけ。英雄様を討ち取るだけなのです」

　僕に近づきながら、その身体からだを変化させていく。

　ぐにょりと芽吹くように、背中から羽が生えた。ただ、それは鳥類の柔らかい羽毛ではなく、蝙蝠こうもりの角ばった羽に近い。その羽の色は、黒と紫。蝙蝠に似てはいるが腕と手に繫つながっておらず、奇妙な羽だった。

　そして、耳がエルフのように尖とがっていき、半月に歪ゆがんだ口からは鋭い犬歯が覗のぞく。

　丁度、先ほどまで隣にいた吸血鬼クウネルに似ている特徴だ。

　警戒を強めながら、僕は『注視』する。





【ステータス】




名前：プロトエス　HP156/156　MP712/712　クラス：聖人




レベル29

筋力4.45　体力4.11　技量5.78　速さ3.89　賢さ6.22　魔力49.12　素質2.70




先天スキル：星魔法3.44　属性魔法2.23　血術1.21

後天スキル：素体0.35　神聖魔法1.01






　レベルは二倍以上に跳ね上がり、クラスがおかしなことになっているが、間違いなく以前に見たことのある『魔石人間ジユエルクルス』の『表示』だった。

「いや、覚えてるよ。一年前、コルクの町で戦ったノワールちゃんだろ……」

　その『表示』とは違う名前を呼び、様子を窺うかがう。確か、アイドと共に行動し、シアちゃんのパーティーの一員で、ワイスさんやライナーと仲が良かった子だ。

　だが、その姿が記憶と余りに違う。どれだけ凄い魔法を放とうとも、こうも人間離れしていくことはなかった。ここまで不安定な笑顔を見せる子ではなかった。

「ええ、そのノワールです。もうノワールは誰にも負けませんよ？　あのお方たちのおかげで、私は『完成』しました……。至ったのです！　虐げられる弱き者から、虐げる強き者に――！　くふっ、くふふふ――!!」

　そして、自分の身体を変化させながら笑うノワールちゃんの後ろに、相棒である赤の『魔石人間ジユエルクルス』の少女が追いつく。

　彼女もノワールちゃんと全く同じ顔だが、赤を基調とした装いのおかげで判別がしやすい。赤いほうの『魔石人間ジユエルクルス』ルージュちゃんだ。彼女は遅れてやってきた残り三人のパーティーに指示を出して、一歩前に出る。

「みんなはここで動かないで！　相手は英雄さん！　『魔人返り』してるレベルじゃないと、きっと相手にならないから……！」

　残り三人の少年少女も『魔石人間ジユエルクルス』のようだが、そこまで顔は似ておらず、ルージュちゃんたちは別口であるとわかる。

　三人とも年若く、レベルも一桁だったので、ルージュちゃんが待機を命じてくれたのはありがたい。下手に手を出されると、大おお怪け我がをさせてしまう可能性があった。

　一人だけで前に出てくるルージュちゃんのステータスだけ、詳しく確認する。





【ステータス】




名前：イレブンエス　HP88/88　MP312/345　クラス：魔法使い




レベル23

筋力2.78　体力2.56　技量3.49　速さ2.38　賢さ4.71　魔力34.34　素質2.11




先天スキル：星魔法2.05　属性魔法1.12　血術1.02

後天スキル：素体0.44　体術1.56　木魔法1.67






『注視』を終えて、ルージュちゃんはノワールちゃんと違って大きく変化していないことがわかる。その結果、以前は大きくリードしていたステータスが、全てノワールちゃんに追い抜かれてしまっている。

　レベルが抜きん出ているノワールちゃんは、後方の仲間たちに目もくれず、一人だけで戦おうとしていた。

「さあ、英雄様。私と踊りましょう。くふっ、今度は私がリードしますよ。英雄のあなたさえも、いまの私なら先を行けます……！」

　きゅっとノワールちゃんの瞳孔が小さくなり、瞳の色が血のように赤く染まった。

　身体を巡る血の濃さを表しているかのように、鮮やかな赤だ。

　それは獰どう猛もうな動物が見せる殺意の瞳に似ていた。

　いまにも飛び掛かってくる――そう思ったとき、一人で飛び出そうとする親友を、ルージュちゃんが止めようとする。

「待って、ノワールちゃん！　『魔人化』を解いて！　戦う前に事情を聞いたほうがいいよ！　アイカワカナミさんは弱者を虐げるような人たちじゃないと思う！　きっと南の人たちとも関係ない！　さっきの先生は何かおかしかった!!」

　どうやら、このノワールちゃんの変化が、アイドの言っていた『魔人返り』みたいだ。

　獣人たちの『獣化』と違うことは、すぐにわかった。どちらかと言えば、守護者ガーデイアンたちが死に瀕ひんしたときに現れる症状、『半死体ハーフモンスター』に近い。

　間違いなく、獣なんて生易しいものではない。

　取り返しのつかない領域に足を踏み込んでいると、僕は感じ取った。

　ノワールちゃんは赤い目を揺らしながら、後方の親友に答える。

「……ルージュちゃん。いま、そういうのはいいです。関係ないです。いま重要なのは英雄様を見返すこと。あの日の屈辱を晴らすこと。それだけです。ええ、もうノワールは誰にも負けない。……誰にも負けない！　もう負けないことを、私を馬鹿にしたみんなに証明するんですよ――!!」

『魔人化』と思われる現象が、さらに進む。

　ノワールちゃんの黒い羽は薄く大きく広がっていき、腕は細く鋭くなっていった。

　そして、その手の先から、刃物に似た黒く長い爪が伸びる。

　彼女の変身が終わったところで、ルージュちゃんが唇を嚙かんでから叫ぶ。

「ああ、もう！　頭に血が昇って、悪いところが全部出てる!!」

　その反応から敵意はないと判断して、僕は彼女に声をかける。

「ルージュちゃん！　せめて君は下がってくれ！」

「……わかった！　ただ、できれば一年前のときのように優しくお願い！　ラウラヴィアの英雄さん!!」

　そう返事をすると共に、ルージュちゃんの目も赤くなる。

　さらに、その右腕を赤い軟体の触手に変身させて、後方の仲間たち全員を摑つかんで大きく後退した。おそらく、いまのも『魔人返り』とやらの力だろう。

　ただ、ノワールちゃんと違って、こちらは独特な変身だ。

　こちらは蝙蝠じゃなくて蛸たこだろうか？

　赤い軟体生物……？　どこかで見たような気がする……。

　いや、そんなことを考えている場合ではない。

　すぐに僕は思考を打ち切って、近くの木を叩たたきながら「アイド！」と叫び続けるティティーの肩に触れる。

「おい、ティティー！　もうそっちはいい！」

「あやつ！　返事をせん!!」

「わかってる！　わかってるけど、まず向こうの黒い子を抑えるのが先だ！」

　こちらを見て笑っているノワールちゃんを指差す。

　好戦的な表情だが、まだ襲ってこない。どうやら、僕たちの話が終わるまで待ってくれるようだ。本当に僕を真っ向から打ち負かして見返すのが目的だとわかる。

「くっ、仕方あるまい……！　こうなれば、まずはあやつの尖せん兵ぺいを打ち倒して、居場所を聞こうぞ!!」

　ティティーも好戦的に前へ出ようとする。それを僕は、首を振って止める。

「ただ、できるだけおまえは攻撃するな！　僕とスノウに任せて、防御に集中してろ！」

「はあ!?　なぜじゃ!?」

「少し前に迷宮で、僕を殺しかけたのを忘れたのか!?　僕と違って、あの子は普通なんだ！　おまえの力じゃ、もしもがありえる！」

「……逃すでないぞ！　かなみんよ！」

　ここまでの道中で、ティティーは魔力のコントロールが不十分になっていることを理解していた。万が一にも殺すのを避けるべく、僕に全てを任せてくれる。

　話はついたところで、僕はノワールちゃんに向き直る。ただ、正面の彼女の顔は歪みに歪み切っていた。いまの僕たち二人の会話が癇かんに障ったらしい。

「ふ、普通……？　使徒様に選ばれ、これから『聖人』となる私が普通？　さ、さささ流石さすがは英雄様ですねえ！　言うことがあ、違いますねぇえ……!!」

　一年前も傲慢なところがあった彼女だが、この一年でさらに自尊心は肥大化しているようだ。歯は軋ぎしりしながら、ゆっくりとこちらに近づき、魔法を構築する。

「――《グロース》!!　《キュアリジュネレーション》!!」

　魔法で身体強化が行われたと同時に、ノワールちゃんは地を蹴った。

　その低く滑空する燕つばめのような動きに、僕は驚く。

　予想を遥はるかに超えた動きだったからだ。

　いま確認したところ、ステータスの『速さ』は3.89だった。ただ、実際の速さは、『速さ』の数値を大きく上回っている。

　僕と同じほどの速度の上、背中の羽のせいか妙に鋭く感じる。

　突進と共にノワールちゃんの爪が振るわれた。

　それに剣を合わすことすら出来ず、僕は後退してしまう。

「速いっ！　前は、星属性の魔法使いだったのに……！」

　文句を言いながら、僕の横を通り過ぎたノワールちゃんに向けて剣を構え直す。

　一合で勝負を決めるつもりだったが、その甘い計算を最初からやり直す。『魔人化』を『獣化』の強化版くらいに考えていては駄目だ。もっと本質的な何かが変わり、ステータスという概念を覆す『反則技』くらいに考えないと遅れを取る――！

「星の魔法ですか!?　くふっ！　もちろん、あれも使えますよ！　しかも、今度は一人で！　一年前とは、違うというところをお見せしますよ！　英雄様ぁあア！――《グラヴィティ・グリード》!!」

『魔人化』したノワールちゃんの強さは身体能力だけではない。

　魔力も段違いだった。一年前と同じ星属性の魔法を使おうとしているが、その構築速度が異様に速い。以前は、後ろのルージュちゃんと共鳴させて、『詠唱』を行った上に使っていた魔法が、一呼吸のうちに展開される。さらに、前以上の重力で、僕の身体を地面に押さえつけようとする。

「この……！――《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》！」

　全ての重さを倍化させていく重力の結界だ。この状態で、もう一度襲いかかられると不ま味ずいと判断して、次元の結界を張り――その僕の横からスノウが駆け出す。

「黒い子！　私を忘れてるよ！」

　ティティーから受け継いだ剣を振り上げ、ノワールちゃんに迫っていく。

「いいえ、忘れてませんよ！　《グラヴィティ・グリード》は、あなたへの魔法です！」

　その台詞せりふの終わりに合わせて、怪音が鳴り響く。

　ノワールちゃんの目の前に、何もかもを潰さんとする重力の球体が発生した。この魔法の効果も、以前と同じだ。それは透明だが、確かに存在する魔力の塊。人一人を簡単に飲み込むほどの大きさで、そう簡単に避けて通れるものではなかった。

「これは……!!」

　地面を抉えぐりながら移動する重力の球体に、スノウは少し迷ったあとに剣を振り下ろした。そう簡単に、重力の球体を搔かき消すことはできない。ただ、代わりにスノウの大剣が一方的に破損することもなかった。結果、球体と剣の押し合いになり、スノウは後方に向かって勢いよく運ばれていく。

「くふふっ、硬過ぎる竜人ドラゴニユートスノウ・ウォーカーは魔法で除外するのが一番です」

　いかに竜人ドラゴニユートの膂りよ力りよくといえども、重力の魔法相手に力勝負は不利だったようだ。

　球体は周囲に土砂を撒まき散らしながら、スノウごと一気に十メートルほど直進していった。ノワールちゃんの言葉通り、スノウは戦場から一時的に除外される。

　撒き散らされる土砂は散弾のような凶器と化していたが、周囲への被害はルージュちゃんとティティーが魔法で弾はじいていた。

　ティティーは風で近くのテントと建物を守り、ルージュちゃんは近くの木々を操って仲間を守っていた。

　味方にも被害が及んでいる状況を見ながらも、まだノワールちゃんは止まらない。

「さあ！　いまの内に、リベンジを終わらせます！　ラウラヴィアの英雄!!」

　いまの魔法で、あと数秒間は誰の邪魔も入らないと判断したのだろう。

　ノワールちゃんは両手から伸びる爪を煌きらめかせながら、再度低く突進してくる。

　先ほどと同じ速度の上、今度は重力の結界まで張られてある。だが、こちらも《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》を濃く展開したところだ。同じ動きならば僕には通じない。

　どれだけ身体からだが重くなっていようとも、剣を最小限の動きで振るい、常に最短距離を奔はしらせれば、ノワールちゃんの速度に対抗できる。

　左右から襲い掛かる黒い爪を剣で弾き、彼女の腕に剣先を刺そうとする。

「……っ！　この期に及んで、急所を狙っていませんね！」

　その部位狙いをノワールちゃんは屈辱と感じたようだ。

　険しい顔つきで赤い目を動かし、異常な動体視力でかわしていく。

　続いて、僕はローウェンから習った足運びで、ノワールちゃんの側面に身体を滑り込ませる。はっきり言って、彼女の身体捌さばきのレベルは低く、隙だらけだ。

　躊ちゆう躇ちよなく、死角から剣を振って、その背中の羽を切り落とそうとする。

　けれど、ノワールちゃんは振り返りもせず、その剣を避けてみせた。

「だから、舐なめないでください!!」

《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》は彼女から魔法の発動を感じ取ってはいない。どうやら、ノワールちゃんは目に頼ることなく、普通の人間にはない感覚器官で、僕の動きを把握できるようだ。その判断と同時に、彼女の声に答えてあげることにする。

　もう十分に情報は揃そろってきた。

「……別に手加減していたわけじゃない。長引けば長引くほど、確実になるから時間をかけただけだ。だが、もう様子見は終わりだ」

　戦闘時間は数秒だったが、もう僕の勝ちは確定したと言っていい。ノワールちゃんの身体能力や特徴はわかったし、展開している重力の魔法も解析し終わった。

　たとえ、どんな切り札があろうと潰せる自信がある。

　――ゆえに、一瞬だけ。

　ほんの僅かな時間、《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》を新しいバージョンに切り替えて、勝負を終わらせに行く。

「――《ディメンション・千算相殺カウンテイング》」

　解析し終えた展開中の《グラヴィティ・グリード》の術式をずらし、『魔法相殺カウンターマジツク』を行い、まず重力という枷かせを外す。

　それと同時に、これまで速度を抑えていた剣けん閃せんを、本来の力で振るう。

《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》の補助はないけれども、スキル『感応』がある限り、手元が狂うことは絶対にない。

　結果、『アレイス家の宝剣ローウェン』がノワールちゃんのお腹なかに、臓器を避けて縫うように突き刺さった。それをすぐ抜いて、距離を取ってから勝利宣言をする。

「それ以上動けば、死ぬぞ。……僕の勝ちだ」

「……くっ、うぅっ！」

　ノワールちゃんは刺されたお腹を両手で押さえて、溢あふれ出る血を止めようとする。

　彼女なりの知識で、お腹の負傷が致命的であることを知っているのだろう。顔面を蒼そう白はくにして、傷口を押さえている。

　わざと僕は冷酷に死を口にして、勝利宣言をした。

　彼女の臓器を一切傷つけていないと知っているからこその宣言だ。

　無理に動いても、そう簡単には死なないであろうと、次元魔法使いである僕だけがわかっている。これで、彼女が怖おじ気けづいてくれればいいのだが……。

「こ、この状態での回復力と生命力を舐めないで欲しいですね！　伊だ達てに人間性を犠牲にはしてません！　まだまだ……!!」

　ノワールちゃんは傷口を押さえるのを止やめて、戦意を失うことなく立ち上がった。

「この馬鹿……!!」

　僕は悪態をつきながら、その傷口から溢れ出る血の量を測る。すぐに失血死することはないだろうが、僕の知識では気絶と死亡の正確な時間まではわからない。

　ただ、無策に再度突進してくるノワールちゃんを見て、もう僕が敗北することだけはないと確信できた。

　長時間、各種《ディメンション》で同じ場所の情報を得過ぎたせいか、いま展開されてる次元魔法が、一つ上の《次元決デイメンシヨン・戦演算クラデイエイト『先譚リアライズ』》に至りかけている。その『未来視』の魔法が、ノワールちゃんの勝利の可能性はなくなったと伝えてくれる。

　その勝利の道に沿うだけで、もう僕は勝てる。

　ノワールちゃんの猛攻を悠々と捌きながら、穏便な勝利方法を探っていく。その余裕の様子を見た彼女は、さらにむきになって何度も爪を振るう。

「――あ、当たらない！　当たらない当たらない当たらない!?　なんでです!?　動きが読まれてる？　そんなはずは――!!」

「悪く思うな!!」

　間違いなく、彼女は失血死するまで戦い続けるだろう。仕方なく、当初の予定通りに剣先で腕を貫き、横に振るって、右腕の靱じん帯たいを切断した。

「がああアアッ！　腕がっ！　私の腕がぁああ!!」

　これで、もう戦えはしないだろう。

　という僕の淡い期待は、すぐに裏切られる。ノワールちゃんは血を撒き散らしながら、力の入らない右腕を動かして爪を僕に向ける。

「ハァッ、ハァッ――！　まだです！　私の聖人の腕ならば、この程度！」

　ノワールちゃんは息を切らしながら、僕に勝つべく戦いを続けようとする。

　その攻撃を後退しつつ凌しのぎながら、彼女の身体を《ディメンション》で調べていく。

　余りに様子がおかしい。ここまで力の差を演出しても、まだノワールちゃんの闘志は膨れ上がるばかりだ。何か原因があるはずだ。

　彼女は『代償』で何を失っているんだ？

　これが『魔人返り』ってやつの影響なのか？

　それとも、もっと別の理由があるのか？

「くっ、みんなも手伝ってください！　何をぼうっとしてるんですかぁ!?　早く！」

　いつまで経たっても僕に届かない展開に、業を煮やしたノワールちゃんは仲間に呼びかけた。遠くに押し出されていたスノウが近くまで戻ってきているのを見て、少し焦っているようにも見える。

「この人たちはアイド先生の敵！　みんなも聞いたでしょう!?　この人たちを放っておけば、みんなの先生が死んじゃいますよ!?　先生がいなくなります！　それで構わないのですか!?」

　僕たちはアイドを殺すのではなく、救いに来たつもりだ。

　その言いがかりに反論しようかと思ったが、救えば消失してしまうのは確かなので、何も言い返せなかった。僕が言いよどんでいると、後方で見ていたレベル一桁の『魔石人間ジユエルクルス』三人が呟つぶやきながら前に出てくる。

「せ、先生が死ぬの……？」

「それだけは駄目……」

「ノワールちゃん、待ってて。いま行く……！」

　近くにいたルージュちゃんが抑えようとしたものの、アイドの死というワードを聞いた彼女たちの足を止めることはできなかったようだ。そのことから、アイドも大聖堂のラスティアラと同じように『魔石人間ジユエルクルス』たちの信頼を得ていることがわかる。

「先生の敵は、私たちの敵――!!」

『魔石人間ジユエルクルス』三人は同時に魔法構築を始めた。

　そして、ステータスを見る限りではありえない量の魔力が溢れ出す。

《ディメンション》が彼女たちの魔力――いや、血の動きを正確に把握する。例の生まれながらにして血に『詠唱』が刻み込まれているというやつだろう。その血が熱を伴って全身を駆け抜け、恐ろしい量の魔力を生産しているのがわかる。

「私たちの力が及ばないのはわかってます！　けれど、及ばないなら及ばないなりの戦い方があります！　『永遠にたゆたえ』、『万象賛歌の夢見を』『無限に広がる魂の中で』！――《ディーヴァプレイズ・アロー》！」

『魔石人間ジユエルクルス』は血に刻まれた自動の『詠唱』の上に、さらに音声で『詠唱』を足して神聖魔法を放つ。三人の共鳴魔法が、二重の『代償』によって魔力を底上げされ、極太の光の矢となって僕に向かって飛来する。

　当然だが、それを成功させまいと僕は邪魔をしようとした。とはいえ、初めて見る魔法に『魔法相殺カウンターマジツク』はできない。遅延と減衰させるだけで手一杯だった。

「ずらせ！――《ディメンション・千算相殺カウンテイング》!!」

「吹き飛ばせ！――《ドラグーン・アーダー》!!」

　そこに、丁度戦場に戻ったスノウも迎撃に加わった。

　振動の詰まった球体を放つ魔法だ。減衰した光の矢と振動の塊のぶつかり合いが始まり、スノウに軍配があがる。そのまま、光の矢は消えかけたが、

「ま、まだぁあ！　『万象賛歌の夢見を』！　『無限に広がる魂の中で』――!!」

　さらに『魔石人間ジユエルクルス』たちが『詠唱』を足して、光の矢は力強さを取り戻した。

「お、おい、待て！　それ以上は――」

　この魔法の競り合いで、僕たちが負ける。

　それならばいい。

　だが、この三重目にあたる『詠唱』の『代償』だけは見過ごせない。一時的にだが、スノウにも負けぬほどの魔力を放出している代わりに、『魔石人間ジユエルクルス』たち三人の大切なものが削れている。

「もう限界じゃっ、かなみん!!　見てはおれん!!」

　見過ごせなかったのは、後ろで待機していたティティーも同じだったようだ。僕の背中から、膨大な風を感じ取る。その風に続き、彼女の本気を示す声も聞こえてくる。

「【自由の風】よ！　あやつらの『詠唱』を解けい!!」

『風の理ことわりを盗むもの』が戦場に解き放たれる。ただそれだけで、全ての力関係が無に帰する。これまでの戦いを嘲あざ笑わらうかのような凶悪過ぎる魔法の風が吹き荒れていく。

「全て終わらせよ！――《ワインド》!!」

　まず、最も近くにいたノワールちゃんに、風が四方八方から鎖のように纏まとわりつき、その動きを封じた。風は悲鳴の声も許さないほど速く重く、さらに身動きできなくなった彼女の頭上から突風が吹いた。攻撃する箇所を選んでいた僕と違って、ティティーは遠慮なく敵の頭部を地面に打ちつけて気絶させた。

　続いて、ティティー特有の【自由の風】が戦場に満たされ、『魔石人間ジユエルクルス』三人が命を懸けて放った光の矢が、あっさりと消失する。

　追い討ちのように『魔石人間ジユエルクルス』たちの周囲を、風が鳥籠のように囲んだ。小型の嵐に囲まれた少女たちは息苦しそうに首を押さえ、数秒も経たない内に意識を失った。

　五人パーティーの内、残ったのは戦意を見せなかったルージュちゃんだけ。

　一瞬だった。

　基礎魔法一つで、敵は全滅した。とはいえ、強引な魔法構築だったのは間違いないようで、少し息を切らしながらティティーは叫ぶ。

「アイドよ！　なぜ、彼女らを止めなかった!?　自分で言ったことを忘れたのか!?」

　場に満たされた《ワインド》は、まだ消失していない。

　まだやるべきこと――いや、言いたいことがあると主張するように、風は戦場を吹く。

　その風が周囲の全樹木をノックするかのように叩たたき、その向こうにいるであろう人物に話しかける。

「いま、おぬしのやっていることは千年前の南のやつらと同じじゃ！　自分の利益のために、平気で弱き者を利用する！」

　ティティーにとって『魔石人間ジユエルクルス』は眼中になく、まだアイドとの対話が続いていると思っているようだ。先ほどの話の続きを、叫び続ける。

「それがおぬしの目指す『ヴィアイシア』なのか!?　この者らを捨石にして、本当におぬしは構わぬのか!?」

　少しだけ息苦しそうだ。いま目の前に広がる光景から、ティティーは昔の自分を思い出しているのかもしれない。

「答えよ！　アイド!!」

　その問いかけによって、僅かな時間だけ周囲は静寂に包まれた。

　僕もスノウもルージュちゃんも、鬼のような形相となったティティーを前に何も言えない。答えられるのは一人だけだった。

（……そ、その者たちは『魔石人間ジユエルクルス』です。自分の助けたい真の『魔人』とは、まだ言えません）

　木々の一つから、少し怯おびえたようなアイドの声が響いた。

「だから、見捨てるのか!?　その考え方が、かつての南と一緒だと言っておる！　言葉がすり替わっているだけじゃと気づかぬのか!?」

（いま、『統べる王ロード』と議論する気はありません。それよりも、まずは始祖渦か波なみ。彼を排除してからあなたを説得しなければ、何を話せど堂々巡りになるでしょう）

　だが、その討論は続かず、一方的に打ち切られる。

　アイドは姉と話をする気が全くなかった。いま、ティティーがアイドしか眼中にないように、アイドは僕しか眼中にない様子で話しかけてくる。

（始祖渦波、いまのあなたの実力は大体わかりました。以前と一番違う点は、『剣術』ですね。あと、以前に増して、スロースターターになっているように見えます。……色々と変化はあるものの、まだ予想の範囲内です）

「アイド！　童わらわを無視するな！」

　その無礼にティティーが怒ったが、徹底した無視で話は続く。

（予想の範囲内ですが……それでも、強い。始祖渦波は反則的に強い。わかってはいましたが、身体からだが震えます。……ただ、一年かけて私も強くなりましたよ。もちろん、使徒様や妹様も同様です」

　ディアと陽ひ滝たきを話題に出され、僕も黙っていられなくなる。

「悪いけど、ディアと陽滝は返してもらう。そのために、ここに僕も来てる」

（お互い、返してもらいたいものがあるようですね。人質交換ができれば、話は簡単なのですが……）

「それは無理だ。おまえがティティーを『統べる王ロード』として返して欲しいと言っている限り、僕はティティーを返したくても返せない」

　お互いがお互いの大切な人を預かっている。

　すぐに交換できるものならしたい。

　だが、それが不可能なのは、お互いにわかっていた。

　僕たちは一呼吸置き、互いに冷静に相手の言葉を待った。

　その末に、アイドが先に口を開き、宣戦布告をする。

（――ならば、始祖渦波。自分と決闘しましょう。大切な人の身柄を賭けて）

　それは余りに予想外で、後方で荒れていたティティーの怒声が止まるほどだった。

「アイド――？」

　驚くティティーと怪しむ僕の二人に説明するかのように、アイドは決闘の内容について語っていく。

（遠回りも小細工もいりません。交渉も話し合いもいりません。まっすぐ、自分の待つヴィアイシア城まで来てください。そこで、自分は自分の全てを賭けて、あなたを倒します。ずっと前から、そうするべきだったのです。正直なところ、あなたと出会った日から、このときを予感していました）

　つらつらと昔を懐かしむかのような声。その声は先ほどまでの「アイドは正気じゃない」という評価が噓うそのように、とても静かで、穏やかだった。

（始祖渦波。かつては、あなたと共に歩みたいと思っていたこともありました。けれど、また我が王と共に現れた以上、その感傷は振り切ります。あの理想の国には、もう届かないと諦めます。自分の王国に始祖渦波はいらない。いま、決めました）

　そこには僕に対する親愛が、少しだけあるように感じられた。

　僕の記憶にはない一方的な親愛だ。だが、すぐにそれは憤怒で塗り潰されて、荒々しい挑戦状が叩きつけられる。

（――自分は始祖を倒す。これだけは、避けてはいけない。誰に任せてもいけない。あなたは自分の乗り越えるべき壁。自分の宿敵、相あい川かわ渦波――!!）

　その揺るがない意志をともなった言葉に、僕でなくティティーが先に反応する。

「ア、アイド……。もしや、おぬし……――」

　喧けん嘩か中であった相手を思わず心配してしまうほど、その提案はアイドに不利であるとティティーは思っているのだろう。その弟の無謀な挑戦に、何かを感じ取って黙り込む。

（『ヴィアイシア』にて、あなたの妹様と仲間と共にお待ちします。自分に勝てば、返還に全面協力すると約束しましょう。その代わり、正々堂々、自分と戦ってもらいますよ）

　先ほどから、思ってもいなかった言葉ばかりがアイドから投げかけられる。

　確認を含めて、同じ言葉を繰り返す。

「正々堂々……？　本当におまえがか？」

（『統べる王ロード』の心を救うには、その他にありません。ただ排除するだけでなく、始祖のあなたより『宰相』の自分のほうが頼りになることを、我が王に証明しなければなりませんから）

「……わかった。その決闘を受ける」

　アイドは攻撃魔法を持たない補助特化の『理を盗むもの』だ。

　正直、これほど僕に都合のいい決闘はないだろう。たとえ、罠わなであっても頷うなずいたほうが得であるのは間違いなかった。なにより、アイドの口にする理由には、少なからず納得ができた。そんな打算と共に、僕は承諾する。

（連絡魔法はここまでにしましょう。これから私は、対始祖用の準備を行わなければならないので、一切の反応ができなくなります。構いませんか？」

　アイドは心配げに問いかけてくる。

　それは僕たちだけで、ちゃんと自分たちの下に来られるかという心配だった。

「ああ、構わない。寄り道せず、すぐにそっちへ向かうから待っててくれ」

（流石さすがは、始祖。何の準備もなく敵の懐に入っても、必勝の自信があるのですね。ですが、必ずその自信を覆してみせます。……では、失礼します）

　アイドは少しだけ悔しそうな声を出したが、すぐにそれを抑え込んで、丁寧な別れの挨拶で話を打ち切った。そして、周囲の木々に宿っていた魔力が全て消失したのを感じ取ったあと、僕は難しそうな表情をしているティティーに謝罪する。

「ごめん、ティティー。勝手に決闘の約束をして……」

「いや、それはいいのじゃが……。どうも様子がおかしかった。アイドは童わらわと一緒で、どこか狂っておるのかと思ったが、最後は違っておったか？　もしかして、あやつは途中から正気に戻っておったのか？　ならば、いつ？　かなみんならば、わかるか？」

　姉であるティティーでも、いまのアイドの心の内は見通せないようだ。

　当然だが、まだ僕にもわからない。

　アイドが冷静さを取り戻したのはルージュちゃんとノワールちゃんが現れてからか？　それとも、単純に最後のティティーの叱しつ咤たのおかげだろうか？

「その、すまぬが、かなみんよ……」

　僕なりにアイドの心の内を推測していたところ、ティティーが申し訳なさそうに話しかけてくる。おそらく、彼女も僕と同じで、どれだけ推測しても答えは出なかったのだろう。だから、直接会って、もう一度話すしかないと思っている顔だ。

「ああ、わかってる。アイドのところに急ごう。マリアのほうには、グレンさんとリーパーがいる。僕たちとの合流は、少しだけ待ってもらおう」

　先ほどの追憶では、マリアたちに敵はいないように見えた。常識人でありストッパーであるグレンさんとリーパーが同行してるのも大きい。なにより、この一年間、無事に旅をしてきた実績もある。冷静に僕は、南でなく北に向かうことを決めた。

「……助かる。話してしまうと、どうにも駄目じゃ。いますぐにでも、会いたくなってしもうた」

「その気持ちは僕にもわかるよ」

　家族とは、そういうものだ。だからこそ、僕たちはここまでやってきた。

　もう寄り道はせず、残り少ない『帰り道』を突き進むと決める。

　それを実感したティティーは、少しだけ名残惜しそうに話す。

「ここまで楽しかったぞ、かなみん。けれど、もう終わりのようじゃな」

「ああ、もう終わりみたいだ」

　ティティーと僕が一緒に遊ぶことは、もう二度とないとわかり、寂しげに笑い合う。

「それで、この者らはどうするのじゃ？　かなり強めに頭をやったからのう。死んでなければよいが……」

　その寂しさを振り払うように、いつものようにティティーは元気よく振る舞い、倒れた『魔石人間ジユエルクルス』たちを指差した。

「いや、呼吸はしてるから死んでないよ。ただ、このまま置いておくのも不ま味ずいな」

　アイドの言うとおりならば、彼女たちは『北連盟』から『第二迷宮都市』ダリルに差し向けられた密偵か何かだ。この状態で放っておけば、『南連盟』の兵たちに捕まって酷ひどい目に遭わされるかもしれない。

　一人だけ気絶していなかったルージュが、倒れた仲間たちに回復魔法をかけているのを見ながら、僕は彼女たちの処遇について考える。

　そうしている内に、倒れた『魔石人間ジユエルクルス』が一人ずつ意識を取り戻していく。

「が、頑丈だな……」

　ノワールちゃんは当然として、他の皆も何かしらの特殊な理由があるのだろう。

　立ち上がれはせずとも、よろけながら身体を起こそうとしていた。

　その中、ノワールちゃんだけが呪じゆ詛そを呟つぶやき、まだ戦意を保っていた。

「――え、え？　私が……、負けた？　う、噓だ……。噓だ噓だ噓だっ。私は聖人で、もう誰にも負けないはずなのに！　そう、私はあの『現あら人ひと神がみ』も超えた存在！　なのに、ああっ、使徒様っ！　どうしてです!?　使徒様ぁああ!!」

　押さえようとするルージュちゃんを振り払って、這はうようにこちらへ向かってきていた。今度こそ、上う手まく説得しようと思った僕だが、それはティティーが首を振って止める。この場は任せて欲しいようだ。

「千年前の『統べる王ロード』に、始祖……！　再戦です！　認めません、もう一度です！　もう一度私と戦ってください……!!」

　そのノワールちゃんの挑戦に、ティティーが《ワインド》を発動させながら答える。

「これでも、童わらわは戦場の生活が長い。おぬしのような厄介なやつとは何度も戦ってきた。ゆえに、五体バラバラにせねば理解せぬやつもおると知っておる。次は殺してしまうじゃろうな。――それでもか？」

　すっと風が吹き通り、ノワールちゃんの首と両手足に浅く切り傷が出来た。

　やろうと思えば、いま殺すこともできたのだとティティーは脅す。

「ひ、ひぃっ」

　その事実と、再度見る守護者ガーデイアンの圧倒的な魔力に、ノワールちゃんは年相応の悲鳴をあげて腰を抜かした。

「黒いの、少し大人しくしておれ。おぬしは絶対安静じゃ」

　僕相手ならば戦意を保つことはできても、過去に『狂王』と呼ばれた本物相手には無理だったようだ。

　ノワールちゃんは怯えた子犬のように震え出して、立ち上がることができなくなった。

　これでもう敵はいなくなった。そう思ったとき、ずっと静かだったルージュちゃんが立ち上がって、こっちを見ながら他の『魔石人間ジユエルクルス』に指示を出していく。

「みんな、ノワールちゃんをお願い。すぐに北じゃなくて、西のほうに逃げて。そう最後に、先生が言ってたから」

「……わかりました、リーダー。ご武運を」

『魔石人間ジユエルクルス』の一人が答えたのを聞いて、ルージュちゃんは一歩前に踏み出してくる。

　まだティティーの殺意溢あふれる《ワインド》が残っている中を、恐れることなく近づいてくる。

「お願い、アイカワカナミさん。先生のお姉さん。私を一緒に連れてって」

　そして、自らのパーティーが遠ざかっていく中、僕たちに同行を願い出た。

「む、むむ？　それは無理じゃぞ。おぬしら、アイドの手のものじゃろう？」

「無茶を言ってるってわかってます。けど、お願いします……。ずっと二人を待ってたんです……。この一年、ずっと……」

「え、そう言われても。のう、かなみん」

　深々と丁寧に頭を下げたルージュちゃんに、ティティーは困りながら僕のほうを見た。

　僕もティティーと同じ気持ちだ。先ほど、アイドに心酔する『魔石人間ジユエルクルス』たちから、命を命と思わない特攻を受けたばかりだ。その仲間と思われるルージュちゃんを同行させては、いつ同じことになるかわかったものではない。

　そんな僕たち二人の考えを察してか、ルージュちゃんは話を続ける。

「『魔石人間ジユエルクルス』たち全員が、あなた方の敵ってわけじゃありません。私は他のみんなと違って、できれば先生には負けて欲しいって思っています……」

　その発言に、僕は驚く。ルージュちゃんは他の『魔石人間ジユエルクルス』と違うのはわかっていたが、ここまでとは思わなかった。

　アイドが負けるということは、場合によっては死ぬということはわかっているはずだ。

「だから、二人を先生のところまで案内させてください。私がいれば『北連盟』のほとんどを素通りできます。これでも、ヴィアイシア国の創始者メンバーですので」

　まっすぐ僕たちの目を見つめるルージュちゃんの姿に、ティティーは唸うなる。

「うーむ。噓はついておらぬように見えるのじゃが……。かなみん、頼めるか？」

　その頼みが、心を繫つなげる魔法《ディスタンスミュート》であることはわかっている。

　まだ僕に魔力が残っていることを、頷き返して伝える。

「よし。では、おぬしが噓うそをついておらぬか、いまからかなみんが調べるぞ。ぶっちゃけて言えば、腕を胸の中に差し込んで心を暴く魔法じゃ。それを受け入れるのならば、童わらわたちに同行してもよい。案内が欲しいのは、確かじゃ」

　少し脅し気味にティティーは説明したものの、ルージュちゃんは迷いなく僕のほうに歩いてきて、その胸を僕に向けた。

「流石、アイカワカナミさん。いい魔法持ってるね。助かるよ」

「……じゃあ、ちょっと失礼するね。――魔法《ディスタンスミュート》」

　すぐに腕を入れて、『繫がり』を作る。

　その魔法を受け入れたことで《ディスタンスミュート》の効果をルージュちゃんは理解したのか、噓でないことを証明するように先の話を続けていく。

「……私たち『魔石人間ジユエルクルス』はみんな、アイド先生に助けられたんだ。戦うだけに作られた存在だった私たちに、生きる意味と居場所を作ってくれたの。あと、アイド先生の見つけた治療法のおかげで、長生きできるようにもなった。みんなが先生のためならば死んでもいいって思ってるのは、それが理由」

　その言葉に一切の噓がないことを、『繫がり』のある僕は確信できた。

　さらに、ルージュちゃんがアイドとの思い出を掘り返そうとしているのに釣られて、一つの記憶が見えてくる。

　それはルージュちゃんが初めてアイドと出会った時の記憶。

　乾いた風の吹き荒すさぶ平原が視みえる。

　そこは妙に懐かしく、どこかで見たことのあるような場所だった。





◆◆◆◆◆






　おそらく、これは一年前のルージュちゃんの思い出。

《ディスタンスミュート》だけでなく、『過去視』の魔法も薄うつすらと発動しているようで、ルージュちゃんの視点で色々なものが見えてくる。

　快晴の空の下、地平線まで続く平原が広がっていた。

　碌ろくに人の手の入ってない大自然から、ここが辺境の地であると一目で理解させられる。しかし、一つだけ、その平原には例外があった。

　生い茂る森の隣で、隠れるように建っていた館が燃え盛っていた。

　いまにも森に飛び火しそうなほど、勢いよく燃えている。数日後には、館は跡形もないと思えるほどに火の勢いは強い。

　そのぱちりぱちりと火の粉を撒まき散らす火炎の前で、ルージュちゃんたちは呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。ノワールちゃんと手を繫いで、自分が生まれた場所が消えていくのを見つめている。

　その燃え盛る館は、とある国の研究院であるとルージュちゃんの知識からわかる。

　非道な実験を繰り返していたところ、迷宮四十層の守護者ガーデイアン『木の理ことわりを盗むもの』アイドとパリンクロンの生んだ特殊な『魔石人間ジユエルクルス』ワイス・ハイリプローペの二人に見つかった結果、こうなったようだ。

　ルージュちゃんとノワールちゃんが研究材料として使い潰される前に、このお揃そろいの長い白髪を靡なびかせる男女に助けられた。『過去視』中のおかげか、この二人が研究員と衛兵たち相手に大立ち回りしている光景が目に浮かぶ。

　その全ての戦いが終わったあと、渋い顔のワイスさんがアイドに忠告していた。

　この子たちの寿命は余りに短いこと。

　生きれば生きるほど、苦しむだけかもしれないこと。

　それを当の本人であろう赤と黒の『魔石人間ジユエルクルス』二人の前で話す。

　――だが、すぐにアイドは首を振った。

　首を振って、ワイスさんの悲惨な話に真っ向から立ち向かう。

「ワイス、それは違います。生まれてはいけなかった命なんて、この世にはありません」

　間髪容いれずに、彼はルージュちゃんとノワールちゃんの手を握った。

　その手の温かさに、二人は戸惑う。おそらく、二人の短く悲惨な生涯で、一度も感じたことのない温度だったのだろう。戸惑いながらも、決して振りほどくことはなかった。

「ええ、絶対にありません。必ず、自分が救ってみせます」

　まるで自分に言い聞かせるように、アイドは再度繰り返し――虐げられた命二つを守ると誓った。その守護者ガーデイアンの固い意志にワイスさんは驚きながらも、少し困ったような顔で微笑ほほえみ、同意した。これからは手の届く範囲だけでも、『魔石人間ジユエルクルス』たちを助けていこうと二人は誓い合ったのだ。

　――これが始まり。

　この時代に呼び出された『木の理を盗むもの』の新たな物語の始まりで、ルージュちゃんたち『魔石人間ジユエルクルス』の新たな人生の始まりだった。

　アイドは赤と黒の『魔石人間ジユエルクルス』の頭の上に手を置き、もう恐れることはないと慰めていく。彼は思い出すように、懐かしむように、慣れない手つきで撫なで続ける。

「――よく、その小さな身体からだで研究院から逃れましたね。しかし、もう安心していいですよ。あなたたちを虐げる人間たちは、いなくなりましたから」

　ルージュちゃんとノワールちゃんが、アイドとワイスさんの二人と出会ったのは偶然だった。けれど、この人ならば助けてくれると、二人は信じられた。

　――こうして、四人の旅が始まる。

　その旅の主な目的は、他の研究院で苦しむ『魔石人間ジユエルクルス』の解放だったが、基本的には人助けの旅だ。迫害される奴隷や獣人、飢える村や街を救済して回っていく。

　それを可能とする知識と力が、アイドにはあった。

　旅の途中、ワイスさんの伝つ手てからレガシィ家の力を借りて、助けた『魔石人間ジユエルクルス』たちが新しい人生を過ごす場所を作ったりもした。

　虐げられてきた『魔石人間ジユエルクルス』は次々と助けられていき――けれど、同時に助けられた意味がわからず、疑問の声をあげることも多々あった。

　自分たちは作られた存在であり、利用されるものであり、守られる理由がわからないと言った。その奴隷よりも悲惨な生まれに対して、アイドは優しく答えていく。

『魔石人間ジユエルクルス』たちは家族だから救うと、話していく。

「――『魔石人間ジユエルクルス』なんて関係ありません。自分たちの家族は自分たちで決めてよいのです。ちなみに、その自分の法では、ここにいるみんなが一つの家族であると思っていますよ」

　そのアイドの決めた法によって、『魔石人間ジユエルクルス』たちは家族を得ていく。

　何番目の作品かを表す番号は捨てて、新しい名前をお互いにつけ合った。

　そして、その旅の途中、当然だが何度も問題が起こる。

　研究院で調整されていた『魔石人間ジユエルクルス』たちは、余りに身体が弱かった。けれど、その全てを、アイドが寝る間も惜しんで治療していった。

『魔石人間ジユエルクルス』たちは、身を削ってでも治療法を探すアイドを止めようとした。『木の理を盗むもの』アイドの貴重な時間は、先のない『魔石人間ジユエルクルス』たちに割くべきではないと進言することもあった。

「すみません、先生……。余りに私たちの命は脆もろ過ぎます。正直、これ以上の治療は無意味です。もう諦めましょう……」

「だから、どうしたと言うのです？　命の話なんてするならば、自分なんて『死人』ですよ？　何を言おうと無駄です。自分は『魔石人間ジユエルクルス』たちを助けると決めました。ええ、もう決めたのです」

　しかし、その嘆きを彼は、ばっさりと切って捨てた。その強引過ぎる救いの手に困惑する『魔石人間ジユエルクルス』たちの前で、アイドは新たな言葉を紡ぐ。

「少しくらい問題を抱えていようとも、あなたたちは力ある若者なのは間違いありませんよ。そして、有望な若者ならば、いつでも自分は歓迎です。自分の目指す王国には、たくさんの人材が必要ですからね」

　それはアイドの目的である建国に沿っているのだから何も心配はいらないと、『魔石人間ジユエルクルス』たちの後ろめたさと不安を拭っていった。

　その言葉の中には、ティティーの記憶でも見た単語が含まれている。

「――決して諦めないでください。みんなで笑って、『楽園』を目指しましょう」

　そう言って、家族を『楽園』に誘いざなう。

　それは『魔石人間ジユエルクルス』たちでも幸せに平和に暮らせる王国。

　そこへ共に辿たどりつこうと、アイドは提案した。

　――ここでルージュちゃんの記憶の回想は終わる。

　僕に伝えたいものは全て伝えたと思ったのだろう。

　少しずつ『過去視』から、現実に戻っていく。





◆◆◆◆◆






　ルージュちゃんたち『魔石人間ジユエルクルス』が、アイドのために命を捨てられる理由を僕は見た。

　その旅に敬意を抱く。

　救世とまでは言わないが、勧善懲悪の世直し物語に近いものを感じた。

　苦しみに喘あえぐ人々を助け、難病を治療していくアイドの姿は気高かった。

　同時に、この一年でアイドが大きく変わったことも知る。その僕の表情の移り変わりを見て、胸に僕の手を差し込まれたまま、目の前のルージュちゃんは呟つぶやく。

「先生は宣言通りに、すぐに新しい『統べる王ロード』を用意して、王国を作ってみせたよ。でも、その王国の『宰相』になってから、ちょっとずつ変になっていった気がするの。休む間もなく、先生は働いて働いて、働き続けて、少しずつ何かに追い詰められていって……、いつの間にか、全く笑わなくなってた……」

　守護者ガーデイアンは動く死人アンデツドかもしれないが、だからと言って不変というわけではない。心変わりをすることもあれば、生前の誓いを翻すこともあるのかもしれない。

　アイドは人助けよりも大切なものを見つけたのかもしれない。

　もしくは、人助けをしている余裕が、少しずつなくなってしまったのか……。

「いま、わざと『北連盟』と『南連盟』の戦争を拡大させてるのも、最初の先生なら考えられないことだよ……」

　いまのアイドは一年前と比べて、余りにおかし過ぎる。

　だから、最もアイドと付き合いの長い『魔石人間ジユエルクルス』であるルージュちゃんは、先生を守るよりも先に、そのおかしさの正体を知りたいのだろう。

　いや、もう理由はわかっているのかもしれない。わかっているから、アイドを消そうとする僕たちに、協力を申し出ている。

「最近、先生を先生って呼んでも返事してくれなくなってきたの。まるで、自分が先生だった時間なんてなかったかのように、無視して……。『宰相』って呼んだときだけ、とても張り詰めた表情で振り返るんだ。それを見ているのが辛つらくて、私……」

　その必死な訴えは『繫がり』のおかげで、僕の心の奥底まで突き刺さる。

「だから、お願い。アイカワカナミさんは、いまの『統べる王ロード』のお兄さんなんだよね？」

　ライナーやラスティアラから聞いた話から、例の北の王が妹の陽ひ滝たきであるのは間違いない。隠すことなく、僕は頷うなずいた。

「……よく知ってるね。確かに、そうだよ」

「お願いだから、妹さんを連れて行って。そして、先生を『宰相』から引き摺ずり下ろして。それが、私の望みだよ」

「わかった。アイドのやつは、僕たちが必ず『宰相』をやめさせる。妹も必ず連れ出す」

　迷いなく約束した。ルージュちゃんの話は『繫つながり』のおかげでよくわかったし、アイドの抱える問題のほうも納得できたからだ。

　ティティーとアイドは兄妹だからか、その抱える問題もよく似ている。『王』という言葉が『宰相』に代わっただけで、やるべきことは変わらないと思った。それは後ろで聞いていたティティーも同感だったのか、ルージュちゃんの頭を撫でて歓待する。

「アイドは悲惨な目に遭うそなたらを助けたのじゃな……」

「は、はい。そうです……。その、よろしくお願いします。本物の『統べる王ロード』様」

「ああ、よろしくじゃ。しかし、そう縮こまることはないぞ。童わらわにも軽い物言いでよい」

　元からティティーはルージュちゃんを信用していたのだろう。

　僕の《ディスタンスミュート》の確認が終わってからは、とても無防備に接する。

「かなみんよ。アイドの心の奥底には、かつて童わらわたちを助けてくれたお爺じいちゃんお婆ばあちゃんの面影が、しかと残っておるように感じたぞ。童わらわと同じように、何十年の時を経ようとも、それだけは消えておらぬ。だが、その次を、あやつは間違えておるようじゃ」

　情報交換していく内に、はっきりとアイドの問題が見えてくる。

　その問題は厄介そうだが、正直余り心配はしていない。

　なにせ、いま僕の隣には、そのアイドの本物の姉がいる。

「少しだけ、ややこしいことになってるみたいだな。ただ、おまえのときよりかは楽だと思ってるよ」

「ははっ、それは頼もしいのう」

　やるべきことは、いつも通り。守護者ガーデイアンと戦うのではなく、願いを間違えている守護者ガーデイアンから真の願いを引き出すこと。その道だけを間違えないように、僕は動き出す。

「それじゃあ、そろそろ移動しようか。かなり派手にやったから、人が集まってきてる」

　大穴の前でティティーが本気で戦ってしまい、かなりの魔力と音が街に漏れた。幾人かの探索者たちが、遠巻きに僕たちを見ている。このままだと、街の衛兵まで出張ってきてしまう。

　逃亡のルートを見つけ出すために、ダリル全体に《ディメンション》を満たした。

　ちなみに逃亡したクウネルは、もう街の外まで出終えていた。ここから先は本当に危険なので、彼女の背中を見送ることにする。

　ここでクウネルとはお別れだが……またすぐに、どこかで会いそうな気がした。縁ではないが、それに近いものを彼女には感じる。

「アイカワカナミさん。いま先生は、『北連盟』南端にある『ヴィアイシア』って国に、間違いなくいると思う。あれこそ、先生の建国した『統べる王ロード』のための国だから……」

「アイドが噓うそをついたとは思ってないよ。間違いなく、あいつは『過去』も『現在いま』も、ずっと『ヴィアイシア』で僕たちを待ってる」

　ティティーとアイドの二人が決着をつけるのは、その国以外ないだろう。

　ただ、その当のティティーが、少し心配げに意見を出す。

「しかし、本当に真っ直すぐ北へ向かってもよいのか？　戦争しておると聞いたぞ？」

「真っ直ぐでも大丈夫だよ、先生のお姉さん。別に年中戦争してるわけじゃないからね」

「なっ、年中しておらぬのか……!?　う、うーむ。童わらわの時代と違うのう……」

「北の関所とかは、私がいれば顔パスだから安心して。もし南の人たちに見つかっても、スノウさんがいるから大丈夫だよね？」

　一歩退いていたスノウは、急に声をかけられて驚き、首を傾かしげる。

「え、え？　でも私、もう総司令代理はやめたんだけど……」

「スノウさん、そういうのってやめたくても簡単にやめられるものじゃないから……。少なくとも、見る目は変わってないはずだから、何かあったら頼んでもいいかな？」

「……うん。急いでるみたいだから、なんとかやってみる」

「よし。それじゃあ、これからの道のりなんだけど――」

　ルージュちゃんは歩きながら、手持ちの地図を広げた。

　たくさんのメモが貼り付けられており、軽く《ディメンション》で読んだだけで、いまの戦争の情勢が軽く理解できた。南の将軍だったスノウの意見も交えて、いかに戦地を避けて進むかが的確に決められていく。

『ヴィアイシア』は北と南の境界線を越えれば、すぐそこだ。

　道のりを決めるのに、時間は大してかからなかった。

「――じゃあ、行こう。もう寄り道はなしだ」

　予定を立て終えて、急いで僕たちは馬車まで戻る。

　馬車に乗れば、あとは一直線に走るだけ。

「うむ。では、行こうぞ。童わらわの故郷『ヴィアイシア』へ」

　御者台に座った僕の隣で、ティティーは弟の待つ方角に顔を向けて、そう言い締めた。

　……おそらく、この『帰り道』を進み切れば、彼女は世界から消える。

『地下／過去のヴィアイシア』から始まった一つの物語が、『地上／未来のヴィアイシア』に辿りついて、終わりを迎えるからだ。

　けれども、先を見据えるティティーの横顔に、恐れや不安は一切ない。

　この先に、帰るべき家があると知っているからだ。

　僕は必ず『風の理ことわりを盗むもの』ティティーを――そして、『木の理を盗むもの』アイドを、その家まで送り届けようと心に誓う。

　二人の長い人生に決着をつけるため、馬車は『ヴィアイシア』に向かって走っていく。







あとがき




　十一巻ありがとうございます。今回は地上に戻り、明るい話が多めで……いままでと少しイメージが異なります。ということもあって、表紙を誰にするのかをとても迷いました。

「使徒シス」「ラグネ」「ラスティアラ」と色々候補がありましたが、色々あって「ルージュ」を要望に出しました。正直なところ、彼女は単体で考えると出番の多いキャラクターとは言えません。しかし、このアイド編で彼女は確かに重要で、言ってしまうとアイドのヒロイン的な側面も持っています（カナミのヒロインではありません）。だからこそ、彼女にしました。――簡単に言ってしまうと「十二巻は絶対にアイドがいい！」というわがままを、いまの段階で私が騒いでいて、「十巻のティティーと十二巻のアイドを繫ぐのは、十一巻のルージュ！」と激しく主張したという話です。という私のよくわからないわががまを経て、十一巻ではとても素敵なイラストを鵜う飼かい先生から頂けました。本当にありがたい限りです。いまはただ、十二巻でもみなさんと会えることを祈るばかりです。

　余談ですが、例の「あとがきのアトガキ」シリーズは終わってしまったようです。十巻でちょっと愚痴ったのを、いま後悔しているところです。色々と申し訳ないと思っております……。と、いつもの謝罪ノルマを消化したところで、お別れの時間です。この巻に関わったみなさまと手にとってくれたみなさまに感謝を！　それではっ。
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